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はじめに



はじめに

1、研究対象の捉え方

環境計画、環境デザインといった分野が他のデザイン領域と異な

るのは、デザインの対象が「地域」であると言う特殊性からくる。

「地域」は社会性を持った空間領域で、他のデザイン領域ともっと

も異なるのは、その領域が極めて広いこと。生活の全体を包含する

全体性をもっていること。全くゼロの状況から出発するデザインは

在り得ず、必ず計画対象としての「場所」があること。等があげら

れよう。特に3番目の「場所」について考えると、「場所J　が地域

固有のものであるという認識に立てば、デザインの対象は一般化し

えないものとなり、科学的方法で成しうることは、「場所」に対す

る認識の方法を確立することと、一般化しえない「場所」をあえて

「まとめる」という方向である。しかし近代都市計画の理念はこの

「場所」を固有のものとして認識することは極めて不得意なことで

あった。まったく白紙の状腰（と認識した）の地域をデザインする

ことを中心としまたその体系が科学的方法として確立されてきた。



近年、地域の趨勢として、都市住民が農村に居住することが始ま

っている。一般的に言われる混住化現象である。これは従来都市に

住んでいた住民がなんらかの都合で農村に住むことであり、都市住

民が都市の周辺に無秩序に住みつくと言う現象（スプロール）とは

異なる。また計画論でも都市と農村がコミットした計画論・計画案

は多数あるがいずれも都市的要素と農村的要素を組み込んだ新たな

都市を形成する立場が中心で今日のように農村側に都市住民が居住

すると言う計画理論は極めて少ない。混住化のような現象が生じた

のは近年のことであり歴史上ほとんど前例がない。都市と農村の空

聞構造・社会構造は大きく異なる。このようなとき都市計画の計画

理論は、地域に対する認識の経歴からしても、「場所」性、特に農

村部の固有性を評価するような理論はほとんど持ちあわせていない。

一方、農村計画という領域もあるが、農村計画学では従来は農村独

自の固有性、地域のストックまたその読み取りと言った作業につい

ては多くの経験と成果があるが、都市住民を迎え入れて新たな地域

を形成すると言う視点からは実績も計画理論も少ない。このように

混住地域は、既成の都市計画分野にも農村計画分野にも入らない領

域であり、中間的領域としてまったく新しい理念をもって問題に対

応しなければならない。混住地域の計画論では農村と言う場所の固

有性を尊重するということと、新たな居住地として一般化するとい
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うことの矛盾した問題を乗り超えることが重要な課題である。

2、本研究の概要

本研究は、『都市住民の居住地を近郊混住農村地域に計画するた

めの基礎的な整備方法を、農村地域の社会的・空間的ストックをい

かしたコミュニティ及び居住環境の形成の立場から明らかにするこ

と。』を研究目的としている。研究に先立つ基本的認識は、①均質

化から個性化へ向けた計画論の重視、②実態（現状）分析とストッ

ク分析の組み合わせの重視、③空間レベルの段階性の重視二　⑧人間

一層住環境系としての捉え方の重視、以上の4点である。本論では

単に都市と農村の閑係に注目するだけではなく、都市住民を農村に

迎え入れることの計画的視点を重視して、できるだけ抽象論をさけ、

より具体的な手法の確立を念頭において進めた。そのため、計画論

としての一般的合理性を得ることと、都市住民を受け入れる個の農

村の特殊性、固有性を重視すると言う、相互に矛盾した問題を解決

することが重要になる。そこで本論では地域的ストックの読み取り

を重視しそれを類型化によって一般化することと、現状分析から得

られる指標を複合的にもちいることの2つの側面を組み合わせるこ

とにより、混住地域を評価する指標としての安定性を獲得するとい

う方法をとった。研究の手塵は、混住地域の状況を第1に広域的な
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観点から考察し、その論拠にもとずいて、研究対象事例地を選定す

る。第2に現実的な計画単位として有効であると考えられる集落を

計画対象に据え、地理学・社会学的・民俗学・歴史学・建築計画学

等の方法を用いながら多面的に分析し、その過程を通じて混住化地

域の開発計画に有効な指標を抽出していく。以上から混住化集落の

整備計画の基本的な視点を考察する。といった頻で進める。以下に

各章別の概要を述べる。

●第1葦

研究の背景を社会的状況から整理し問題の設定を行った。次に研

究に対する基本的認識について述べ、研究の主たる目的を述べた。

研究の前提として、作業仮説として「地域社会類型」の設定を行い、

「旧住民型」「農家・新住民型」「各タイプ混合型」「新住民集団

型」の4つのタイプを「混住地域における地域社会類型」とし（本

論では以下「地域社会類型」と略称する）、本研究における「混住

化」とはこの4つのタイプで表現される地域社会を形成している状

祝とすることを述べた。次に先行研究のレビューを行っている。こ

こでは、本論に直接関わる各学問領域から、主要文献を取り上げ本

論の枠組みを設定し、次いで最近の混住化に関わる研究動向を概観

し本論の位置づげを行っている。最後に、研究を進めるための調査

の枠組みの概略を述べた。
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●第2葦

広域レベルでは既存統計指凛を用いて首都圏近郊の市町村を単位

にして作業仮説である「地域社会類型」の設定を行い、類型の地域

区分の特性について考察した。はじめに、広域における多次元の分

折から複合的意味を持っ混住化を示す基本的指標の抽出を行い、次

に人口指標・社会経済指標・空間指標から類型の妥当性を検証し、

類型の分布特性および広域での計画的課題について考案している。

類型の分布形態を観察することにより、首都圏における混住地域は

圏域的な構成ではなく、市松模様をなして分布していることを明ら

かにし、広域レベルにおける混住ゾーンの計画課題を考察した。

●第3葦

集落レベルでは社会レベルと空間レベルに分けて考察を進めた。

本章では集落社会レベルについて述べている。広域レベルでの研究

成果を踏まえて、広域で有効性が確認された「地域社会類型」から、

それぞれを代表する調査事例地を選定する。選定された集落の住民

構成から居住者タイプを設定し、その組み合わせから集落レベルに

おける「地域社会類型j　を設定した。集落ではコミュニティ自体が

居住者の人間性に直接係わることであるから単一の現象面からだけ

の分析では把握し難い面がある8　そこで類型化の妥当性を検証する

ための実態指標として、居住者の行動的側面、心的側面の両面から

ら



の分析を行った。まず、地域活動・住民交流などの実感を分析し各

類型間に明確な特徴が観察されることから、「地域社会類型」がこ

れらのコミュニティの行動的側面における実態を表す指標として有

効であることを確認した。次に、コミュニティ意識の把握の方法を

検討し、その分析を行い各類型問に明確な特徴が観察されることか

ら、「地域社会類型J　がコミュニティの心理的側面を把握する指標

としても有効であることを確認した。以上の分析から「地域社会類

型j　が複合的意味をもった類型であることを検証した。

●第4章

ここでは集落の社会的ストックとして集落の社会的体質の指標化

を行った。集落の社会的体質を総体的に捉える指標として「むら柄」

を仮説的に設定する。ここで「むら柄」は拘束力国子と展開性因子

で形成されるものとする。分析の方法として第一段階では定量的方

法から、拘束力が弱まり展開性が大きくなると新住民に対して協翁

性が見られることが観察された。次に第二段階の定性的方法から「

むら柄」が多義的な意味を持つ指標であり、集落の歴史や基礎的な

社会条件が「むら柄」の形成と関連があることがわかった。以上の

分析から「むら柄」が社会的ストックの指標として有効であること

を確認した。

●第5章
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ここでは、集落の空間レベルから実意的指標とストック指標を抽

出することを主な目的とした。新住民の住宅の配置形腰から「新任

民居住地形態分類j　を設定し、この分類を用いて地域交流・コミュ

ニチイ意識・居住環境評価の分析を行った。その結果、各類型問に

明確な特徴が観察され、空間レベルの実感指標としての有効性を確

認した。次に空間的ストックの指標として「集落形塵」に着日し、

混住化の立場から分析した。その結果、「集落形塵」により混住化

の形愚が親御を受けること。自然条件・施設利用状況にも特徴が見

られることが観察された。以上から空間レベルの集落の総合的なス

トックを表す指標として「集落形患」が有効であることを確認した。

●第6章

ここでは結論として、以上の各レベルの分析からその有効性が確

認された実態指標・ストック指標を、集落社会レベル・集落空間レ

ベルのそれぞれから抽出し、それらの指凛を用いて地域を類型的に

考察し、混佳化に伴うコミュニティ形成のための居住環境計画につ

いて考察した。第一に実意指凛の「地域社会類型」「新住民居住地

形態分類J　の2つを用いて集落を分類しそれぞれのタイプの特徴か

ら混住化に係わる整備計画上の留意点について考察を加えた。第二

にストック指標の「むら柄」「集落形態」の2つを用いて集落を分

類し、実態指標で得られた知見を加味しながら、より具体的な混住
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化集落の垂備条件・開発方式について検討を加えた。

以上、各章別に主な検討結果を記述したが、次に横断的に本論の

主要なフレームを説明する（表0－1）。

本論では基本的にはいくつかの視点からの類型化を骨子としてお

リ、その類型化を用いて計画論を展開すると言う構成を持つ。まず

類型化については、①広域レベルでの類型化　⑧集落レベルの類型

化、さらに集落レベルでは⑧－1実感指標による類型化、⑧－2ス

トック指標による類型化を社会レベル・空間レベルのそれぞれにつ

いて行った。計画論の展開については広域レベルの類型化を受けて

広域レベルの計画課題をまとめ、集落レベルの類型化を受けて、実

態指標から見た混住化集落の整備条件およびストック指標から見た

整備条件の整理を行った。
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表0－1　本諭のフレーム

集落レベルの分析

計画論

社会指標 空間指標

実意指標 地域社会類型

（3 葦）

新住民居住地形態

（5 葦）

！

整備条件

（6 葦）

ストック指標 「むら柄j

（4 葦）

集落形態

（5 葦）

整備条件

（6 葦）

2、本研究の意義

？



本研究の意義は、混住化を積極的に評価し、具体的に混住地域の

評価を可能とするような手法を確立したことにある。その具体的な

成果として、

（1）広域レベルの分析を行い広域における混住化の状況を総合塙

標として簡便に分類する方法を表したこと。それにより①広域レペ

ルのなかでの各市町村の混住化地域としての位置付けが可能になり、

⑧混住化に伴う全体的な広域の計画課塵の策定が可能になる。

（2）広域レベルと集落レベルの分析が段階的になされており、広

域レベルから選定された市町村について集落レベルの類型化を行っ

たこと。それにより市町村のなかで混住化地域整備に適合した集落

の選定が可能になる。

（3）集落レベルの類型化の方法として空間レベルと社会レベルの

組み合わせによる類型化の方法を示したこと。従来、それぞれが独

立した類型の設定は実例が見られるが、両者を組み合わせた類型の

設定はあまり実例がなく、集落の社会レベル一重聞レベルの一体的

な評価が可能になること。また、本論では社会レベルとして行動面、

意識面の両面から多層的な分析を試みていることにも特徴がある。

（4）集落レベルの類型化の方法として実感指凛による要素的分析

とそれを補う意味でのストック措凛による記述的、総体的な分析を
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垂合して用いていること。従来、集落レベルの現状分析から得られ

た実態的指標による評価は多数実例があるが、集落の持つストック

を指標化し計画的視点から活用できるような簡便な方法がなかった。

そこで本論では、簡便でしかも多義的意味をもつ指標をストック指

凛として確立した。

（5）集落レベルにおいて、社会指標と空間指標、実意指凛とスト

ツタ指凛の組み合わせとして、整備条件を具体的に整理したこと。

以上の5点があげられる。
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第1葦　研究鋸欄と方法
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第1章　研究の潤と方法

1、研究の背景

1960年代から70年代前半にかけて我が国の高度成長に伴う大都市

圏の爆発的な拡大は、都心を遠く成れた周辺農村地域にまで都市就

業者の居住地を展甜する結果となった。しかし、70年代後半から

の低成長、安定成長の状況のなかで、都市化の傾向は一一応の落ち着

きを見せ始めており、その拡大規模も構造形態も、概念的には大枠

が定まりつつあると言えよう。

このような状況の下で、首都圏を対象に見た場合、これからの都

市開発の主たる任務は次の3つに大別して理解するのが適切と考え

られる。第1は、首都構造を多核的複合体として再編しようとする

首都改造の理念に対応して、これを空間的地域的に具体化していく

ための開発（桟都市開発、軸状開発、群開発など）である。第2は、

既存の開発の間に取り残された地域の整備（都市内部または蚕食的

に開発された近郊地帯などの都市前線内部における、再整備、再開

発を含む開発）であり、ここでの目的は、その地域の地域的熟成を

実現していくことである。第3は、都市圏外嶽部に広がる農村地域

において摸索されるべき、都市と農村との間での訝和ある発展を日
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的とする開発である。

本研究は、上記の3番目のケース、農村地域に都市住民を導入し、

これを定着させるための開発のあり方について検討し、こうした地

域の環境整備計画の手法を探ろうとするものである。これら大都市

圏外綾部の農村地域における住宅地開発は、受け入れ個の対応から

も、これまで行われてきたような大泉模開発を実施することは現在

では極めて困難となってきている。また、上述したような安定成長

下での住宅、宅地寓要の実勢をみても、さらに事業主体にとっての

採算上、経営上の判断から考えても、新しい計画の考え方、手法の

展開が求められているのが現状である。

こうした地域での開発の在り方を考えたとき、受け入れ僻の農村

社会が置かれている現状や都市的要因の導入への期待、既存の地域

施設の活用を中心とする一体的コミュニティの育成の可能性、特殊

化する住宅地籍要に対応する柔軟性などが重要な条件となるものと

思われる。そしてこれらの要件を満足する開発方式として、小泉模

で地域になじんだ住宅地開発を念頭において、これからの農村地域

における開発の在り方を探っていく必要があるものと考えられる。

80年代に入って、人々の価値観は多様化し、個人生活の拠点と

しての住宅に対する人々の要求もまた多様なものになりつつある。
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その中には∴　子育ての期間に必要な環境として、自然度が高く広い

壁間を享受できる農村地域を選択する家族、退職後のゆったりした

老後を送る場として、人情味豊かな田園生活を志向する老人世帯、

また生活時間や勤務者所にあまり制約のない自由業の人たちなどが

いる。

こうした人々は、それぞれの要求が適度に満たされる住宅地が農

村地域に供給されれば、間違いなくそこを生活の拠点として選択す

るであろう。彼らには、従来の画一的で大規模な凝似都市的な住宅

地では彼らの要求を満足することができないのである。そして彼ら

は、条件が備わって農村地域に来任した葛合は、定住的な地域との

宕びっきをもった生活を繰り広げることを期待するのである．現在

の農村地域を注意深く観察すれば、数は少なくても、このようなラ

イフスタイルの人々を革罷するヱヒ草tできる。

一方、農村地域を考える場合、誤解のないようにしなければなら

ないのは、それが急激に変化している、ということである。これま

での農村居住者についての伝鹿的な概念、すなわち彼らの多くは農

業者であり農相的生活様式をもった人々である、という捉え方は既

に成立しなくなっている。むろんこうした地域では、農村集落こそ

が生活空間の圧倒的な部分を占めていることは事実である。しかし

その集落の居住者の多くは非農家であり、集落は近接地域に通勤す
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る人々の居住地としての機能を強く持つようになってきている。

このことは、伝統的な村落共同体、すなわち生産と生活が深く結

びっき構成員の利害が基本的に一致していることにもとプいて成立

してきたコミュニティが変容しているであろうことを示唆している。

全国的な農業の後退と他産業の進出、都市的生活様式の農村地域へ

の浸透、地方都市への大都市からの人口の遠浅、内陸工業地域の形

成、交通条件の改善と流動性の増大などの多様な要因の相乗作用に

よって、伝親的な農村像は大きく変化しているのである。

大都市圏の外縁部農村地域では、たとえ都市からの新住民の流入

がなくても、在来の集落住民自体の就業の形態や生活様式が都市型

のものへと変化し、それにつれて生活意識や社会組織の維持システ

ムが変容し、コミュニティの結びつきはゆるやかなものになってき

ている。集落という空間様式は変わらないまでも、その内容が変化

し、依然として農業生産に生活の基盤を置く人々、都市に働きに出

て集落を単なる居住としている人々が混在して生活しているのが芙

情である。

こうした状況を混住化（の一種）と呼び、混住化が起こっている

地域を混住地域と呼ぶと、混住地域では、上述したように、もはや

伝歳的農村コミュニティをそのまま持続させることは不可能である。

かといって、住宅藷要圧力の減退が予想されるなかで、混住地域が
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全面的に都市地域となり、都市的コミュニティが形成されることを

期待することも現実的ではない。

混住地域において、近代化した農業が健全に維持され、しかも都

市型の住民が定住できる居住環境を実現するためには、このような

地域特有の新しいタイプのコミュニティの形成が必要条件となる。

この新しいコミュニティの可能性を検討し、それが形成されるため

の条件を明らかにすることは本研究の大きな目的である。そしてこ

の諌塵を追及するなかで、新住民を計画的に定着させる方法、すな

わち開発方式についてこの展望を描くことが可能になると考えるの

である。
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2、基本的認識

研究に、先立って著者の基本的認識について述べる。

本論は、以下の4点の基本的認識に基づいて進められる。

①均質化から個性化へ向けた計画論の重視

⑧実態（現状）分析とストック分析の組み合わせの重視

③空間レベルの段階性の重視

㊨人間一居住環境系としての捉え方の重視

以下それぞれに若干の説明を加える。

①均質化から個性化へ向けた計画論の重視1）

近代における科学的方法は合理主義を基盤としており、存在論よ

りも機能論を重視した立場をとっている。存在の全体を、機能を構

成する均質的要素に分解し、各要素の関係を実体的に捉えるのでは

なく、関数関係で捉えようとする。このようにして得られた関数問

係は、普遍的法則性を認められて一般化し、画一的パターンとして

固定化される。地域計画、環境計画といった部門も例外ではなく、

近代における計画論は∴　地域を均質的な対象として扱い、各要素に

分解しその関係性を合理的に説明する方法がとられた。また、その

ような計画理論に基づいて具現化された対象も均質的画一的なもの

となった。こうした思考は、合理的・実証的手法として計画論の中

枢である再現性を説明するためには極めて都合が良かったし、実際
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にすぐれた面もあることは否定できない。しかし、地域に関わる人

間や社会などは、事象としても複雑で、個々を要素として機能論的

分析で取り扱う方法では無理がある。これらの複雑な事象は要素間

に複雑・多様な相互作用があり、変化が連続的ではなく、相互作用

のある点を境にして全体の状塵が一変してしまうこともある。また

いくつかの条件を切り饅して単耗化すると、実体との隔たりが大き

くなり事象の解明が難しくなる場合もある。しかしながら、現実に

は地域計画などに関わる理論は∴　このような機能諭的思考が中心で

あり、特殊性を捨てて抽象的・画一的な認識をもたらすことになる。

これは、多様な性格を持つ地域にとっては重大な問塵であり、全体

的な総体性の理解は困難になる。したがって、そのために失われる

捻体性の把握には∴　何らかの補完的思考が必要になる。

⑳実態（現状）分析とストック分析の組み合わせの重視

機能論的思考の補完のために本論では2つの分析の接近を試みる。

一つは、実態把握のための統計的分析である。地域を均質化して把

寝せざるをえないという欠点もあるが、分析の項目として地域の質

的な面を理解するために観念的、具体的項目を加え、また分析方法

も解釈が部分的・画一的になることを避けるために、総体的で柔軟

な判断を加えられるものを積極的に導入する（例えば主成分分析な

ど）。次に地域の持つ特殊性、固有性といったものを要素に分解す
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ると言う過程を避け、できるかぎり総体的に解釈する方法として、

ストックの分析を考える。これは地域の歴史的集積の岩果成立した

人為的な「もの」や「こと」あるいは自然的立地条件などををスト

ックとして位置付け、この分析をもう一方の大きな柱とする。これ

らはフロー型の論理においては合理的に捉えにくいことからその価

債が見出されずに軽視されてきたものが多い。特に、従来農村地域

では、特有の経済論理であったストック型経済の論理に基づくもの

があり2）、これらの分析は地域の固有性を示す指標として有効であ

ると考えられる。本論では、以上の2つの分析方法を組み合わせて

用いることで地域の固有性を把握し、しかも計画論として一般化す

る方向を目指す。

③空間レベルの段階性の重視

空間には様々なレベルの設定が可能である。地域計画においても

国土計画、広域地域計画、市町村計画、集落計画等数多くのレベル

の計画案、計画論が存在する。しかし、計画論としてそれらが一連

の構造を有するものとして体系的に把握されている例は少ない。広

域における計画では、多分に地域が一般的抽象的に取り扱われ、各

地域の特殊性が軽視され、そのためにいっそうフィージピリティの

小さいものになる髄向がある。一方、集落計画などの狭域の計画で

は、地域の特殊性や利己的な部分が強調され将来的展望を欠くこと
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が多く、それらを寄せ集めてみるとあまりに無秩序なものになりや

すい。特に、計画自体がファッション的になり個性化をなくしてい

る現在では、結果として似たような地域を国土全体に数多く産み出

す結果ともなりかねない。本研究では、そのような反省から、日本

国土全体のストックを高め、地域性を育む視点から、広域から狭域

に至る連続性を重要祝した計画論を進める。

㊨人間一層住環境系としてのとらえ方の重視

地域は∴　それが常にそれを取り巻く外部とも密接に関連しながら

動いていく生活の拠点であり、全体的な視点を欠くことはできない。

また、地域自体がひとつの生命体のように、一時点に停滞すること

はなく、その対応もダイナミックな指向性が必要とされる。さらに

地域の居住者という主体とそれを取り巻く客体としての居住環境の

相互作用が常に注目されなければならない。本論では、この点を重

祝し、人間と居住環境の関係を系として捉え、人間側の分析として

行動的僻面、意識的僻面の2つの方向から接近し、居住環境個の分

折としては社会的側面、空間的側面の2つの方向から接近し、これ

らが一体化したものとして地域を凍えていく。

3、研究の目的

本論の研究目的は、『都市住民の居住地を近郊混住農村地域に計
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画するための基礎的な整備方法を、農村地域の社会的・空間的スト

ツタをいかしたコミュニティ及び居住環境の形成の立場から明らか

にすること』である。

研究の細部にわたる目的は、各章において記述する。

4、研究の方法とフロー

研究の方法は全体的に兢一した方法を取り、はじめに混住化に開

する作業仮説として仮説的類型を設定し、その仮説に基づいて藍住

化地域を構成する基本的な居住者および空間形態をいくつかのタイ

プで把握してその分析を行い類型の妥当性を検証する。次にその検

証された類型を用いて整備計画論を展開すると言う方法をとる。

ここで本論における基本的命題であり研究全体における仮説でも

ある「混住化J　について概念的に規定する。本論の立場のように、

農村系の固有性に立脚するには、農村内部の居住者及び藍住化に伴

う来任者の様態の分析、及びそれらが一つの社会集団を形成する際

の居住者集団間の相性とも言うべきものの検討は必須のことであり

またそれらの存立基盤（空間的混在条件、歴史的条件、社会的

条件等）を解明することが重要になってくる。そこで本論では、混

住化地域を構成する基本的な居住者タイプとその叔み合わせに着日
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して混住化を裁定する。まず居住者を旧来からの地域居住者である

旧住民と混住化の過程で地域に来任した新住民とに二分し、さらに

旧住民については農業との係わりに関して農家旧住民と非農家旧任

民に二分する。こうして混住化地域を構成する基本的な居住者タイ

プとしてとして農家・非農家・新住民をとりあげ、それらの組み合

わせによって地域を次の4つのプロトタイプで示し作業仮説として

の類型とする（図1－1）。本研究における「混住化J　とはこの4

つのタイプで表現される地域社会を形成している状況を言う。

農村地域が混佳化に至る前段階として、農村地域の多くが農家で

ある段階を　r農家型」とすると、混住化の第一段階には2通りの方

向が考えられる。1つは農村内部で農家の非農家化が進み階層分化

が始まっている段階で、そのようなタイプをここでは「旧住民型」

と呼ぶ。もう1つは農村地域内部では非農家化が進まず新住民の来

住による混在化が進むものがある。そのようなタイプをここでは「

農家・新住民型」と呼ぶ。混住化の第3のタイプは農村地域内部で

の農家・非農家の分化と外部からの来任が同時に観察されるものが

ある。ここではそのようなタイプを「各タイプ混合型」と呼ぶ。次

に旧住民に新住民が加わるという現象だけ見れば「農家・新住民型J

や「各タイプ混合型」と同じものであるが、新住民が集団的に来任

し旧住民とは独立した集団を形成するという点では混住化の1つの
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プロトタイプになるものがある。このようなタイプを「新住民集団

型」と呼ぶ。以上の「旧住民型J r農家・新住民型J r各タイプ混

合型J r新住民集団型」の4つのタイプを「混住化」として裁定し、

それらを「藍住地域における地域社会類型」とする（本論では以下

「地域社会類型J　と略称する）。

次に、研究全体のフローを示す。まず基本的認識にそって、本論

では図1－2に示したように研究を進める。

最初に基本的認識の⑧にそって、空間レベルを広域レベルと集落

レベルに段階を分けて分析を進める。広域レベルでは既存歳計指凛

を用いて首都圏近郊の市町村を単位にして作業仮説である　r地域社

会類型J　の設定を行い、類型の地域区分の特性について考察する。

次に人口指標・社会経済指標・空間指標から類型の妥当性を検証し、

その類型を用いて広域レベルにおける混住ゾーンの計画兼題を考察

する。次にひとつの地域像として社会的、壁間的領域性を持つ集落

レベルでの分析を行い、大都市近郊の混住化農村のコミュニティを

体系的に捉える。集落レベルでは基本的認識の㊨にそって、集落社

会レベルと集落空間レベルに分けて考案を進める。まず集落社会レ

ベルでは、広域レベルでの研究成果を席まえて、広域で有効性を検

討した「地域社会類型J　から、それぞれを代表する調査事例地を選
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定し、選定された集落の住民構成から集落レベルにおける「地域社

会類型」を設定する。集落ではコミュニティ自体が居住者の人間性

に直接係わることであるから単一の現象面からだけの分析では把握

し難い面がある。そこで類型化の妥当性を検証するための実意指標

として、居住者の地域活動・個人の住民交流等の行動的側面、コミ

ユニティ意識4）等の心的側面の2つを取り上げ、その両面から「地

域社会類型J　の妥当性を検証する。次に基本的認識の⑧にそって集

蕗の社会的ストックとして集落（ここでは集落を旧住民集団として

理解する）の社会的体質の指標化を行う（本論ではそれを　rむら柄j

と名付ける）。この有効性は集落の歴史的条件、社会的条件等を多

層的に観察することにより検討する。

集落空間レベルでは∴　実意指標として新住民住宅地の集合の状況

から「新住民居住地形態分類J　を設定し、地域交流の実態及び居住

環境評価から分類の妥当性を検討する¢　次に壁間的ストックの指標

として「集落形態J　に着日し、集落空間の存立基盤としての条件を

整理することにより患型としての妥当性を検討する。以上の各レベ

ルの分析から集落社会レベル・集落空間レベルのそれぞれから実態

指標・ストック指標を抽出し、それらの指標を用いて地域を類型的

に考案し、混佳化に伴うコミュニティ形成のための居住環境計画に

ついて考察する。
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これらの分析の特色は基本的認識に基づいて、第1に広域レベル

と集落レベルの分析が段階的になされていること。第2に集落の社

会レベルとして行動面、意識面の両面から多層的な分析を試みてい

ること。第3に実意指凛による要素的分析とそれを補う意味でのス

トック指標による記述的、捻体的な分析を重合して用いていること。

の3点があげられる。

なお、本論では集落レベルにおいて、研究対象を中心集落には限

定していないが、その理由は、混住コミュニティの形成には多様な

展開が予想され、現実に混佳化の進展の度合いが強く、施設・サー

ビスの集桂や人口親漠の集稜があるといった面だけから、中心集落

だけに対象を限定することは∴　その展開の可能性を排除することに

つながると考えるからである。
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5、混住化に関する先行研究と本研究の位置づげ

本論ではいくつかの分野の中間的領域にかかわる事象を研究対象

にしている。従って本論に関連する学問領域も拡大しており、研究

へのアプロ叫チが近い分野として都市計画学・建築学・社会学・地

理学・村落歴史学・民俗学等の学問磯城があげられ′る。具体的に各

章との関連でみると、第2章の広域レベルでは広域圏の混住化の礎

造と特性を把握するために都市計画学の地域構造の理論に近いアブ

ローチをとっている。3葦の集落レベルの混住化寮型では社会学の

手法を用いている。特にここでは居住者の心理的側面を評価する方

法としてコミュニティ理論の知見が有効になっている。4章の「む

ら柄」では農村社会学の「村社会」のとらえ方、民俗学の研究方法

論・認識方法等が参考になっている．5葦の集落壁間では集落地理

学における集落形愚論、村落歴史学の村落形盛者と起宙論の視点、

建築計画学の空間利用の視点を取り入れている。

本項ではこれらの各分野から主だった文献を取り上げ、本論の立

場から批評を加える。さらに混住化に関する最近の研究動向からい

くつかを取り上げ、本論の位置付けを行う。

（1）都市計画学・農村計画学・建築学の立者から

この分野では∴　計画論としてはハワードをはじめとして都市と農
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村の関係に着日した多くの計画論・計画案が存在する3）。しかしこ

こではそれらの評価は剖愛して本論に直接視点を与えるものとして

2つの文献を取り上げそのレビューを行う。

第一に山森の『都市化にともなう農村地域構造の再編成に関する

地域計画学的研究』を取り上げる4㌔　この研究は農村地域における

都市化を　r都市との相関関係にもとうく変容」であると規定し、都

市化の経年的変容徽都市との関係（特に空間鹿護を中心にすえて）

の考案から地域を都市と農村が統合した地域的兢一体として理解す

ることに成功している。結論では具体的に空間のレベルによって、

農村地域が依存する都市の人口集棲親榛による類型（第1次類型）、

都市との依存関係による類型（第2次類型）、基礎生活圏内の集落

関係にもとづく類型（第3次類型）のそれぞれを叔み合わせてた3

9の類型区分による「構造類型」を提案している古き。この研究の威

巣は、空間レベルを設定しておりそれぞれのレベルにおいて都市と

農村の関係を考案していること。山森自身も言うように「農村地域

構造の再編成J　を在来の認識である　r等質等方的な狭領域に限定さ

れる歴史的社会生活圏」に対置される地域概念としてとらえている

ことであり6㌦　極めて今日的な視座を与えている。現実に近郊農村

においでは日常生活都市の影響、最寄りの大都市の影響が地域開発

・交通条件の急濃な変化によりますます錯綜化してきている。また
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農村内部にも都市化指向が見られ、従来のような単純な圏域構成と

してはとらえられなくなっている。このようなときに空間レベルに

より地域を垂理し、それぞれのレベルにおいて類型を認定しその類

型の組み合わせよって相対的な存在である地域を構造的に理解する

ことは分析の方法として有益であり、本論においてもその視座を磨

蓑している。

第二に佐藤の『大都市周簸地域の土地利用の課題』を取り上げる

7㌦　ここではR．J．Pryorの用語法に従って「大都市周嶽地域」を克

定し、その特性を考察している。このような地域における土地利用

の謙遜として「計画的な市街地の拡大と優良農地の保全を困るため

の土地利用錮豊の重要性j　及び　r都市の外延的拡大圧力を逓減させ

る方向に都市政策を転換すること」2点をあげているが工　何れも農

村僻の主体的な対応とは言い発く、佐藤が　r農村の立葛から大都市

周縁地域の将来イメージを構築すること」と指摘するように、現状

における農村の認識からは具体的決定的な方策に欠け、また農業自

体の不透明さも手伝って農村計画の立場からこのような周象地域の

全体像を描くことを困難にしている。

第三に高橋の『大都市における地域的な生活空間の構造に問する

研究』を取り上げるい。この研究は藍住化地域の問題を直接対象は

していないが、「人間やその集団の人間関係や行為や文化等にかか
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わるものと、空間や形態の権能や社会的意味にかかわるものの二つ

を、（申省略）コトバの論理として記述j　9）しており本論との視点

は近い。この論文で注目されるのは∴　人間個の整理としてコミュ二

ティ論を取り上げ社会学・計画学・遅勅諭・文化論の立葛から問題

を整理し、空間に対する認識の問題として機能論的認識・意味論的

認識の2方向から閉塞を整理しており、人間と空間を具体的調査事

例の分析を通して有機的に関連づけることを意欲的に試みているこ

とである。この論文は認識論的な立卓からの考察が中心であり、「

共同体の構造J　を存在レベル・現象レベル・意味レベルの組み合わ

せとして明快なモデルとして表しており、計画論的にも有意義な基

礎的な視座はあたえるが、これを具体的な計画論・政策論として提

示するには至っていない。しかし、このように人間と空間の関係を

多次元から接近する態度は、近代計画論には欠落していたことであ

リ、大いに評価されるところであるが、この種の論文の陥りやすい

憤向として認識論・解釈論のような抽象的議論に留まり計画論的に

展開しにくい、あるいは認識論に対して計画論とのギャップが生じ

やすいと言える。この種の研究成果がより具体的計画論・技術論に

つながることが望まれる。

佐藤や山森の文献からも明らかなように、農村地域の再編成が進

み農村側からの積極的な計画論が期待し得ない状況にあって、都市
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と農村の関係を具体的に解決しようする計画論を考える時、農村側

の論拠は依然として農業自体の先行きが不明なために明確にできな

い。しかし、農村を居住地域としてみると、現在のように都市側か

らの無秩序な流入が進むに任せず、農村地域を都市住民の受けざら

としてとらえ直し、農村地域の特性（農業の存続の可能性も含めて）

を十分配慮した計画論の必要性が出てくるのである。また、このよ

うな都市と農村の共存は、大きく分けると土地利用の混在、居住地

の混在の2つの側面が考えられるが、本論のように居住地の混在に

注目した葛合、高橋の主張するような人間個と居住環境の多面的な

検討は欠かせないものになる。しかしこの穏合も抽象的議論は役立

たず、より具体的な問題解決の方向性をもった計画論が必要とされ

るのである。

（2）農村社会学の立場から

ここでは本論の立寄から農村社会学について批評を加える。

農村社会学の取り観むべき問題として、蓮見は『現代農村の社会

理論』10）のなかで①階叔構造および生活構造論、⑳集団および支

配構造論、③農民意識論と運動論、の3つに分類し、r研究成果の

多くは集団および支配構造論にかかわるものであった。そして、階

級構造については若干の研究成果が嘉されているものの、生活模造
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についての成果はきわめて乏しいといわぬばならなかった。また、

農民意識についてはその静態的分析は若干こころみられてはいるも

のの、（中略）動態分析についてはこれまでの研究成果は無に等し

い」と指摘している1日。このように多くの農村社会学はムラを全

体社会と切り離して考えてきた僚向が見られ、このように農村社会

学において社会の変化要因に対応した理論を構築することがするこ

とが軽視されてきた。しかし、現実はほとんどの集落で農村が農業

を生業とする人だけの集団ではなくなってきており、二宮が指摘す

るように　r農村社会学J　という学問領域を設定するにはあまりにも

現実社会とはかけはなれており12）、むしろ、農村のなかで農業従

事世帯だけに着日すると言う意味で「農家社会学」あるいは農業徒

尊者だけに着日して「農民社会学」ともいうべきだ、との意見もあ

がっているほどである。

本論では農村社会の変動諭に着日しており、農民階層の分解（い

わゆる転職藍住）と新住民の来任（転入混住）の両者が進む段階に

おいて、農村社会全体の変動を、時間的変動を地域差の変動に置き

換えて農村社会の動態分析を行っている（第4葦）。このような祝

点については蓮見も「農村外的なインパクトによって、地域の人口

の増加ないし減少が生ずる寄合、それが農民の階鼓的性格、農村社

会の様相を変化させるものであるか否か、という点について、農村
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社会の階級構造および生活模造における変動諭の一部としてそれを

問題にすることが要求される。」と指摘している13）。

農民意識を変動論の立葛から実証的に論述した数少ない著作のな

かに福武編集の『農村社会と農民意蔵』がある14㌧　このなかで「

先進的と評価された村が15年前に示していた村の藷特質は、当時

において古い村落の典型といわれた村にまですでに一般化したとい

うことになろう。しかしそれでは∴　村はその段階をこえてさらに大

きく変化したかといえば、必ずしもそうだとはいえない。（中略）

以前に比べて部落のまとまりのもつ意味が減退し、それが十全な叔

潮力ないし兢合力をもちうるものではないものとなってきているこ

とは当然であるにしても、部落的なまとまりが全く解消されたわけ

ではなく、農家の日常生活にとっても農政浸透のメカニズムの上で

も、なお無親しがたい要素をなしていることをみなければなるまい。

J　と記されており15㌦　また、鈴木栄太郎も『日本農村社会学慮　理』

のなかで、自然村には「一個の精神があるj　と言っているように16

）、変動期にあってもなお村社会特有のまとまりが残存するこ　とが

指摘されている。このような村社会特有のまとまりのようなものを、

本論では評価し社会的ストックとして位置づけているが、本論に重

要な視点を提供したものとして、日本社会学の一つの分野である「

社会的性格の研究J　があげられる。これは松原の定義では　r個人も
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しくは個々のパーソナリティと社会構造をつなぐ分析の環として階

親や階層的立場を共通にし、日常生活に示される様式を等しくする

ものに形成されるパーソナリティの共通部分を想定して、これに社

会的性格（social charactor）という用語を与えた。J　としている

17）。松原は『日本農民の社会的性格』から以下のような部　分を引

用して研究の流れの一端を紹介している。「人間のパースナリティ

は、その多くのものが社会的環境によって形成されている。したが

って、環境をひとしくする者は、そのパースナリティにおいても、

共通した性格をもってくる。たとえば、サラリーマン気質が語られ

役人タイプが論ぜられるのは、このためである。われわれは∴　この

ような特定の階層や階級にあらわれるパースナリティの共通性を故

会的性格と考える。ここに農民の社会的性格と称するものも、農民

がその社会的諸環境の中でもつに至った共通的性格にはかならないJ

18㌦　また、松原は、前掲書から下記の部分を引用して、「社会的

性格の研究J　では決して農民の社会的性格を固定的なものとしてと

らえようとしたものではないことを指摘した．　rむしろ、現代の農

民は∴　前近代社会における村社会でつくりあげられた上述の性格を、

今なお色濃く残しながらも、漸時解体させている。古い性格の残存

と解体、新しい性格形成の萌芽、この両面的性格が、からみあい鎗

蘇しているところに、現代の日本農民の性格が認められるのである。
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しかも、その錯綜は、古い性格の強固さの故に、新しい性格形成を

歪曲しており、いっそう農民の性格を複雑にしている」と述べてい

る19）。

（3）コミュニティ論の立場から

都市の周辺農村地域への拡大は先進国に共通した現象であって、

都市と農村が重なった部分を学術的には　rRuraトUrban Continu　孤　j

と呼んでいる20）。このような現象は伝統的農村社会学、都市学　の

何れの範噂にも入らず議論のあるところとなっている。この「Ru

raトUrban Continu　凰」への接近は①地理的空間における混在　⑳

社会的概念としての小地域での社会システムの混在　③特定の人間

的結合による混在　の3つの側面がある。日本では∴　このような現

象を「混住化」と呼んでいるが、その定義は極めて曖昧かつ多義的

に用いられており学術的に整理されていない21）。

都市近郊の農村地域においては、程度の差こそあれ、旧住民に加

えで、都市から来任した新住民が混在しており、いわゆる混住地域

を形成している。しかし、従来、混佳地域の研究については、多く

は、農業生産環境、及び従来からの農村居住者のための生活環境を

保全する立垣からの研究が中心であり、混住地域を都市住民の住宅

地として積極的に位置付けている立場は多くはない22）。また、都
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市住民が定住できる居住環境を実現するためには∴　コミュニティの

形成が必要であるが、コミュニティという用語自体、極めて多義

的な意味を持ち、特にザイン（現実）としてのコミュニティとゾル

レン（理恵）としてのコミュニティに概念上の混同が見られること

が指摘されている23㌦　コミュニティの定義は規定し難い面もある

が、ゾルレンの立場のコミュニティ概念として一般的に共通するの

は①内発的な秩序形成に支えられた　r連帯性」、⑧活動の選択が何

らかの形で制裁に担保された強制や、義務の観念に動機づけられず、

統治への日常的手段にからめられない「主体性」、③日常生活上で

の行動の範囲が地域を基盤とする人たちが存在するような「地域性」

の以上の3つの要件を満たすことであろう24）。本研究でもコ　ミュ

ニティの概念として「連帯性」　r主体性」「地域性j　を採用するが、

この規定はあくまでも仮説的なものであり、対象を整理する視点を

与えるが、実態を考案するにあたって拘束を受けるものではない。

ここでは概念とは実意を理論的に包括しているべきものとの判断か

ら、コミュニティを検証する葛は芙患的に定めるべきであると考え、

混住化に伴うコミュニティ志向の発展の可能性を見出すことに主眼

を置いた25㌧　特に本論のように研究対象を歴史上体験の　少ない混

住化社会に置く場合、コミュニティを限定して用いることは、混住

コミュニティの可能性を見出すためには有効ではない。また、コミ
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ユニティをキイワードとして用いる社会学者も、「コミュニティ形

成運動の現在は、コミュニティの理念や舶値観の内面化の段階J　で

あると認識し、コミュニティの語義の親定が余りに厳密であろうと

すると、その規定からこぼれおちたものの中に存在する　rコミュニ

ティの実相にふれる新しい可能性」を見逃すことにつながると指摘

し26）、コミュニティの視界と枠組みの拡がりを主張して　いる。混

住地域のコミュニティについては、奥田はその枠組みを①アーバニ

ズム型（直線的に都市的系の優位・支配を指向する。）、⑳サパー

バニズム型（都市的系の優位・支配の方向にあって農村的要素の薪

しい意味付けを行う。）、⑧コミュナリズム型（農村的系の固有佳

に立脚した脈絡と可能性を追及する。）の3点にまとめている27）。

本研究では∴　この枠艶みのなかで第3のコミュナリズム　型の立場

をとっている。

ここで本論（第3章）のなかで規定するコミュニティ意識にかん

する研究領域のレビューを行う。コミュニティ意識は、奥田らによ

って定立きれた住民の居住地域に対する価値概念の一・般的、理論的

モデルである8　奥田は『都市形成の論理と住民』のなかで28）、コ

ミュニティをまず「住民サイドにおいて提起される」ものであり「

住民の主体化が主要な予件となる」と規定し、「地域生活過程にお

ける住民の意識と行動の新しい体系j　としてとらえる。この「主体
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化」は、　r権利要求実現」という形での主体化ではなく、「生活の

壕における人間性の回復」を目指し、自らの所属する地域社会に主

体的に関与し、住民が互いに協力して住みやすい地域社会を創出し

ようとするという意味である。この主体化の対極をなすものは「客

体化」である。次にコミュニティは　r普遍化の与件にある」と規定

する。この普遍化はコミュニティにかかわりあう住民の価値が、普

遍主義的価値に支えられ、「他のコミュニティとも交流し、連帯し

うる価値を共有する」という意味において親定されるものである。

この普遍的価値意識の対極をなすものが特殊的価値意識で、排他的

な地元共同意識などが含まれる。この行動体系としての主体化～客

体化の軸と、意識体系としての普遍的～特殊的の軸を軋み合わせて

4つの象限を図式化し、この4つのモデル（①　r地域共同体j　モデ

ル、⑧「コミュニティ」モデル、③「個我j　モデル、㊨「伝歳型ア

ノミーJ　モデル）に対応させてパターン・イメージによる調査設問

を設定している。

奥田のこのような理論に対して、鈴木広は『コミュニティ・モラ

ールと社会移動の研究』のなかで29）、次のような批判を展開して

いる。第一に奥田モデルでは、行動体系と価値意識を区別した意味

がなく行動体系の変数も事実上は価値意識として処理される。第二

に4つの文章が4つの類型に対応していない8　例えば「個我J　の文

40



葦は「コミュニティ」を指すものとも考えられる。第三にコミュ二

ティ意識の費と量が、類型間の移行過程などの動態分析に適応する

ことは困難である。以上の3点である。鈴木は「意識分析と行動分

祈、それらと要件分析や構造分析とを連動的に関連づけるためには∴

モラール視点の導入が不可欠であり、同時にコミュニティの要件分

析および社会（行動と構造）分析との接合が要請されるJ　と結論づ

けている。

本論では、このような議論に対して、第一の論点については∴　コ

ミュ二ティ意識を完全に意識体系として理解しており、行動体系の

評価軸とは分譲して用いている（第3章参鹿）。第二、第三の議論

は、どちらも「コミュニティj　の概念にモラール性が加味されてい

ないことによって生じている議論である。この議論に対しては、鈴

木の指摘する通りモラールによりコミュニティのもつ意味は大きく

変動するするが、本論ではコミュニティ意識を類型間の移行過程を

論ずるような次元では用いず、コミュニティ自体の意味は問わず、

単に類型の設定の確認作業の手段として限定的に用いている。

（4）集落地理学の立垣から

集落地理学でいう集落は、

「居住の形態や人口集団の大小あるいは社会的機能などを基準とし
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て、村落と都市との2大類型に分けることができる。すなわち、村

蕗と都市とを絵括して集落と名づけるのである。J　（『集落地理講

座』30）より）とあるように都市を含めたものとして扱っており奉

論で述べる集落（農村集落）とは異なる。また、本論（5章）で用

いる集落形態についても集落地理学では数多くの研究成果があり、

r集落を単純に家屋の集合体からなる居住の葛所として棲会的に考

えるような見方からは、集落形愚とはたんなる固形的なものによる

集村や散村∴　あるいは路村や列村といった区別にすぎない。（中略）

それはあくまでも集落形態という概念のうちの1つの面にすぎない。

形腰学としての地理学の立場からは、集落形感とは集落そのもので

ある。地理学的な諸条件の捻合的な、そして最終的な表現として形

愚を研究するという意味は∴　そのまま表現を変えれば、形意をアブ

ローチとして地理学的な諸条件を追及するということである。」（

『集落地理講座』より31））と述べられており、これらが集落　形患

論または集落景観諭の分野におけるドイツ学派の系歳を継ぐもので

あり、集落類型を捻体的意味を包含した類型として把握しているこ

とに特徴がある。

集落を集散の形態から最初に分類したのはDe龍angeOnで、枚は「

集落形塵の成立とその分布に地理的因子が本質的に作用し、しかも

その分布が地域の性格を示すものであると論じ（中略）集落を集合
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型と分散型に分けその分布を明らかにし、それぞれの相違を自然的

条件、社会的条件、および農業経済の影響などより考察すべきであ

るとして、農村社会の階層と集落形態との関連に注目を払い、富農

層の居住に散在的儀向が存在することJ　を指摘している32㌦　日本

でも散村研究が小川琢治によって先帝がつけられてから、諸大家の

研究が集落形態の問題に集中し、そのなかの一人である矢嶋は∴　『

集落地理学』のなかで村落形感を集村（agglo鳳erated settleJBent）

と散村（dispersed settle皿ent）に分類し、それぞれ集村を「民家

がある場所にかたまって村落をつくる場合J、散村を　r個々の民家

が誌れ離れになって存在し、広い葛所にかなり分散して村落を形成

する場合」と定義している33㌦　さらに矢嶋はこのなかで2つの　類

型の漸移型・複合型が存在することを指摘し、それぞれに対する定

義と類型別特性を『日本の集落』のなかで記述している3い。

このように集落地理学では、集落形感として「集村」と「散村j

の2類型を用いことはポピュラーな分類であり、また集落形塵と故

会階層の関連についても、この分野の研究の当初から議論されてき

たものであることがわかる。本論においても、計画論という意味で

の視点の違いはあるものの、集落地理学における「集落形態」は∴

混住化集落を計画的に整備するための垂間指標として有効である

と思われる。
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（5）日本村落史学の立場から

歴史学の一分野である日本村落史では∴　村落の形態とその形成の

起源、社会状況との関連等を歴史的視点から明確に浮彫りにしてい

く学問簡域である。木村礎は、『日本村落史』のなかで日本村落史

という領域について述べており、「勤労農民の生活の葛を具体的に

粛査、復元し、そこに働いていた勤労農民の立場を基軸として歴史

栂事象を考案していくことを志す歴史研究」としている3日。　日本

における村落史では本論で取り上げるような「混住化現象」は勿論

観棄されないが、木村の規定するような勤労農民の一般的（特殊で

ない）村落の歴史を紐解いてみることは、現代における農村社会を

考える上に有効な示唆を与える。

たとえば村落の形態について木村は村落史の立寄から亜理し、」玖

下のような例を引いている。

第一に柳田国男の『耕土史論』を取り上げている。柳田がそのな

かで岡山藩の丼土語である備陽記という書物について述べ、備前地

方の村の形態分類に関して

「其名目は平場、山寄、川端，谷相、海辺、湊、川ノ中島、山ノ上

などであって、更に川端山寄とか、海辺平場などと云ふものもあり

ます。此等の分類は恐らくは著者の発明ではありますまい。（中略）
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此場合に在っては更に右の如き地理上の差別が、村々の生活要件に

影響することの大なるを知って、採用したことと息ひます。」

という記述があることに触れている。さらに

「ここに記されたような見分け方が、この時代においてもことごと

く妥当であったかどうかは疑問であるが、地方巧者の長年の経験に

もとづく貴重な知恵であったことは認めねばなるまい。（中略）こ

のような村落の外見上の区別の仕方は地方役人として必要の知識で

あるとしていた。」

という指摘をしていることを取り上げている。

次に、大石久敬の『地方凡例録』の例を引いて、

「山方・浜方・野方とも一概にハ云難し能々心を何て村柄を見分ベ

し、都て上辺よりハ兄へ発きものなり、村柄の可否を見分るも経済

の一端なり」

のような記述があることを紹介している37㌦

また新渡戸稲造の『農業本論』を取り上げており、このなかで「

村落居住」の形意について述べられていることが指摘され、新渡戸

が①沿道村落、⑧環状村落、③段階村落、㊨参雑村落、⑥散在村落、

⑥田荘村落、の6つを主要村落類型としつつも

「撰述したる村落の形状考は徒らに好事家の腸を肥やすの材料に過

ぎざるが如くなれど、反て是れ社会学の有要なる事柄を蒐すものに
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して、且つ地方の農業組織に大小の影響を及ぼす者なり」と自問し

ていることに触れている3あ）。

これらの記述に見られるようにそれぞれの時代において、村落の

形態や立地の類型からその土地の生活や村柄を読み取っている行為

が、ドイツ流の集落地理学の成果が持ち込まれる以前に行われてい

たことが指摘されている。このような視点は今日の集落において、

藍住化の視点から考えるとき、その集落を捻体的に認識する指標と

して、このような視座が十分役立ちうることを示唆しており、本論

においても同様な視点から指標化を行っている。

（6）民俗学の立寄から

民俗の定義について、和歌森太郎（1972）は、民間伝承および民

俗を「常民に文字を媒介とすることなしに日常的・集団的・類型的

に3世代．以上にわたって、く　りかえし伝承して来た言葉や行為、ま

た観念」あるいは「常民の生活体験のうちにくりかえして累積して

きた生活事実と文化的表現、またそれらに伴う観念や器具・造形物

のすべて」であると定義した。このように　r民俗とは∴　一切の階叔

・身分・出身・才能などの相違に関係なく、日本人であるならば、

誰でもが無意識のうちに繰り返し表出する類型的行為の総体を意味

し、いわば日本人をして日本人たらしめているもの（民俗研究ハン
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ドブック）」である39）。このように民俗学は常民の生活文化を浮

彫りにすることを主な命題にしている。本論ではそのような常民の

生活文化を評価して計画論として混住社会に位置づけることを研究

の一つの柱にしている。本論では年中行事、むらの通過儀礼等をと

りあげ、集落の社会的性格の計謝を行っているが（第4章参鳳）、

これらの調査項目の設定・その読み取り・研究方法にはこれら民俗

学の手法から得るものが多い。特に研究の方法については∴　このよ

うに個別的な調査事項の結果を一般化して類型的に把握するために

は、民俗学の研究方法が極めて有効になる。従来より民俗学の方法

といえば、柳田が提唱したといわれる重出立証法があげられるが、

柳田監修の『民俗学辞典』40）には民俗学の方法について次のよう

なことが記されている。

「民俗学の資料である民間伝承の著しい特質はそれが記録によらな

いで受け継がれてきた点にある。長い年代にわたって伝承されてい

くうちに、少しずつ改変きれていく。しかもこの改変は土地によっ

て一様ではない。同一の事柄でも、あらわれる形は地方々々で千差

万別であるのはこのためである。同種の民間伝承について各地の資

科を数多く集める場合、その類似と差異が極めて重要な観点になる。

資料の比較によってその伝承の変遷の過程が跡づげられる苦である。

ここに民俗学が方法として比較研究法を用いる根拠がある。（中略）

47



或る伝承に関わる多くの資料をならべて比較してみると、幾分か重

なる部分があり、そのずれた部分にまた他の一部が重なる。このよ

うに重ね写真式につなぎあわせて行くと、そこにその習俗の一つづ

きの変遷過程が現れてくることになるわけである。民俗学のこうし

た方法を重出立証法とも呼ぶことがある。J

このような方法は時間差を地域差に置き換えて分析しているもの

で、あくまでも置き変わることが前提となるため、民俗学の内部に

もこのような方法に対しての批判もある41㌦　しかし、集落のよう

な個別性が強い地域単位ではこの比較研究法が有効で、本論でも4

葦において「むら柄」の把握のための主要な分析方法として用いて

いる。
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（7）混住化に関する最近の研究動向

近年、混住化の研究については、上述のような各学問分野にとら

われない学際的方向からの研究が見られる。このような趨勢は混住

化のようなテーマには望ましい状況にあるといえる。ここではその

なかからいくつかを取り上げ、研究動向の整理と本研究の位置づけ

を行う。

まず、混住化に対する問題提起がなされているものをいくつかと

りあげる。

谷野は『都市・農村論と農村整備』のなかで、　r都市と農村」の

関係、および両者をとりまく計画論の系譜について、田園都市計画

論・政策論・諸外国の葉柄などの面から効率よくまとめている42）。

このなかで、今日までの都市と農村の併存を主張する計画論はいず

れも捻論的立寄からの議論が多いことを指摘し、単なる文明評論で

はなく現実の整備計画に視点を向けることを主張している。また、

諸外国の事例からは、都市・農村問題は都市や農村そのものが各国

の地理的条件や歴史に深くかかわっているため、単純な．比較やアナ

ロジーは危険であることを指摘している。結論として「都市化は事

実であり価値ではないことJ r農業と農村を同一視しないこと（農

村を農業者だけのものとすることは現実的ではない）j r低密度居
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住の農村に向いた整備技術を阿発すること」の以上3点に要約して

おり、本論において、研究をすすめる背景として重要な示唆を与え

られた。

蓮見は『混住社会の拡大』のなかで43J、「どのような量と質の

非農家が含まれるようになった場合に混佳化社会というのかといっ

た検討がなされるべきである」と指摘している。蓮見の言うように

この種の研究のなかでは、総論的な計画論、調査報告のようなもの

については研究成果の蓄積が見られるが、具体的な施兼につながる

ような研究は乏しい。また、非農家の条件ばかりではなく、受け入

れ側としての農家（集落）の条件の整理も当然なされなければなら

ない。蓮見はさらにこのなかで非農家の増加による集落の変質にも

言及しており、調査資料の精緻さには欠ける・ものの　r農家率60％を

境に集落のまとまりが悪くなる」「非農家が多くなると集落運営は

合理的になるJ　等、具体的な興味深い考案をしている。

矢口は『農村地域とその実態』のなかでH十．農家の交際は求心

的であり非農家の場合は遠心的であるとして、混佳化の進展が農家

を逆に閉鎖的にしてしまう場合もあることを指摘している。

蓮見や矢口の指摘は農家と非農家の質と量を決定する指標が、

方向からの視点からでは設定が難しいことを示唆している。

地域計画の実践的な問題提起をしているものとして相川らの『地
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域計画・その理論と実験』がある4日。特にこのなかの第5葦（「

むらJ社会のしくみとそのとらえ方）には、混住化集落の社会のし

くみを把捉する方法として有効な視座を与える記述がある。ここで

はむらの再生のためにはむらの自己展開力をよぴおこすことが重要

であるとの認識から、農村社会学的側面からむら社会の構造分析の

ための調査の枠組みを提示している。本論ではこの枠親みが、計画

論的立寄からも有効であると考え、調査分析（本論第4葦）にあた

って重要な視点を提供された。

次に実証的な方向から藍住化を研究課題に据えているものを取り

上げる。

混住地域の美濃分析を居住者の行動的側面、意識的側面から論求

したものとして青木志郎らの『混住社会の形成、特に人々の行動を

決定している要因に関する研究』がある48）。この研究では「混住

社会における問塵を、住民自治と人間関係、農業生産に係わる問蓮、

生活関連施設に係わる問題の3点にわけて、集落の住民を対象とし

て調査している。その蔚栗は住民自治と人間関係についての問題は∴

余り意識にのぼっていないこと、農業生産に係わる同意は∴　農家に

のみ意識され、非農家の意識には入っていないこと、生活関連施設

に係わる問題は、農家と非農家の双方に強い問題意識があること、
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以上のことが指摘されている。この研究から得られる視点は、農家、

非農家がともに居住環境において強い問題意識をもつことが実証さ

れたことである。従来、農村（計画）分野における研究では、農業

生産環境にかんする問題意識が強かったが、谷野が指摘したように

農村を農業者中心の領域として認識することが現実的でなく、一つ

の居住壁間としての認識することの必要性があ5ことを患味している。

混住化社会の類型化を行いつつ実態調査をすすめ、空間構成と社

会構成のあり方まで言及したものとして相川らの『藍住化する農村

の整備方菜』4日および『農村地域における混住化の実感と壁間構

成にかんする調査報告書』射日があげられる。この2点は一連の研

究である。この研究は、研究の方法として、類型区分のための理論

仮設の設定一類型化一類型を用いた実意分析→計画論への展開とい

った願序で進められており、本論と基本的には同一の方法をとる。

また、類型化においても集落地理的接近、集落社会学的接近をここ

ろみており、前者では基本的には、散居集落における集落内および

集落周辺混在と、密居集落における住宅団地との混成形態の分類、

後者では旧住民については農業への関与と、新住民については開発

形式による分類を行っている。しかし、いずれも複合指標で、地理

的類型では集落形態と混在形意が同一類型で示されており、社会的

類型でも開発形式と住民構成が一つの類型で示されている。そのた
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め現住化の結果としての集落の評価は可能であるが、計画論として

の予測指標としては向かない。そのため純粋に（混住化以前の）集

蕗のもつ空間的ストック、社会的ストックの評価がされていない。

これらを計画論的指標とするならば、それぞれ独立した指標として

設定すべきであろう。また、類型区分の妥当性の検証があいまいで

あることも類型化の説得力をなくしている。

混住化社会を　r人間の結合」の変遷過程としてとらえている研究

として石見尚の『混住社会化に伴う農村集落の遷移過程』がある49

㌦　このなかで石見は混住化の進展の状況を歳計的指標（農業就業

人口率と他市町村流入人口率）で分類して、農業経営や住民生活の

分析を行い、その考察から人間結合の過程を整理している。すなわ

ち枚は、混住化前（地象共同体話合）一混住化中期（利益共同社会

話合）一混住化後期（人間的生活要求にもとづく老台）のように人

間結合の遷移過程をとらえた。そして集落がコミュニティの実体を

備えるためには「統合の原理j　ではなく「相互補間の鹿理」成立し

ていなければならなず、そのためには上記の変遷過程を経なければ

ならない。と蘇論づけている。石見の指摘するように、混住化集落

においても、その存在形式をけして固定化してとらえる必要はない。

しかし、このような変遷過程をたどることが社会法則であるとすれ

ばその過程をできるだけ円滑に促進するための基本的条件があるは
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ずであり、このような命題に対する具体的な対応条件が整理される

べきである。

混住化社会の現状分析と課題について、コミュニティ形成の立場

から多面的に取り範んだものとして二宮らの『混住化社会とコミュ

二ティ』がある50㌦　本論は、第1部　rコミュニティの基礎的・理

論的な研究J、第2部「混住化社会の社会構造J、第3部「住民意

護と行動」、第4部　r生産と生活基盤」、以上の4部構成からなる。

本論は、従来の農村社会学・コミュニティ理論の成果をもとにして、

非農家・非農村の部分をも加えて、一つの新しい地域を考えていこ

うという視点ですすめられており、混住化地域の抱える諸問題を多

面的に実証的に検討したという点においては他書に類例はなく、本

書の意義は十分に認められる。混住化社会の問題点として「共同体

が完全に解体してしまったわけではなく、今なお機能している腐面

もあるがゆえに、これを現代の支配機構の中に位置づげ、温存利用

せんとしている。」ことをあげ、「混住化社会における生産と生活

をめぐる問題が、基本的には資本と住民の対立の過程で生ずるもの

である限り、住民が資本の運動を航制・管理しないかぎり同意を根

本的に解決することは出来ないであろう。」と指摘している。しか

し、その具体的な対応黄については、部分的な政兼的提案はあるが、

全体的な著者の「混住化社会のイメージ」、また計画論的な視点が
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明確ではない。この種の研究では仕方がないのかも知れないが、研

究を前提として「混住化上の概念裁定が抽象的であるために、全体

がよりオムニバスな印象を受けるものと思われる。

計画論的な視点から、住民の生活意識意識構造の分析を行ったも

のに佐藤らの『都市周辺農村の居住地形成と住民の生活意識構造（

緑農住区開発計画技術検討調査報告書）』がある日）。ここでは都

市周辺農村での小泉模な住宅開発の2形患（既存集落との関係にお

いて、開発住宅団地が別個である寄合と一体であるような寄合）の

評価を、住民意識構造の面から明らかにしようとするものである。

結論としては∴　「2つの形態に明確な差異は明らかではない」と報

告されているが、住民意識のような微妙な差異を論ずる場合は、団

地の親模・地域差・自治会の活動状況等によっても大きく異なるた

め、この事例調査の結果だけで結論づけるのは危険であるが、この

ようなコミュニティ意識の構造を計画論的に位置づけた先進例とし

て評価される。

混住化社会における全体的構想を描出したものとして、石川らの

『混佳社会の定住構想』がある52㌔　ここではビジョンを具体化し

た農村開発の構想を示し、コミュニティの親機化と活動の目標とそ

の技術について言及している。このなかで農村生活コミュニティに

触れているが、ここでは各属性別（子供・主婦・世帯主・老人）の
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考案から生活コミュニティの規模を想定している。またコミュ二テ

イの性格について「農村の帰属社会は多様なグループにわかれ、か

つ農業生産コミュニティ、生活コミュニティに二元化し、しかもコ

ミュ二ティと呼ばれるゆえんは、農村が統制社会でないことはもち

ろんのこと、それとは反対■の個の歳争社会に解消するのでもなく、

地域複合農業のシステムの中に協力原理が形成きれていくからであ

る。」としている。このような憤向は、本論における調査事例にお

いてもその萌芽が認められ、若論で述べているモデルとも基本的に

は共通の認識を持つものである。混迷している藍住化社会において

このような到達目標を設定することは、混住社会を命題にすえる研

究者にとっても、「混住化社会イメージ」の形成に資するものが多

い。

集落整備の技法的な提示をしているものに、石光らの『簸農住区

開発計画技術検討調査報告書（昭和61年）」がある53㌧　内容は、

土地利用計画、施設・用地計画の2部門から構成されるが、用地計

画の中に「非農家の宅地計画の考え方J　について言及しており、薮

地計画のための調査・宅地パターン・新規戸数規模の目安・宅地親

模・両区・住環壕計画上からの配慮等の項目をたてて検討している。

このような技法が固定化しマニュアル化するのは危険であるが、農

村空間のデザイン手法の基本綺考え方を提供するものとして有意義
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である。

以上、本論文周辺の学問領域における研究成果の整理、および最

近の混住化コミュニティにかんする主な研究成果の整理を行ったが、

上記の記述のなかでも述べたように本論文で直接的・間接的に引用

または参考にしている事項がある。ここであらためてその主なもの

をあげると、

「コミュニティ意識」の概念および分析手法

・集落地理学および日本村落史の概念規定による「集落形愚j

・農村社会学の概念規定による　r社会的性格j　（本論では　rむら柄

J　という用語を当てている）

・民俗学の研究方法である比較研究法

などである。

また最近の研究動向の中の位置づげにおいては、本論のように、

いくつかの視点から居住者の類型化およびそれらの空間的な形態分

類を行いそれらを組み合わせて、具体的な計画論として、居住者の

質と量または配置形態に言及している例は先行研究の中にも少なく、

研究の意義が認められる。

6、調査の枠組み
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研究を進めるにあたって、下記のようなⅠ′VⅥの調査を実施した。

ここでは調査の概略を述べ詳しくは各章において述べる。

Ⅰ　広域レベルでの調査分析（2葦）

①集落を単位とした町村レベルで農林業センサスから藍住化に閑す

る項目を選定し指標化を行う。

⑳広域レベルでの混住化の実態と特性を把握するために、首都圏域

を対象として、農林業センサス、国勢調査等の既存歳計資料から内

部非農家率、非農家集団率、人口増加率の3指標を用いて類型化し

その特徴について考察した。

③広域レベルと集落レベルの研究の連続性を持たせるために、広域

レベルで抽出された類型から代表的な地域を選定し、下記の調査を

実施した。

Ⅱ　詣査対象集落選定のための粛査（3葦）

①　農業改良普及所の普及員により対象地域の全集落に対してアン

ケート形式で評価してもらい、その地域を代表するような集落を選

定してもらった8

⑳　農林業センサス（集落カード）より、調査対象地における各集

蕗の状況を把握する。

③　普及員に対するアンケートと空中写真・地国情報、現地親祭に

より非農家（新住民住宅を含む）の配置形態・親横を把握する。
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皿　居住者属性・地域交流・コミュニティ意識・居住環境評俄把握

のための調査（4葦）

この調査は∴　主婦を対象としたアンケート方式により実施した。

調査項目は以下のとおりである。

①　居住者属性

家族構成、職業、宅地・住宅の所有形態、住宅親模、敷地泉模、前

住地、居住歴、地区内近親者の有無

⑧　居住環境評価

来任理由、居住環境に対する期待度と満足度

③　地域活動の参加状況

共同作業、町内会・部落会等の幾会や常会、まつり等の行事、スポ

－ツクラブ、趣味の集まり、社会教育・ボランティア活動、P TA

㊨個人の住民交流

知人人数、相談相手の有無、子供の遊び相手の有無、頼りにしてい

る家の有無、手伝いに行く家の有無

⑤　地域運営への参加意志

地域役員の受入れ意志、地域問題の解決方法、定住意識

⑥　コミュニティ意識

Ⅳ　集落の社会的体質把捉のための調査（5葦）
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この訝査は、集落の代表者（区長）へのアンケート訝査及びヒア

リング調査からなる。調査内容は以下に示す通りである。

①　アンケ旭卜訴査項目

新旧住民尉住民構成、寵住化形意、新旧住民の交流状況、自治会運

晋や共同作業における新住民への対応、薪旧住民別各叔織の参加状

祝、集落の通過儀礼の変化、集落の年中行事と薪旧住民の参加状況

⑧　ヒアリング調査項目

集落の歴史、本家分家関係、班構成、近隣交誼、年中行事の変化、

薪旧住民の要望、新住民の生活時間等

Ⅴ　集落の歴史性把握のための調査（5章）

この調査は、主に文献調査である。

Ⅵ　集落の空間構成把握のための調査（6章）

調査対象集落の中から、空間構成上典型的と思われるものについ

て、空中写真及び地図の判読、現地磨査により調査した。調査項目

は∴　薪旧住民別の宅地配置、蘇地分布、地形条件、施讃配置、商店

分布等である。
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第2章　大都市周辺地域の藍住化類型とそ¢澗画的謙遜
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第2葦　大都市周辺地域の混住化類型とその計画的課題

1、研究の目的と方法

本章での目的は、第一一に、前章で作業仮説として設定した混住化

の　r地域社会類型」の4つのタイプを、既存歳計データを用いて、

藍住化の進展しつつある広域レベルで実証的に示すこと。第二にそ

れぞれの類型の特徴を人口措凛、社会経済指標、空間措凛の各個面

から考案することにより類型の有効性を検討すること。第三にそれ

を地理的空間上の分布として位置づけること。第四に、それらの知

見に基づいて、藍住化地域の計画訣塵を考察すること。以上の4項

である。

研究の進め方は∴　つぎのような頗序で行う。

1）はじめに仮説の検討に有効な指標の抽出を行う。そのために第一

に集落を単位とした町村レベルで、混住に関するいくつかの指標を

用いて、混住化現象を把握するための総合的な指標を主成分分析に

よってもとめ、その指凛の構造を考寅し、有効性を検討する。

2）つぎに、首都圏の市町村を中心とした広域レベルの分析を行う。

分析は町村レベルで抽出された経合的指標から、いくつかの指標を
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選定してそれを代表指凛とし、それらを用いて　r地域社会類型J　を

示す1）。

3）実証的に示された類型について、比較指標を用いて特徴を検討し

作業仮説の広域レベルでの有効性を確認する。次にそれぞれの類型

の首都圏における分布形態を親祭し、各類型の分布の特徴について

検討する。

4）上記で有効性が確認された「地域社会類型J　および類型別分布形

愚を用いて広域レベルでの計画課題について考察する。

2、混住化指凛の抽出

はじめに、表2－1に示すように、農林業センサスから、集落の全

体的な状況を表すものとして、内部非農家率・非農家集団率・捻戸

数・自営兼業農家率・生産年爵人口率、農業経営に関するものとし

て、専業農家率・二種兼業農家率・あとつぎ農家率・農業高収入農

家率、空間変容を表すものとして耕作放棄地車2‡・山林保有農家率

・土地転用度の以上12項目を選定し、指標化を行い、それぞれ表

の右横に示すような意味として理解した。この指標の中で混住化現

象を直接表す指標となるのは、内部非農家率と非農家集団率であるQ

内部非農家率は農林業センサスでいう非農家集団を除いた非農家戸

数を非農家集団を除いた集落戸数で表したものである。非農家集団
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表2－1混住化指操の抽出に用いた指標群

指語名称　　　　　　定　義　　　　　　　　　　　　　　　　　意　味

内部非農家率

非農家集団率

捻戸数

自営兼業農家率

生産年斡人口率

専業農家率

二種兼業農家率

あとつぎ農家率

農業高収入農家率

耕作放棄率

山林保有農家率

土地転用度

69

非農家集団を除いた非農家戸数

非農家集団を除いた集落戸数

非農家集団戸数

集落捻戸数

集落総戸数

自営兼業農家数

×100

×100

捻農家数

16～59才男子農家人口

全農家人口

専業農家数
×100

捻農家数

二種兼業農家数

捻農家数

あとつぎ農家数

×100

×100

×100

総農家数

200万円以上販売額農家数

捻農家数

耕作放棄面積
×100

経営耕地面積

1ha以上山林保有農家数

×100

×100

×100

捻農家数

住宅，工場，レジャー用地の
転用有無

内部混住化指摂

外部混住化指珪

集落規模指標

集落拠点性指標

集落定住性指壊

農業依存指標

農業離れ結語

農業維持指標

農業安定指標

農業離れ指凛

空間余力指標

土地変動指倭



とは、集落に来任した集団住宅の居住者だけで別の自治会、町内会

を形成している集団であり、集落顧域に含まれながらも別の集団と

してみることが出来る。内部非農家率はこの集団的非農家の影響を

除くことによって、もともとの集落の混住状況を示す指標として考

えることができる。実際にはこの指標は∴農家が非農家化したも　の

や、来任非農家のうち、分家非農家、Uターンなどの内部的、個別

的なものによる混住状況を示す指標として有効であると考えられる。

非農家集団率は非農家集団戸数を集落捻戸数で陰したもので、集落

への集団的な来任による混住状況を示すものとして有効であろう。

分析対象地域として、混住のさまざまな様相が見られる茨城県南地

域のうち、集団的混佳化の影響が強いと考えられる取手市周辺地域

（66集落）、内部的混住化の影響の影響が強いと考えられる三和町地

域（46集落）、計画的混住事例と考えられる学園都市地域（87集落）、

農業的色彩が比較的強いと考えられる猿島地域（49集落）、を取り

上げ、集落を分析単位として上記の指標群を用いて主成分分析を行

い、指標の絶食化、またその縫合指標を用いて地域の寮型区分を行

った。主成分分析にあたっては、軸の安定性の確認、各軸の意味を

解釈するために全地域および地域別を分析対象として行い．いずれ

も固有値1．0以上の主成分について検討した。表2－2に各主成分

の負荷量と固有値、表2－3に各指標の地域別の平均値と標準偏差
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（姦 魔） 隠）感熱乃品 ）感凱9）
内 部 非 農 家 率 3 6 ． 3 4 3 ． 5 2 7 ． 6 4 6 ． 0 3 2 ． 7

2 2 ． 8 1 9 ． 0 2 1 ． 5 2 4 ． 2 2 2 ． 3

非 農 家 集 団 率 1 2 ． 0 1 2 ． 7 2 3 ． 5 0 ． 6 1 ． 4

2 5 ． 8 2 5 ． 0 ．3 3 ． 7 2 ． 6 7 ． 5

捻　 戸　 数 1 1 8 ． 0 1 1 4 ． 6 1 5 2 ． 3 1 0 8 ． 0 7 0 ． 8

2 0 1 ． 6 1 5 4 ． 6 3 0 4 ． 4 7 3 ． 0 3 3 ． 8

自 営 兼 業 農 家 串 1 4 ． 6 1 4 ． 7 1 2 ． 9 1 6 ． 0 1 6 ． 4

1 2 ． 8 1 4 ． 0 1 1 ． 7 1 0 ． 1 1 5 ． 2

生 産 年 爵 人 口率 3 0 ． 7 3 0 ． 0 3 1 ． 0 3 0 ． 8 3 1 ． 2

3 ． 2 3 ． 9 ， 3 ． 0 3 ． 2 2 ． 7

専 業 農 家 率 1 1 ． 1 1 3 ． 9 7 ． 4 8 ． 1 1 6 ． 6

1 1 ． －2 1 0 ． 1 1 1 ． 0 7 ． 8 1 2 ． 4

率 5 6 ． 7 5 3 ． 8 5 7 ． 4 6 3 ． 9 5 2 ． 8

1 9 ． 7 1 5 ． 6 2 3 ． 0 1 6 ． 2 1，9 ． 8

あ と つ ぎ 農 家 率 9 ． 8 6 ． 6 6 ． 9 1 4 ． 3 1 5 ． 2

9 ． 3 6 ． 4 8 ． 1 9 ． 9 1 0 ． 1

農 業 高 収 入 農 家 事 2 6 ． 6 1 8 ． 9 2 2 ． 4 3 1 ． 8 3 9 ． 6

1 8 ． 9 ．1 5 ． 2 1 9 ． 0 1 6 ． 4 1 7 ． 7

1 ． 5 2 ． 0 2 ． 0 0 ． 7 0 ． 4

4 ． 1 6 ． 0 4 ． 4 1 ． 3 0 ． 6

山 林 保 有 農 家 事 6 ． 1 8 ． 1 6 ． 4 4 ． 5 4 ． 4

8 ． 4 9 ． 3 1 0 ． 2 5 ． 9 4 ． 5

土 地 転 用 0 ． 7 0 ． 8 0 ． 8 1 ． 1 0 ． 1

0 ． 8 0 ． 8 0 ． 8 1 ． 0 0 ． 3

上段は平均匡　下段は標準偏差を示す
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を示した。

対象地域全体でみると、第Ⅰ主成分は、あとつぎ農家率、専業農

家率、二種兼業農家率、農業高収入農家率の負荷量が大きく、これ

らはいずれも農業の維持、安定を示すものであり農業依存性と患絆指

ことが出来る。第Ⅱ主成分は∴　非農家集団率、総戸数、土地転用の

負荷量が大きく、これらは外因的混住、集落親模、土地の変動を表

す指凛で外部要因混住性と名付けることが出来る。第避主成分比内

部非農家率と自営兼業農家率がむすぴついており、集落内部の非農

家化、個別的な新住民の流入などを表すものと考えられ内部的混住

性と名付けることができる。第Ⅳ主成分は生産年齢農家率、耕作放

乗車、自営兼業農家率の負荷量が大きく、これらから、集落への定

住性が増し、集落を生活の拠点としつつも、農業生産にかかわる空

間的条件が減少していくという意味で、農業離れ的な集落拠点性と

名付けることができる。以上の各主成分の解釈から、第Ⅰ主成分以

外は、いずれも混住の性格を表すものと考えられ、これらの混住化

が専業的農業との依存性とは独立であることが読み取れる。つぎに

第Ⅱ主成分以下の主成分に注目してみると、第Ⅱ主成分からは∴　集

団的混住化が集落規模を急濃に増大させ、土地変動の大きな要因に

なっていることがうかがわれる。しかし、この場合は集落とは独立

した計画的団地の形式を取る場合が多く、そういう意味では集落内
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部の旧住民には、農業経営的側面では影響が大きいものの集落運営

などのコミュティの側面では直接的影響を及ぼすことは比較的少な

いと考えられる。第Ⅱ主成分からは∴　内部的非農家化、個別的薪住

民の流入などは、総戸数や土地転用等の急激な変化につながってい

ないことが読み取れる。しかし、このような形態の場合は集落居住

地内部あるいはその周辺での変化であり、集落旧住民に及ぼす影響

は大きいと考えられる。農業との関係でみると、外部要因的、内部

的混住のいずれの場合も専業的農業依存を示す指標との関連は薄く、

すなわち、これらの藍＿住化が直接専業＿麹農業の＋弱体化につながって

いるとはいえない3）。第Ⅳ主成分からは、自営兼業農家においては、

生産年齢層が農業に依存することは少なく、集落が住むための拠点

となっていても農業離れし、耕作放棄が進んでいることがわかる。

つぎに各地域別にみると、学園地域では第壬主成分に農業依存性

を、第Ⅱ主成分に農業離れ的集落拠点性を示し、それぞれ全体の第

Ⅰ主成分、第Ⅳ主成分に対応するが、第皿主成分は外部要図混住性

を示す指凛であるが、全体の尊台に比べてこの地域では土地転用の

値が小さく、これは研究学園都市建設にあったて、計画的宅地化が

すすめられたという特殊事情による影響が強いと考えられる。第Ⅳ

種成分は全体のいずれの主成分ともニュアンスが異なり、ここでは∴
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内部非農家率、土地転用度、耕作放棄率、山林保有農家率の負荷量

が大きく、内部的混住が要因となって農業生産環境の土地利用変化

が生じていることがうかがわれる。以上からこの地域では、農業蔵

れ的な住民が集落を生活拠点としている一方、非農家集団の流入は

急鹿ではあり、内部的混住化も農業生産の土地利用の変容につなが

っていることがわかる。

取手地域は、第1主成分は農業依存性を、第Ⅱ主成分は外部要因

的混住性を、弟Ⅱ主成分は農業慮れ的集落拠点性を示し、それぞれ

全体の第Ⅰ主成分、第Ⅱ主成分、第Ⅳ主成分に対応するが、第Ⅳ主

成分は内部非農家革、幾戸数の負荷量が大きく、全体の砦合の第Ⅱ

主成分とは内容が異なる。」孔上よりこの地域は、非農家集団等の外

部要因による混住化によって集落の人口泉横が拡大し土地転用、耕

作放棄等の空間的変容にもつながっている一方、内部配住化も促進

され、外的、内的混住が、同時に集落泉横を拡大し、急裁な地域変

容の要因となっていることがうかがわれる。

三和町地域は、第Ⅰ主成分は農業依存性を、第Ⅱ主成分は内部的

混住健を、第Ⅱ主成分は外部要因混住性を、第Ⅳ主成分は農業競れ

的集落拠点性を京している。この地域の特徴は第Ⅱ主成分において、

内部非農家率、捻戸数、土地転用が高い負荷量を示しており、内部

の混住化が集落規模、土地利用の変容の要因になっていることがう
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かがあれることである。

猿島地域は∴　第1主成分は農業依存性を、第Ⅱ主成分は外部要因

混住性を哀し、全体の寄合の第Ⅰ主成分、第Ⅱ主成分に対応するが、

第Ⅱ主成分がほかの地域に比べてやや特殊で、内部的混住化と農業

離れ的集落拠点性を合わせたような内容であるが、ここではほかの

地域に比べ生産年給農家率がマイナスになっており、非生産年齢層

が空間余力を保持しつつ、集落に拠点性を保ちつつ内部的混住化を

進めていくと解釈でき、比較的農村的色彩を強く戎す地域に特有な

混住化の形意であろう。

以上、全体および各地域別の主成分を見てきたが、混住のさまぎ

まな様相を異にするこれらの地域について、小さい内容の違いはあ

るもののおおむね「農業依存性J r外部要因混住性Jr内部的混住性J

r農業離れ的集落拠点性」の4つの主成分で安定的に把握できるこ

とがわかった。特に混住化に注目すると外部要因的、内部的のふた

つに分けることにより、地域を特徴づけている混住化の様態を知る

ための指標として有効であることがわかった4）。これはまた作業仮

説において居住者タイプとして非農家（内部からの混住化）、新任

民（外部からの混住化）を規定したことにも合致するものである。

3、広域レベルにおける混住化類型
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つぎに広域レベルでの混住化の実態について述べる。分析対象ゾ

－ンは、東京という巨大都市圏の拡大と、首都圏に分布する大小都

市群による影響、という2つの藍住化の影響が重なり会っていると

考えられる首都圏100血圏とし、市町村を分析の単位としてすすめ

た。はじめに、前項の町村レベルの分析から混住地域をみるための

指標として、その有効性が確認された4つの主成分の中から、特に

混住に直接関係のあると思われる外部要図混住性および内部的混住

性に注目し、それぞれの主成分の中で主成分負荷量も大きく、また、

混住現象の実態と住民構成の対応を表すうえで有効であると考えら

れる内部非農家率と非農家集団率を取り上げた。さらに転入混佳苗

標として、人口増加率を加え、それらの3指標を広域レベルでの仮

説的類型を検討するための代表精密とする5）。さらにここでは∴　こ

れらの3つの指標を親み合わせて用いることによって、実態として

の作業仮説をより鮮明に把握できると考え、表2－4に示す6つの

類型を設定した6㌦　ここに示す分類の区分基準は、数値そのものに

理論的な裏付けはとぼしいが、数例の現地調査をふまえたうえで決

定した。なぜならば、ここでは基準となる数値そのものに厳密な意

味を問うのが日的ではなく、より仮説に適合した定住化類型の描写

とその地理的分布を把捉することが主な目的だからである7）。

Aタイプは内部非農家率が40％未満と低く、人口増加率も小さい
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ことから居住者の構成からみて、農家が主体となっている構成であ

る。Bタイプは内部非農家率が40％未満と低いが人口増加率は、高

い類型で農家が主体の地域に新住民の来任が見られる地域である。

Cタイプは内部非農家率が40％以上70％未満とAタイプの専合より

やや高く、非農家集団率、人口増加率が低い。これは来任新住民の

流入を伴わずに、集落内部の非農家率が大きくなっていることであ

り、主として、従来の農家が非農家に変化したことによるものと判

断できる類型である。Dタイプは、内部非農家率の割合はCタイプ

と同程度でやや高く、人口増加率は大きいが、非農家集団率は小さ

い。これは主としてUターンなどを含めた個別的な来任新住民の剖

合が大きいと考えられる類型であるb Eタイプは、内部非農家率は

70％未満で農村的色彩を残しつつも、非農家集団率、人口増加率が

高い。これは、農村地域でありながら、団地などによる集団的な来

住新住民の割合が大きい類型である。Fタイプは、内部非農家率が高

く、既成市街地に多くみられる類型である。以上、6つの類型を讃

定したが、ここで作業仮説である「地域社会類型J　との対応を観察

すると（表2－5参腰）、農家型はAタイプ、旧住民型はCタイプ、

農家・新住民型はBタイプ、各タイプ混合型はDタイプ、新住民集

団型はEタイプにそれぞれ対応すると考えられる。Fタイプは仮説

的類型の中では設定されていないがこのタイプは混住化を示す寮型
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表2－4　類型区分と事例数

内 部非 農 家率 非 農 家 集 団率
人 口増 加 率 1

40％未 満 10 ％未 満

40 ％未 満 1摘 聖 」

4 0 ％ 以 上 ～ 7 0 ％ 未 満 3 0 ％ 未 満

4 0 ％ 以 上 ～ 7 0 ％未 満 3 0％ 未 満
1 0 ％ 以 上 ∃　】

7 0 ％ 未 満 3 0％ 以 上 1 0 ％ 以 上

7 0 ％ 以 上
】

表2－5　類型区分と地域社会類型と相応

類 型 区 分 に よ る 分 類 ，　　　 地 域 社 会 類 型

A タ イ プ 農 家 型 農 村 的 類 型

B タ イ プ 農 家 ・新 住 民 型

藍 住 化 類 型

署

C タ イ プ 旧 住 民 型

D タ イ プ 各 タ イ プ 混 合 型

E タ イ プ 新 住 民 集 団 型

F タ イ プ 都 市 的 類 型
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ではなく都市的類型を表すものと。、考えられる。このなかで、農家型

は農村的類型、旧住民型、農家・新住民型、各タイプ混合型、新任

民集団型の4つを合わせて広域レベルにおける混住化敷型というこ

とができよう。区分基準の設定においては、内部非農家率を農村　的

類型で40％未満、都市的類型で70％以上と、比較的都市的な類型が

多くなるような区分基準を設定しているが、各類型の事例数（表2

－4右横）をみると、混住化類型が合計で42．7％にもなり、首都圏

において、いかに混住化傾向が寂著であるかがうかがわれる。混住

化類型のなかでは旧住民型、各タイプ混合型、新住民集団型、農家

・新住民型の願に多くなっている。しかし農家・新住民型は全体で

わずか2倒しかなく広域レベルではほとんど観察されない。このこ

とは市町村を分析単位とした広域レベルでみた場合、新住民の来任

が見られる地域のほとんどで非農家化が進んでいることを示してい

る。しかし、農家・新住民型が集落のような狭域の地域単位でみた

場合に必ずしも観察されないとは言えない。広域レベルを対象とす

る以下の考案においては農家・薪住民型は除外してすすめることに

する。

表2－6に各類型の代表指標の平均値および凛準偏差を示したが、

5類型の中で藍住化類型の旧住民型、各タイプ混合型、新住民集団

型に注目してみると、内部非農家率では∴　各タイプ混合型の平均が

eO



最二一g代表拇鞍の類型別平均値と事例数

農村 的類型 混　 住 化　 類　 型 都市的 類型 全　　 体

1 日住 民型 思タ イプも
盟 金型

勒朝 真眉 型

代
表

‾内部非農家 率 3 1 ．3 5 3 ． 2 5 9 ．3 5 3 ． 9 8 6 ． 6 6 4 ．8
（％ ） 6 ． 2 7 ． 9 7 ．9 1 4 ． 9 8 ． 8 2 2 ． 1

非農家 集団率 2 ． 0 3 ． 1 5 ．6 4 6 ． 2 ． 1 9 ． 6 1 2 ． 2
指

標
（％ ） 3 ．8 4 ． 6 8 ．4 1 1 ． 3 1 7 ． 9 1 6 ．7

S．50～ 55人 ロ 1 ． 7 2 ． 2 1 6 ．4 4 6 ．4 1 3 ． 0 1 0 ． 3
増加率 （％ ） 3 ． 9 4 ． 9 8 ． 7 3 3 ．2 1 5 ． 0 1 6 ．2

事　 例　 数 5 5 ’1 0 2 3 9 1 5 1 5 9 3 7 0
（ ）は％ （14．．9） （2 7．6） （10．5） （4．1） （43．0） （100 ．0）

代表指標の上段は平均値．下段は標準備差
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やや高く、旧住民型、新住民集団型ではほぼ同じ割合である。非農

家集団率では∴　新住民集団型の平均が46．2％と都市的類型を上回る

割合を京している。人口増加率では、旧住民型は平均が2．2％と　農

村的類型をやや上回る程度であるが、各タイプ混合型は16．4％と　大

きな割合となっている。また新住民集団型でも46．6％ときわめて大

きい都合を京しており、これらのタイプが、短期間に多くの新住民

を迎えており、その結果としての多方面に及ぼす変化の厳しさが予

想きれる。

4、混住地域区分とその特性

つぎに、各類型の性格を把握するために、表2－7に示すような

人口指標、社会・経済指標、空間精密を用いて、5類型との関係性

を考察する。はじめに3つの代表指標と人口、社会・経済空間の各

指標との相関係数および、5類型と各指凛の相関比を求め（表2－

8）、代表指標および5類型と各指標との関係性の強さについて検

討する。代表指標のうち内部非農家率と非農家集団率は∴　人口指標

と高い相関がある。人口増加率については∴　集落総戸数、昭和40年

から45年の人口増加率との相関が低いが、類型別相関比では、人口

指壕とはいずれも安定的に高い相関関係があり、この類型化が、人

口指標については有効であることがわかる。社会・経済指標につい
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最 2 －7　 比較指標

人口揺壊 集落総戸数・1．人口増加率■2，他市町村からの転入串■2，
出生時からの入居者割合い■2，S 50年以降の入居者割合い・2

社会経済指摂 男子生産年齢のいる農家率■1，あとつぎのいる農家率叶
3 次産業人口車■2，財政力指数■3

空間持漂 住宅団地転用集落率＊1．その他住宅転用集落率事1，山林転用集落畢事1
医療施設不便集落率・1，市街化区域面積率可，住宅地地価暮5

資料出所・1農林業センサス（55年），＊2国勢調査（55年），・3地方自治年鑑（59年卜
可都市計画年報（56年），■5各都県地価調査（58年）

泉摘代表指標と各桔梗の相関係数

代　　 表　　 指　　 標 類型 別相 関

内部非農 非農家集 人 口増加率

家率　 団 率 （軍50～ 55）

比

人

口

指

操

集落総戸数 0．602　　 0．368　　 0 豆47 0 ．53 2

S．40、 45人 口

増 加率
他 市町村 か らの

転 入率

出生時鴫 の入居

者 割合

S．50年 以降の入
居者割 合

0．6 16　　　 0．538　　　 0 ．25 9 0 ．5－93

0．600　　　 0．670　　　 0 ．777 0 ．7 11

－0．885　　 －0．641　　 －0 ．40 7 0 ．835

0 ．749　　　 0 ．685　　　 0 ．668 0 ．799

社

A

男 子生 産年数

農家率

あ とつ ぎ農家率

－0 ，0 90　　　 0 ．0 20　　　 0 ．171 0 ．122

コ三
経
済

指

標

－0 ．0 08　　　 0 ．09 9　　　 0 ．147 0 ．126

3 次産 業人 口率 0 ，76 7　　　 0 ．55 6　　　 0 ．259 0 ．718

財政力 指数 0 ．606　　　 0 ．422　　　 0 ．166 0 ．5 81

空

住宅団 地転用

集 落率

その他住 宅転用

率
山林転用 集落率

0 ．423　　　 0 ．553　　　 0 ．348 0 ．43 9

0．59 1　 0 ．403　　 0■．156 0 ．5 42

間 －0．0 14　　 0 ．25＿3　　 0 ．146 0 ．13 0

指 医療施設不 便

集 落率

市街化 区域 面棟
率

地 価

－0．169　　　 0 ．084　　 －0 ．140 0．405

漂 0．729　　　 0．545　　　 0 ．12 4 0．650

0．785　　　 0．55 7　　　 0 ．19 4 0．692

曾3



ては∴　男子生産年齢農家率、あとつぎ農家率では、いずれの代表措

標とも相関が低く、類型別相関比も小さいが、3次産業人口車、財

政力指数では相関比は大きく、これらについては類型化が有効であ

るといえる。空間指標においても、代表指標との相関は、内部非農

家率、非農家集団率では、山林転用集落率、医療施設不便集落率を

除いて相関係数0．4以上で、相関があるとはいえるが、人口増加率

ではいずれの指標とも相関は低い。相関比は山林転用集落率を除い

てはある程度の相関を持っており、空間指凛との類型化の有効性が

確認される。

表2－9は各措凛の類型別平均値と凛準偏差を表したものである。

はじめに、人口指標を検討してみよう。集落総戸数は∴一集落当　た

りの平均戸数を表したものである．都市的類型では、ほかの4つ　の

類型に比べてばらつきが大きく、集落鎗戸数もきわめて大きく、内

部非農家率の割合を合わせて考えてみれば、この類型では農家が全

体量でもまた割合のうえでも非農家の中に埋没しており、ほかの類

型とはまったく異なる性格を有しているといえる。混佳化類型に注

日してみると、新住民集団型が最も大きく、農相的類型の約2．5　倍

となっている。各タイプ混合型では∴　農村的類型の1．5倍程度で　あ

る。これら二つの類型では、都市的類型程ではないにしても、農村

的類型と比べると大きな債となっている。旧住民型では農村的類型
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患 ナ チ 各 桔 梗 の 頬 型 別 平 均 値

農 村 的 類 型 混　 住 イピ　 類　 型 都 市 的 類 型 全 一　 体

昭 在 民 型 冬 ダ イア

漫 金 型

細 隻唇型

人

口

指

操

集 落 総 戸 数 7 0 ． 4 8 8 ． 5 1 1 1 ． 1 1 7 8 ． 6 6 2 4 ． 7 3 2 0 ． 7

（戸 ） 3 5 ． 2 3 7 ． 6 4 6 ． 1 6 9 ． 0 6 3 9 ． 4 4 9 3 ． 8

S．4 0、 45年 人 口 － 4 ． 0 － 1 ． 0 4 －　0 1 3 ． 7 3 0 ． 9 －1 3 ． 2

増 加 率　 く％ ） 4 ． 4 8 ． 8 5 ． 7 1 6 ． 0 3 0 ． 4 2 5 ． 9

他 市 町 村 か ら の 8 ． 8 9 ． 6 1 8 ． 4 3 4 ． 0 2 3 ． 2 1 7 ． 3

転 入 率　 ■（％ 〉 5 ． 2 3 ． 0 5 ． 1 1 1 ． 6 9 ． 5 1 0 ． 5

出 生 時 か らの 島 4 9 ． 9 4 3 ． 5 3 7 ． 2 2 6 ． 0 2 2 ． 4 3 4 ． 1

億 者 割 合 （％ ） 8 ． 8 5 ． 8 5 ． 5 5 ． 4 8 ． 2 1 3 ． 4

S．50年 以 降 の 入 1 1 ． 8 1 5 ． 5 2 4 ． 7 4 0 ． 9 3 4 ． 1 2 5 ． 0

居 老 割 合 （％ ） 6 ． 7 4 ． 7 5 ． 3 1 0 ． 7 9 ． 1 1 2 ． 5

社

A
＝；

男 子 生 産 年 齢 1 3 ． 1 1 1 ． 4 1 3 ． 1 1 0 ． 0 1 0 ． 5 1 1 ． 4

農 家 率　 （％ ） 1 0 ． 3 7 ． 7 1 0 ． 1 8 ． 0 8 ． 9 8 ． 9

あ とつ ぎ農 家 率 9 ． 6 7 ． 9 1 0 ． 6 7 ． 0 8 ． 0 8 ． 4

経

済

（％ ） 7 ． 8 6 ． 6 1 1 ． 5 4 ． 7 7 ． 0 7 ． 5

3 次 産 業 人 口率 3 5 ． 0 4 0 ． 8 4 0 ． 2 5 3 ． 0 5 5 ． 9 4 6 ． 8

指

榎

（％ ） 9 ． 9 7 ． 4 6 ． 8 1 0 ． 9 8 ． 7 1 2 ． 0

財 政 力 指 数 0 ． 3 6 0 ． 4 1 0 ． 5 3 0 ． 5 8 0 ． 7 3 0 ． 5 6

0 ． 1 8 0 ． 1 9 0 ． 2 8 0 ． 2 0 0 ． 2 5 0 ． 2 7

空

間

指

標

住 宅 団 地 転 用 3 ． 9 6 ． 1 1 4 ． 3 2 3 ． 1 1 9 ． 1 1 3 ． 0

落 率　 （％ ） 5 ． 3 7 ． 7 1 5 ． 9 1 6 ． 3 1 7 ． 7 1 5 ， 4

その 他 住 宅 転 用 7 ． 9 1 1 ． 0 2 0 ． 3 1 6 ． 6 4 0 ． 3 ■ 2 4 ． 2

集 落 率　 （％ ） 1 0 ． 3 1 3 ． 4 2 1 ． 0 1 3 ． 2 2 9 ． 5 2 6 ． 2

山 林 転 用 集 落 率 2 9 ． 0 3 0 ． 0 2 5 ． 1 4 3 ． 5 2 9 ． 6 2 9 ． 8

（％ ） 2 1 ． 3 2 1 ． 2 2 3 ． 1 2 9 ． 1 2 6 ． 0 2 4 ． 1

医 原 施 設 不 便 4 6 ． 8 4 0 ． 9 3 7 ． 1 3 9 ． 3 2 5 ． 3 3 5 ． 0

集 落 率　 （％ ） 2 0 ． 6 1 9 ． 0 2 3 ． 8 2 3 ． 9 1 8 ． 5 2 1 ． 4

市 簡 化 区 域 面 積 6 ． 0 3 ． 1 5 ． 9 1 2 ． 4 4 1 ． 1 2 0 ． 6

率　　　 （％ ） 1 9 ． 1 6 ． 0 6 ． 4 9 ． 8 3 0 ． 6 2 8 ． 4

地　　　　 価 2 8 ． 8 2 9 ． 0 4 6 ． 5 6 7 ．，9 1 1 7 ． 9 7 0 ． 9

（千 円 ） 5 2 ． 0 1 6 ． 4 2 1 ． 7 2 3 ． 8 6 0 ． 7 6 2 ． 3

上段は平均値．下段は様準備差
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よりやや上回る程度で規模そのものには大きな変化は見られず、内

部の質的な変化に注目すべき類型である。昭和40年から45年人口増

減車では、ほかの人口指標に比べ全体的にばらつきが大きいが、平

均値をみると都市的類型の増加率が大きく、昭和40年代では、都心

周辺部の既成市街地の人口が増加していたことがうかがわれる。新

住民集団型は昭和50年代の増加率にくらべるとかなり小さく、これ

らの地域の開発が近年短期間に行われたことを物語っている。各タ

イブ混合型は、50年代に比べると小さく、これらの地域は昭和40年

代には∴　農相的類型あるいは旧住民型のような外部からの変化要因

の少なかった地域であると思われる。旧住民型では、農村的類型と

ともに昭和40年代は人口が減少しており、これらの地域が当時はま

だ、都心部への人口流出の過程にあったことがわかる。他市町村か

らの転入率では、いずれの類型をみても、昭和50年代の人口増加率

の傾向に類似しており、これらの人口増加が、主にほかの市町村か

らの流入によるものであることがわかる。出生時からの居住者割合

は、ほぼ旧住民の割合と考えることができるが、類型月！‖こみると都

市的類型が最も小さくなっている。混住化類型のなかでは、新住民

集団型が頑ヽさく、急激な新住民の兎入により相対的に旧住民の割合

が低下していることがわかる。各タイプ混合型は37．2％と旧住民型

と新住民集団型の中間位の値である。旧住民型はほかの混佳化類型

どら



に比べると旧住民の割合は大きく、農村的類型に近い割合になって

いる。農村的類型は5つの類型のなかで最も大きいが、それでも50

％をきっており、近年の移住性の擬向を物語っている。昭和50年以

降の入居者割合は∴　新住民の割合ともとらえることができるが、最

も大きいのは、新住民集団型であり、都市的類型以上に大きくなっ

ている。各タイプ混合型は∴　新住民集団型に比べると、値そのもの

は小さいが、新住民集団型では集落居住者とは別に計画的に開発さ

れる場合が多いのに対して、各タイプ混合型は集落内で個別的、分

散的に開発さる寄合が多いため新住民、旧住民が直接接触する機会

が多く、現実でも最も問題の多い類型である8㌦　旧住民型は、15．8

％と農村的類型の11．縄に近く新住民による変化要因が少ない類∵型

である。

つぎに社会・経済指標に注目してみよう。男子生産年諦農家率は∴

各類型とも大きな差は見られない。あとつぎ農家率は、集落レベル

での分析では農業依存性を示す主成分の中でみられた指標であるが、

各類型別にみても都市的類型、混住化類型、農村的類型で大きな差

は見られず、農村的類型だからといって大きな割合を示すわけでは

ない。しかし、こまかくみると、いくつかの憤向が読みとれ、混住

の類型の中では各タイプ混合型が農村的類型以上に大きく、ついで

旧住民型、新住民集団型の廟になっている。このことから、広域レ
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ベルの指標からあても、混住化の進展がそのまま農業の弱体化には

直接っながっていないことがわかる、。3次産業人口車をみると農村

的類型、混住化類型、都市的類型の頻に大きくなっており、コーリ

ンタラ叫クの法則9）で指摘されるように、経済発展につれて1次産

業から2、3次産業への移行していく様子が認められる。混住化類

型に注目してみると、3つの類型とも、農村的類型より大きな値にな

っているが、3類型の中では新住民集団型が大きく、各タイプ混合

型と旧住民型は、ほぼ同じくらいの値を示している。これは、新任

民集団型では、大都市通勤サラリーマンがその主体となっているこ

とを示すと考えられる。一方、各タイプ混合型では兼任者層が、薪

住民集団型と異なり2次産業従事者の割合が大きいことを京してい

ると考えられる。旧住民型は、農村的類型に比べやや大きくなって

おり、非農家化が来任者の増加を伴わなくても3次産業へ増加して

いくことがわかる。財政力指数は、各地方自治体の財政的な潜在力

を示す指標であるが、やはり農村的類型、藍住化類型、都市的類型

の願に大きくなっている。混住化類型の中では、新住民集団型、各

タイプ混合型、旧住民型の願に大きいが、そのレベルは都市的類型

に比べるとかなり小さく、これらの地域では混住化がすすみ、人口

増加が急汝であるにもかかわらず、自治体の財政‡基盤が整わず、各

種の対応、整備が後追い的にならざるを得ないことが予想される10
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つぎに空間指標を検討してみよう。住宅団地転用集落率、その他

住宅転用集落率、山林転用集落率のいずれも、各市町村の中で、そ

れぞれ、農用地および山林の転用があった集落の数を全体の集落数

で除した値であり、地域の土地利用の変容の度合いを表している。

住宅地転用集落率では全体的にばらつきが大きく、平均値をみると

混住化類型の中では当然、新住民集団型においてその割合が高いが、

各タイプ混合型においても、14．3％とやや大きくなっている。逆に、

その他住宅転用集落率の場合は、ばらつきは大きいが平均値では∴

都市的類型において大きい割合を示しており、混住化類型の中では、

各タイプ混合型が一一番大きく、それぞれの類型の土地利用変化の特

微を物語っている。山林転用集落率では、都市的類型では、農用地

の転用より小さくなっている。これは、このような地域では山林そ

のものが減少しており、また市街化区域内の農用地が多いためであ

ると考えられる。しかし、農村的類型、混住化類型では、農用地の

転用にくらべ、全体的に大きな割合を示し、特に農村団地型では43

．5％と大きく、これらの開発が山林に大きく依存していることがわ

かる。医療施設不便集落率は、各市町村で、最寄りの医療施設まで

の鹿蔵が2k取以上ある集落の割合であるがこれによって、各　地域の

生活環境の利便性を知るおおよその目安とする。類型別にみると都
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市的類型、混住化類型、農村的類型の願に大きくなっており、農村

部ほど、生活利便性が低いことがわかる。混住化類型では3類型と

も大きな差はみられないが、都市的類型に比べ10から15％も小さく、

これらの地域が人口の増加あるいは急増地域であることを考えれば、

実際鱒＿＿車便さ鱒、ざ且に、大きいと思われる。市街化区域面積をみ

ると、ばらつきは大きいものの平均値では、都市的類型と在住化類

型、農村的類型との差が大きく、混住化類型の中では新住民集団型

がめだって大きくなっている。各タイプ混合型は農村的類型とほと

んど変わらない割合であり、この類型が来任新住民が多いにもかか

わらず、農振白地地域などの法的規制が鮭いところで厨発がすすみ、

もっともスプロール的素地を生んでいることがわかる8　地価をみる

と都市的類型が最も高く、新住民集団型の2倍、各タイプ混合型の

約3倍、農村的類型の約4倍の儲格である8　逆に見れば、たとえば、

新住民集団の地域でみれば都市の1／2，各タイプ混合型でみれば、

市の1／3で宅地虻が購入できることであり、持家志向　の強い住民が急

渡に笹＿皐していることを裏付けている。

以上の分析から作業仮説として設定した　r地域社会類型J　が広域

レベルにおいて有効であることが確認された。

5、各類型の空間分布の検討
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それぞれの代表指標の首都圏での分布状況をみると、内部非農家

率の分布（図2叫ユリ　では70％以上の都市的地域は、従来、指摘き

れるように1日都市化発展の3つのパターン、すなわち、東京都心

を圏心とする首都圏全域との圏橋造的関連、セクター構造の関連、

首都圏全域に分布する大小都市群と多くの近郊都市圏、遠郊都市圏

との問に成立する挟域の圏構造的関係、が読み取れる。非農家集団

率（図2柵2）では、40％以上を示すのは、ほぼ首都圏60k丑圏内

に限られている。昭和50年から55年の人口増加率（図2－4）をみ

ると、昭和40年代に比べ（図2－3）、首都圏中心からみていっそう

外延化しており、都心周辺部は人口の増加傾向が弱まり、60k取囲を

こえる周辺の都市でも、いくつかの急増地域がみられる。これらの

地域では∴　周辺の申核都市で人口の鈍化がみられる一方、申核都市

周辺の市町村で人口増が大きく、地域の若年層の定着が進み、社会

増を嘉していることがうかがわれる12）。

つぎに、地域社会類型による類型区分を用いてマップ化を行い、

各類型の分布状況を観察すると（図2－5）、都市的類型は首都圏

の既成市街地を中心に分布し、さらに主要鉄道沿線にのぴて周辺の

都市まで至っている。この類型は東京都心部を中心とした連続的な

圏域構造を持っているのが特徴で、ほぼ4馳鳳圏までは面的都市化圏

を、それ以降は交通路線に沿った線的都市化圏と周辺の申核都市を
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｝l80兎以上　超ヨ70～80％　匠召60～70％
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団2－1内部非農家垂あ分布

－20％以上　図1シー20％　匠詔10～15％
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Eヨ森高両面垂▼匹ヨ廟誌君観望－名都増細

田旧健鯉　巨∃廟南東密

封と首‥‾5類型の分布－
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拠点とした点的都市化圏を形成しており、アメーバ∬状の形態とな

っている。新住民集団型は、50k血圏の外にはあまりみられず、都市

的類型の外縁．部に分散している。各タイプ混合型も、ほぼ40k取囲以

遠の面的都市化圏の外側から見られ新住民集団型と混じり合いなが

ら分布している。しかし、このタイプは、新住民集団型が50k皿圏内

に限定されるのに対して、周辺部まで拡大しており、主要鉄道沿線

の都市的類型の周辺を囲むようなかたちでほぼ全域に渡って分布し

ている。旧住民型は、面的都市化圏の外側の地域全体に広がってお

り、平野部においては、農村的類型および新住民集団型、各タイプ

混合型と混じり合って、市松模様をなして分布しており、周縁の山

同部においても農村的類型と混り合いながら分布している。以上、

5類型の分布を親祭することにより、つぎの二点にまとめることが

できる。第＿二一をこ都市的類型は一体的な嶺域構成をなすこと、第二に

敵市的脚域外は、混住化類型である旧住民壁、各タイプ混合
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6、まとめ

以上、本論で述べたことは、つぎのようにまとめることができる。

まず、町村レベルの分析において、内部的混住性と外部要因的混住

性はそれぞれ独立に解釈でき、混住地域を分析するための指標とし

て有効であること、また、それらの指標は、混住化の様態を示す措

礫として複合的意味を持つことが明らかになった。つぎに、それら

の総合的措凛の中心をなす内部非農家率と非農家集団率に、兼任者

膚の流入の程度を示すと考えられる人口増減率を加えて代表指標と

し、それらを組み合わせて類型化を試みた。その結果対象地域が、

5類型（農村的類型、旧住民型、各タイプ混合型、新住民集団型、都市

的類型）に区分された。さらに上記累計を用いて首＃圏のゾーン区

分を行った結果、図2－6の模式図の示すように、いくつかの特徴

がみられることがわかった。首都圏地域は大きくは都市ゾーンと混

住ゾーンにわかれ、都市ゾーンは圏域的、画的な拡大の形愚をとっ

ている。一方混住ゾーンは、旧住民型はゾーン全域に常澄としてみ

られ、各タイプ混合型は、山間部を除いて全域的に分散しており、

特に都市周辺には多く見られる。新住民集団型は都市ゾーン周辺に、

各タイプ混合型、旧住民型とも混じり合って分布している。このよ

うに、混住ゾーンの‡内部では∴　3つのタイプと農村的類型の地域が

市松模様をなして、分布しており、都市ゾーンのように、圏域的形
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鹿を威さず、分散的、偲摘椚軋形態をとるのが大き榔る（困

2－7参風）。

このように混住化が常意としてみられ、各市町村が混住ゾーンの

なかで個別的な変容過程をたどるであろう時、 象を蔀

の過渡牒形腰態と考えることは有効ではなく、一つの地域像として、

来、都市圏で議論＿されたような圏域的思考ではなく、混住ゾ「＿ン

のなかで市町村が個別にその在り方を考える4号であろう。このと

き、それぞれのもつ混住化の類型はどのような形態を持つか、また

は∴　持たせるかを見定めたうえでゾーン全体、および類型ごとに計

画課題を決定すべきである。本研究では、そのためのひ■とつの知見

として、以下の点を明らかにした。

①人口指標の側面からみると、昭和40年代から50年代にかけて、首

都圏全体が混住化に大きく移行し、農村が非農家化し、非農家化か

ら各タイプ混合型、新住民集団型へと、多様な様相を示すにいたっ

ている。集落の戸数規模も農村的類型から旧住民型、各タイプ混合

型、新住民集団型と移行するのに従って増大し、各タイプ混合型は

農村的類型の1．5倍以上に、新住民集団型は農家型の2倍以上にな

っており、その大部分は新住民の塩入である。今後の課題としては∴

これらの各‡タイプを一律に扱うのではなく、それぞれの戸数親磋」

住民属性な‥どの特徴を磨まえたうえで、混住ゾーンの多様な居住＿形
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塵として選択できるよう計画すべきであろう。

⑧社会・経済指標からみると、農業経営においては、特に専業的鮭

宮では∴　各類型問の差が認められず、混住化への移項が必ずしも申

桟的農業の疎外要因にはなっていないと考えられる。また、3次産

業人口車、医療施設不便集落率にみられるように、新住民集団型で

は、都市的サービスがある程度充実する反面、各タイプ混合型では、

新住民の来任が多いのにもかかわらず、依然として、従来の農村的

サービスのレベルにとどまっている。これらのことから農村的環境

の利点と問題点を、類型ごとに整理し、混住ゾーンのなかでの農業

の積極的な位置付け、既成市街地とのネットワークなどを類型の特

性に応じて考えるべきであろう。

③空間指標からみると、宅地化は都市から相対的に地価の安い混住

ゾーンへとすすみつつある。それは∴　また法規制の面からいえば、

農振轟白地地域などの法的規制が凄い‡地域、あるいは、市街化調整区

に、前者は個別的に、後者は大規模に開発が進んでいることを元

している。また、その若菜、耕地や山林の転用につながることになる。

このように、空間的変化は∴　多様な事象の薪果として、表れること

が多いが、類型別の現象を比較観察することによって、それぞれの

直接的、間接的対応を検討することが可能となる。

以上、本研究では主として広域レベルの混住ゾーンの描写およびそ
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の計画課題について考察を加えたが、次章以下では、これら藍住ゾ

－ンの各形態において、それぞれどのような個別的問宜、計画兼題

をもつかを、よりブレークダウンしてとらえ、広域レベル、市町村

レベル、集落レベルといった形で一一貫連続性をもたせて明らかにし

ていく。
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第3葺　集落レ棚に踊る混住化岩壁とその特性
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第3章　集落レベ肌こおける藍住化類型とその特性

1、研究の目的と方法

本研究では、第1葦の先行研究で述べたコミュニティの枠組みの

なかで第3のコミュナリズム型の立場を取る。前章ljにおいて首都

圏域における混住化のタイプを内部非農家率、非農家集団率、人口

増加率の3指標を用いて仮説的類型である混住化「地域社会類型」

を検討し、その特徴について考察した。この広域レベルでは、旧任

民型、農家・新住民型、各タイプ混合型、新住民集団型の4つの混

住的類型に農村的類型、都市的類型の2つを加えたものを検証した。

本章ではその研究成果を踏まえて、広域で検証された混住化「地域

社会類型」について、ひとつの地域像として社会的、空間的領域性

を持つ集落レベルで検討し、これらを通して大都市近郊の混住化農

村のコミュニティを体系的に凍えようとするものである2㌦

本章の研究目的は以下の4項である。本章では仮説としての「地

域社会類型」を構成する3つ（農家・非農家・新住民）に独特な集

団を形成するものと考えられる集団新住民を加えた4つの居住者タ

イブにもとづき以下の分析を行う。
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①居住者タイプ別の属性や地域活動・住民交流を分析し、その特徴

を考察し分類の妥当性を検討する。

⑧居住者タイプの構成から集落レベルにおける「地域社会類型」の

設定を検討し、類型別に地域活動・住民交流を分析し、類型の適合

性を検討する。

③住民のコミュニティ意識を分析しその捉え方を把握し、心理面か

らの「地域社会類型」の適合性を検討する。

⑥以上から集落レベルにおいて行動の系としての地域交流の実意と

心理の系としてのコミュニティ意識の関係を「地域社会類型」別に

考察する。

本章で行う考察は、前章の研究の方法の中から、主に居住者アン

ケート調査の分析によるもので、研究の具体的方法は次の通りであ

る。

①集落レベルでの居住者タイプの分類

属人的な居住者について「地域社会類型」における農家・非農家

・新住民・新住民集団の分類を行う。ここで新住民に関しては地域

における人間的岩合の程度を考慮して血縁新住民（集落に血縁関係

を持つ新住民）とそれ以外の新住民に細分する。具体的には∴　アン

ケートの調査項目を用いて、第一に時系列的に新住民であるか旧任
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民であるか、第二に農業に依存しているか否か、第三に同一集落に

血縁者がいるか否か、の3点の組み合わせを基準として分類し、居

住者タイプとする。

⑧居住者タイプ別居住者属性及び地域交流の特性

次にこの居住者タイプ別に居住者属性を調べ、それぞれのタイプ

についてその特性を考察する。また、地域交流については2つの場

合を想定している。一つは組織、サークルを通じての集団の中での

交流（以下地域活動と記す。）であり、一つは個人対個人の交流（

以下住民交流と記す。）である。ここでは、アンケート粛査の実感

分析より居住者タイプ別にそれらの特徴を把捉し、合わせて分類の

適合性を検討する。

③集落レベルにおける「地域社会類型」の適応

一つの集落の中での各居住者タイプの構成及び薪旧住民の構成比

から混住化集落における　r地域社会類型」の設定を検討する。

㊨「地域社会類型」別の地域交流の特性

「地域社会類型」を用いて、属地的単位でもある集落という一つ

の住民の集合体が、どのような地域交流の特姓を持つかを明らかに

し、そこから「地域社会類型」の適合性を検討する。また、新住民

の住民交流に関する評価を「地域社会類型」別に分析し、交流実態

との関係を考察する。分析の具体的な手順は、地域活動・住民交流
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についての評価から有効な分析軸を抽出するために、r地域社会類

型」別の主成分分析を行う。さらにこの主成分分析から得られた主

成分スコアを用いて、居住者タイプ、「地域社会類型j　別のセント

ロイドを描き、「地域社会類型J　別特性を把握する。

⑧「地域社会類型」別コミュニティ意識の特性

「地域社会類型」を用いて、属地的単位でもある集落という一つの

住民の集合体が、どのようなコミュニティ意識の特性を持つかを明

らかにし、そこから「地域社会類型」の適合性を検討する。なお、

本研究におけるコミュニティ意識とは、社会学において定義される

「コミュニティ意識」を指すもので、これを主に住民意識把握の措

標として用いる。コミュニティ意識は、奥田、菱山らによって定立

された住民の居住地域に対する価値概念の一般的、理論的モデル3）

であり、地域の居住者を対象としてコミュニティ意識を捉えるアン

ケート調査を行い、その結果を用いて居住者のコミュニティ意識4）

の構造を明らかにするものである（第1葦参庶）。

分析の具体的な手順は、コミュニティ意識についての評価から潜

在的な国子軸を抽出するために、居住者タイプ、「地域社会類型j

別に因子分析を用いて分析する。さらにこの因子分析から得られた

国子スコアを用いて、居住者タイプ、「地域社会類型」別のセント

ロイドを措き、類型別特性を把捉する。次に地域交流の実意分析と
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このコミュニティ意識の類型別特性を比較検討し、類型別に行動の

系と心理の系の構造的な分析を行う。

ま、研究対象地域と事例調査について

本章以降で行う事例研究の詣査対象地域は、広域レベルとの研究

の連続性を持たせるために、広域レベルでの「地域社会類型j　から、

以下のような地域を選定した（図3－1）。

①　東北線沿線のベッドタウンとして、近年ミニ開発による宅地化

が急激に進んでいる地域で薪旧住民の問に地域コミュニティに閑す

る様々な問題が顕在化している地域として茨城県猿島郡三和町（各

タイプ混合型として）。

⑧　常磐線沿線のペットタウンとして大親模開発とミニ開発による

宅地化が進み、農村的色彩も比較的強く戎している地域として茨城

県稲敷郡茎崎町（新住民集団型として）。

③　筑波研究学園都市という近年急激に高度な都市基盤整備が進ん

できたという特殊条件の中で宅地化が進んできた地域として茨城県

筑波郡谷田部町（新住民集団型として）5）。

㊥　来任型の新住民による混住化はあまり見られず、農家の非農家

化、血縁を持つ新住民による混住化が中心で、純農村的色彩も強く

残る地域として茨城県猿島郡猿島町（旧住民型として）6）。
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また、以下に述べる「調査集落選定のための調査j　により選定さ

れた13の謝査対象集落の概要を表3－1および表3－2の左欄に

示す。

●謝査対象集落選定のための調査

①　集落の状況と問題点を包括的に把握していると考えられる農業

改良普及所の上記の各地域担当の普及員2名以上の合議で、対象地

域の全集蕗の混住化の程度、混住化の形態などをアンケート形式で

評髄してもらい、さらにその中から広域レベルでの類型に対応し、

地域を代表するような集落を選定してもらったm

⑧　農林業センサス（集落カード）より、基本指標（総戸数・非農

家率）を使用し、調査対象地における各集落の状況を把握する。

③　普及員に対するアンケートと空中写真・地国情報・現地親祭に

より非農家（新住民住宅を含む）の配置形意・親横を把捉する。

㊨　①～⑧より集落区分を行い集落を選定する。

●居住者アンケート調査（居住者属性・地域交流・コミュニティ意

識・居住環境評価把握のための調査）

この調査は、アンケート方式により実施した。調査は∴　集落の全

世帯（一部は抽出5））に実施し、地域交流、日常生活の中で地域と

のかかわりあいの機会が多いという理由から主婦を対象とした。謂

査は昭和59年11月に実施し、配付・回収は各地区の区長に依頼し留

10？
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ト

1
さし和

ll

・町

竺 川当部 95．6
4 8．1

㊤ コミュニティ評伍高

オピニオンリーダー
の存在

発　 話　 川
4 0．0

10 1 ー
新住民とのトラブル

新発詰川 0

25 －

〔吻 東活川から独立
新住民だけの自治会

間　 中　 楕 4 4．0

23 7
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日 6
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西　 村　 北
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8．芦

－◎ －＿
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田
部
町
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82
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1

＿‾0 ‘

一一8 7一・一

　　　 l集落に隣接
団地型

‾壷

鱒 ’

一町 、
I

天　 宝　 喜 tヽ■■‾－・・■・■▲1〆・‘9 1．2
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（団地含） 3 7 5　一■ 集落空間の活用高

高 一∴　 埼 ’一一9 0．3 住民活動活発　 ．
－（団地含）r・．－6 5．2 ・ 生活の利便性良 二∴▲．

‾城 云 ・山
二■d
－◆1 ■一◆4 16

　 ＼住民活動活発 ’
まとまり強・団地型 －

痍住民⊂〕i日住民⑳
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置方式で行った。回収状況は表3－3に示す通りで、全体の回収率

は約85％、有効回答1、306票を得た8　アンケートの具体的な調査項

目は次の通りである（付録資料に調査票を記載した）。

①　居住者属性

家族構成、職業、宅地・住宅の所有形感、住宅親模、敷地規模、前

任地、居住歴、地区内近親者の有無

⑧　居住環境評価

来任理由、居住環境に対する期待度と満足度

③　地域活動の参加状況

共同作業、町内会・部落会等の総会や常会、まつり等の行事、スポ

ーツクラブ、趣味の集まり、社会教育・ボランティア活動、P TA

㊧個人の住民交流

知人人数、相談相手の有無、子供の遊び相手の有無、頼りにしてい

る家の有無、手伝いに行く家の有無

⑤　地域運営への参加意志

地域役員の受入れ意志、地域問題の解決方法、定住意識

⑥　コミュニティ意識

表3－4に示す18項目の設問について、「そうだと思うJ rまあそ

うだと思う」「どちらともいえないj　「まあそうではないと思う」

「そうではないと思う」の5段階評価を行い価値概念として構成さ

llZ



表　3－3　アンケート配布回収状況

行　 政　 区　 名 戸　　 数 回 収 戸 数 有　 効　 票 回 収　 率 （％）

諸　 川　 西　 部 48 1 3 54 3 4 2 73．6

東　　 諸　　 川 10 1 9 5 8 5 9 4．1

新　 東　 諸　 川 25 2 5 2 5 10 0．0

間　　 中　　 橋 23 7 2 00
－18 1

8 4．4

山　　 田　　 中 4 1 3 7 28 9 0．2

山　　 田　　 南 75 62 58 8 2．7

北　　 生　　 子 9 1 6 8 72 7 4．7

井　　　　　 岡 72 7 0 5 3 9 7．2

西　　 村　　 北 83 7 9 80 9 5．2

福　 田　 坪 （－） 35 34 3 2‾ 9 7．1

〝　　 （二） 47 4 0 3 7 8 5．1

瑞　 穂　 団　 地 87 8 0 7 7 9 2．0

高　　　　　 崎 10 0 （抽出） 10 0 100 10 0．0

城　　　　　 山 10 0 （抽出） 95 94 9 5．0

天　　 宝　　 喜 57 4 5 4 2 7 8．9

計 1，63 7 1，3 84 1，3 0 6 8 4．5

＝∋



れたコミュニティ意識の実感を把握した。

表3－4　コミュニティ意劫の調査項目

1．地域社会の中で生活していくに昧長
いものにまかれるしかない

2す慧警莞慧幣禁書㌢餉よく
3．地域社会は自分の生活のよりどころ
である

4モ認諾旨　如たまたま坐臥

5吏住民は生活防御のために連帯すべき

6．地軸：会は一定の自治性を持つべき
だ

7．各自が自己の身分をわきまえてもめ
ごとのないよう心がけるべきだ

8．自己の生活と地域社会とは別の問盤
だ

9豪搬詰野できる
10．人と人との和は大切にすべきだ

11．近膵とのつきあいは面倒だ

12．地域的な問題杜自分がかかわらなく
ても誰かがよくしてくれるだろう

13大雪差入のプライバシ‾は充分に守る

14．旧来からのしきたりを大切にすべき
だ

15．今住んでいる地境には関心や愛着は
ない

16．住みよい地域社会にするために自ら
進んで活動をしようと患う

17も賢覧章毎彗民会などのつきあいは

18．近隣円債などは何の意味もない
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3、居住者の属性と地域交流の実意

居住者タイプの具体的な分類は、アンケートの調査項目の中から、

「農業専業または1桂兼業であるか否か」、「居住歴」、「集落内

に近親者がいるか否か」の3項目を用いて行う。第一に農家旧住民

タイプで、昭和40年前から住んでおり7）、家計を支える主な職業が

農林業であるケース、第二に非農家旧住民タイプで、同じく昭和40

年前から住んでいるが、主な職業が農林業以外であるケース8）、

第三に血縁新住民タイプで、昭和40年以降に来任し、親、兄弟が近

くに住んでいるケース、第四に来任新住民タイプで、昭和40年以降

に来任し、血縁関係はなく旧住民と同一集落内に住んでいるケース、

第五に集団新住民タイプで、来任新住民と同じく昭和40年以降の居

住者であるが血縁関係は持たず、集落居住者とは別に新住民だけで

集団（団地）を形成して、独立した自治会，町内会等を持ち、薪集

団を形成しているケース、の以上5分類である日。表3－2　右側

に各調査集団別の居住者タイプの構成比を示した。

つぎに、この居住者タイプ別に、居住者の属性を詣べ、それぞれ

のタイプの特性について検討する。検討する項目は、職業、職種、

勤務先、世帯構成、住宅の種類、住宅面積等である。表3－5に5

つの居住者タイプ別の諸指標の分布の差の検定を京したが工　これを

見ると、いずれの指標もカイ二乗値は高く、有意水準1％以上で、

Iは



象護一写居住者タイプ別罵件指標の分布の差の検定

指　　　 標 カ ■テ ゴ リー数 サ ン プ ル 数 Ⅹ旦　値 rd　f 有 意 水 準

職　　　 業 4 123 1 1204 ．2 12 ◎

職　　　 種 7 749 132 ．0 18 ◎

勤　 務　 先 5 768 182 ．0 12 ◎

通 勤 時 間 6 7 65 158 ．4 15 ◎

住 宅 の 種 類 5 1233 133 ．1 16 ◎

住 宅 規 模 6 10 25 300 ．ト 2、0 ◎

敷 地 規 模 7 1026
　 1
863 ．5

1
24 ◎

世 帯 棟 成 9 1170 50 1 ．2 32 ◎

世 帯 主の 年 齢 6 1246 3 5 1．8 チ　20
f

◎

前　 任　 地 5 746 2 14 ．5 8 ◎

◎は有意水準0．01

‖6



各タイプ間に明確な差があることがわかる。各タイプ別の属性を観

棄すると、まず、新住民のタイプと旧住民のタイプで、断層が見ら

れ、旧住民である農家と非農家では、就業形態（表3叫6）は大き

く異なるものの、世帯構成（表3－7）、住宅親模（表3－8）等

では近似している。新住民のタイプの中では、血縁新住民が異質で

あり、世帯構成、住宅の規模では、来任新住民や集団新住民と同質

であると言えるが就業形態では、非農家旧住民に似た領向を哀し、

地縁性が強く、全体的には新住民の中にありながら、旧住民的な性

格も持ち合わせているといえる。来往新住民と集団新住民では∴　全

体的には大きな差は見られないが、集団新住民は公務員が多く、就

業においても地縁性は小さく、前任地からも読み取れるように都市

指向的僚向が強い集団であることが乗せられる。

次に、居住者タイプ別の地域交議の特徴を把握する。地域活動で

は、居住者集団における自律的、自治的活動としては∴　「どぶさら

い・草むしり等の共同作業」と「自治会・町内会などの総会や常会」

を取り上げ、集団全体での共同行事として、「祭りや運動会」、ま

た、自治会の下部組織や各種サークルとして「テニスやゲートボー

ル等のスポーツクラブj　「音楽・芸術等の趣味の集まり」、社会教

膏や子供のための活動として「ボランティア活動への参加J rP T

Aの集まり」を取り上げて、「よく参加する」「ときどき参加する」

ll7
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rほとんど参加しない」の3段階に分類し、参加状況を比較分析し

た。

個人の住民交流では、旧住民との交流、新住民との交流の2つの

面からとらえる。交流の内容としては、「知り合い人数J r相談相

手の有無」「子供の遊び相手の有無」「頼りにしている家の有無」

「手伝いに行く家の有無」の5つの指標によって分析した。

表3－9に居住者タイプ別の各指標の分布の差の検定を示した。

「P TAの集まり」を除いては、いずれの指標も有意水準1％で分

布に差があると認められ、居住者タイプによる分類が地域交流の特

性を明確にするものとして有効であることを裏付けている。図3－

2および表3－10はタイプ別の各指標について、肯定的回答（「よ

く参加する」「ときどき参加する」、知り合い人数が多い、相談相

手がいる、等）の比率を示したものである。　地域活動、住民交流

の特性を総括的に見ると、農家旧住民では、従来、村落共同体に特

徴的に表れた共同体運営、共同労働などの自律的、自治的活動の憤

向は強い反面、個人的自発的活動への参加はそれ程高くはない10）。

また個人の交流でも旧住民閲の相互扶助的棲横は強固であることが

うかがわれるが、新住民に対しては、「手伝い」等の儀礼的交流は

行うものの、全体的には強いつながりがあるとはいえない。非農家

旧住民になると、自律的、自治的活動や相互扶助的交流は、農家に
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融雪 居住者タイプ別各指圧の分布の差の段定

指　　　　 揉 鳥 デューリー故 †シフ○凡数 X t　　 値 d　f 有 意 水 準

共　 同　 作　 業 3 114 2 4 1．0 8 ◎

自治 会 の 総会 3 109 3 100 ．3 8 ◎

蕪 ・運 動 会 3 1086 7 6 ．0 8 ◎

スポ ーツ クラブ 3 1037 10 3 ．5 8 ◎

趣 味の 集 ま り 3　‾ 1000 68 ．2 8 ◎

ボ ラ ンテ ィア 3 989 7 8 ．5 8 ◎

◎

P　 T　 A 1　　 3 993 11 ．7 8

知 人 人 数
（一旧住民 との交流 ）

平野ぬ 九 品 ）－

翫 鮎 為 晶 ）

甲新鮎 為 義 ｝

言配 意 麓 ）

（潮 住民 との文恵 ）
頼 りに して い る家
（旧住民 との交流 ）

頼 りに して い る家
（新住民 との交流 ）
鮎 離 益 鳥 ）

千 鮎 定 と霊 鳥 ）．

6 113 3 4 94 ．8 20

6 10 19 47 ．4 20 ◎

2 10 3 4 3 3 0 ．0 4 ◎

2 93 5 56 ．1 4 ◎

2 678 169 ．2 4 ◎

2 64 4 2 5 ．1 4 ◎

2 108 6 4 72 ．9 4 ◎

2 9 63 108 ．6 4 ◎

2 ‖06 5 27 ．2 4 ◎

2 100 1 30 ．8 4 ◎

◎ば有意水準　0．01
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個人的交埠（旧住民との交流）　個人的交涜（新住民との交涜）
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比べ僅かに低下するものの、趣味の活動やスポーツのサークルなど

の個人の自発性が原則となるような活動の傾向は高まる。しかし、

新住民に対する対応の態度は農家とほとんど変わらない。血縁新住

民では、農家旧住民や非農家旧住民に比べ地域活動への参加は低下

するが、個人の交流では薪旧住民のいずれとも同じような程度で交

流しており、薪旧住民の交流という面から見れば、旧住民と新月

との仲介者的役割を担うことが期待される。来任新住民及び集団薪

住民では、地域活動の参加をみると、集団新住民のほうがやや盛ん

である。来任新住民の住む集落では旧住民と同一の自治会または町

内会である場合が多く、地域活動のイニシアチブも旧住民が持つ者

合が多い。そのため来任新住民の立寄からすれば、新住民独自の自

主性が育まれにくくなり、地域活動が促進されにくいことのひとつ

の要因になると考えられる。個人の交流をみると、旧住民との交流

では、来任新住民と集団新住民を比べると来任新住民のほうが高く、

新住民同志の交流では、集団新住民のほうが高い。この場合も、地

域活動と同様に来任新住民の場合では、旧住民と同一の自治会や町

内会の形意をとることが、住民交流の機会の増大につながる要因に

なっていると考えられる。しかし、このような葛合にも旧住民個に

積極的な働きかけがなければ薪旧住民相互の交流も促進きれないこ

とになろう。集団新住民では、旧住民とは自治会や町内会は別で、

l鈎



居住地域も独立していることが多い。そのため旧住民とは接触する

機会は少ないが、新住民同志の住民交流は新たに形成され、旧住民

の干渉を受けにくいことから自主的になり交流も促進されると考え

られる。

4、地域交流の「地域社会類軌別特性と評価

以上の分析から、「地域社会類型J　を構成する農家旧住民、．非農

家旧任．民、血嶽新住民、来任新住民、集団新住民の5つの居住者タ

イブは、属性、または地域活動、住民交流の面から見て、それぞれ

明確な特性を持っことが分かった。次に、この居住者タイプを用い

て集落レベルおける　r地域社会類型」の設定を行う各　設定の方法は、

表3叫2の右細に示すような居住者タイプ別の構成比及び薪旧住民

別の住民構成の割合からみて、旧住民が多い場合、薪旧住民が同じ

位の場合、新住民が多い場合の3つに分類する。以上の視点から「

地域社会類型」の設定を行った蘇巣を表3－11に示す。即ち、表3

一・2の右横の住民構成をみると、井岡、天宝書、東諸州のような集

蕗は、農家旧住民及び非農家旧住民の割合が大きく、これらの集落

は主に集落内部からの混住化、即ち農家の非農家化が進んでいるも

のと考えられ、このような集落は旧住民型に対応する。同様に、山

田、西村北、北生子のような集落は、非農家旧住民の割合は大きい
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患う一日集諸の矧ヒ

頴　　 聖
類型を抹成す る主 な集団 新住民の重的関係 と集落の類型 化

旧住民 新住民 1 （旧＞薪 ） 2 （旧二新） 3 （旧く薪）

A 旧嘘
農家 非農家 － －

冬 ⊥ 1

l一、

l

l
畠各女イブ混合型

農家 非 農家 血縁新 来往新

、l
B － 1 B －　 2

仁恵卑 ・ ．」

．‾‾＿薪瞳民型
農家 － 血縁新 来任新 C －　 2 C －　 ∋

D 軒 住持奪 取 型

－ － －

関 守
D －　 ∋
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うえに、血縁新住民または来任新住民の割合も大きく、このような

集落は各タイプ混合型に対応する。間中橋、高崎、諸州西部のよう

な集落は、非農家旧住民の割合が小さく血縁新住民、来任新住民の

都合が大きい集落である。このような集落は農家・新住民型に対応

する。薪葉音川、瑞穂団地、城山団地のような集落は∴　集団新住民

が突出した集落である。このような集落は新住民集団型に対応する。

さらに、集落レベルにおける　r地域社会寮型J　では薪旧住民尉住民

構成の割合で、表3－11右橋のように分類する1日。

次に、「地域社会類型」別の地域活動・住民交流の特性を分析す

る。また、新住民の住民交流に関する評価を「地域社会類型j　別に

分析し、交流実態との関係性を考察する。まず、前項で用いた、地

域活動、住民交流に関する指標17項目を用いて、主成分分析を全体

及び「地域社会類型J　別に行った。表3－12に各項目の平均値（r

よく参加」を1、「ときどき参加」を2、「参加しないJ　を3とし

た場合の平均値）を、表3－13に主成分数を3にした場合の各主成

分の負荷量と固有値を示した。固有値をみるといずれも1．5　以上と

大きく、この着果から　r地域社会類型j　別の地域活動や住民交流の

実態を読み取ることができる。調査対象全体でみると、第Ⅰ軸から

第Ⅱ軸まで極めて明確に分かれる。第王軸は固有儀4．39と大きく、

軸の構成は、旧住民との住民交流を示す項目でいずれも負荷量が大
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A － 1 B － 1 B － 2 C － 2 C － 3 D － 3 全　 体

地

域

活

動

へ

の

参

加

共 同作業 2 ． 8 7 2 ． 8 2 2 ． 8 5 2 ． 8 0 2 ． 9 3 2 ． 7 4 2 ． 8 3
0 ． 4 1 0 ． 4 7 0 ． 4 1 0 ． 5 2 0 ． 3 1 0 ． 5 1 0 ．4 6

自治会の捻会 2 ． 6 7 2 ． 6 7 2 ． 5 5 2 ． 3 4 2 ． 4 1 2 ． 2 6 2 ．4 3
0 ． 5 9 0 ． 5 9 0 ． 6 6 0 ． 7 8 0 ． 7 2 0 ． 7 6 0 ． 7 2

祭 ・運動会 2 ． 4 6 2 ． 5 9 2 ． 4 8 2 ． 3 4 2 ． 2 1 2 ． 1 0 2 ． 3 0
0 ． 7 3 0 ． 5 9 0 ． 7 5 0 ． 7 6 0 ． 7 6 0 ． 8 0 0 ． 7 7

スポー ツクラブ 1 ． 6 4 1 ． 5 0 1 ． 8 9 1 ． 6 5 1 ． 3 2 1 ．4 3 1 ． 5 2
0 ． 8 2 0 ． 7 6 0 ． 8 4 0 ． 8 3 0 ． 6 0 0 ． 7 3 0 ． 7 6

趣味の集 ま り 1 ． 4 7 1 ． 2 0 1 ．4 5 1 ． 3 6 1 ． 1 6 1 ．4 3 1 ． 3 3
0 ． 7 4 0 ．4 3 0 ． 6 8 0 ． 6 1 0 ． 4 3 0 ． 7 0 0 ． 6 1

ボ ランティ ア 1 ． 5 9 1 ． 3 6 1 ． 6 6 1 ． 4 1 1 ． 2 3 1 ． 3 1 1 ． 3 8
0 ． 7 5 0 ． 5 9 0 ． 8 0 0 ． 6 7 0 ． 5 1 0 ． 5 8 0 ． 6 5

P T A 2 ． 3 4 2 ． 2 1 2 ． 4 8 2 ． 3 1 2 ． 1 4 2 ． 2 1 2 ． 2 5
0 ． 8 6 0 ． 8 7 0 ． 8 3 0 ． 8 4 0 ． 8 7 0 ． 8 5 0 ． 8 6

個
人
的
交

知人人数 5 ． 1 9 4 ． 9 4 4 ． 8 9 4 ． 4 1 2 ． 9 1 2 ． 4 8 3 ． 9 4
1 ． 3 8 1 ． 3 9 1 ． 4 5 1 ． 7 9 1 ． 6 0 1 ． 3 8 1 ． 8 6

子供の遊び相手 1 ． 8 4 1 ． 8 6 1 ． 7 1 1 ． 6 6 1 ． 2 8 1 ． 2 5 1 ． 5 4
流
∧
旧
住

民
と

0 ． 3 9 0 ． 3 5 0 ．4 6 0 ． 4 7 0 ． 4 5 0 ． 4 3 0 ． 5 0

相談相手 1 ． 6 0 1 ． 6 2 1 ．4 9 1 ． 4 6 1 ． 1 9 1 ． 1 0 1 ． 3 8
0 ． 4 9 0 ．4 9 0 ． 5 0 0 ． 5 0 0 ． 3 9 0 ． 3 0 0 ． 4 9

頼 りにな る家

手伝い に行 く家

知 人人数

子供の選 び相手

相諌柏手

頼 りにな る家

手伝い に行 く蒙

1 ． 8 3 1 ． 7 8 1 ． 7 6 1 ． 6 1 1 ． 2 5 1 ． 1 6 1 ． 5 2
の
交

流
V

0 ． 3 8 0 ．4 2 0 ．4 3 0 ． 4 9 0 ． 4 3 0 ． 3 7 0 ． 5 0

1 ． 9 2 1 ． 7 4 1 ． 9 3 1 ． 6 0 1 ． 4 3 1 ． 1 4 1 ． 5 9

0 ． 2 7 0 ．4 4 0 ． 2 6 0 ． 4 9 0 ． 5 0 0 ． 3 5 0 ． 4 9

個 3 ． 3 4 3 ． 5 3 3 ． 3 4 3 ． 8 1 4 ． 3 4 4 ． 1 6 3 ． 8 5
人
堕

父

1 ． 6 1 1 ． 8 0 1 ．4 9 1 ． 7 0 1 ． 6 1 1 ． 7 1 1 ． 6 9

1 ． 6 7 1 ． 8 7 1 ． 6 1 1 ． 8 0 1 ． 8 6 1 ． 8 9 1 ． 7 9
譲

∧
整

0 ． 4 7 0 ． 3 4 0 ．4 9 0 ． 4 0 0 ． 3 5 0 ． 3 2 0 ． 4 0

1 ． 2 4 1 ． 3 3 1 ． 3 7 1 ． 4 2 1 ． 5 0 1 ． 5 8 1 ． 4 3
0 ． 4 3 0 ．4 7 0 ．4 8 0 ． 4 9 0 ． 5 0 0 ． 5 0 0 ． 5 0

民
と 1 ． 2 1 1 ． 3 8 1 ． 4 1 1 ． 4 9 1 ． 6 3 1 ． 6 9 1 ． 5 1
の
交
誼

0 ． 4 1 0 ．4 9 0 ．4 9 0 ． 5 0 0 ．4 8 0 ． 4 6 0 ． 5 0

1 ． 4 3 1 ． 3 8 1 ． 6 9 1 ． 5 8 1 ． 7 4 1 ． 6 6 1 ． 6 1
V 0 ． 5 0 0 ．4 9 0 ．4 6 0 ． 4 9 0 ． 4 4 0 ． 4 7 0 ． 4 9

上段は平均怯　下段は鞘差を示す
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きく、対旧住民交流性と名付けることができる。弟∬軸は、地域括

動を示す項目で負荷量が大きく、地域活動性と名付けることができ

る。第Ⅲ軸は、第Ⅰ軸とは反対に新住民との交流を示す項目に、大

きい負荷量をもつものが、集まっており、対新住民交流性と名付け

ることができる。以上の各主成分の解釈から、旧住民や新住民との

個人で行われる交流と、地域活動のような集団での交流は独立であ

ることが読み取れる。各軸に着目してみると、第Ⅰ軸では、居住者

タイプ別での分析でも明らかであったように、旧住民問の交流は活

発である。これは旧住民と新住民との交流が少ないことから、明確

なかたちで、第Ⅰ主成分として表れたものと考えられる。第Ⅱ軸の

地域活動性は∴　ここに含まれる地域活動の各項目が、自律的項目、

自治的項目、個別的項目等、多様であっても、全体的にみると地域

活動性というひとつの総合的尺度でとらえられることを京している。

第Ⅱ軸からは、第Ⅰ軸と同様、新住民との個人的交流にもその段階

や程度があるものの、それらは、相互に結び付いており、対新住民

交流性というひとつの総合的尺度でとらえられることがわかる。⊥

地域社会類型」別にみると、旧住民が多くを占める集団（A－1）王

は、地域活動のような‡集団単位での交流が主軸となり、逆に新住民

の多い集団（C－3、王ト3）では個人的交流が主軸を形成する。新旧住

民が混在しているような中間的な類型（8－2、　C－2）では∴　集団　的
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交流と個人的交流が同程度の関係になるか、または∴　集団的交流と

個人的交流が独立的にはならず、主軸のなかに混合してあらわれる。

すなわち、地域活動や住民交流の実感からみると、混住化集落は、

伝親的共同体のように、連帯的傾向を強く表すものから地域集団に

束縛されずに個別性を志向するような傾向を表す集団までいくつか

の段階に分かれることがわかる。

次に、全体の主成分分析の結果を用いて、対象集団の特性を検討

する12）。図3－3および表3－14は、主成分得点の「地域社会煮

型」別居住者タイプ別平均スコアによるセントロイドである。ここ

では、第Ⅰ主成分と第Ⅱ主成分の結果についてのみ示した。A－1で

は、農家と非農家がほとんど同じ座標にプロットされ、ともに地域

活動性、対旧住民交流性のいずれも高く、両集団が地域交流の面か

らみると同質的集団であることがわかる。8－1は、農家、非農家の

2つの集団が第一象現にプロットされ、来任新住民は第二象現であ

る。第一象現のなかでは、非農家のほうが、対旧住民交流性、地域

活動性ともに高くなっている。農家では、対農家交流性は高いもの

の地域活動性がやや低くなっている。8－2　は、主な居住者タイプは、

農家、非農家、血縁新住民の3集団であるが、いずれも対旧住民交

諌性、地域活動性のどちらも高い。C－2　は、農家、血縁新住民、来

住新住民の3集団であるが、いずれも異なった象現にプロットされ、

‡引
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－ － － － 0．3 1 0．4 1 0 ．4 3 －0．18 －0．：n －0 ．18 －

－ － －0 ．5 7 0 ．5 9 － － －0 ．6 1 －0．23 －0．9 1 0 ．随 －

－ － － － － － － － － － ー1．0 3
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農家は対旧住民交流性、地域活動性がともに高く、血縁新住民では

地域活動性はやや低いものの対旧住民交流性は、農家程ではないが

高くなっている。来任新住民では、対旧住民交流性、地域活動性の

いずれも低くなっている。C－3は、C－2と同じ住民構成であるが、薪

住民の割合が、多い集団である。このタイプでも3つの集団のいず

れも、異なる象現にプロットされるが、ここでは、農家は対旧住民

交流健は高いが、地域活動性は低く、来任新住民では反対に対旧任

民交流性は極めて低いが3集団のなかでは、地域活動性が一番高く

なっている。血縁新住民は∴　農家と来任新住民の中間的位置にプロ

ツトされ、対旧住民交流性は、来任新住民ほど低くはないが、地域

活動性はやや低くなっている。D－3は、ほとんど集団新住民だ　けで

形成される集団である。国には集団の親模別にプロットしたが、3

集団とも対旧住民交誼性はいずれも極めて低い。また、親横が最も

小さい集団が、地域活動性は一番高く、大規模になるにつれて地域

活動性が低くなる憤向が読み取れる。

以上、各集団特性を　r地域社会類型」別に観察すると、A－1のよ

うな新住民の来任がほとんどみられないような旧住民型では、農家、

非農家の地域交流に関するパターンは、極めて類似している。各タ

イブ混合型では、8－1のような来任新住民が混ざった場合と8－2のよ

うに血縁新住民が混ざった場合では大きく様相が異なる。いずれの
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タイプも、農家と非農家は、パターンが類似しているが、前者では、

来任新住民は少数でありながらも農家や非農家とは極めて異なった

パターンをとり、後者では、血縁新住民は農家や非農家と類似した

パターンを持つ。農家・新住民型では、C－2のように薪旧住民　の剖

合が同じ位である場合には農家が活発な地域交流を元すが、新住民

は対照的に低調で、血縁新住民は、両者の中間的憤向を示す。C－3

のように新住民の謝合が大きいタイプでは、旧住民の地域交流　は

低調になり、逆に来任新住民では∴　やや活発になる憤向が読み取れ

る。ここでも血縁新住民は、ほぼ中間的な僚向を示す。新住民集団

型は単一の住民集団で形成されていることから、集団は均質的で、

居住者集団問の摩擦が生じることはないが、逆に農村集落居住者と

の接触は極めて限定的になると考えられる。

次に新住民の住民査読の評廟について検討する。表3－15は新任

民の、交藷についての来任前の「期待」と来任後の「満足j　につい

て、居住者タイプ別　r地域社会類型」別の平均値を集計したもので

ある。アンケートでは、「期待J　と　r満足」のそれぞれを4段階評

価で聞いているが、ここでは、「期待」は　r大いに期待」と　rやや

期待」、「満足」は「満足J　と「どちらかといえば満足」を合わせ

た割合（％）を示した。住民交流の評価からみても、8－1のように

旧住民の集団の中に異質の行動形塵をもつ来任新住民が混在してい
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ー汚新住民の期待　と満足

旧 住 民 との 交 流 ’ 新 住 民 と の 交 流

期 待 ● 清 庭 期 待　 ′ 満足 ユ

血 縁 新

B － 2 5 2 ．5 7 7 ．5 6 5 ．2 8 0 ．0

C － 2 5 6 ．6 7 2 ．7 6 2 ．3 6 1．7

C － 3 4 0 ．0 5 8 ．5 6－1．6 6 9 ．5

来 往 新

8 － 1 5 0 ．0 3 0 ．8 6 6 ．7 7 5 ．0

C － 2 4 0 ．9 6 1 ．5 ‾ 5 3 ．6 6 9 ．3

C － 3 2 5 ．4 5 2 ．8 6 0 ．0 6 5 ．3

＿草 野 新
D ‘－ 3 3 9 ．1 5 4 ．8 5 8 ．0 7 8 ．1

単位は％
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るようなタイプでは、旧住民との交流に対する新住民の評価は低く、

疎外感を感じていると考えられる。しかし、この疎外感は∴　血縁薪

住民の葛合は全くみられない。しかし、同様に異質の居住者が混在

していても、混住化がある程度進んだ垣合で、C－Z　のように農家が

活発に地域交流を行っている場合は∴　新住民の評価も高くなってい

る。しかし、来任新住民の占める割合が極めて高い場合（C－3）　に

は、旧住民がコミュニティ形成の母体とはならないことから、新任

民の評価も相対的に低下すると考えられる。

以上の分析から地域交誼の実態と評価を示す指標として「地域社

会類型J　の有効性が確認された。
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冒、コミュニティ意識の特性

ここでは、コミュニティ意識の面から「地域社会類型J　の妥当性

を検討する。表3－■16に調査によって得られた18項目の設問に対

する5段階評価について居住者タイプ別及び全体として因子分析を

行った若菜を、表3岬17に各項目別の平均値を示す。ここでは固有

値1．0を目安として、国子の打切り条件を3国子までとした寄合の

負荷量を掲げる。

全体でみると第一国子は∴　「たまたま生活しているにすぎないj

r自己の問題と地域社会とは別の問題J「近隣とのつきあいは面倒J

「誰かがよくしてくれるJ「関心や愛着はない」「つきあいはやめ

たほうがよいj　「近隣関係などは意味もない」等の項目で構成され、

これは地域への関与についての消極的意識（軸の対極は穫極的意識）

を示すもので、ここでは消極的一積極的の軸と呼ぶ。第二国子は、

r住民が協力して住みよくする。J r生活のよりどころ」r住民は

連帯すべき」「自治性を持つべき」等の項目で構成され、これは地

域住民間の関係についての意款であり、連帯的意識（軸の対極は個

我的意識）を示すもので、連帯感一個我感の軸と呼ぶ。第三国子は、

「長いものにまかれる」「しきたりを大切にすべきJ　の項目で前近

代的価値意識で構成され、前近代一近代の軸と呼べるものである。

3つの国子の固有値をみると1軸が3．54、2軸が1．13、3軸が0．65
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義3－17厳者タイ瑠朗日脚雅

ー愚 礫 ．盛 晶 忍 全　体
1 ．地 域 社 会 の 中 で 生 活 して い く に は 長 一

い も の に ま か れ る し か な い
3 ． 0 8 2 ． 9 5 3 ． 1 4 2 ． 9 4 2 ． 7 7 2 ． 9 9
1 ． 3 8 1 ． 3 3 1 ． 1 9 1 ． 1 9 1 ． 3 2 1 ． 2 6

2 ．地 軸 ：会 は 住 民 が 鼠 力 し て 住 み よ く
す る よ う に 心 が け る べ き だ

4 ． 8 6 4 ． 8 1 4 ． 6 0 4 ． 5 8 4 ． 7 5 4 ． 6 8
0 ． 3 9 0 ． 4 6 0 ． 6 6 0 ． 6 3 0 ． 5 2 0 ． 5 9

3 ．地 域 社 会 は 自分 の 生 活 の よ り ど こ ろ 4 ． 2 1 4 ． 2 4 3 ． 8 6 3 ． 8 1 4 ． 0 7 3 ． 9 6
で あ る 0 ． 9 7 0 ． 9 0 1 ． 0 6 1 ． 0 6 0 ． 8 4 1 ． 0 4

4 モ 篭 鰐 旨 差 讐 域 は た ま た ま 坐 臥 2 ． 0 4 2 ． 2 9 2 ． 7 9 3 ． 0 2 2 ． 7 6 2 ． 7 0
1 ． 5 0 1 ． 5 9 1 ． 5 0 1 ． 4 0 1 ． 4 6 1 ． 5 2

5 豪 住 民 は 生 活 防 御 の た め に 連 帯 す べ き 4 ． 1 1 4 ． 1 5 3 ． 9 4 3 ． 9 3 4 ． 2 1 4 ． 0 3
1 ． 0 0 0 ． 9 6 0 ． 9 7 0 ． 9 6 0 ． 9 0 0 ． 9 7

6 ． 地 域 社 会 は 一 定 の 自 治 性 を 持 つ べ き
だ

4 ． 2 0 4 ． 2 5 3 ． 9 4 4 ． 0 1 4 ． 2 3 4 ． 0 9

0 ． 9 9 9 ． 9 2 0 ． 9 0 0 ． 9 0 0 ． 7 4 0 ． 9 2

7 ． 各 自 が 自 己 の 身 分 を わ き ま え て も め
ご と の な い よ う 心 が け る べ き だ

4 ． 4 8 4 ． 4 1 4 ． 1 5 4 ． 1 1 4 ． 3 5 4 ． 2 5

0 ． 9 8 0 ． 9 9 1 ． 0 6 1 ． 0 8 0 ． 9 8 1 ． 0 4

8 吏 自 己 の 生 活 と 地 域 社 会 と は 別 の 同 塵 2 ． 7 1 2 ． 6 1 2 ． 7 7 2 ． 6 6 2 ． 2 8 2 ． 6 7
1 ． 5 5 1 ． 4 1 1 ． 2 8 1 ． 3 1 1 ． 3 0 1 ． 3 7

9 巨 艦 猷 霊 雷 獣 撃 は で き る 3 ． 3 0 3 ． 2 0 3 ． 2 9 3 ． 3 5 3 ． 5 6 3 ． 3 6
1 ． 4 5 1 ． 4 2 1 ． 3 1 1 ． 2 3 1 ． 2 0 1 ． 3 1

1 0 ． 人 と 人 と の 和 は 大 切 に す べ き だ 4 ． 8 7 4 ． 8 9 4 ． 7 8 4 ． 7 9 4 ． 7 5 4 ． 8 1
0 ． 4 9 0 ． 5 0 0 ． 5 3 0 ． 4 7 0 ． 6 5 0 ． 5 1

1 1 ． 近 隣 と の つ き あ い は 面 餞 だ 1 ． 6 9 1 ． 6 7 2 ． 1 2 2 ． 1 9 1 ． 9 6 2 ． 0 0
1 ． 1 9 1 ． 1 1 1 ． 2 2 1 ． 2 0 1 ． 0 6 1 ． 2 1

1 ㌔ 等 監 禁 幣 苧 亨 だ 琵 号 な く 1 ． 9 4 1 ． 8 7 2 ． 0 6 1 ． 9 3 1 ． 7 7 1 ． 9 4
1 ． 2 1 1 ． 1 5 1 ． 1 2 1 ． 0 6 0 ． 9 3 1 ． 1 0

13 大 雪 計 の プ ラ イ バ シ ー は 充 分 に 守 る 4 ． 5 4 4 ． 7 0 4 ． 5 8 4 ． 7 0 4 ． 6 6 4 ． 6 6
0 ． 9 6 0 ． 7 4 0 ． 8 1 0 ． 6 2 0 ． 7 0 0 ． 7 4

14 ． 旧来 か ら の し き た り を大 切 に す べ き
だ

3 ． 8 8 3 ． 6 6 3 ． 1 0 2 ． 7 3 2 ． 8 5 3 ． 1 3
1 ． 0 8 1 ． 2 0 1 ． 2 2 1 ． 1 3 0 ． 9 0 1 ． 2 4

1 5 ．今 住 ん で い る 地 域 に 昧 円 心 や 愛 着 は

な い
1 ． 6 9 1 ． 6 4 2 ． 3 4 2 ． 4 3 2 ． 3 5 2 ． 1 8
1 ． 1 7 1 ． 0 7 1 ． 1 9 1 ． 1 7 1 ． 1 8 1 ． 2 1

1 億 要 義 聖 賢 琵 雪 た め に 自 ら 4 ． 0 0 3 ． 9 3 3 ． 5 0 3 ． 3 5 3 ． 6 4 3 ． 6 1
0 ． 9 5 0 ． 9 4 1 ． 0 7 1 ． 0 3 0 ． 9 7 1 ． 0 4

1 7 ． 町 内 会 ま た は 区 会 な ど の つ き あ い は 1 ． 4 5 1 ． 5 8 1 ． 9 5 2 ． 1 5 1 ． 6 ．0 1 ． 8 9
や め た 旺 う が よ い 0 ． 8 4 0 ． 9 4 1 ． 0 5 1 ． 1 4 0 ． 5 6 1 ． 0 8

1 8 ．近 隣 関 係 な ど は 何 の 意 味 も な い 1 ． 3 8 1 ． 2 1 1 ． 6 0 1 ． 5 8 1 ． 2 9 1 ． 4 9
0 ． 8 3 0 ． 5 6 0 ． 9 0 0 ． 9 3 0 ． 5 8 0 ． 8 8

上段は平均怯　下段は標準偏差を示す

13？



と概ね1軸と2軸の二つの軸で解釈できることがわかる。

次に居住者タイプ別の因子軸の構造、特に、連帯感一個我感の軸

と消極的一積極的の軸が各タイプによってどのように入れ替わるか

に着日する。農家旧住民、非農家旧住民はいずれも連帯感一個我感

が第1軸で、2軸に消極的一積極的の軸がくるが、血縁新住民、来

住新住民、集団新住民の新住民の各タイプは反対に1軸に消極的－

積極的の軸が来て、3タイプとも固有値も大きくなっている。すな

わち、旧住民では、住民関係のような集団の在り方の意摘すさ

れ、新住民では、個人的な地域への関与の在町方の意義が強調され

るという憤向が見られる。各タイプ別に見てもこの2つの掬でコミ

ュニティ意識がほぼ安定的に捉えられることが明らかである。表3

－22はコミュニティ意識の1軸、2軸の国子スコアの居住者タイプ

別の平均値の差を検定したものであるが、特に1軸において明確な

有意差があることが認められ、コミュニティ意識の分析にあたって、

居住者タイプによる類型化が有効であることが分かる。

次に集落を類型の構成単位とする「地域社会類型J　を用いて、各

居住者タイプの住民を含むそれぞれの類型が、集落全体としてどの

ようなコミュニティ意識の特徴を持つかを把捉する。衷3－18は「

地域社会類型j　別国子分析の負荷量を示したもの、表3－19は各項

目別の平均値を示したものである。旧住民型のA岬1は、居住者が

140



泉3－22コミュニティ意識のT検定

農家 非農家 血縁新 来住新

F
非農家 × － － －血縁新 ◎ ◎ 一■－ ■－

1 葺き雲 ◎ ◎ ○ ■－
○ ◎ ◎ ◎

F

非 農家 × － － －
血縁 薪 X ◎ －－ ■■■－

2 来任 新 × ○ × －
隼 田薪 × × × ×

×印有意差なし　害籍著書絹摘
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義3－19　職艶鵬朝畔碓
A － 1 B － 1 B － 2 C 一 之 C － 3 D － 3

1 ． 地 域 社 会 の 中 で 生 活 し て い く に は 長

い も の に ま か れ る し か な い
2 ． 9 0 2 ． 9 4 3 ． 1 8 3 ． 1 4 3 ． 0 0 2 ． 6 9
1 ． 3 7 1 ． 2 3 1 ． 2 5 1 ． 2 9 1 ． 2 1 1 ． 2 1

2 音 響 警 恕 幣 禁 籠 て 住 み よ く 4 ． 7 8 4 ． 6 6 4 ． 7 8 4 ． 7 2 4 ． 5 6 4 ． 6 7
0 ． 5 7 0 ． 6 6 0 ． 4 4 0 ． 5 4 0 ． 6 7 0 ． 6 3

3 き 慧 警 社 会 吐 自 分 の 生 活 の よ 。 ど こ ろ 4 ． 1 1 3 ． 8 7 4 ． 0 3 4 ． 0 2 3 ． 7 7 4 ． 0 2
1 ． 0 4 1 ． 0 9 0 ． 9 6 1 ． 0 7 1 ． 0 9 0 ． 9 3

4 モ 篭 と 芋 境 野 は た ま た ま生 乱 2 ． 4 1 2 ． 7 3 2 ． 5 8 2 ． 6 6 3 ． 0 5 2 ． 6 3
1 ． 6 3 1 ． 5 8 1 ． 5 1 1 ． 5 3 1 ． 4 5 1 ． 4 2

5 豪 住 民 は 生 活 防 榊 の た め に 連 帯 す べ き 4 ． 0 9 4 ． 0 3 4 ． 0 4 4 ． 1 2 3 ． 8 7 4 ． 1 1
0 ． 9 5 1 ． 0 7 1 ． 0 5 0 ． 9 1 1 ． 0 4 0 ． 8 3

6 ． 地 域 社 会 は 一 定 の 自 治 性 を持 つ べ き
だ

4 ． 3 0 4 ． 0 3 4 ． 0 4 4 ． 1 7 3 ． 9 2 4 ． 1 8
0 ． 8 1 1 ． 0 7 0 ． 9 7 0 ． 8 9 0 ． 9 7 0 ． 8 0

7 諺 詑 民 望 等 幾 鑑 真 重 奏 て も め 4 ． 2 6 4 ． 2 8 4 ． 2 9 4 ． 3 1 4 ． 1 9 4 ． 1 8
1 ． 1 5 1 ． 0 4 1 ． 0 7 0 ． 9 7 1 ． 0 1 1 ． 0 8

8 吏 自 己 の 生 活 と地 域 社 会 と は 別 の 問 題 2 ． 6 ⊃8 2 ． 8 0 2 ． 5 8 2 ． 6 2 2 ． 8 5 2 ． 3 8
1 ． 5 0 1 ． 3 7 1 ． 3 9 1 ． 3 7 1 ． 3 2 1 ． 3 0

9 巨 艦 藍 喜 霊 譜 雲 撃 は で き る 3 ． 3 9 3 ． 3 2 3 ． 4 1 3 ． 2 2 3 ． 3 8 3 ． 3 2
1 ． 4 4 1 ． 3 7 1 ． 2 3 1 ． 3 9 1 ． 2 6 1 ． 2 5

10 ． 人 と 人 と の 和 は 大 切 に す べ き だ 4 ． 8 8 4 ． 8 2 4 ． 8 5 4 ． 8 5 4 ． 7 8 4 ． 7 3
0 ． 4 3 0 ． 5 8 0 ． 4 9 0 ． 4 9 0 ． 4 8 0 ． 6 5

1 1． 近 隣 と の つ き あ い は 面 倒 だ 1 ． 8 4 2 ． 1 8 1 ． 8 6 1 ． 9 8 2 ． 2 1 1 ． 9 6
1 ． 2 2 1 ． 4 8 1 ． 2 4 1 ． 2 1 1 ． 2 0 1 ． 0 8

1 2を 慧 新 譜 警 聖 ぞ 監 禁 号 な く 1 ． 9 2 2 ． 1 0 1 ． 8 2 1 ． 8 8 2 ． 0 2 1 ． 8 6
1 ． 2 4 1 ． 2 1 1 ． 0 6 1 ． 0 5 1 ． 0 9 1 ． 0 2

1 3 ．個 々人 の プ ラ イ バ シ ー は 充 分 に 守 る

べ き だ
4 ． 7 5 4 ． 5 5 4 ． 5 5 4 ． 6 5 4 ． 7 2 4 ． 6 2
0 ． 7 3 0 ． 8 8 0 ． 9 0 0 ． 7 9 0 ． 5 9 0 ． 7 1

1 4吏 旧来 か ら の し き た 。 を大 切 に す べ き 3 ． 6 3 3 ． 3 2 3 ． 3 5 3 ． 1 8 2 ． 7 7 2 ． 8 9
1 ． 2 3 1 ． 4 2 1 ． 2 0 1 ． 2 4 1 ． 2 5 0 ． 9 1

1 5 ．今 住 ん で い る 地 境 に は 関 心 や 愛 着 は
な い

1 ． 8 1 2 ． 2 5 2 ． 0 5 2 ． 0 5 2 ． 6 0 2 ． 1 1
1 ． 1 9 1 ． 3 4 1 ． 2 3 1 ． 1 2 1 ． 2 0 1 ． 1 1

1態 慧 要 義 蒜 警 幣 琵 雪 た め に 自 ら 3 ． 7 7 3 ． 6 7 3 ． 7 2 3 ． 7 6 3 ． 3 1 3 ． 5 9

1 ． 0 6 1 ． 0 2 1 ． 1 1 1 ． 0 0 1 ． 0 7 0 ． 9 3

1 7 ． 町 内 会 ま た は 区 会 な ど の つ き あ い は 1 ． 7 0 1 ． 8 3 1 ． 6 8 1 ． 7 8 2 ． 2 9 1 ． 7 1
や め た ほ う が よ い 1 ． 0 6 1 ． 1 1 1 ． 0 7 0 ． 9 8 1 ． 2 0 0 ． 8 8

1 8 ．近 隣 関 係 な ど は 何 の 意 味 も な い 1 ． 4 6 1 ． 3 8 1 ． 3 7 1 ． 4 3 1 ． 7 1 1 ． 3 5
0 ． 9 3 0 ． 7 2 0 ． 8 0 0 ． 8 5 1 ． 0 1 0 ． 6 9

上段は平均筐　下段は標準編差を示す
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ほとんど旧住民であるため、国子軸の構成は明快で第1軸に連帯感

一個我感、第2軸に消極的一積極的の軸がくる。B－1、B－2、

C－2、C－3は、新旧混在となった類型であり、コミュニティ意

識の構造も複層的である。第1相は内容的にはいくつかの項目は入

れ替わっているが基本的な構成は、消極均一穫極的の軸になるのが

特徴的である。2軸、3軸ではA－1を除くいずれのタイプでも軸

の評価項目は異なっている。このような地域ではコミュニティ意識

が極めて錯綜していることを示しており、集落全体としてのコミュ

ニチイ意識の構成が新住民の来任によって大きく影響されることが

わかる。

次に、全体の国子分析で得られた2つの軸を用いてコミュニティ

意識についてのモデル化を試みる（図3－4参頗）。第1象限の消

極的関与・連帯感として表れる意識は、地域に対して関心が青いに

もかかわらず、居住者の関係は協力的でなければならないとするも

ので、主体性が欠如し、周囲の流れに動かされるという意味で追従

（的意識）モデルと考えられる。第2象限は積極的関与・連帯感で

あるからコミュニティ（的意識）モデルと言える。第3象限は稜極

的関与・個我感で、主体性はあるものの個別的、利己的であり、個

我（均意識）モデルであると言える。第4象限は消極的・個我感で

あるからアノミ｝（的意識）モデルである13）。
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「地域社会類型」別居住者タイプ別国子スコアのセントロイド（

図3－5、表3－20参鹿）を親祭すると14】、旧住民型では、農家

旧住民、非農家旧住民のいずれも積極性を表し、2軸では、非農家

ではやや小さいが、いずれも連帯性を示している。コミュニティ意

講に関するパターンは類似しており単耗であると言える。各タイプ

混合型ではB－1、B－2のいずれも農家、非農家、新住民のそれ

ぞれが異なった象限にあり、これらの集団が同じ集落の中で混在し

ていることを考えると、コミュニティ意識が錯綜していると言える。

この場合、非農家は、良好なコミュニティの状況にあり、反対に薪

住民が血縁、来任を問わずアノミー的傾向を京している。農家は、

積極的な意識を持ちつつも個我感を感じている。この類型では、か

っては∴　伝歳的共同体の傾向を表していたであろう農家が、内部的

な藍住化の進展と外部からの新住民の議入により徐々に疎外感を感

じている様子を示し、反対に非農家が絶対数の増加にともなって集

団の中で主体性をもっていく様子を示すものと思われる。農家・薪

住民型では、集落の中での新住民の割合による違いが顕著に表れる

と思われる。農家の寄合では∴　連帯感は大きな差は見られないが、

1軸においては∴　新旧住民の割合が括坑している集落のほうが積極

的関与を示す度合いがかなり高くなっている。また、新住民は血縁、

来任のどちらも追従的僻向をしめし、このような類型の集落にあっ

144



遁辞感

匡ご弓　コミュニティ意識モデル

連 帯 感

　 第

l －l

′′観

芸 くま ′′′′

U 軸　　 消

梅

t■■ 第 1 軸　 的＼
【対 閥

与 与

．個　 ●感

A ． 旧 住 民 型

　 第 1

8－2

（ト ゼ こ こ、

l 軸

、 第 l 榊、＼、、 ’ヾも
、

　 、
ヽヽ

、 ＿＿£〕

＼●
、一一 一、

＼
＼
▲I

、■　■＿．ノ
B ． 各 タ イ プ 混 合 型

　 第

C－2

＿ ＿＿＿＿＿＿⊥ir● ヽ

・＿＿．＿＿＿＿ ＿＿＿J

打 軸

＼
三 軋 、、、 第 用

ヽ
＼ 、＼ヽ C －3

、＼土 ＿＿＿＿ ＿ ノ　△】

C ．、 鞄 蓼 ・新 住 民 型

第

D ロ‾

□

皿 軸

舅 11 軸

D 軒 住 持 等 同 型

ロ

凡 例

● 農牧 旧　　 ◎ 非 農 家　　 ▲ 血 擾 新

△ 兼 任 新　　 □ 集 東 新

隙け短軸暇別居住者タイプ別囚子柑点セントロイド

i45



表3－20　職艶別離者タイ瑠紆鮎畔髄
A － 1 五一 1 B －2 C － 2 」 C －3

F － 1 F － 2 F － 1 F － 2 F － ⊥ F － 2 F － 1 F － 2 F － 1 F － ．2 F － 1

－0 ．2 1 0 ．2 7 －0 ．0 8 －0 ．2 0 －0．29 －0．13 －0 ．6 2 －0．0 1 －0．0 1． 0 ．（給 －

－0 ．4 6 －0 ．0 0 －0 ．3 4 0 ．0 7 －0 ．6 7 0．18 － － 此 － －
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ては、意識のうえでも農家が牽引者としての役割を担っているであ

ろうことが伺われる。C－3のように混住化が進展し、新住民の割

合が大きくなると農家は積極性を失い、新住民は血縁、来任のいず

れもアノミー的傾向を示し、このような類型の集落にあっては、意

歳のうえではコミュニティ形成の核となるものが見られず、全体と

しても最もアノミー的憤向を表す。集団新住民型はいずれも1軸で

は積極側に位置づけられるが、2軸では団地の規模（戸数）によっ

て異なり、親漠が小さいほど連帯感を強く表す。「地域社会類型j

別のセントロイドを見ると（図3－6参腰）、A－1が最も良好な

コミュニティ意識を示しており、B－1，C－3にアノミー的憤向

が見られ、とくにC－3においてその儀向が強い。B－2，C－2，

Dは、いずれも地域への関与について、ある程度の積極性をもって

いるが、2軸は0に近く、自己の生活を充足するために地域に積極

的に関心を持つもので、良好な郊外住宅地にも同棲の健向が見られ

る15）。：Dについては、団地の規模がコミュニティ形成に関　係し、

小親模な団地では連帯性が高まる偏向にある。

も、地域交誼の実態とコミュニティ意識の関係

次に、行動の系としての地域交流の実意と心理の系としてのコミ

ユニティ意識の関係性を考察する。表3－21は、「地域社会類型」
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鼻 3セ匝 城交流とコミュニティ甜

地域交流 コミュニティ意戴

1軸 2軸 1軸 2軸
（対旧住民交流性） （地域活動性） ■（消極的一雄嬢的） （連帯性一個我性）

ト1農家 ＋ 十 十 ＋
非農家 ＋ ＿　＋ 十 ＋

8－1貴家 ＋ 十 ＋
非農家 十 ＋ ＋ ＋
来任新 － 十 －

8－2農家 ＋ ＋ 十
非農家 ＋ 十 ＋ ＋
血縁新 ＋ 十 －

C一之農家 ＋ ＋ ＋ 十
血縁新 ＋ ＋
来任新 － － － ＋

C－3農家 ＋ － ＋ ＋
血縁新
来任新 － ＋ － －

D　草増新 － ＋ ＋ ＋

符号は各軸のプラス側にプロットされるものを十としたが、コミュニティ意諸の1軸は、符号
を入れ替え、マイナス側（積極的を示す）にプロットされるものを十で示した．

14g



別居住者タイプ別に図3－3及び図3－516）におけるコミュニテ

イ実態のセントロイドの座凛の位置を示したものである。A－1で

は、農家、非農家のどちらも実意及び意識の何れも＋側で、行動の

系と心理の系が一致しており、最も良好な煮型である。B－1では、

非農家は実態、意識のどちらも＋であるが、農家では意識の2軸が

一になっており、連帯感は薄れる憤向にあり、行動面では活発であ

るものの意識の面から伝歳的コミュニティの解体が見られることが

読み取れる。来任新では地域活動のような集団的活動でのみ十を示

し、意識ではアノミー性を示し、旧住民に表面的にだけ追従してい

る様子が伺われる。B－2では非農家及び農家は、B－1と同様の

憤向をしめすがすが血縁薪では行動は2つの軸とも＋、意識ではい

ずれもーを示し、行動の系と意識の系が完全に別れている。すなわ

ち、行動では、旧住民と同じような行動をとりながらも、心理の系

ではアノミー的であり行動と心理の二重性が認められ、表層的な追

従の様子が伺われる。C仙2では農家は実意、意識ともに＋である。

血縁薪は実意、意識ともに十一の両方を持っている。来住薪は意識

の2軸のみ＋で他はすべて－である。この類型では血簸薪、来任薪

ともに1軸では消極性を示しており心理面において農家に依存して

いることが伺われる。来任薪と血縁薪は、対旧住民交流性では異な

るが、実態の2軸、意識の1、2軸では同じ憤向を示す。特にどち
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らも意識の2軸が十であることから時間の経過とそれに伴い他の要

件が整うことにより、農家、血縁薪、来任薪が一体となったコミュ

ニティ形成の可能性も考えられる。C－3では、農家は意識が1軸、

2軸ともに＋であるが、C－2の農家に比べ積極性はかなり小さい。

実態では2軸が－で、意識が実意に投影されないことを示している。

このような集落では農家数が捻体的に小さくなっていることもあり、

集落の中で牽引者としての役割を担うには無理がある。血縁薪、来

住新は、意識が1軸、2軸ともに－で、行動も来任薪の2軸を陰い

て一になっており、このような類型では全体としても意識、行動と

もに極めてアノミー性が強く、良好なコミュニティに成長する条件

に欠けていると考えられる。：Dは実感の1軸のみ－であり、社会的

ストックを生かすための薪旧住民の交流には問題が残るが、他は、

意識、実意ともに十であり、社会集団としてはあまり問題がない。

以上の分析から、地域交誼・コキュ二ティ意識の＿東面から「地

社会類型J　の有効性が確認された。
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7、まとめ

以上のように「地域社会類型」により、地域交流の実態とコミュ

ニティ意識との多層性が確認された。すなわち、行動面では活発な

艶＿域交紬、ても、意識面では必ずしもコミュニティ鮭＿向を

示すとは限らないような場合があることがわかった。このように「

地域社会類型」により住民関係の概略を知－ことが可能であり、混

住化の進展過程も整理できることがわかった。　混住化が常態とし

てみられる現在、混住化地域における住宅地計画は、物的、重岡的

環境の計画だけではなく、社会的関係を育成させるような計画が必

要であると考えられる。その際に混住の様態を、新住民と旧住民、

あるいは農家と非農家というような草薙な構成として考えるべきで

はなく、」玖上見てきたように、農家、非農家、血縁新住民、来任薪

住民、象団新住民等、各集団の集団的体質としての特性を把握し、

その混在としての在り方を考えることが有効であろう。

「地域社会類型J　別に見ると、旧住民型では∴　集落外部からの混

人が少なく、内部的混住ともいえるタイプであるが、農家と非農家

では∴　生業形盤は異にしているものの、地域活動、住民交流などに

おいては近似した廠向を表しており、同質的集団の混在としてとら

えることができる。この様な集団では集落自治の運営上は、極めて

安定的であるといえる。各タイプ混合型では、新住民が血縁新住民
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と来任新住民の寄合で異なる。血縁新住民との混合の場合は、血縁

新住民が住民属性としては旧住民とは異なる集団であっても、地域

交流の実態では、旧住民と異なった僚向を示すことが少なく、たと

え、血蘇新住民の割合が大きくても、集団全体としては、同質的で

安定的であるといえる。しかし、来任新住民との混合になると、そ

の規模が小さくても、旧住民と来任新住民では、住民属性も、地域

交流の様態も異質であり、一つの集落としての自治の運営は複雑に

なると考えられる。来任新住民としては疎外感を感じ、旧住民とし

ては旧住民間で地域交流における行動パターンが同質的であるため、

新住民に対しては∴　住民交流の評佑からも伺えるように対立的感情

を生むような素地がある17）といえる。このことから、旧住民型　の

集落が外部からの居住者を迎える場合、血縁新住民の場合は摩擦が

生じるとは考えにくいが、来任新住民の葛合は、債重な対応が必要

で、例えば、時間的スパンをもたせて段階的に新住民を迎える、新

住民の来任以前に集落自治運営の情報を公開し、薪旧住民の調停を

行う、等の方策が有効となるだろう。農家・新住民型では、旧住民、

血縁新住民、来往新住民の3者が相互に、住民属性でも地域交流の

実意から見ても、それぞれ大きく異なった集団である。しかし、こ

のタイプでは∴　安定的ではないものの、ダイナミックな関係として

みた場合、相互に影響し合いながら、より高次元のコミュニティ形
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成につながる可能性も考えられる。このタイプでは混住化の程度に

よって様相が異なる。薪旧住民が量的に同じ位である場合には、農

家が中心になって活発な地域活動を展開し、血縁新住民も農家に同

調し、これらが集落全体としての牽引者の役割を果たす。そして、

これに来任新住民が同調するといった形で、コミュニティ形成が進

んでいくと考えられる。この様なタイプでは、今後、従来培われて

きた集落の伝鹿的共同体としての体質に加え、新住民の時間的成熟

に伴って、新住民の合理的、近代的性格をも有したコミュニティ形

成が計られることが重要な計画的謙遜となるであろう19）。し　かし、

混住化が進み旧住民の比率が相対的に低下する場合には、旧住民の

地域活動は低調となり、反対に、薪住民間の交流が増し、新住民の

地域活動もやや活発になる。この場合、来任新住民は旧住民に追従

するのではなく、自主的にコミュニティ形成に関与していくと考え

られ、血縁新住民も来任新住民に同調していくと思われる。このタ

イブでは∴　時間的成熟とともに、来任新住民がコミュニティの中で

牽引者的な役割を果たし、旧住民や血縁新住民を引き込んで、新た

な市民的コミュニティが形成されることが望まれる。新住民集団型

では、旧住民との交兎は極めて少ない。地域活動の面から見ると、

その状況は集団の大きさに左右きれ、集団が小さく独立的であるほ

ど地域活動が活発なことが認められる。このタイプは、農村地域に
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立地しながら、社会的つながりとしては、旧住民との関係は発生し

にくく、政美的対応として、薪旧住民の共同の行事やサークル活動

の育成、集会施設などの薪旧住民の共同利用等、限定的なところか

ら旧住民との交流を促進させていくことが混住コミュニティの育成

に有効であろう。また、集団の親横や構成の面から考えると、従来

行われていたような画一的な大泉模開発を避け、周辺の集落と調和

したものが有効となるであろうし、団地の構成から言えば、居住単

位、団地の居住者属性の構成等がコミュニティ形成の重要な課題と

なるであろう。
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第4章　集落醜会鞄特性として¢‖むら軌の考察
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鋸章　集削沌会醐健として項目むら軌の考案

1、研究の目的と方法

伝境的共同体という永くひとつの小集団を形威してきた集落は、

人間各人の性格・人柄が異なるように、歴史的永続性の中でそれぞ

れ個性を持った社会的体質が形威されてきたと考えられる。実際、

地域の中にはいると「あそこは閉鎖的な暑所柄（土地柄）だからj

というような言葉はよく耳にする。前述したように近年の農村集落

の変化は著しいものがあるが、これらの社会的体質は近代化の過程

において弱まったとは言え、永年急成されてきたものが短期間で庸

単に消失するとは考えられない。特にこれらの集落で、異なった生

活スタイルをもつ都市住民が外部から来任するとき、集落の社会的

体質は新住民との対比でより鮮明に表れる。旧住民にとってはむか

しながらの社会的体質が再現あるいは増幅され、新住民にとっては

集落の体質が把握できずに戸惑いを感じるようなことがしばしば生

ずる。この社会的体質を薪旧住民が共に知り得ないことが時には住

民間で大きな問題のもとになる。旧住民にはあたりまえのことであ

り説明の余地のないはど日常化した問題であっても、新住民には生
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活に甚大な影響を及ぼすことすらある。それは社会生活ばかりでは

なく集落の重岡利用にもあらわれ、社会的体質が閉鎖的なために集

落重岡の利用が規制を受けるような等合もある日。本章ではそのよ

うな集落の社会的体質を「むら柄J　と定義し、「むら柄J　をできる

だけ総体的に把撞することにより、藍住化を計画的に進めるにあた

って、その連合具合を予測し、問題点を事前に解決するための総合

的な揺凛として位置付けることを目的とする。

具体的な研究の進め方は以下のように行う。

①「むら柄」を仮設的に定義する。

⑳新住民の来任にあたって、薪旧住民関係にトラブルが生じた事例

をとりあげ、混住化における　rむら柄J　の影響について考棄する。

⑧　rむら柄」の定義に基づいて集落の年中行事・集落のとりきめ事

項（アンケート調査の結果）を定量的に分析し、薪旧住民の関係に

rむら柄J　が及ぼす影響について考泰する。

㊨いくつかの事例の詳細な分析から、③の傾向を再確認し、さらに

rむら柄J　を形成する要図について考案する．要図としては集落の

基礎的社会関係と集落史を取り上げる。

㊥以上の分析から社会的ストックの指標としての「むら柄J　の有効

性を確認する。
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2、調査について

本章で用いる調査は、定量的分析で用いるための詭童として集落

の代表者（区長）へのアンケート讃査、新旧住民関係の分析および

定性的詳細事例分析で用いるための調査としてヒアリング調査・文

献調査を行った。下記に具体的な調査の内容を示す。調査対象地域

及び対象集落は3章と同様で茨城県猿島群三和町、同稲敷郡茎崎町

の各集落である。

①　アンケート調査

調査対象集落は三和町全行政区で、町役者を通じて配付・回収を

行い、寵村数62票、回収率79．0％を得た。調査は昭和60年相月に芙

施した（付録資料に調査票を記載した）。

・調査項目

薪旧住民別住民構成、藍住化形態、薪旧住民の交流状況、自治会

運営や共同作業における新住民への対応、薪旧住民別各組織の参

加状況、集落の通過儀礼の変化、集落の年中行事と薪旧住民の参

加状況

②　ヒアリング調査

ヒアリング調査は∴　アンケート調査を補完する目的で実施し、ア

ンケート調査集団の中から選定して行った。調査対象集落は　rむら
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柄」が薪旧住民関係に顕著に影響している事例として三和町藩川西

部・東者川・薪東諾川の3集落を取り上げ、　rむら柄」を観察する

ための事例として歴史が古く混住化も進展していない集落である茎

噂町の天宝喜集落、歴史が古く閉鎖的な「むら桶J　の腐肉を示し混

住化が進展している集落である三和町山田集落、歴史は比較的新し

く開放的な「むら柄J　の儀向を哀し混住化が進展している集落であ

る三和町間中橋集落、また成上の3集落の比較対生として新住民だ

げの大規模な団地である茎噂町城山団地を取り上げた。調査内容は

下記の表4－1に示す通りである。

③　文献調査（集落の歴史性把握のための調査）

三和町における大字別の立地条件、開発史、社会史を丼土誌靂）及び

地名辞典31を用いて調査した。

3、「むら柄J　の仮説的定義

はじめに、「むら柄J　のとらえ方について考えてみたい。　rむら

柄J　と言っても一義的に定義付けるのは大変困難である。本研究で

は仮説的に次のように定義する．

◎小泉模な社会集団における　rむら柄J　を拘束力、展河佐の2国子

の組み合わせで捉えることができるものとする．これらはあくまで

集団全体としての特性を記述する国子であり、その構成単位個々の
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義4－1ヒアリン欄査離
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外部圧 力 との利害関係
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共同活動 の変 化
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薪 旧住 民の要望
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0

0

0

0
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0

0
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0

0

0

0

0
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0

0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0
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特性を言うものではない。さらに、それら2因子で形成された「む

ら柄J　は、温住化の状況下においては　協調性（の有無、大小）と

して現れるものとする。従って、拘束力・展開性と協調性の関係を

明確にすることができれば、この2国子の状況からから新住民に対

する協調の程度が予測できることになる。ここで2つの園子及び協

調性は次のように規定されるものとする。

り拘束力とは∴　社会集団のまとまりを意味するものと考える。それ

は、自治叙織としての社会集団としての管理運営面でどれだけ自己

規制力が葺かれているかが目安となるものとする。

2）展開性とは社会集団の自己展開力の一つの現れとして捉えること

ができると考える。社会集団の内部で生みだされてくるいろいろな

共同活動あるいは組織やグループの種類や活動状況に具体的に現れ

ると考える。

3）協調性とは社会集団が外部圧力または変化要図に対応するときの

対応の柔軟性をあらわすものとする。通過儀礼・しきたりの変化・

共同活動を行う上での他集団（ここでは特に新住民集団）への対応

等のなかに兄い出せるものと考える。

⑳2つの園子の形成要因として基礎的社会関係と集落史を考える。

基礎的社会関係として本家∵分家等の血縁関係、軋または班等の地

簸関係をとりあげる。集落廣慶では∴　集落の形成時期・現在に至る
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履歴を取り上げる。

4、薪旧住民関係における「むら柄J　の影響

はじめに、新住民が大多数を占めながら独立した自治会を持たず、

旧住民主導の運営が行われている諾川西部集落を事例として旧住民

の支配構造を操る．次に当初は旧住民と同じ自治会に属しながら薪

旧住民の間にトラブルが生じ旧住民から独立して自治会を持つに至

った薪東諾川集落を取り上げて住民関係の基本的問題点を考える。

諾川西部集落は、旧住民の数はほぼ40戸で薪住民の1／10程

度である。旧住民内の血轟的若合が強く特に一つの姓（S家）が大

きな割合を占めている。自治会叔織の区長はS家から選ばれており

10年以上連兢して務めている。区長は土建会社社長、町会議員を

兼務しており、同族のバックアップを受けてボス的な存在となって

いる。地域活動への参加は強制的で出不足金（地域の行事に欠席し

たときの反則金）は∴　薪旧住民の区別なく一律3000円と高顔で

ある。また、選挙の時も強制的で旧住民側の決めた候補者に対して

の応凄活動を強いる。これらの　rしきたりJ　に反すると旧住民側か

ら新住民に対して強い圧力がかかる。薪住民側は大きな不満は持っ

ていても、①昼間不在の家が多く積極的な活動が出来ないこと。⑳
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兼任者の教が多く旺ぼ同時期に来任したため全体がまとまりにくい

こと。⑳住宅も分散的形式で建てられていることもあり顔見知りも

少ないこと。㊨既存集落の一部に混在して形成されているため、計

画的住宅団地のように役所やディベロッパーが自治会づくりに穫極

的ではないこと。等の理由により新住民独自の自治会はできていな

い。一方、旧住民にとっては新住民を支配しているような意蔵は旺

とんどなく、これが従来からのやりかたであり、このようにして今

までうまくやってきたという意識が強く、自分達が一生懸命新住民

の為に尽くしているのに新住民はなかなか靡いてこないということ

を口にする。

薪東藩川集落では当初戴軒の新住民の時は東舌川集落の自治会に

所属し旧住民に徒って行動していたが日頃のむらの　rしきたりJ　に

新住民の不満はつのり、神社の撮除を強制されたのをきっかけに対

立が表面化し新住民は自治会を脱会してしまった．その後3年間は

どこの自治会にも属さず行政連鶴は役者から直接受けた。町主催の

運動会にも、運動会が行政区単位で行われるため出巷できなかった。

子供も行政区が定まらないため学校区が決まらず、鰐の行政区に寄

博して校区を決める始末だった。3年後に新たに隣接した土地でミ

二開発が行われ13軒の新住民が転入してきた。この時を契機とし

て独立自治会の着鹿のため、地元町会議員に働きかけ鍵尊と交渉を
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重ねた。その結果僅か25戸であるが一つの自治会として承認され

た。この薪住民の旧住民への不満は次の3点にまとめられる（ヒア

リングによる）。①新住民の意見を聞き入れず、無条件に従わせる

こと。⑧引っ越しのときの挨拶回りや葬式・共同作業等の集落の行

事への出席は強制的で個人の番台が認められない。③これらの「し

きたりJ　についての説明はほとんどされずどのように対応してよい

か解らないこと。

この2つの例に見られるように、集落の社会的体質（rむら柄J）

が新旧住民に与える影響は甚大である。もし　rむら柄J　を評価する

方法が確立され、藍住化が進む以前に情報化きれるならば、藍住地

域のコミュニティ計画に大いに役立つと考えられる。

5、「むら柄J　の定量的分析

つぎに　rむら柄」に園するアンケート調査の結果から「むら柄J

と旧住民の新住民に対する協調性について考柔を進める。

ここでは∴　具体的に調査項目のなかから拘束力の尺度として共同

作業における出不足金制度の有無、展開性の月度として集落の年中

行事の種類と回数をとりあげた。出不足金とは共同作業にでられな

いときに傭人が自治会あるいは区会などに対して支払うペナルティ

－で、集団の自己規制力を哀す指標の一つと考えられる。また年中
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行事の種類は、行政に関するもの・伝統行事・共同作業・レクリエ

ーションの4分類とし、これらの回数をカウントすることで共同活

動の活発さを表す指標を京すと考えた。分析の対象は∴　まずアンケ

ートの有効票の中から薪旧住民の関係に関する質問項目で、「良好

であるJ　と答えた集蕗群と、「問題があるj　あるいは「つきあいは

ないJ　と答えた集落群に分け、両集落群の比較を行う。これによっ

て協調性のある集落とない集落の比較をすることになると考える。

具体的に分析を進めるにあたり、出不足金の有無・年中行事の種類

と回数に加え、自治会の取り決めを文章化した規約の有無について

調べた。これは新住民に対応する際の集落の合理化の状況を示すも

ので、これも協調性の尺度の一つになると考えられ、4節の事例で

も見られたように新旧住民の関係を決める一つの要図になるものと

考えられる。

表4－2に薪旧住民関係が良好な集落の活動の状況を、表4－3

に薪旧住民関係が悪化している集落の活動の状況を示した。表4－

4は両者を比較したものである。関係が良好な集落で吐出不足金が

なく、親抱はある集落が多く、関係が悪化している集落はこのよう

な例は1集落しかない。表4－4からも明らかなように良好な集落

において吐出不足金がなく、親約がある集落が多い。反対に悪化し

ている集落では良好な集落群に比べ出不足金がある集落の割合が多

沌？



衰4－2　集落摘勤摘鰻鯛儲相好な糞酎
出不足金の有無 規約の有無 年中行事の種類と回数

看▲　無○　…看○　無▲竜行政≡伝統‡共同作業…　レクリ

S
Y
M
K
M
W
E
S
K
U
M
O
S
T

淀
「
⊃
■
且
7
も
へ
ュ
7
ゝ
「
T
」
〕
7
ゝ
1
〕
r
〕
r
〕
r
⊃
「
ノ

▲
▲
▲
▲
▲
0
0
0
0
0
0
0
0
0

▲
▲
0
0
0
▲
0
0
0
0
0
0
0
0

3
4
5
1
3
0
5
0
6
9
0
9
6
5

1

　

　

う

⊥

　

　

T

⊥

l

l

 

l

C

J

 

O

 

E

U

　

　

　

　

　

2

4

　

2

2

3

　

4

だ

U

　

4

0

2

　

4

「

⊥

　

　

　

　

　

　

1

⊥

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

1

ユ

3
　
　
　
4
　
3

7

9

1

⊥

［

∫

　

4

3

　

［

f

　

8

T

⊥

1

⊥

l

b

↓

⊥

　

　

　

　

l

　

　

「

⊥

5
4
5
2
2
．
3
4
6
7
4
4
4
2

計
一
錯
1
3
2
2
目
指
∬
∬
∬
1
6

義4－3　集落摘動閥旧住民関係相化している集削
蕗名 出不 足 金 の有 無

有 ▲ 無 ○

規 約 の看 無 事 年 中行 事 の種 類 と回数

有 ○　 無 ▲ 行政 極 琉 　　　　　 l璽共 同作業 巨 ク 町 き計

iGAK‡ 王
▲▲〇〇〇き 呂

…▲i再 廿 ト一一一一一一一一一一一一一21
1 5 ．
5
9

≧ 2
す 2

2
1 5
1 5
2 0

9
4

丑D
A M
三 K
寸D
；H
でK
（N

1 3
2
1
2
4
1

‖

i OF 0
い 5

ト 2

6
3 2

6

表4t4　新旧住民の関係からみた集落活動の比較

日住民の 出不足金無 費警有 行政 伝統 共同作業 レクリ ！ 計
係 割合 蔓（平均） （平均） j　　　t■ （平均） （平均） 妻 （平均）

良好 i　　 i
】 0・鋼 ！ 0・79

蔓　 8・3　 雪
5．9

6．6　 雪　 6．4　　童 …　 27・1

悪化 墓
董　 0．56量

ぎ　0・44 4・7　 iき　 2．9 1．5 4．0 14．2

l管）



「

く、規約のある集落が少ない。特に、悪化している集落群の寄合は

出不足金のない集落では年中行事の共同作業の回数自体が非常に少

ない。．玖上からその領向が示す意味を考えてみると出不足金がある

ことは拘束力が強いことを意味し、親舟があることは自治会の運営

が合理的であることを意味するから、これらを達合して考えると協

調性のある集落群では拘束力は尊く合理化されている集落が多い．

協調性がない集蕗では拘束力が強く合理化きれていない集落が多い

と言える。

次に年中行事に注目してみると、平均回数では合計で2倍近く良

好な集落群が上回っており、部門別でもいずれも良好な集落群の回

数が上回っている。また、集落別に各部門への分散の状況をみても

良好な集落群では各部門に回数が分散している集落が多いのに対し

て悪化している集落は行政適格や伝統行事などの1部門あるいは2

部門に集中している集落が多い。このように年中行事の回数が多く

各部門に分散していることを展開性があることだと解釈すると、新

旧住民の関係が良好な集落群では展開性が強く、悪化している集落

群では∴　展開性が労い集落が多いと言える。

．玖上の分析から、概ね、拘束力が若干弱まり展隊性のある集落は

盈＿塵があ町、反対に拘束力が強く廃園性の小さい集落ではあまり

協調性が見られないことが確認された。このように集落の活動状況
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から　rむら柄」の概要を把握することが可能であることがわかる．
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6、　rむら柄J　の定性的分析

（1）分析の方法

前節で蛙定量的・簡便な方法として「むら柄」をとらえ、その有

効性を確認したが、ここではいくつかの詳細事例から、集落の蕃活

動について多面的に聞き取り調査した若菜を要理し、本章1奇で確

認した「むら柄J　が集落の中で、実際にどのような具体的な状況を

豊するのかを観察し、「むら柄j　のもつ多義性について考棄する。

具体的な聞き取り調査の項目は、本章3節の　rむら柄J　の仮説的

定義にしたがって①拘束力に係わることとして、自治会の活動・相

互扶助・通過儀礼・風俗等，⑳展跨性に関連することとして、共同

活動・集落の組織、⑧協調性に係わることとして、新住民との関係、

とした。つぎに集落の基礎的社会関係と集落史の面から　rむら柄j

を形成する要因について考桑する。集落の基礎的社会関係としては

地縁性と血縁性の状況を、集落史としては集落の形成時期またはそ

の後の集落の経歴・展歴を観察することにより　rむら禰J　がどのよ

うに形威されてきたを概観する．以上の考泰から「むら柄j　がより

多義的な指標であることを確認する。詳細事例集藩は、混住化が余

り進展せず伝鏡的共同体に近いと思われる集落として天宝書集落、

混住化が進展し歴史は古く協調性に欠けると思われる集落として山

田集落、藍住化が進展し歴史が浅く協調性があると思われる集落と
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して間中構集落を取り上げる。また、比較のために農村集落ではな

いが新住民のみによる集団の例として城山団地を取り上げる。分析

の方法は，聞き取り調査の結果をできるだけ具体的に哀し、それに

基づいて考索を進める。下記に研き取り調査で得られたそれぞれの

集落の概説を京す（表4－5、4－6、4－8、4－川）。

（2）考索

各詳細事例集幕別にその特鞍を観察してみると、天宝書集落では

拘束力として、自治会の活動ではいくつかの行政連絡がされる軽度

でけして活発ではない。この集落では、自治会自体が単に　rうえか

ら来たものを伝達するJ　という様態だけを持っており、そのような

面から見ると機能的で、フォーマルな面では合理的自治会になって

いると言える。しかし、相互扶助・通過儀礼・風俗等を観察すると

伝統的な相互扶助や良俗が、近年になって多少簡略化はされている

ものの今でも数多く残っており、インフォーマルな面での集団の自

己規制力・統制力は大きいものがある。展開性として、共同活動の

種類や数に着日してみると、近代的なレクリエーション種目に比べ、

伝親的な種目が多く見られる。集落内の私権でも行政的な機能集団

的側面をもった（うえからつくることを要請されたような）叔織で

あっても、この集落では実質上、伝統的な集団がその母体となって
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表4　－5　　天宝喜集落

●混住化の概況

総戸数は57戸で、その内農家は27戸、非農家が30戸である。農家もすべて第2種兼業農家になっている。この数年間
に来任したのは3戸であり、いずれも来任新住民である。
●集落史

この集落の形成時期は明確ではないが、伝説によると、元和5年（1619年）の巻きものに次のようなことが記されてい
るという。「僧日く、『これ弁財天女なるも天造の妙剣既にこの地にあり。故にこれこの地に祀るべき宿縁の尊像なり』と
。而して郷民に託し去る。天から降った宝剣を得て郷民多いに喜び、里の名を天宝書と呼ぶ」。集落内の厳島神社は通称「
弁天様」と呼ばれているが、その創建は大同年間（806～810年）とも弘仁3年（812年）とも言われており、それ
が事実かどうかはともかく、この集落の発生の古きが伺われる。集落の履歴を見ると江戸時代から幕末期まで牛久藩領。村
高は118石余（天保卿帳）。牛久宿の助郷村であった。天保6～7年にかけて同じ牛久藩領の3か村と入会球場の採取権
をめぐって争っていたが、当村の古庄は3か村を相手どって老中に駕籠訴し、天保8年4か村で示談が成立した。
●基礎的社会関係
1）血縁関係

3戸の新住民以外は、1世代または2世代以上前の分家かまたは姻戚の関係であり、「組」の関係に組み込まれている。
Z）地縁関係

組の関係は5つに分かれており、各組名はその組の中心になっている家の姓をとっている（図本－1）。組は相互扶助の基
礎単位となっている。

①自治会の活動

・区会の班は7班に分かれているが、そのうち離れた位置にある2戸は区長の直轄となっている。区としての独自の活動は
余りなく、ほとんどは役場との対応関係で役場の末端的役割のほうが大きい。この集落では出不足金の徴収はなく、また、
集落の親約もまとまったものはない。
⑳相互扶助・通過儀礼・風俗等

・以前は組を単位とした農作業での相互扶助を行っていたが、＿現在は農用地の縮小、機械化などによってなくなった。
・冠婚葬祭での扶助や病人が出たときの手伝いなどは組が今も機能している。
・様々な風俗が残っており、七五三の祝いなどは昔以上に派手になっている。おひな様や5月の節句では今でも組の主婦層
がどこかの組内の家に集まり、お祝いをする。お盆は今でもままもで作った馬を子供達が引き歩き、墓までもっていく。
・結婚式は、今は式場で行うが仲人は新婦側と新郎側とから2組でる。
・子供が生まれると、お祝いをもらった家々の主婦を呼び、御馳走をする。おおよそ20名くらいになる。
・若者の集まりとして「おはやし」や「おみこし」があったが、そのときには酒1升位を持ちより酒盛りをしていたが今は
やっていない。

・葬式は、以前は租で4日間くらいかけてやっていたが、今は2日間くらいで終わるようになった。
③共同活動・集落の組織

・共同活動は区としての独自の活動は、次のようなものである。
1月3日の初集会、これが区の総会にあたり親睦も兼ねている。その後、特に毎月定期的な会合はない。必要に応じて召集
する。

・区独自の大きな行事としては、9月9日と10月9日の厳島神社（弁天様）の祭りと7月最後の日曜日に行われる同神社

の掃除（御手洗払い）である。9月9日はr万灯」と呼ばれ各戸の門口に自作のちょうちんを掲げ、灯明をともし、境内に
も同じような多数灯明をともす。この時には夜店が多くでるが、いずれも露店商によるものである。また、夜には花火もあ
げられるがその費用はすべて氏子（区会の会員全員）から集める。10月9日は「秋祭りJといわれており、新米で甘酒を
造り地区内全員にふるまっていたが、今は行われてず子供達に菓子袋を与える程度である。以前はこの日は当番の家で同じ
組の主婦が料理を造り、その当番の家（宿の家）で酒盛りをしていたが、今は集会所で行うようになった。料理も折り詰め
の弁当になった。

・集落の組織の一つとして子供会育成会が近年発足した。子供会育成会は、すでに行政からの呼び掛けで近在の新住民地域
の団地では組織化されていたが、天宝書でこの会が鮨成されたのは昨年のことである。この天宝書には昔から小学校に入学
すると「天神講Jに入る仕組みになっており集落内の大きな家を「富の家」と呼んで、そこで子供達独自の集まりが行われ
ていた。この習慣は現在もある程度続いており上親任が下級生の面倒をみるようになっている。今では集会所で行っている
がこれがそのまま子供会育成会として変容した。新組織になり親と子のレクリエーションや花壇造りなどの活動が行れるよ
うになり、天神講のときよりも活動は盛んになっている。
・区会とは関係なく昔から主婦層による子安講が続けられており現在も毎月集会所で行っている。最近は婦人会の組織が対
応するようになり、婦人会に入っていないと子安講に入れなくなった。子安講は、地区内の主婦層の娯楽の場であり、婦人
会に入りたくないが子安講には入っていたいという人もおり、伝統行事と新しい行政システムとがうまく対応しきれていな
い。

㊧新住民との関係
・天宝書へ最近来住した新住民が、積極的なリーダーとしての大きく働いており、天宝書自体もそうした新住民を受け入れ
相互に親密な交流を行っている。また、この新住民も天宝書の伝兢そのものと対立するようなことはなく、旧住民も内部の
新住民に対しての不満はない。それは内部の新住民が天宝書の地域的な活動と対立することがないからである。
・不満はむしろ近在の団地新住民に向いている。団地新住民には勝手に林に入り込み木を庭木として持っていってしまう人
がいる。引っ越ししてきても旧住民への挨拶がない。等である。これらの新住民は集落外部の団地に住むため、直接対立す
るような表面だった行動は見られないが心理的な対立感情は大きく、そのことがまた日常的なつきあいを拒んでいるもので
もある。
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いる。協調性では、この集落は内部の新住民とは特に問題はない。

それは新住民の数自体が極めて少なく、またそれらの新住民は∴　集

蕗の社会集団に薪たな要素を持ち込むことなく旧住民側の論理に合

わせているからであると思われる。しかし集落外部の薪住民団地に

対しては反発感情があり、これは同じ自治会内ではないことから直

接対立することはないものの、新住民社会集団の体質とはあまりに

も異なることから発していると思われる。「むら柄J　の形成要因と

して集落史や基礎的社会集団に着日すると、まず歴史ではこの集落

の形成時期がいわゆる中世集落以苗の集落であり、集落内の寺社に

見られるように空間的にもまたそれに伴う風俗等も伝蔵的なものが

数多く残っている。集落の廣慶をみると集落自体の格式は有等の助

井村で高くはないが、集団で周辺の集落と対抗するなどかなりのま

とまりを見せていた。基礎的社会集団を見ても塊状の集落居住域に

血簸性と地縁性が重合しており（図4－1参鹿）、現在でも相互扶

助の基礎的単位となっている。このような点から考案すると集落の

履歴・基礎的社会関係の伝歳と形態から泥生して、現在の　rむら柄j

が形威されてきたであろうことは容易に考えられることである。

山田集落では、自治会の活動をみると行政区の活動よりも行政区

が形成きれる．銑苗の大字を単位とした活動が活発である。活動内容

を見ても役員組織吐長老・顔役の仕事であり、役職も伝統的なもの
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を反映している。自治会の経営においても民主的論理よりも、苗近

代的共同体的論理が優先している。自治会の機能も行政の東端機関

としての機能以上に∴　ひとつの独立した自治を行っていると言う印

象が強い。自給会の組織自体が「うえから形成されたものJ　ではな

く、もともとあったものに、行政的棲能が加わったというような形

意である。そのような意味からすればフォーマルな自治組織ではな

くインフォーマルな組織がフォーマルに進展してきたような状況で

あろう。相互扶助・通過儀礼・風俗等を見ると伝統的なものが多く

残っている。天宝喜集落に比べ、それらが消失または席略化される

ことが少なく現在では儀礼的にならざるを得ないが存続している。

共同活動の種類と款に注目すると（表4－7夢魔）、伝統的な宗教

行事が多く、いずれも大字の単位・血縁関係を活動の基礎的単位と

している。これらの伝歳的種目が藷発なのに比べて、近代的なレク

リエーションに関するような項目は極めて少なく、町の行政主導の

行事に参加する程度である。協調性は、新住民に封しては様々な面

でほとんど配慮を示さず、逆に薪住民に対して旧住民の伝統を強制

する。新住民に対しては支配意義が強い。　rむら柄J　の形成要因で

は、集落の歴史を見るとこの集落は東宝書と同じく中世以前にその

名が見られ、戦国時代には城もあったと言われ格式も高く、集落住

民の誇りは今でも高いものがある。集落内の寺はその当時から続い
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表4－6　　　　山田集落

●責任化の概況

総戸数は118戸で、32戸が農家、非農家のうち来任新住民が27戸である。昭和40年頃から、ミニ開発により集落の
一部で新住民の来任が始まった。
●集落史

山田の起源は古くは平安期に既にその名が見える（新撰姓氏録）。中世では豊前氏の知行地であった。豊前氏は古河公方家
臣であり、永禄年間以降、小田原北条氏と政治的活動を行っている。この頃山田には、山田城があり城主山田秦蔵忠正が天

文23年（1554年）柳橋合戦に参戦している。集落内の曹洞宗久昌院はもと域内にあったと伝えられる。近世では下野
壬生津領。村高は787石余（天保郷帳）。大字内で集落移転を行っており、集落を台地上に移した。理由ははじめに集落
があった土地が肥沃であったためである。移転の年次は明確ではないが屋敷林の状況からみてもかなり初期の頃の移転と考
えられる。久昌院は安永4年春10世禅灯のとき現在の地に移転した。同じく集落内にある香取神社は明治5年現在の地に
移転した。現在でも小字名の中にいくつかの庄屋の屋号が残り、もともとは格式の高い集落であったことが伺われる。
●基礎的社会関係
1）血縁関係

山田では来任新住民の27戸を除いたほとんどは旧住民・血縁新住民を含めて何らかの姻戚関係を持っている。これらは9

つの姓からなっており、特にⅣ家の35戸が際立っている。図4－2はⅣ家の姻戚関係の状況を示したものであるがいくつ
かの本家筋からブランチ状に分家が広がっている様子が観察される。来任新住民（国中の△剛は、集落の端部に血縁集団
と独立して分布している。
2）地縁性

山田は現在山田北・山田中・山田南の3つの行政区からなっている。もともとは大字山田として様々な活動をいっしょに行
っていた。現在でも行政区の機能はほとんど行政連絡が中心で共同活動の多くを大字として行っている。図キー3は行政区
（山田中と山田南）の中の班構成を示したものであるが、来任新住民は独立した班を形成している。

①自治会の活動

・自治組織の役員は、行政区では行政区長1名の他に各班の堆長が区会議員と称して、行政区での仕事のほかに大字の役員
を兼務する。大字の役員には、大字三役として大字区長・副大字区長・会計がいる。他に氏子総代2名・大世話人1名・当
世話人1名がいる。任期は氏子総代は4年であり、その他の役員は全て1年である。役員の選出方法は区会議員は持ち回り
で、その他は特定人物の間の輪番制である。大字の3役には、大字の長老が選ばれ3役を一通り経験して一人前とされる。
自治会の運営費は1戸当たり500円／年で、他に全戸撤収の消防費と納税奨励金を当てている。納税奨励金は税金を集落

全体が一括納入することで奨励金として支給されるもので、班単位で納税組合ができているが、新住民の班では個人で納め
るため奨励金はない。そのため新旧住民間で実質上、運営管理費の負担に差が生じている。集落には公民館があるが大字の
会合以外の使用には1回1000円の使用料を徴収する。山田は共同作業の出不足金の制度はなく、文章化された規約はない。
⑳相互扶助・通過儀礼・良俗等

・葬式や祝いごとは行政区や攻が単位とはならず血縁集団の中で行っている。日常のつきあいにおいても班は違っても同族
同士で行っている。

・引っ越しのときの挨拶回りは新宅を出す場合には血縁者一族すべてに挨掛こ回る。来任新住民は境内を回るだけですませ
る。

・弄式の方法は血縁者一族を中心に行われ班員がこれを補佐する。葬式のときには床づくり（墓の準備）が伝統的風習とし
て伝わり、大字の役員は床帳を記帳しており薪旧住民の区別なく床番が割り当てられる。香典は薪旧住民の区別なく1戸当

たり200円が徴収される。金額は棺を買える程度として継承されている。
・一族の誰かが婿取りのときは、本家が婿をつれて挨拶に回る。
・墓地は4箇所に分散しておりそのうち3箇所は、血縁集団ごとに本家あるいは本家筋に近い旧住民だけの共有墓地である
。その他の旧住民・血縁新住民・来任新住民は一括して寺に墓地を持つ。
③共同活動・集落の組織

・集落の共同活動として行っている年中行事を表4－7に示す。山田には格式の高い寺と神社があり、年中行事でもそれら
に関係するような伝統的な宗教行事が多い。それらは主として大字の範囲で行うものと血嶽者を中心に行うものがあるが来
任新住民は関係しない。各血族集団は独自の守護仏をもっておりそれにかかわる行事が行われる。その他の行事では墓の掃

除・公民館の掃除・氏子大払いなどの共同作業に関するもの、新年会・運動会・秋の大祭等の親睦的な行事があるが、共同
作業に関するものは主に役員や下部組織が行い、親睦的なものは全員参加を原則としている。下部組織としてlま子供会・若
妻会・老人会・消防団・交通安全母の会等がある。
㊨新住民との関係

・新住民の旧住民への紹介は、何かの行事のときに行政区長が名前を伝える程度で顔と名前はほとんど一致しない。新住民
と旧住民の個人的交流は近所同士で行われる程度である。

・年中行事では伝流的行事が多く行事の日時が固定化されており、新住民の都合は配慮されていない。また、共同作業にお
いても薪旧住民の区別なく参加が義務づけられるうえ、曜日や時間は旧住民の都合で決められる。
・旧住民は何首年もこの土地に暮らしており、高々数年の新住民が大きな顔をされては困ると言ういしきが強い。
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表4－ワ主な年中行事（大字山田）

日時 （嘱 目 ・時 間 ） 活　 動　 内　 容 ． 活　 動　 場　 所 集 ま る人 数 （旧 住民 ・新 住 民 ）

1

月

・大字 新年会 （基）

・公民館 掃除 （昼）

宴　 会 公民館

公民館

（山田北 ・中 ・南 の 3 部 落合同 ）旧住民 はか な り参

l 加す るが新住 民は

160 世帯　 班長が 参加 す るく　　らい

老人 ク ラブ （旧住民 のみ ）－
2

月

・シバ ヤ与．野 ネズ ミ駆除
（16日）

・公民館 掃除

嘲壌 まわ り 農 家のみ

老人 ク ラブ

3

月

・香取妃念 祭 （25日） 一年の無 事を 折 とう． 卸神酒

をのむ．

香取神社 区会 議員 （班長） 以上の 役員 （新 住民の 役員 を含む）

・暮 そ う じ （墨） 3 ヶ所の 墓地 それぞれの 墓地所 有者 （旧住民） の中 で当 番が決 ま

・公民館掃 除
ってい る。

老人 ク ラブ

4

・薬師様 （8 日） 法事 ・御 開帳 ・宴会 寺 （久承院 ）境 内　Jr 墓地 の グループ （40戸） その 1 （旧住民 のみ ）
・千手観 音様 （10日） ‾－ 〝　　　　　　　 その 2 （　 〝　 ）

月

・権現 ・虚 空蔵棟 （15日） － 〝　　　　　　　 その 3 （　 〝　 ）

5

月

・公民館 掃除 老人 ク ラブ

6

月

・神社の 掃除 （星）

・公民館 掃除

香取 神社 区 会濃員 以上の役 員全 員

老 人 クラブ

7

月

・こき切 り

・公民棺 掃除

近に張 り出 してい る技を落 と

す

各自 の所有 地 旧 住民の み

老 人 クラブ

8

・十一面蛾 音集 札 （18日） 法事 ・盆お ど り ・宴会 寺の境 内 区 会議員以 上の役 員は全 員参加 （義 務） （燈 明料

（量か ら夜 まで） r 300 円／ 戸） 旧住 民 はほ とん ど集 まる。新 住民 も夜

月 ・墓 そう じ 3 ヶ所 の墓地
には集 まる。

それぞれ の墓地所 有者の 当番 ■
・公民 館掃 除 老 人 クラブ

9

月

・公民館 掃除 老 人 クラブ

10

・運動 会の練 習 （夜） むか で競争 などの練 習 小学 校の校庭 新旧住民 とも出席 は良 好．特 に新 住民が 活発

・暮 そう じ 3 ヶ所の墓地 それ ぞれの墓 地所 有者 の当 番

月
・レ ントゲ ン検 診 公民 館

香取 神社

新旧住民 参加
・公民 館掃除 老人 ク ラブ

・神社 の掃除 区会議 員以上 の役 員全鼻

11

月

・香取 神社大 桑 （19日）

・公民 館掃除

祝詞 ・宴会 書取神社 ・公民館 3 部落 の中 で当番 郎藩が世 話乱 当番 部落の王 鰍 土

全員参 加が義 務 （新住 民 も含む）

老人 ク ラブ

12 ・氏子 大払 い （25 8 ） 祝 詞 ・宴会 書取神社 ・公民館 区会 濃員以 上の役 員全員参 加 （義 務）

月 ・公 民館大 掃除 大 そ う じ 公民館 若妻 全 く新 住民 も含む）

・大字の3校（大字区長・副区長・会計）．氏子稔代．行政区の区長．区会議員（班長全員27名が兼房）がむらの役員。

・毎月曜日の抑こ交通安全母の会が．交通整矧こ出る．さらに学童がいない蒙からも300円／年を徴収する。
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ている名刹で集落住民との関係が今でも続いていることを思うとそ

の結びっきは古く強いものであると考えられる。血縁地象関係を見

ても集落は幾つかの本家筋を桟にした血族関係が強く（図4－2参

照）、それが集落が塊状であることも手伝い地縁関係とも重合し強

力な若びつきとなっている。このように集落史・基礎的社会関係の

面から見てもこの集落の歴史の重みとその伝親・むら人の結束に支

えられて今日の　rむら柄j　が形成されているものであることがわか

る。

間中構集落は∴　自治会の活動は、旧住民が主体の自治会にあって

はかなりの民主的運営が威されている。自給会における薪住民への

対応も柔軟であり、旧住民だけが自給会運営を独占するような指向

は見られない。自治会の活動は全体的に見ても活発であるが活動の

内容は単に行政連絡を伝達する橡能だけではなく、さらにブレーク

ダウンして班に至るまで伝えコミュニケーションを回る努力が威さ

れている。この集落は天宝書や山田と異なり、自給会の活動自体が

合理的方向に向かっており、前近代的共同体的な面は薄れつつある。

このような傾向は相互扶助・通過儀礼・風俗等からも明らかに読み

取れ、伝歳的な集落住民間での自己規制的側面・自己管理の儀向が

大きく変わりつつある状況にある。展開性としての共同活動・集落

の軋織をみると（表4－9参照）、伝親的行事と近代的行事がみち
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れ、また伝歳行事のなかにも宗教行事とまつり・甘酒会等の親睦的

な行事が残り、近代的な行事でも花壇づくりのような共同作業のよ

うなものとスポーツ・レクリエーション等があるなど、その内容は

新旧のものを取り混ぜてバリエーションに富んだ構成になっている。

協調性については、新住民が都市への通勤者が多くコミュニティ形

成が進みにくい面もあるが、旧住民側は集落の運営に新住民を強制

的に引き入れるようなことはしない。あくまで新住民の立尊を理解

したうえで集落の運営が進んでいるように思われる。集落の歴史を

見るとこの集落は近世の隋拓集落で東宝書や山田に比べてもかなり

新しい。当時は異郷の地から開拓者が住みつき、苦難の未定著した

住民である。そのようなことから住民気質としては、集落の格式の

ようなものはなく、また異郷の地から集まった者同士が力を合わせ

ることによって、協調の気質と合理的な勤労意識が育まれたと思わ

れる。さらに当時の幕府による心学の普及なども「むら柄j　形成の

基礎を成していると考えられる。基礎的社会関係を見ても、他の2

集落に比べ血縁関係は強くなく、地縁関係との重合性も強くない（

図4－4、回4－5参鹿）。地縁関係は集落の合併苗の単位（大字）

にこだわらず、あらたに行政的にしかれた班構成が相互扶助の薪た

な単位になるなど、かなりの柔軟性が見られる。このようにこの隻

蕗においても、集落の歴史や基礎的な社会条件と「むら柄J　との閑

l曾3



；表4－8　　　　間中橋集落

●混住化の概況

当集落は町内最大の専業農家地域を形成しており、集落域も南北に2血、東西に1血と、広大である。総戸数は240戸で
、そのうち約半数が来任新住民である。当集落は散居村であり昭和30年代から徐々に混住化が進展し、その多くは小萩模
なミニ閑によるものである。

●集落史
宝永3年（1706年）仁連町ほか16か村の名主の連印で飯沼開発についての取替証文が作成された。しかし古堀周辺の

村々が反対して実現せず、結局飯沼の開発は享保7年（1722年）から本格化する。享保9年幕府は紀州流の治水技術者
を派遣した。工事費のために幕府から借用した1万両の返済は困難を極め、分地された水田を売り渡し負担を肩代わりする
村も現れた。仁連町の場合は野州間中村名主長左工門に売却されて長左二門新田となった。いずれも享保期の開発である水
口新田・息名新田・成田新田・大戸新田は五新田と称し、いずれももと幕府領であった。天明3年の大飢饉は当地域にも大
変な荒廃をもたらした。夫婦親子は四方に就散してしまい3、4戸を残すのみになってしまった。長左工門新田では寛政4
年復興のために北陸農民の入百姓を迎え入れた。幕府は心学の普及とその講酎こよる教化にも力を入れた。入植者の努力で
赤松を主体とした混合林で覆われていた土地が次第に開拓されていった。土壌は稲作には向かず3町歩もの耕地を耕作する
ため勤労の伝統が育った。合理的に働ききちんと休む習慣は受け継がれており、明治期以前から農休日が実施されている。
長左二門新田・水口新田・恩名新田は三新田と称され、三和町の合併に際して統合され間中橋となった。当時から「平間太
鼓に大戸そば」のことわざも残るほど協調関係は強かった。
●基礎的社会関係
1）血縁関係

総戸数240戸のうち86戸が同じ集落内に血嶽関係を持つ（図4－4）。86戸は16の姓から成っており、一つの姓
が占める数は最大でU家の14戸である。集落の歴史も浅いためブランチも比較的単純で、新宅は本家の近くだけに限らず
かなり大きい広がりを持っていることが観察される。
2）地縁関係

間中橋の合併当初の三新田（長左二門新田・水口新田・恩名新田）の単位は実質上ほとんど機能していない∴班構成は20
攻から成り立つが、最近の南部のほうの班（14・19・17・20姓）を除いては、新住民だけの卦まなく薪旧住民が入

り混じった班構成となっている（図十一5参照）。

①自治会の活動
・自治組織の役員は区長と各班の班長で構成される。区長は任期一年で選出方法としては各班で候補者をたてるか否かの検
討を行い、候補者がいる場合には選挙を行う。自治会の運営費は一戸当たり500円／年であとは納税奨励金でまかなって
いる。この集落では農業生産性が高く納税額が大きいため奨励金も多く自治会の大きな財源となっている。奨励金の一部は
各班にも分けられ、募金や雀の活動などに使われている。新住民だけの班では奨励金がないため班の中で積み立てを行い募
金や班の活動等に使われている。自治会の活動としては、区長が必要に応じて班長を召集し、かつ年10回程度公民館で班

長会議を行い行政連絡・集落の行事等の打合せを行う。共同作業などへの参加はけして強制されず出不足金を支払うことも
ない。集落の規約は明文化はされていないが区長が新住民の班の集まりに出掛けていって説明をするなどの努力をしている

⑳相互扶助・遥遠儀礼・風俗等
・引っ越しのときの挨拶回りは、昔は全戸回っていたが今では社内のみに回る。
・葬式は昔は部落単位（合併前の3つの新田単位）で血縁者が中心になって行っていたが現在では班単位に行っている。新
住民の場合の葬式では区長が行って指揮をとる。葬式の通知は班長を通じて各戸にされる。以前は、各班から代表者がきて
団子づくり等の手伝いをしていたが現実に合わなくなってきたため、数年前より300円／戸の香典を当番が届けることで
それに代えている。
③共同活動・集落の組織等

・共同活動では（表4－9）、毎月定期的に行っているものと年中行事に分けられる。定期的なものとしてお茶のみ会●班
長会議・農休日がある。お茶のみ会や班長会議は特定の日が決まっているわけではなく参加者の都合に合わせて夜に行うの
で出席は良好である。班長会議は行政連藤と懇親会を兼ねている。年中行事には、伝統的行事として報恩講・観音講、親睦
的な行事としては新年会・甘酒会・秋祭り・七夕・盆踊り等の伝統的なものと、花壇づくり・ソフトボール大会などのレク
リテーション的なものとがある。
㊨新住民との関係

・共同活動では伝統的な宗教行事を除いては新旧住民が共に活動している行事が多い○行事は平日の夜や休日に行うものが
多く、また平日の昼間に行う場合でも夜まで続けるなど、勤め人の多い新住民にとっても参加しやすいようになっている。

新住民の参加は活発ではないが各行事への参加は自由である。
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表4－9　主な年中行事（間中橋）

日 時 （曜 日 ・時 間 ） 活　 動　 内　 容 活　 動　 場　 所 集 ま る人 数 （旧住 民 ・新 住 民 ）

1

・報恩講 （浄土 真宗 ） 向 糞 ・会 食 長 命寺 浄 土真宗 信仰者 （ほ とん ど旧 住民 ）
・行政区 新年会 会 食 公 民柑 斬 旧住民 ほぼ全 員参加

月
1 8 ． 15 8 農休 日

・おち ゃの み全 く硬 ）
会 食 （女 性のみ ） 当番制 折 旧住民 の区別 な し． 出席率良 好

2

月

・観音講
（朝か ら夜中 まで）

向 養 ・会 食 （女 性の み） 長 命寺 主 に旧住 民．夜 か ら新 住民 も参 加

・おち ゃの み会 （夜 ）

・1 8 ， 15日農休 日

会食 （女 性のみ ） 当 番制 新 旧住民 の区別 な し， 出席 率良 好

・シバ十 手 ・野 ネズ ミ駆除

・班長 会議 （夜） 行政 連絡 公民館 新 旧住民の 班長全 員参 加

3
・1 8 ． 15日農休 日

・公 民館花 だんづ くり
会食 （女 性のみ ） 当 番制

婦人 会

月
・おち ゃの み会 （夜 ） 析 旧住民 の区別 な し， 出席率良 好

・班長会議 （夜） 行政 連絡 公民館 斯 旧住民 の班長全 員参 加

4

・清さ らい （平 日昼 ） 農用 水の そ うじ 集落 内の水路 農家 のみ参 加 （出 不足 金あ り）
・おち ゃの み会 （夜 ） 会食 （女 性のみ） 当 番制 斬旧 住民の 区別 な し． 出席 率良 好

月
・班長会 議 （夜） 行政 連絡 公民 柏 斬旧 住民 の班長全 員参加

5
・1 臥 15日農休 日

・おち ゃの み会 （夜 ） 会 食 （女 性の み） 当番制 斬 旧住民 の区別 な し， 出席率良 好

月
・班 長会議 （夜） 行政 連絡 公 民館 新 旧住民 の班長全 員参 加

6

・1 臥 15日農休月

・おち ゃの み会 （夜 ） 会 食 （女 性のみ ） 当 番制 折 旧住民 の区別 な し， 出席率良 好

月
・班 長会議 （夜） 行政 連絡 公 民館 斬 旧住民 の班長全 員参 加

7

・神社の清 掃，墓 地の清 掃

・1 日． 15 8 農休 日

・お ちゃの み全 く夜 ） 会 食 （女 性のみ ）

神 社 ・寺 老 人会が 中心 にな って行 う。 老人会 には新 住民 の年

寄 （主 におばあ さん） も何人 か含 まれ る。

月 当 番制 新 旧住民 の区別 な し． 出席率 良好
・班長会議 （夜） 行政 連絡 公 民館 新 旧住民 の班長 全員参 加

8
・ソ フ トボール大会 （日曜 ） 3 部落対 抗年お 別 北総 高校 新 旧住民 出席 （新住民 の出席 率良 好）
・七夕，盆 も どり （夜）

・1 8 ， 15日農休 日
・おち ゃの み会 （夜 ）

行 政区主 催．体 育振興 会協力 昔 一札　 現 在 一広場 新 旧住民 参加． 他の集 落か らも集 ま って くる。

月 会 食 （女 性のみ ） 当 番制 新 旧住民 の区別 な し． 出席率 良好
・班長会議 （夜） 行 政連絡 公 民館 新 旧住民 の班 長全員 参加

9

月

・二百十 日 （朝か ら夜 まで） 会 食 （3．部落 毎に行 う） 範 落 によって異 な る　　　書 新 旧住 民出席 （新住民 は夜か ら参 加）

・甘商会

・1 8 15日農休 日

王日中甘 酒 をのん で話 す
（材料 は もち よ り）

（出荷所 ・施設 ・当 番制）．
愛宕 神社 斬 旧住民 出席

　 l
・おち ゃのみ金 （夜） 会 食 （女 性の み） 当番制 新 旧住 民の区別 な し．出席率 良好
・班 長全損 （夜） 行政 連絡 公 民館 薪 旧住民 の班 長全 員参 加

10

月

・運 動会の 棟習

・レン トゲ ン検診

・永代楼
・1 臥 15日農休 日
・おち ゃの み会 （夜）

米 と金 を納め て読経

広 場 ・畑
公 民館
長命寺

新 旧住民 参加

浄 土真宗 信仰者 （ほ とん ど旧住民 ）

会 食 （女性の み） 当 番制 新 旧住 民の区 別な し． 出席率 良好
・堆長会議 （夜） 行 政連絡 公 民館 新 旧住 民の班 長全員 参加

11

・胃の検 診

会 食 （3 部落 毎に行 う）
公 民館 新 旧住民 参加

・秋 まつ り 部 落に よ って異 な る 新 旧住民 参加
・ニ イナメ あ ま さけをの みなが ら会食

会 食 （女 性の み）

（　 ■　 ・　 設 ・当　 ）

月
・1 日． 15日農休 日 町 農協 品 評会 ・売出 しな どに新 住民 も参 加
・お ちゃのみ全 く夜） 当番制 薪 旧住 民の区別 な し． 出席率 良好
・班長会議 （夜） 行 政連絡 公 民館 新 旧住民 の班 長全員 参加

12

・1 8 ． 15日農休 百

・おち ゃのみ全 く夜） 会 食 （女性の み） 当番制 新旧住 民の区 別な し．出席 率良 好

月
・班長会議 （夜） 行 政連 絡 公 民館 新旧住 民の班 長全員 参加

＊班長会議の決定事項は．各班で会合がもたれ（当番制）伝えられる。

＊1臥158の農休日の他に．お天気集り．おしめ祭りなどを．当番が決めて（随時）タイコをならして色時の農休日とする。
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係は確認される。

旧住民集落との比較のために新住民だけの集団である城山団地を

観察してみると、自漁会の運営では、活発で民主的な運営が成され

ており、個人が平等な立番で自らの管理運営にあたっている。自治

会は合理的に私議化されており、活動に対して強制はされない。相

互扶助・通過儀礼・風俗等では、旧住民集落のように「何々をしな

ければならないJ　と言うようなことはなく、腐劇として腐人が尊重

され個人の意思に任せられる。相互扶助も個人的なっきあいは自由

であるが、集団としては最低限の事務的対応が中心である曾　共同活

動の種類と数を見ると（表4－11夢魔）、全体としてかなりのバ

リエーションと教がある。その内客はすべて薪しく企画されたもの

ばかりであるが、集りや盆踊りなど旧住民集落では伝統的行事であ

るものが、ここでも巧みに取り入れられている。宗教行事など旺な

いが、クリスマスをやるなど本来の宗教性は排陵して年中行事とし

て柔軟に取り入れている。ひなまつりなどもここでは、風俗として

伝わるものではなく、自らアレンジして行事に取り入れている。こ

のように薪住民だけの集団であっても単にレクリエーションのよう

な種目だけでなく、凝吸的な伝統とも言うべき種目をを創出してい

るところに特徴がある。共同作業についてもけして強制されるよう

なことはないが出席率は良好である。特に居住環境の維持・管理に

躇7



表4　－1　0　　　　　　域LU団地

●羞住化の概況

集落とは自治会が別で空間的にも独立した住宅団地である。現在総戸数は416戸であり、典型的な中流サラリーマン層の
新興住宅地域である。
●団地の歴史

入居が始まったのが昭和51年頃で、ほとんどが建て売り分譲である。
●基礎的社会関係
団地のなかで血縁関係を持つ新住民はいない。自治会の組織構成は、班が全体で34班。3～4班で1ブロックを形成し全
部で10ブロックある。

①自治会の活動

・各ブロックでは2名のブロック委員を選出し、その内の1名が「ヘッドJになる。この20名のブロック委員の互選によ
り12名の自治会役員が選出される。会長はこれらと全く別に選出されるが安手がいないのでその年度の役員がこれと思う
人のところへ依頼にいく。12名の自治会役員は次のような役職につく。副会長2名・会計2名・婦人部3名・子供会育成
会3名・高年部2名の合計12名である。生活部と文化・体育部は兼務である。こうした役員は基本的には互選であるがな
り手がいないので、前もって同好会等の人脈を使って根回しをしておく。班長とブロック委員は名目上は互選になっている
が実際は輪番制になっている。自治会費は年間4000円／戸で3か月ごとに1000円ずつ集めている。共同作業等への
参加は自由で出不足金のきまりはない。自治会の活動については文章化された嵐約がある。
・選挙に関しては2年前にこの自治会から町会議員をだし最高得点で当選している。
⑳相互扶助・通過儀礼・風俗等

・引っ越しのとき近隣関係が手伝いをするようなことはない。その家の友人や職場の人が手伝いに来ている。
・隣近所への挨拶も簡単なもので、自治会としても事務的な対応しかしない。
・旅行に行ったり結婚式で頂き物をしたときなど近隣におすそわけをすることはあるが普段は会えば挨拶を交わすぐらいで
積極的な行き来をするわけではない。
・必ずしも近隣とは限らないが個別に友人になったりして家族ぐるみで食事をするようなことはある。
・子供が生まれたときも結婚式があったときもそれは個別のことであり、近隣や自治会の班が何らかの対応をするようなこ
とはない。

・葬儀の時には手伝いに出たりすることはない。葬儀のときには自治会から花瑞と香典を出すが両方合わせて2万円程度で
ある。
③共同活動・団地の組編等

・入居が開始されて4～5年日掛こ団地の開発業者に交渉して無料で公民館を建設してもらった。現在、水道施設の維持管
理費として一戸当たり12万円ずつ集めた費用が開発業者個にあり、この費用を自治会へ移管してもらうための交渉が行わ
れている。

・毎月定期的に行われている行事は、役員の会議で、第2と第4の土曜日夜7時半から行われている。また、毎月第一土曜
日には廃品回収、最終日曜日には公園・道路などの清掃が行われている。全体に協力的で少なくとも2／3くらいの世帯が
積極的に対応している。

・老人クラブも毎月定例の会議を開いており、独自のプレハブの集会所をもっている。この中の2名が自治会の高年部の役
員になっている。高年部は60才以上の自由参加で現在35名が加入している。
・年中行事は表6－‾10に示すようなものがあり、内容は多彩で生活を行う上での基本的な公的行事と親睦的な行事がうまく
対応している。内部的な人間関係は、特に親密な関係ではないが、各種行事への参加は良好である。
・団地の組織では、いくつもの同好会が結成され、目的別の集団が存在している。習字・生け花・茶道・写真・手芸・ソフ
トボール等の同好会がある。同好会の数は10～13くらいあるがいずれも自給会の行事には積極的に対応している。
㊨旧住民との関係
・地形的にも旧住民地区とは隔絶したような形になっており、内部的にもまとまりがよくほとんど旧住民とのつきあいはな
い。つきあいのある家は3～4戸にしかすぎず、またその敷戸も特に親密につきあっているわけではない。
・団地内部としては今までのところトラブルはない。しかし、団地外部とのトラブルはいくつか発生している。旧住民から
の苦情としてよくあるのは団地住民のペットの犬が田畑を荒らして困る。林などにごみを捨てる。といった間蓮である。一
方、薪住民側の苦情としては子供の通学路近くの畑で消毒が行われていること。ごみ置き場が団地近くに設置されたこと。
等が最近問題になった。
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表中11　主的中行事胤弛
日時（曜日・時間） 活動場所 対象・参加状況

i ・新年会 会食　　　　　　　　　 等公民館 大人 1 0 0 名
月　 （1 日午後 ） 雪

空竜
子供 5 0 名位

2
月

蔓

・ひな祭 り　　 ！嘉子 を配 る 公民館

公民館

女子 1 0 0 名位参加
3　 （3 日）

会食 ・展示
子供会育成会

月 ・バザー と文化祭 団地住民の半分以上
（初旬 の土 日） 売 り上 げ寄付 婦人部

4 ・自治会総会　　 l会議 公民館 代議員の総数は 1 0 2
月　 （中下旬の 日曜） 代議員制 名であるが、 8 ～ 9 割

出席

5 ・横木 の害虫躯絵
月 ・下水道浄化槽掃除 自治会主催　　　　 壷

団地公園
団地 内

6 ・ソ フ トボール大会 自治会主催　 菩

町主催、会食 ・親 睦

町の施設

町の施設

ブ ロック毎の対抗戦
月　 （中旬 日曜） 家族も応援に出る

・老人 の会 （町主催） 老人 クラブが参加

7 ・城 山カーニバル準備
月 （す べての土 日曜）

公民館
各 自の家等

8 ・城 山カーニバル 神輿 （大人 2 、子供 3 ） 団地内 団地 の殆 どの人 が参加
月　 （中旬 の土 日曜） だ し ・鼓笛隊 ・阿波踊 り 周辺 の団地 ・区会 ・消

夜店 （1 5 ～ 1 6 店） 防暑 にも招待状 を出す

9 ・敬老福 祉大会 町主催 町の施設 自治会全体

月 子供会

10 ・町民運動会 町主催 雪町の施設 応援 を含めると団地 の
月 1 ／ 3 位が象如

11 ・老年会旅行 町主催
l老人クラブが対応

月 ・日帰 り旅行 自治 会主催 1 7 0 名位参加

12 ・クリスマ ス会
（2 3 日）

月 ・下水道浄化槽掃除

会食 ・懇親

自治会主催

公民館他

団地 内

4 0 0 名近 い参加

＊毎月定期的に行われるものとして、役員会議（第2、第4土曜・午後7時から）、廃品
回収（第1土曜）、公園・道路の清掃（最終日曜日）がある。
全体に協力的で2／3位の世帯が対応している。
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は熱心であり、その獲得のためには集団となって外部に交渉や対抗

をする寄合もある。団地の艶練も多彩なものがあり、特に同好会の

ようなものが多数結成されている。自治会をフォーマルな社会関係

とすると同好会はインフォーマルな社会関係でありこの両者の対応

関係のなかで縦と横の社会関係がうまく梼威されている。また、自

治会自体も完全なフォーマル集団ではなく、徐々にインフォーマル

な関係を形成する方向に機能するものも多くなってきている。しか

し、同好会を含めてのインフォーマルな関係が各世帯単位問を相互

に密接に岩び付けることはない。そこに参加する個人の間だけの閑

係である。以上のような人間関係を鵜として構成される社会構適は、

当然のことながら伝統的共同社会の構造とは大きく異なっている。

7、まとめ

第5蕗で「むら柄J　を仮説的に定義し、「むら柄J　を「拘束力」

と「展鰐性J　としてとらえ、単純な指標からその概略を知る方法を

示した。6節では、具体的な事例を詳細に観察することにより、「

むら柄J　が複合的・多義的な意味を持つつ指標であることを確認した。

さらに「むら柄j　形成の要因として集落史と基礎的社会関係を取り

上げ「むら柄J　との関係を観貴したが、いずれの事例においてもこ

l90



れらが　rむら頼」と深い因果関係に‡あ＋ろこと＿がわかった。以上の分

折をもとに、もう一度　rむら柄J　の定義にもどり、捻括的に拘束力

と展開性の持つ意味を考えると（表4－12、回4－6参照）、事例

からも明らかなように、拘束力は伝戒的共同体に見られるような債

習的・観念的論理に従う強力なものと、新住民団地に見られるよう

な合法的・事務的論理に従う卓いものに分けられる。同様に展開性

の意味も大きいものと小さいものに分けられる。前者は民主的市民

的詮理で地域社会集団を廃園していこうとするものである。後者は

伝統的共同体にみられるもので前近代的論理のなかで地域社会集団

を展開していこうと指向するものである。しかし、実際は前近代的

論理自体が閉鎖的で展常任の小さいものであるからこの暑合は表面

的には小さい展開性として写る。また、拘束力・廃園性のどちらの

国子も連続的な変化をするものであると考えられる。そこで　rむら

柄J　をこれらの意味をもった2つの鵜で示すと、図4－6のような

国であらわすことができる。国のA点は強い拘束力と小さい展開性

で説明される座標で、事例では山田集落のような集落が議当する。

一方、：B点は弱い拘束力と大きい展開性で説明される座標で事例で

は城山団地のようなものが譲当する。ここで　rむら柄J　が時間的変

化にともなって変化するものであるとすると、A地点の集落はA，

地点に向かって進み、二B地点の集落娃B，地点に向かって進み、こ
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の線上にそれぞれの　rむら柄」が位置付けられると考えられる。す

なわち調査事例の分析からも明らかなことは、伝歳的集落の雲合は

起点は展開性が小さく拘束力が強い点に位置すると考えられ、展開

性が大きくなるのに伴い拘束力も暫時宙まる憤向が認められること

である。一方、新住民だけの集団では起点において、展開性は最初

からある程度大きく拘束力は弱い点に位置すると考えられるが、こ

の場合は∴　時間的変化にともなって拘束力は若干強くなる債向が認

められるものの、展開性の減少はカヽさいと考えられる。このように

新旧の何れも展開性と拘束力には相関が見られ、特に伝統的集落で

は拘束力の変化の幅に対して展開性の変化の晦は大きいと考えられ

る。伝統的集落では、歴史があり格式の高い山田のような集落の葛

合は現在の位置（A）に留まるポテンシャルが強く働く。間中榛の

ような集落ではポテンシャルは弱くA，方向に移勤しやすい。一方、

城山団地の例にも見られたように新住民だけの集団であっても、時

間的な経過にともなってわずかではあるが拘束力の崩芽（例えば選

挙以前に役員候補を根回し工作する等）が見られるなど、BからB，

に進むと考えられる。これらを混住化と言う視点でみるならば旧任

民集落側はAからA，に以降するプロセスにおいて、薪住民側はB

からB’に移行するプロセスにおいて協調性が備わってくるものと

思われる。すなわち国において旧住民集団と新住民集団の軽蔑が協

lqZ



A

展　 両　 独

IJ l

約

束

カ

九

日、

㌘莞　 〟
C

I
二二

棋二　禽団

凰4徽‘私ら柄一モデル

表中12事例集落の「むら柄」と要因
日　 豪宝喜 山田 間中橋 城山

集落 史 墓霊 慧 一　 室…母集落で 中世以前

i 対抗の歴 史
母集落で 中世以前 開拓集落で近世 昭和 5 1 年

格式 が高い 協調の気質 －

基礎 的社会 血縁関係 彗　　 強 固 強 固 ． やや弱体 な し
関係 地縁関係　 ii 血縁関係 と重合 血縁関係 と重合 均質的関係 に移行中 均質的関係

む

ら

柄

自律 性 自治 会 の活 動
相 互 扶 助 等

一展 開性
共 同活 動 の種 類
共 同活 動 の数

巨 合 理 的 ・不 活 発 非 合 理 的 ・活 発 合理 的 ・や や活 発 合理 的 ・活 発
i 伝 統的 ・維 持 伝 統 的 ・儀礼 的 伝 統 的 ・柔 軟 近 代 的 ・事務 的

一　∴伝 統 的 ・一単 純 －▲
－〉伝 統 的 ・◆多 様

伝統 ・近 代混合 的 近 代 的
、少 な い や や 多 い ． 多 い 多 い

協調性 新住民への画 ； 対抗 一一　支配
柔軟 対抗 （対旧住民）
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調性を表すものと考えられる。従ってこの掩護が小さいほど両者の

協調的係は良好になると言うことができる。しかし実際には新住民

の葛合は、最初からBにあり実際に来任した後の時間的な経過をと

もなって初めてBからB，に移行し始めるから、「むら柄」によっ

て協調性を期待するには旧住民における現時点での「むら柄」の位

置（展開性が大きく拘束力が卓い地点に近い集落が好ましい）で選

ぷことが前提となる。

l94

以上のように混住化を考えるにあたって「むら柄」は集落の

を盈る一つの捻‡体的指標として有効であることが確認される。

注・参考文献

1）このことは第5章にて詳しく考祭する。

2）「中村俊夫、三和称土誌、著者発行、1977J　を参鹿

3）「杉山　博他、茨城県地名辞典、角川書店、1983J　を参慮
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第5革　新旧住民の居住地形態からみた藍住化集落の特性

1、研究の目的と方法

本章では集落の空間レベルにおける空間的ストック指標、集落の

実態指標の分析の分析を行う。具体的な研究目的は次の4項である。

①空間ストック指壕として集落形態に注目し、集落形態の歴史的形

成過程から形態別の特徴を整理する。これはすなわち旧住民の居住

地形態の特徴を表すものである。

⑧実態指標として、集落における新住民住宅の分布の状況を新住民

居住地形態として分類し、その分類の有効性を形態別の個人査読、

コミュニティ意識、居住環境評価の分析を通じて確認する。

⑧旧住民の居住地形態である集落形態と新住民居住地形態の組み合

わせを分析し、

1）集落形態を反映する親み合わせの在り方について考案する。

2）自然環境条件の問係を分析し、自然環境条件を生かす叙み合わせ

について考案する。

3）施設配置および施設利用の状況を分析し、施設利用を促進する親

み合わせについて考案する。

㊨以上から集落形態が空間的ストックの指標として有効であること
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を確認する。

研究の方法は、実態指標の抽出、空間的ストック指標の抽出のい

ずれも、指標の仮説的設定→指標の妥当性の検証といった手腹で進

める。分析の方法は∴　実意指標の場合は歳計的方法を用い、ストッ

ク指標の分析は地国情報、実態観察などを通じて記述的方法で分析

する。

2、調査について

調査資料の収集は下記の2種類の訴査に困る。

●集落の空間構成把握のための調査

調査対象集落の中から、空間棲成上典型的と思われる以下の項目

について、空中写真及び地図の判読、現地磨査、聞き取り調査によ

り調査した。

①基本資料

・集落単位の基本地図一一一層土基本図（1／2．5千、1／5千）

住宅地図

・過去の地形図（1／2．5万）

⑧空中写真及び地図の判読、現地踏査による資料

・蘇地分布図（生産蘇地は除く）

・地形現況図
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・施設配置、商店分布図

・事例写真

③聞き取り調査による資料

・薪旧住民別の宅地配置図（居住歴21年以上を旧住民、20年以

下を新住民とした）

●居住者の居住環境評価・来任理由・個人交兎・コミュニティ意識

把握のための調査

この調査は調査集落・調査対象・配布回収状況のいずれも3章の

アンケート調査に準じている。調査項目は下記の通りである。

・個人交流、コミュニティ意識に関しては3章の調査項目と同様。

・居住環境評価は以下の項目について「満足J rどちらかと言えば

満足」「どちらかと言えば不満足j　「不満足J　の4段階で阿いてい

る。

「新住民との交誼J r旧住民との交流J　「スポーツ・余暇活動j

「家庭薬図・土いじり」　r田園風景・自然環境j

「子供の遊び等　」　rくらし全般について」

・来任理由に関しては以下の項目について尋ねた。

「親戚や知人が多かったからJ r通勤に便利だから」　r老後の環

境としてふさわしい」「子育ての環境としてふさわしいJ「広い

敷地や住宅を得られたからj r財産として価値が上がると思った
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からj rその他J

3、集落形態のパターンと特徴

集落形態は、様々な視点からの分類が考えられているが、矢噂は

集落の地理学的研究に当たって集落形態を集村と散村とに分け、き

らに集村を塊村と列村に分けて、その形成の理由を考棄している3）。

本論でもその分類に従う。しかしここでは散村、集村に対して集落

の居住地が集落空間の中でどのように配置されているかという視点

から①散居村、⑧集居村と名付け、また集居村を細分類した⑳－1

塊村、⑳－2列村をとりあげそれぞれについて空間的特徴、歴史的

背景を整理する。

散居村は、古代の条里制の遺構や近世における新田集落の中にし

ばしぼみられるが、これら散居形式の居住地が形成された理由につ

いては①扇状地にあって水利に恵まれ、どこにも集落の立地が可能

である尊台、⑧新田開発により、長い間無居住地域であったところ

が用水路の整備などによって水利の健を得た尊合、③「地割り制度」

などの政兼により配置条件が決定される寄合、等が考えられている。

いずれも、集落立地の基本条件として水の採取の難易が、居住模式

の形成に大きな影響を与えてきた。これらの散居形式の集落景観を

特徴づけているのは個々の民家をめぐる防風林の存在であり、それ
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は季節風に対する備えや防火の役割を果たしてきたものである。

塊相については、居住地の集まり方や居住の様式などは∴　土地の

事情や民俗性の違い、あるいは歴史的背景の同異によって様々であ

るが、これを概括的に見ると、自然発生的な集落については不規則

な形態のものが多いのに対して計画的集落は、克則正しい形態を持

つものが多い。一般に道路を軸としてそれに沿って居住地が．並列し、

細長い集落が形威された寄合、これを列状村落と呼ぶがその中に街

村と藤村の2つの類型がある。街村は主要街道などに沿って居住地

が密集して並列し、そこの住民の生活が街道への依存が大きく商業

・交易的機能を有する葛合を言い、藤村は比較的狭い街路に沿って

居住地がその片側または両側に並列し、街路への依存が小さく主と

して農業集落として形成されているものをさす。集落立地の特性を

歴史的経過の中で考えてみると、山地が多く地形の起伏に富む日本

では∴　古くから農耕を主な生産生活の基礎としたので、集落の立地

には、水田の経営に便利な低湿地域が早くから選ばれた。長い歴史

時代を通じて、沖積平野が、生活を支える主な生産の葛となり、そ

の周辺の居住地化が進められていった。その後の展開として、上代

における墾田開発や中世より近世にかけて行われた大規模な新田開

発が進んだ。古い集落は主として自然堤防上にあり、塊状の集落形

態を示すものが多く、このような集落景観は水が多くて、その災害
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予防を主眼とした居住様式として共通性をもつ。次に見られる段階

として、台地の周象の侵食崖の所や、台地や扇状地の末端などに湧

水があったり、地下水面の浅い地域などがあり、それが根拠となっ

て自然発生的集落が発達した例が多い。このようなところは塊村が

多い。台地面や扇状地の扁央の部分は∴　地下水位が低く飲料水やそ

の他の用途に供する水が乏しく、長い間居住地域として注目される

ことはなかった。このようなところの開発は∴　近世における新田常

発によって開かれたところが多く、開墾技術の進歩によるところが

大きい。新田集落は自然発生的集落とは異なり、一般に整然とした

形態を持つものが多い。開拓の当初は∴　土地所有の均分化を建前と

して入植させたものが多く、各戸の所有する宅地や耕地および山林

の面巷もほぼ均等であり、集落の配置や土地利用、水の利用などに

ついても平等の建前で薪集落を形成した例が多い。これは、幕府や

諸藩が主体となって開発した　r官営集落j　の尊台は特に明瞭である

が、農民や町民が主体となって開発した「民営新田J　の葛合にも見

られる。入植者は∴　当初は何れも零細農家あるいは、農家の次三男

等が多く、新田に入植してはじめて土地を所有するような者が多か

った。これらの入植者たちは、土地所有にしてもその他の社会関係

からみても、平等関係をもって定着して、新たに近隣集団が形成さ

れていった。
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以上のように集＿藩は、歴史的にみても成立条件に適合した立地粂

件が選択されており1その自然条件と人間の営みのなかで集落形

が形威されていったことがわかる。

4、新住民居住地形態の分類とその特性

ここでは∴　新住民の住宅の集合状況に着目して、仮説的な空間の

集合形態（新住民居住地形態と定義する）として分類し、各類型別

の空間構成の特性を整理する。次に新住民居住地形態別に個人交流、

コミュニティ意義の特性、居住環境に対する評価を分析し、新住民

居住地形態の妥当性を検討する。

新住民住居の集合状況により混住化の形態は、大きく分けて、3

つに分類できる。一つは集蕗城全体にパラパラと分散的に形成きれ

るケースで、散居村の集落に形成され易いもの。一つは集落居住域

の一部にあるまとまりをもって形成されるようなケースで、集居村

の集落に形成きれ易いもの。一つは集落居住域とは空間的にも独立

しており、戸数も大きくまとまっているものである。ここでは第一

番目のものを　r分散型」、二番目のものを　F集合型J、三番目のも

のを「団地型J　と名付け、これらを仮説的分類とする。以下、この

新住民居住地形態を用いて分類の有効性を検討する。ここでは新任

民住居の類型化を行うのが主な目的であり、集落形態と新住民居住
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地形態の関係については、次序において述べる。

はじめに、各混住化の新住民居住地形態別の個人交流の実態、コ

ミュニチイ意識、居住環境評価について考案する。ここでは、混住

化による変化の主要国となる来任新住民を主な分析の対象目にする。

個人交流（表5－1左横参腰）では、団地型が新住民同志の真読が

最も活発で、逆に新旧住民間の交兎はもっとも低調である。集合型

では、団地型に似た傾向を示しており、新住民問の真読は活発であ

るが新旧住民間の真読はそれほど大きくはない。分散型では、新任

民間の真読は他の2つのタイプに比べて小さいが、旧住民との交諒

は大きくなっている。以上の結果を各混住化形態別の重岡構成の特

性と比べてみると、何れも空間的関係が直接的に個人的査読に影響

していることがうかがわれる．すなわち、団地型では旧住民と空間

的に独立した形態をとっていることが査読の面でも表れているもの

と思われる。集合型では空間的には旧住民の住む領域と独立はして

ないものの、領域的には、旧住民の大きな集団の中で新住民が小さ

くまとまった形態をとっており、新住民の日は旧住民のほうへは向

きにくく、薪住民間の交涼が促進され易くなることに関係すると思

われる。分散型では∴　新住民住宅の周辺では薪住民の住宅のほかに

旧住民の住宅も市松模様をなして分布しており薪旧住民の双方と、

交議が進む大きな要因となっていると思われる。次にコミュニティ
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意識について見ると＋て表5－1右横夢魔）、やはり空間形態との

性は読み取れ、空間的に独立してい‡る‡団地型が一番攫極的であり、

次いで集合型、分散型の腰になっている。連帯性を見ると小さい集

団ながら旧住民集団と桔抗した形態を取る集合型において大きくな

っており、次いで分散型、団地型の席になっている血」玖上から、コ

ミュ二ティ意識においても、集合型は分散型に比べて消極性はやや

薄れ、連帯感も高まっている様子がうかがわれ、空間形態上の新旧

住民集団の繋蛮した関係を反映していると思われる。団地型では、

穫極的になるものの、同質的な集団であることから、無窮関係も発

生しにくく、連帯感はやや薄れ、集合型や分散型に比べて個我的志

向が強まる。

居住環境評価では∴　まず、居住者の来任理由（表5－2春風）を

みると、団地型は生活環境、住宅条件などを住宅地選定にあたっ

ての条件にしている。親戚知人の存在（地縁佳）は分散型より集合

型のほうが大きいが、それ以外の項目では集合、分散のどちらも大

きな違いはない．空間形態劇の近隣賓境の満足（表5－3参鹿）で

はま）、新住民同志の交流は、集合型のほうが分散型よりも高い。こ

れは集合型では新住民が集団化しているため交流は高まるが、それ

が直接、評価に反映していることを表している。一方、旧住民との

交流をみると、血象新住民の尊台では、集合型が大きく、来任新任
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民の寄合では、集合型、分散型のどちらも余り変わらない。これは∴

血縁新住民のように最初から交流の縁故がある尊台は∴　分散型より

も集合型のほうが空間的距まから見ても交流が深まり、それが直接、

評価につながるものと考えられる。しかし、来任新住民では、分散

型のほうが旧住民と接触する機会は多くなるが、その分、庄れきも

増し、旧住民との交議の満足度は小さくなる寄合も考えられ、集合

型や団地型で旧住民との交流そのものの頻度が小さく、この評価が

数値に表れているのものとは∴　意味が異なると考えられる。スボー

ツ・余暇活動は、集団新が最も高く、集合型で吐血蘇薪が高くなっ

ているが、来任薪では、分散型の血最新や来任薪と同程度である。

団地では施讃面の充実が見られる上、親織の点でも新住民だけの組

織であるため、時間の調整、趣味志向等が一致しやすい。分散型お

よび集合型では、新旧混在の居住者集団であるため、施讃面での未

整備もあるが、その運営が多くは旧住民の手に委ねられているため

新住民主体のコミュニティが形成きれずに満足が小さいと思われる。

また、住民属性から見ても集合、分散の両型では、団地型に比べて

共稼ぎが多く、スポーツや余暇活動にあてる時間が少ないと思われ

る。家庭薬図・土いじりなどの項目では団地型の評価が大きく、集

合型、分散型の間には大きな違いは見られない。田陸＝乱景・自然環

境では団地型が一番評価が高く、次いで集合型、分散型で吐血簸・
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来任の差は小さく、両者を比較すると集合型のほうが評価が高い。

これは、団地型や集合型では新住民居住者が空間的に集団化してい

るために周辺を農地や平地林が残存しており、分散型のように、農

地や平地林が虫喰い的に宅地化している専合とは評価が異なるもの

と思われる。子供の遊び葛に関しては、集合型、団地型、分散型の

臓であり、分散型の場合は、子供の遊び暑などは特定のもの以外に

も分散的に配置されているため、新住民にとっては認識されにくい

こともありうる。

以上から、新住民の居住地形態を分類する類型として「新住民居

任地形態」のの妥当性が確認された。
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貴5－1軸生民犀住妃鞄愚別主成分スコア、因子スコアの平均値

患経把

形態

個人交流 コミュニテ ィ意識

対 旧住民交流性 対新住民交流性 消極的関与 一積極的関与 連帯感 一個 我感

集合 －0．983 0，339 0．0 30 0．059

分散 －0．6 09 0．139 0．133 0．0 29

団地 －0．998 0．38 1 －0．16 2 －0．047

患5－a新鹿民居住聖形唐．別来任理由

啓注咄
形 應

来 任 理 由 （％ ）

親 戚 知 人 立 地 条 件 生 活 環 境 ‾ 住 宅 条 件 住 宅 資 産 価 値 そ の 他

集 合 9 ． 1 2 0 ． 5 2　2 ． 7 3 1 ． 8 2 ． 3 1 3 ． 6

分 散 3 ． 1 2 5 ． 1 2 3 ． 0 3 4 ． 1 3 ． 9 1 0 ． 9

団 地 0 ． 8 1 8 ． 6 2 9 ． 2 4 1 ． 9 2 ． 1 7 ． 2

牽昌一3碩食常態鐘地形爵ノ別近隣環境の満足
単位は％

爵位把 居 住 者 新 住 民 と 旧 住 民 と ス ポ ー ツ 家 庭 菜 園 田 園 風 景 子 供 の 全 般 的

＼
竪 琴 タ イ プ の 交 流 の 交 流 余 暇 活 動 土 い じ り 自悪 環 境 遊 び 場

集 合 血 縁 薪 7 2 ．5 7 5 ．0 6 3．3 7 5 ．6 7 6 ．9 5 6 ．8 6 1 ．6
来 任 新 7 1 ．8 5 1．5 4 6．7 7 5 ．9 7 8 ．1 5 3 ．1 3 9 ．4

分 散 血 縁 薪 64 ．9 6 4 ．2 ・4 9 ．5 7 5 ．0 7 2 ．3 3 7 ．6 5 1．6
来 任 薪 ＿616．5 5 5 ．8 4 6 ．1 6 6 ．9 7 5 ．5 3 3 ．2 4 0 ．6

団 地 牽 厨 新 78 ．2 5 4 ．8 6 9 ．6 8 5 ．2 8 9 ．4 5 0 ．7 4 8 ．4
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5、新旧両住民の居住地形態の叔み合わせとその特徴

（1）組み合わせのパターン

ここでは∴　①新住民居住地形愚が苗犀で述べた集落形態との組み

合わせによってどのような空間的な特徴を持つか。⑳それぞれの暑

合において、規模条件・配置条件についてどのような問題点が存在

するか。の2点から薪旧住民居住地形態の軋み合わせを決定する。

組み合わせのパターンは表5－4に示したように散居村の尊台は分

散型の新住民居住地形態となり、集居村の暑合には集合型の新住民

居住地形態が対応する寄合が多いと考えられる。また集落形態が集

居村の寄合では混住化はそれ程進展しないと考えられるが、散居柑

の巷合は混住化が進展しやすいと考え、右横のような事例集蕗を選

定した。

図5－1に、本研究において調査対象とした集落の薪旧住民居住

地形態の音特性を示す。

1タイプは∴　母集落の形態は、集居村で塊状形式をとり（図5－

2）、新住民居住地形態は集合である。台地斜面のフリンジ部に近

い台地面上に集落が発達し、囲葛は台地低位面に広がる。このタイ

プでは、集落居住地が広く、屋敷林、台地斜面蘇地は発達している

が、平地林としてのまとまりがなく、混住化しにくい形態である。
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義5－4　薪旧住民居住地形酎潤み合わせ

集落形意 新住民居住地 形患

範合 わせタイプと事例集落

旧〉薪 旧＝薪 旧 く薪

散 居 分散 間 中橋

（2タイプ）

者川 西

（3タイプ）

集居 集合 山田

東諸川

（1タイプ）

団地 城 山

（4タイプ）
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混住化がすすむ寄合にも、その位置、親漢が空問的に大きく規制さ

れ、当集落においても、集落居住地の端部に小親模な新住民居住地

が建設されているにすぎない。景観的には、集落の居住地との景観

的連続性は失われるものの、集落外からの申景、遠景においては、

斜面撮地が残されて開発されているために、集落空間としてのまと

まりは維持されている（写真5－1参腰　台地面上の新住民住宅よ

り、斜面線地を写す）。

1’タイプは∴　集落形態・新住民居住地形態は∴1タイプと同じ

く集居村・集合であるが、列状形式の新田集落であり（図5－3参

腰）、集落は台地フリンジ部の台地面上に立地する。薪旧住民の居

任地形態の叔合せとしては∴　旧住民居住地が街道沿いに集居的に発

達しているため、集落居住地のなかには、新住民の住宅が建てられ

ることがなく、街道に沿って集落居住地からやや護れたところに薪

住民の小泉模な居住地が見られる。集落周辺部には集団的な新住民、

住居の開発法見られず、血蘇性を持つ非農家が分散的に見られる程

度である。この要因としては列状形態を取り、また薪田園発集落に

しばしば見られるように集落居住地の裏側に国等を持っているため

宅地化が抑制されてきたことが考えられる。当集落における新住民

居住地は街道沿いに建てられているものの、街道側の平地林の一部

を戎しているため農村景観と薪住民居住地との凄衝的役割を持って
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いる（図5－4）。

2タイプは、集落形態は、散居形態をとり（図5－5参腰）、台

地上位面に立地し、新住民居住地形態は分散である。当集落は江戸

時代後期の新田開発集落で比較的新しい．薪旧住民の居住地形態の

覿合せとしては∴　分散的に小泉模な新住民居住地が、旧住民居住地

と入り混ざる形をとっている。さらに近年宅地化がすすみ、平地林

を鰐発した中規模程度の宅地造成が見られる。当集落は、新田開発

としては、比較的分散的な開拓が進められ、集落の中に部分的に平

地林が残され、また、一部分ではあるが大きい規模の平地林が戎さ

れた。それらが、混住化がすすむにつれて、薪旧住民の混合的住宅

配置形式のもととなり、中泉模程度の宅地化につながったと考えら

れる。

3タイプは、集落形意は小泉模集団（ほとんどが血嶽）による散

村であり（図5－6参曳）、集落立地としては台地斜面のフリンジ

に立地し、新住民居住地形態は分散である。台地斜面にも広大な平

地林を保有し、水田を低地部に所有していた。混住化の形態として

は旧住民を取り囲む形で大規模なミニ開発（無計画なミニ開発の集

合体）が、台地斜面上にすすんできた（写真5－2参照）。さらに

集落居住地の周辺部にも開発が進み、現在では母集落の形態はほと

んど埋没している。開発がこのようにすすんだ要因を考棄すると、
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第一に当集落が市街地に近かったこと、第二に集落の居住地周辺に

韓尊が分散的にしかなく大部分が平地林であり、法的にも規制され

にくく、大規模な開発が可能であったことがあげられる。空間的に

は、台地斜面上の緑地が大部分削られ宅地化するため景観的にも、

周囲の農村景観と異質な性格を呈している。さらにこれらの居住地

群が台地斜面上にしかも農地と接しているため従来の生態系は分断

きれ、下水、汚水等による農用水の汚染も懸念されている（当地は

下水の処理は浸透式である）。

4タイプは、集落の形態にかかわりなく、旧住民居住地とは∴　地

形的に独立した位置に、空間的にまとまった平地林、山などが存在

し、その場所に大規模で空間的にも完着任をもった新住民居住地が

形成きれる。この尊台、両者の関係は希薄であり、空間的にも独立

しているので問塵は顕在化されないが、新住民居住地の親横が重要

となり、過大な泉横の開発が行われた尊台、景観的にも母集落が埋

没するばかりか、地域環境を一変させ空間的ストックを活用できな

くなる危険性を持つ。

以上、各タイプ毎に見たように薪旧住民居住地形態の叔み合わせ

は、新住民の住宅群が団地のような大規模なものである尊台を陰い

ては∴　母集落の形態に大きく影響を受ける，＋母集落の形態はいろい

ろなな形態が考えられるが、集落形態を大きく散居村と集居村に分

2tも



けると、散居村の尊台は、集落居住域に囲号や林地が含まれている

ため、集落居住域の住居密度が低く、集落内に分散的に新住民の住

宅が形成されやすい。また、空間的まとまりがある専合にはある程

度戸数の多い住宅群も形成される。しかし、散居村の寄合でも新任

民の来任が大規模になると集落形態は埋没してしまう。一方、母集

蕗が集居村である場合には∴　集落居住域と周辺囲葛とは比較的明確

に分護している。このような集落に新住民の住宅地が形成される考

合は、集落居住域に空間的なゆとりが少ないため、新住民の住宅群

は小規模に成らざるを得ない。また、集落居住域とは分濠して周縁

部の囲尊や林地に形成される寄合も考えられるが、実際には集居村

集落は集落居住域の周縁部は歯巷で囲まれていることが多く、宅地

化は規制を受ける。。住宅群の戸数が大きくなる団地のような尊台

は∴　母集落の形愚にはほとんど関係なく、独立した薪集落を形成す

ることになる。

（2）自然環境条件

本項では、前項で述べた薪旧住民の居住地形態の親合せが、集落

の持つ自然環境条件とどのような関係にあるかという点について考

窯を加える。ここでは∴　自然的環境条件として撮地環境を適して考

棄する。
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集落の自然壕境の保全、育成には、集落形態、薪旧住民の居住地

形態の叙合せと大きなかかわりがあると考えられる。ここでは、集

諸形態・薪旧住民の居住地形塵の叔合せのパターンの組み合わせに

よってどのような問題点が存在するかあるいは存在する可能性があ

るかを、調査事例を通じて考案する。前項にしたがって表5－1の

分類パターンに従って考察を加えていく。

1タイプである山田は∴　台地端部に立地する塊状形式の集落であ

り、台地斜面下に水田が広がり台地面には畑地が散在する。まとま

った形としての平地林は見られないが、集落居住地には屋敷林が良

く発達し、居住地周辺の畑地と一体になり豊かな蘇地環境を保持し

ている。水系の環境としては∴　南西部の新住民居住地が台地斜面に

建てられ、水田と接する位置にあるため、農用水汚染が問塵になっ

たが、近年生活排水と農用水を分けたため、その問題は解決してい

る（図5－7、図5－8参席）。この集落も塊状であることから集

落居住域に入れる新住民は限られており、旧住民住宅が連担してい

ることから自然環境は比較的良好に保たれている。

1’タイプである東諸州では、諾川西部とは対象的に集落の土地

利用において台地下部と台地面が二分され台地下部は主とし農用地

的土地利用、台地面上は集落居住地と広大な緑地（平地林）が残り

台地斜面をも護っている。列状の集落居住地には季節風のふく北西
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僻に屋敷林を保ち、風土性を保った形態を維持している。新住民居

任地については∴　その親横は小さく（25戸）道路に面したところ

には部分的に平地林が残され、街道との緩衝林として役立ち、また

街道から新住民住宅が直接視覚に入らないため道路景観の連続性に

も役立っている。また周辺には、多少平地林が戎されているため、

空間的まとまりが醸しだされ、また屋敷林としての役割を担ってい

る（図5－9、図5－10参鹿）。このような列状集落では旧住民居

任地が沿道にまとまっており新住民住宅が建設されることがないた

め居住域周辺の自然安堵は比較的保持されやすい。またこの集落は

新田集落でもあることから、整然とした農地が広がりそれも集落の

自然環境の保全に役立っている。

2タイプの一つである間中椿は、ほぼ平坦な台地面上に居住地が

分散的に広がり中央部のやや低い部分に水田がある。緑地の残存状

祝を見ると、まとまったボリュームの緑地としては∴　南部に見られ

るのみで他にはほとんど見られない。南部も近年開発が進み平地林

が大きく削られている。農家を中心に北側に屋敷林を持つが薪田園

発であり集落の歴史が浅く椙藤は若い。旧住民と入り混じった状況

で新住民住居が見られるがこれら周辺には平地林がなく、旧住民居

住群とは異質な景観を呈する（写真5－3夢魔）。農用水汚染の問

題は、当集落においてはさほど大きな問題となってはいないが、そ
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れは当集落が畑作中心であり集落両者も広く容量が大きいためであ

ろうが、今後南部を中心に宅地化が進めば3タイプの諸川西部と同

様な問恵が生じる可能性がある（図5－11、回5－12参鹿）。この

タイプでは∴　散居材で新住民の住宅も点在しているが、旧住民住宅

が多数残っており、この集落が台地面上に立地する畑作中心の集落

であることから3タイプのように集落全体で自然環境が低下するよ

うな状況にはなっていない。

同じく、2タイプである高崎は∴　台地が岬状に突き出た部分に発

達した集落である。集落形態としては列村的であるが街道が四方に

伸び、それぞれクラスター状の形態をなし、また集落面積も広く周

辺部に新住民の小泉模な集団が分散的に混入していることから、散

居村的な印象を受ける。緑地環境の特色としては、各地田を取り囲

む台地崖に沿って斜面蘇地が発達している。屋敷林は集落居住地を

取り囲む形で発達しており、斜面簸地が屋敷林として機能している

（図5－13、図5－14参腰）。この集落は新住民の来任も多く分散

的であるが、旧住民住宅がまとまっているため屋敷林がまとまって

残り、台地の斜面緑地も戎されているために自然霧境は保たれてい

る。

3タイプである諸川西部は、台地の巷蕗に立地する（図5－15参

照）．現在の残存蘇地をみると斜面緑地は比とんどなく、かわって
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新住民の住宅群がならぶ（図5－16参腰）。旧住民（特に農家）の

屋敷林はあるが全体的に被緑地は激減している。新住民住宅の庭に

おいても、この集落では、植え込みが少ない家が多く、景観上も自

感的環境が悪化した印象を受ける。緑地の減少は∴　当然集落の生態

系変化に関係する．写真5－4および5は、新住民住宅の側溝及び

側溝の填部を示したものであるが、汚れが目立ち、浸透式下水処理

を採用しているものの、今では浸透の容量を越え、地下に浸透せず、

台地斜面を伝わって農用地に譲入し、農用水汚染の虜囚になってい

る。かつては∴　各戸とも浸透式の下水処理を行っていたが、住宅蜜

度が低く充分容量の範囲におさまり、かつ周囲の屋敷林、平地林が

それらを吸収し、生態系のバランスを保っていた。現在でも、混住

化のあまりすんでいない東諸州の側溝と比較してみると（写真5－

6）、汚染の状況は大きく異なる。特に、諸州西部のような台地の

端部に立地する集落では、緑地の役割は大きく、生態系保全のため

にも、また景観の維持においても重要であり、台地斜面の緑地保全

に留意した宅地化が考えられるべきである。このタイプのように散

居村で新住民の来任が多い寄合には∴　宅地化が分散的かつ大規模で

あるために全集蕗城に自然霧境の悪化が広がり、農地が受ける影響

も大きい。

4タイプである城山は、もとは餅の高崎集落の領域であり、元域
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捗である。台地の岬部の先柴のなだらかな台地斜面上に位置し、北

部、西部、東・部に残された斜面緑地と、南部に入り込んだ各地田に

囲まれ、空間的にまとまった印象を受ける（写真5－7）。城山で

は3タイプと同様に、新住民居住地が台地斜面上に立地しているも

のの、下水道の整備が行われているため、農用水への悪影響は少な

いと考えられる（図5－13、図5－14参鹿）。このようなタイプで

は、垂問的にまとまりのあるところに立地しているため団地外部か

ら見ると良好な景観を呈しているが、団地内部はまとまった緑地は

なく極めて人工的である。

以上、自然賓境条件から判断すると、自然霧境の保全には1タイ

プや1，タイプやような集居村の形式を持つ集落形態が有効である

ことがわかる。分散的な薪旧住民の居住地形態の軋合せの集落では

藍住化の規模が問嚢になり、義住化の規模が拡大すると自然環境粂

件も低下する。

（3）施設配置と道路構成

本項では、集落空間における薪旧住民の生活といった視点から、

調査集落においてそれぞれどのような特徴があるかを主に施設配置

（店舗、事業所等も含む）、道路構成等に注目して考棄する。さら

に、それらの施設や道路構成が今後コミュニティを形成し育成して
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いく上で、どのように考えられるべきかに言及する。考察のための

資料として、施設等のプロット囲、集落の共同活動が行われる「暑

所J　等を用いる。

はじめに、農村部における施設・道路構成についての一般的特鞍

を整理する。第一にあげられること虻、農村部において施設と言わ

れるものの建設が行われたのは∴　ごく近代に至ってのことであると

言うことである。従来、農村の空間利用の特徴は、いろいろなレベ

ルの空間が、機能的に固定化されずに、様々な形で重層的な利用が

なされてきた。農村の近代化は農村整備の合い言葉として用いられ、

重層的空間利用形態が、施設化の名のもとに機能が単糸化され、効

率化が計られてきた。これらは∴　道路整備にも見られる傾向で、　r

みちJ　として多様な機能が重層的な利用でなされてきたものが、道

路の直強化、拡幅、側溝の三面コンクリート化等にみられるように

近代化が進められてきた。第二にあげられることは∴　農相的な重岡

は∴　それぞれのレベルのなかで居住者自らの手でつくられ、自ら管

理・運営されていたと言うことである。近代化によって、施設化が

進められるにしたがって、空問（特に公共的空問）の多くは∴　居住

者の手から謙れ、公共団体に移管されていった。これらの一連の領

向は∴　一面では、農業生産性の向上、資源の効率的利用、空間管理

における繁雄さからの開放等の面では改善は計られたものの、一面
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では∴　失われたものも大きく、農村の重岡利用の重層健、自然賓境

と調和した循環的垂問利用、集落への愛着感、共同体意識等、様々

な局面にマイナス面が表れている。

次に、農村空間に関する特轍を臆まえた上で、新旧住民の居住地

形態の軋合せ別に施設配置・空間利用について考泰する。

1タイプの山田は、伝統的農村形態が比較的維持されている集落

であり、集落の神社・仏閣も格式の高い壁間形式をとっている。沿

道に蔑っかの商店と集落内部に商店があるが、集落内の商店はいず

れもよろず屋的な商店（写真5－8）で、単に物品販売に留まらず、

近所の人たちの立話しの暑・子供のたまり等・情報交換の巷等、集

蕗のシンボル的存在として、コミュニティ形成にも役立っているも

のと考えられる。集落の神社・寺は∴　伝統的共同行事の拠点として、

重要な空間となっている。さらに、これらに接して公園・ゲートボ

ールコート等が整備され、集落行事の中心となっている（写真5－

9）。しかし、神社・寺等の文化的施設は、集落の伝鹿行事が行わ

れる尊として旧住民にとっては重要な空間となっているが、新住民

（特に来任薪住民）との関連は希薄になっている。公園は、台地斜

面を利用して神社境内につくられており、眺望の良いところにある
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が休日には子供達はこのようなところが遊び着として余り使わず、

集落内のみちが遊び葛になっていることが観察された（写真5－1

0、5－11）。集落内の道路は∴　コミュニティ空間として農村特

有の　rみちj　空間としての役割を持ち、農業生産・老人の散歩の尊

・子供達の遊び葛等、様々な使われ方が観察される。しかし、この

集落の尊台は、これらの空間的ストックを持ちながら、それらは、

新住民にはコミュニティ形成の場としては余り機能していない。薪

住民住宅は、これらの施設から最も遠い位置にあり、3タイプで観

棄されるような空間の共有化は難しくなっている（図5－17夢魔）。

1’タイプの東諸州では公民虎と広等が集落の活動の拠点となっ

ている施設で、大部分の共同活動がここでなされている。さらにこ

の公民館と広尊の土地はもともと、集落の共有地であった考所であ

る。公民鮨建設．玖苗にも共有財産として様々に利用されてきており、

住民意識としてもシンボライズされている。この集落には神社があ

るが現在では集りのときに集落の役員がお参りに行ったり、神社揃

陵がなされる程度でコミュニティ形成の瑞としては役立っていない。

以前は、集りも盛大で集落住民の心の拠り所となる空間であったと

聞く（ヒアリングより）。道路構成は、列材であるゆえ道の両側に

民家が立ち並び交通量も比較的少ないために落ち着いたたたずまい

を形成している（写真5－12）。
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1’タイプのなかで25軒だけで、母集落である東諸州から自給

会を独立させた薪東諸州では、独自の集会所や公園等の施設を持つ

ことが出来ない。そのため、集会などは役員の自宅や各戸もちまわ

りで行い、運動会の♯習なども近所の空き地を利用するか、住宅の

まわりの道を走る回るなどの工夫をしている．自宅まわりの道は他

にもテントを張ってバーベキューパーティーをしたり子供の遊び着

になったり、主婦達の立話しの等となる等の重層的な使われ方がな

されている（図5－18参腰）。

2タイプの問申椿では∴　北端部に国道が通り、店舗の集硬も見ら

れる。公共的な施設としては集会所・集荷所が3箇所、神社、寺等

であるが、共同行事においては∴　それらが巧みに使い分けられ、さ

らに集落の範囲が広いことを補うために、集落を3つのブロックに

分け（それぞれは∴　元は一つの部落であった。）、それぞれが出荷

所を共同行事にしたり、畑を鹿時のソフトボールグランドにする、

個人住宅をもちまわりで利用して、薮単位の会合を行う等、複合的

な御用形態が見られる．当集落では薪旧住民が分散的に分布してい

るため道路空間においても、他のタイプに比べ共有する部分が多く、

新旧愛護の専となる機会が多い。さらに新住民の中に、来任新住民

ばかりでなく旧住民と血縁的つながりを持つ分家（新宅新住民）が

空間的にも分散しており、血縁性を持たない新住民とのパイプ役と

23る



なりコミュニティ形成に重要な役割をもっていると考えられる（囲

5－19参照）。間中橋と同様に高崎にも吸た儀向が認められる。

高崎の寄合には街道沿いに商店・小学校・郵便局・集会所等を持ち、

比較的利便性に富んだ集落を形成している。高崎の暑合には旧住民

集落を取り囲むような形で小泉模な新住民の集団が張り付いている

が、問申橋と同様に血縁薪住民と来任新住民が入り混じった形態を

とっている尊台が多い。このような壁間配置は∴　薪旧住民の交流あ

るいは血縁新住民と非血縁新住民とが集落空間を共有することが可

能であり、新たに薪旧住民の地縁性を再構成していく上で一つのポ

イントになると考えられる（図5－20夢魔）。

3タイプの諸州西部では、集藩の中央に国道が通り、またこの集

蕗が町の中心部に隣接していることもあり、道路沿いに旺商店が並

ぶ。他に集会所・広考・幼稚園・職業誹練横があるが集会所は舌川

西部の総戸数（481戸）を考えると余りに規模が小さく、自治会

全体の活動の拠点とはなり得ず、総戸数の中の1割程度である旧任

民が中心的に利用しているにすぎない（ヒアリングによる）。子供

の遊び巷としては、主に訓辞槙の校庭が使われ、複合的利用（学校

側は正式には認めていない）が行われており、新住民、旧住民の子

供達が入り混ざって遊んでいる。道路構成は∴　中央に走る国道・南

北に走る道路とも大部分が通過交通であり、コミュニティは分断さ
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れている。通過交通の裏側の道は∴　薪旧住民に空間的に共有きれた

空間であり（写真5－13）、コミュニティ形成上有効な重岡にな

り得ると考えられる（図5－21参鹿）。

4タイプの城山では、公園・集会所は計画的に配置されており、

それぞれ有効に使われている。団地周辺の集落との関連はほとんど

なく周辺の農村的景観を楽しむことを陵いては、空間的ストックの

活用とはなっていない。しかし、子供達は周辺の集落にも遠征し、

集落の中で薪旧住民の子供達が入り混じって遊んでいる姿も見受け

られる（写真5－14、5－15）。

本項では、幾つかの事例を通じて、施設配置・道路構成を中心に

コミュニティのなかでの利用状況を見てきたが、薪旧住民の居住地

形態の叔合せとの関わりから見ると、薪旧住民の施設の利用状況が

高まるのは、2タイプの分散的な形態紺の阻み合わせによる尊台であ

る。しかし、3タイプのように分散的形態でも大規模に混住化刺

すると施設利用昧急激な変化に対応できず混乱する傾向にある。

1、1’タイプのように母集落の形態が集居村の釜台はこれらの

設＿＿妊旧優良には有効に機能するが新住民では余り生かされない。4

タイプのような団地型の尊台には周辺集落のも‡つ空間的ストックは

ほとんど活用されない、ことが明らかになった。
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．玖上、本俸では各項の分析から が壁間的ストック指標と

して、薪旧住民の居住地形態の軋合せの僚由把握， の露持、

讃利用の効率の把盤の面からみても有効であることが確認された＋や

注・参考文献

1）ここでは薪住民居住地形態から見て、より典型的な集落に限っ

て分析した。

2）アンケートはそれぞれの項目についての評価を　r満足j rやや

満足J rやや不満足j r不満足J　の4段階で開いており、表5－3

では、調査対象者の中で肯定的な回答をした（「満足J　と　rやや講

足J　の評価をした）人の割合を哀している。

3）集落形態については第1章の先行研究でも述べたが、ここでは

「失噂仁者、日本の集落、古今書院、1967J r柳沢永一、集落形態

と混住化の動向、筑波大学修士論文、1981J　から主な知見を得てい

る。
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第6章　温佳化集落に踊る居住環境室鮎ついて
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第6華　麗鋸は蕗における居住環境整備について

1、各類型の相互関係

以上、各章においていくつかの混住化にかんする類型が検証され

たが、ここではそれぞれの類型の相互関係を考棄し、計画論として

の位置づげを行う．

はじめに、今までで検証された各類型をもう一度、計画論的側面

から整理すると次のようになる。

①広域レベルでは　r地域社会類型J　から、各市町村におけるそれぞ

れの類型の特性や同意点が整理され、計画論的に見ると、広域での

混住化地域の評価が可能になり、市町村の選定（計画対象の決定）

が可能になる。

⑧次に広域レベルで選定きれた市町村内部の各集落の問題に移る。

集落レベルでは、4種類の類型を認定しているが、それぞれの意味

を、計画論的に位置づけると、ストック指標である「むら柄J　と　r

監農形態J　は、混住化の受け入れ側を整理する指標と考えることが

できる。すなわち、この二つの指標を組み合わせることで、藍住化

の受け入れ僻の評価が可能となり、集落の選定（計画対象の決定）

：払4



が可能になる。つまり「むら柄」によって集落（本市住民の受け入

れ側）の連合的な社会集団の評価が可能となり、　r集落形塵J　によ

り居住環境条件の鎧合的な評価が可能になる。

③実態指標である　十地域社会類型J　と「新住民居住地形態J　は、

が集幕に流入する際の壷 垂億方式や政糞）を垂理する

監査と考えることができる。すなわち、この二つの指標を組み合わ

せることで、混在方法の評価が可能となり、整骨方式の選定が可能

になる。つまり「地域社会類型J　によって流入する新住民とそれを

受け入れる旧住民の社会集団の相性とも言うべきものの評価が可能

になり、また　r薪住民居住地形態J　により垂問の混在形態の評価が

可能になる。

㊨以上の手航きから、各集落に適合した整備手法が選定される。す

なわち1）広域レベルで市町村を選定し広域での計画兼題を整理する。

2）集落レベルでは、第1に受け入れ側である集落の条件を亜理し集

蕗の選定を行う。3）第2に整備手法の選定を行う。4）成上から、選

定きれた集落に適合した（壁間的、社会的ストックをいかした）、

整備手法が選択される。

これらの一連の護れを、本論で実際に得られた類型で示すと図6

－1のようになる。
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①広域レベルにおいて　r旧住民型j F各タイプ混合型j r新住民集

団型J　の市町村がそれぞれ選定され、空間的・社会的計画兼題が元

される。

⑳集落レベルでは、　rむら柄J　を「展河佐が大きい集落j r展鰐性

が小さい集落J　の2類型、集落形態を　r集居村j r散居材J　の2類

型とすると、「集居X展開性大J r集居X展園軽水J r散居X展開

性大j r散居X展開軽舟j　の4つの組み合わせができる．そして、

このそれぞれから混住化に遺した集落を選定し、また旺その集落に

ふさわしい混住化の在り方を考える。

⑧　r新住民居住地形態J　を　r集合型j r分散型J r団地型J　の3類

型、　r地域社会類型J　を来任タイプの類型だけに着日して　r各タイ

プ義合型j　「農家・新住民型J　の2類型とすると、その組み合わせ

は、　r団地型J　は「各タイプ混合型J r農家・新住民型J　に共通し

た類型であるから、　r集合型X各タイプ混合型J r集合型X農家・

新住民型J r分散型X各タイプ混合型J F分散型X農家・新住民型J

「団地型J　の5つの叔み合わせができる。このそれぞれから垂億方

式を選定する。

㊨⑳で選定きれたそれぞれの集落に⑧で選定された整備方式をあて

はめると、5類型のなかから適合した難型を選択することができる。

以下の各港においては、集落レベルにおける、⑳～㊨の具体的な

：弥7



各類型の適合を試みる。

2、実態指凛からみた整備方式

ここでは、地域重義、コミュニティ意識の両面から分類の妥当性

が確認された実態指標である「地域社会類型J　と「新住民居住地形

態分類J　を用いて混住化集落における計画的住宅地基億の基礎的粂

件について考素を加える。

藍住化集落を整備対象地域としてみた尊合、　r地域社会類型j・

「新住民居住地形遷」分類の叔み合わせで混住化集落の計画を境謝

することは整備手法を垂理する上で有効である。特に集幕外部から

の新住民の来任が伴う尊台には、集落内部の人間関係の質的変化、

居住婁境の変容に与える影響は甚大である。以下、来任新住民と旧

住民の関係が、最も中心的兼題になる各タイプ混合型と農家・薪住

民型に絞って、新住民居住地形態別に整備計画上の留意点を整理す

る（表6－1）。

各タイプ混合型の畢合では、来任薪、血縁新のいずれもが、表面

的には、多数を占める旧住民に歩調を合わせるが、旧住民の主導性

が強く、また、旧住民の問でも、コミュニティ意識から見るかぎり

農家旧住民は、追従的腐肉を示しており、農家旧住民と非農家旧任

民の分化が確認され、旧住民問においてもコミュニティは弱体化し

24曾



集落類型・空聞形態分離による闘発計頑上の倒忍点

トだ 痘 紅 合嘩 軋

新 任拝島色だ彰 ．
各タイプ混合型 ン蔦象 ∴舶 民型

集合型 開発可碓 園児可随

・母集落と若干鑓れた．坐I肌的 ・過大な新住民の兼任は不適．坐

なまとまりのある場所に．独 l札的には、新住民は独立的な班

立的な新住民斐団をつくる． 田でなくてもよい．

・血縁新住民を来任新住民の中 ・血鑓新住民を来任新任氏の中に

に混ぜる． 混ぜる．

・新住民問のコミュニティーは形 ・新住民閏のコミュニティは形成

成されやすいが．旧住民との 亭れやすいが、旧住民との穂撞

関係は疎遠になる． 的な交流は生かされない．

分散型
開発不適 偶発可能

・新任民間・の交流が少なくなり ・過大な新住民の粟旧は不適。新

旧作氏との交流も少なくなこ lH l三比の数を拾航させる．

とから点滅血でも、疎外感を ・虹I住比を按とし、そのまわりに

持ちやすい． 血絃新伐比と火は新住比を分散

・政策的対応としては新化比を 的に配置する．

コーディネ イトするような故 ・農村生：活を楽しむようなライフ

会計画が有効． スタイルを持つ来任新住民が好

ましく、混αコミュニティ形成

の可能性がある。

団地型
各タイプ混合型、血縁 ・兼任新住民型のどちらも開発可臆
・ある包皮大鱒損な新住民の来任が可能．しかし、コミュニティ形

成のためには、団地の胤軋 居住単位の大きさを枚討すべき．

・新住民のイニシアティブのもとで、旧住民を取り込んでの新しい

コミュニティ形成の可憶性がある．

・団地住民による母班蕗の幾皿ストックの机 Ilと比I住民による川地

闘発利益の享受を考えるべき．

封？



ていると言える。薪住民にとっても意識の面では不満も多い。空間

の形態の面から考えれば、非農家旧住民が多いことから集落内農地

の放棄、遊休化が進み農地の宅地転用が進む卓合が多くなると考え

られ、このような尊台には新住民の住宅地の形態は集幕内で分散的

になる傾向が強まると考えられる。このタイプの集落で分散的な形

態を取ると、新住民問の交流は限定され、旧住民との交流も形成き

れにくいことから意義面でも疎外感を持つことになる。従って、こ

のタイプでは∴　できるだけ既存集落とは独立させ、薪住民居住者同

志が集合的形態を持つように配置し、新住民問の連帯性を高めるよ

うに考えるべきであろう。この際、血縁新住民を兼任新住民の中に

混入させることは、旧住民との仲介役として有効であろう。やむを

えず分散的な形態を取る考合には、改発的対応として、新住民集団

内の自治性を部分的にしろ認める等の薪住民集団をコーディネイト

するような社会計画が有効となると考えられる。また、このタイプ

は、旧住民が多いこともあり旧来からのしきたりが遵守され、新規

来任新住民には合理的説明がつかない釜台が多い．旧住民側でも集

蕗のしきたりなどの不透明感を排除するような方糞が璧払要であろう。

農家・新住民型の寄合では、集落内護の非農家が此鞍的少ないタ

イブである。従って、各タイプ混合型のように旧住民が農家と非農

家に分化していることがなく、来任新住民の参入を実期にして双方
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を含む新たなコミュニティを形成しやすい。特に新旧の教が括坑し

ているような寄合では、農家は行動、意歳の両面から見てコミュニ

ティ志向が強く、血縁新住民や来任新住民でも意義の面では連帯性

をもつことからコミュニティ形成の可能性がある。新住民居住地形

態から見ると、旧住民では農家が多いことから農地の宅地化が急激

にすすむとは考えられず、計画的にも対応しやすいタイプである。

分散的である尊台には∴　旧住民、特に農家との愛読が進み、農家の

対応に協調性がある尊台では∴　農業の発展を期待しつつ新住民の住

宅地も形成きれると言う好ましいコミュニティ形成が可能となる。

また，このタイプでも血縁新住民が適当に配置されることは、新旧

住民の仲介役として有効に機能すると考えられる。この尊台、新任

民は農家及び農業に対する理解が必要で、農村生活を楽しむことの

できるライフスタイルを志向する居住者の螢合には、好落果が期待

される。このタイプでも、藍住化が過度に進展し新住民が量的に庄

倒的な数を占めるようになると、農家が相対的に不活性化し協調性

を欠き、コミュニティも形成されにくいと言う状況になる。また、

農業に対する無理解と不満から新住民との庄れきが増し、農業の生

産環境も悪化しやすい。このようなタイプで集合型になると、新任

民間のコミュニティは形成されやすい反面、旧住民との楼握的な糞

譲は生かされず対立感倍のみが強調されやすいと考えられる。
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J

新住民居住地形態が団地型の場合吐、旧住民との交議は少ないも

のの団地内部での地域交議やコミュニティ意義は他の形態に比べて

良好で、各タイプ混合型、農家・新住民型の何れにも適応可能であ

る。集落内の既存の空間的ストックを活用できないため整備費用が

増大し、居住者の負担は大きくなるが、このことがかえって軽薪的

に余裕のある新住民を選択的に迎え入れることになりコミュニティ

形成にはプラスになるという面も考えられる。
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3、ストック持寄からみた集落の評価と住宅地盤億

前奇では、実態指標として　r地域社会類型J　と　r新住民居住地形

態J　を用いて住宅地整備計画の基礎的条件について考案した。　こ

こでは薪旧住民の定住の舌条件を整理したうえで、ストック指標と

して「むら柄J　と「集落形態J　から受け入れ側としての集落の評価

を行い、さらに具体的な住宅地整骨の方法について試論的に示した。

（1）旧住民から新住民への期待

①集落の　rむら柄J　による違いはあるものの一般には∴　来任新住民

に対して、一定の範囲内で、伝統的な地域の慣習（しきたり又はル

ール）への協力、理解が求められている。そうした了解なしに阿始

された従来の新住民の流入は、着果として、（例外的なケースを陰

き）どちらかがやむを得ず我侵するかトラブルを起こすかのいずか

になっている。

⑳ただし、集落自体の内部にも、厳しい慣習の遵守に対しては、意

讃面での積坑が増大しつつあるので、慣習そのものの柔軟化が進行

するものと思われる。新住民の地域への参加がその方向への推進力

になるとすれば、むしろ集落の再活性化へとつながることが期待き

れる．したがって、参加しつつ改善する、という姿勢が何より求め

られるものである。

⑧現状での（今回の調査対象集団についての）新住民の多くは∴　地
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域での活動、コミュニティへの参加に関して、経済的、時間的にあ

まりに制約がありすぎる。もっと余裕のある新住民、独自の生活ス

タイルをもった新住民の流入が求められる。

（2）薪住民側の期椿

1）地域の生活環境についての条件

◎多くの新住民は、決して高度な都市的生活環境を求めている談で

はない。むしろそれらの点はある軽度あきらめており、逆に田園展

貴や自然桑壕の良さといった、都市部では得られない要義に期待を

しているのである。したがって、自らはこの地域に流入するとして

も、それが大量の開発につながって、自然景観等が破壊されるので

は全く救いのないことになってしまう。田園（農業）や自然（山林）

の適切な保存が整備と同時に計られる必要は大きい。

⑳しかし、最初は生活の便利きに大きな期待はかけていないといっ

ても、しばらく住むにつれて、やはり不便さが身にこたえてくる。

この不便さと、次項で述べる付き合いの重苦しさが、転出を決意き

せる大きな理由のひとつなのである。したがって、急激で大規模な

開発は前述したように新住民にとってもマイナスであるが、少しず

つ便利になっていく、という実感が求められており、少量、長期の

整備戦略が必要ときれる（補論B参鹿）。

2）新住民の多様な生活スタイルに適合した整備の条件
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①現在、藍住地域に居住する新住民のマジョリティは、他の条件は

犠牲にして、自らの経済的能力のギリギリの所で1戸建て住宅を求

めてきた人々である。この人々は、やむを得ずこの地域に来任した

のであって、ここで豊かな地域生活を営むことが可能かどうかは一

檻にはいえない。むしろ一般的には、困難が予想され、定着に岩び

つかない尊台が多いことが予想される。

⑳しかし、少数ではあるが、中には自分なりの明確な生活のイメー

ジをもって、選択的に来任している人もいる。たとえば、退職後、

趣味の劇作活動に没頭するために譲入してきた人、自然環境との宕

ぴつきを求めててくる人、余裕のある子育てを考えて来任する人な

どである。しかるに、藍住地域の現状は∴　これらの地域にとって本

来歓迎すべき人たちの希望や期待に応える方法をもっていない。し

たがって、この人たちは新住民の中でも孤立し、下手をすると挫折

感を味わっていることさえある。

③このような意図的な新住民に対して、例えば劇作的志向の人たち

を複数まとめて行う整備とか、土を求める人たちのための菜園の用

意や農協での受入れ、措導体葬の協力とかのようなきめの細かい対

応を、自治体・農協・ディベロッパー等が問に立って行うことが大

切である。

3）新住民からの旧住民への希望
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①新住民の多くは、必ずしも旧住民との交流を嫌っている訳ではな

い。むしろ交流によって利益を得ること（地域での生活に必要な情

報、厚い人情に触れること、農産物の入手など）の方が多い。祝佳

地域では∴　旧住民の方が圧倒的に持てる者なのである。それにも閑

わらず交流が大きなものに発展しないのは、それが地域の償習にま

き込まれるという危惧の念が強いからである。旧住民が考える以上

に、新住民にとっては、慣習的な地域の行事やメンバー間の儀礼的

付き合いは重荷なのである。この点の柔軟な対応がない限り、一体

としてのコミュニティの形成は期待薄といわざるを得ない。

⑳集落には∴　公民鋸、寺、神社、茎、入会地としての林地など、共

有（旧住民）の空間的ストックが豊かである。しかしこれらが新任

民に開放されることは例外的と言える程少ない。もともと旧住民に

比較すれば極柴に狭い貴地と住宅しか持たない新住民にとって、共

有の空間が公共的壁間として躇放されることは大きなメリットであ

る（補論B参照）。しかし、そのためには、薪住民側も何らかの垂

間の提供が必要になろう。重態はこの辺の所を十分考慮に入れる必

要がある。

（3）　rむら柄」による条件の違い

◎農村集落にとって、混住化することがそのまま　rむらの崩壊J　に

つながるものではなく、集落の社会的体質「むら頼j　に適合した整
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億の条件を考えれば、それを英機として　rむらの活性化J　に結び付

く可能性がある。

⑳4葦で、　rむら柄」は拘束力、展開健、協調性で把握できること

を述べたが、整備の可能性と結びっけて考える寄合には、主として

展開性で　rむら柄j　を表すのが適切である。拘束力は何れの集落も

ある程度高く、協調性は現実に薪住民が流入してはじめて測定可能

である。展誇性は新しい状況に対する集落の柔軟な対応力を表し、

混住化という局面でみれば、その大小は開放性、閉鎖性を表すと言

える。

③展膵性のある集落は新旧住民間の摩擦が相対的に少ない。旧住民

の働きかけで新旧一体となったコミュニティを形成する可能性があ

る。一方、展開健がなく閉鎖的な　rむら柄J　の集落は　村の活力に

乏しく、混住化には適さない。

（4）「集落形態」による条件の違い

①農村集落はその立地条件形成要因、成立時期などによって多様な

空間形態を示すことは鹿に述べたが、空間的ストックとしての特鞍

は、マクロにその集散の形態で表すことができる。すなわち集農村

と散居村である。集農村は塊状または列状の比較的コンパクトな斐

蕗で、居住領域内に農地や村地などは大きく戎っていない。成立時

期の古いものが多く、台地と低地の接続部分また娃低地内の徴高地
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に立地している等合が多い。農業は主として水田積作である。一方

散居村は、分散的で一戸単位または敷戸単位の居住領域からなり、

その間に広い農地や林地を持っている。成立時期蛙比較的薪しく、

台地上部に立地するものが多く、農業も畑伴を中心としている。

⑳この集落形態は、混住の起こり方に大きな制舟条件となる。斐居

村では、既往の居住顧域内に新住民が混合して居住することは事実

上不可能であり、その外周部または護れた璧所に新しい居住儀域を

形成するしかない。一方散居相の尊合、農業者と農業を破壊しない

かぎり、大きくまとまった墓億は不可能であり、既往の小単位の居

佳領域の問にはめ込むように、小泉凛な妾億を行うことが現実的で

ある。

③平坦部に藍住化がすすむ歩合は、ミニ鰐発タイプの小規模な宅地

化がすすみやすい。この場合、ミニ開発住宅を、磁束の集落におけ

る　r坪J　のようなイメージで凍え、周辺農村の景観と調和するよう

な形態・色藩を選び、ひとつのミニ開発住宅地を単位として屋敷林

を残す等の工夫が必要である。また、住宅においては、農家住宅の

要義を取り入れ、小さな土間、フレキシブルな間取り・縁側などの

セッティングを考える。

㊨集薄から独立した住宅地の整備を進めるときは、地形的にまとま

った単位を選ぶことが、空間としての一体感をもたせ、また過度の
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スプロールを防ぐ面からも望ましい。

（5）　rむら柄」と　r集落形態J　による集落の評価と整骨方法

最後に、混佳化地域における計画的住宅地婁億の方法について考

祭を加える。整骨蛙特定の地域空間を対象に行われるものであるか

ら、まず垂傍の受け皿としての地域側の条件、ここでは集落の条件

を問嚢にしなければならない。実際に存在する集落吐、1つ1つが

独自性をもつ個性的な存在であるが、亜儲対象地域としてみた尊台，

rむら柄J　と　r集落形態J　との2つの条件の重ね合わせによって、

．玖下に示すような4つの基本類型（プロトタイプ）を考えるのが適

切であるろう。　この受入れ側集落のプロトタイプによって、そこ

での薯骨の可否、整備の親横や位置、流入新住民についての条件（

ライフスタイル）薪・旧の混合・分まのしかた、旧住民の役割など

がほぼ規定されるものと考えられる。

2印



＜むら柄＞

開放的集落

（展開健太）

閉負的集落

（展顔性カヽ）

＜集落形態＞

集居村－…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一開放的集居村

散居村　一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一儲鹿的散居村

集居村一一一一一一一一一一一一一一一一一－…一一一一一一一園鎖的集農村

散層村　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一閉鎖的散居村

表6－2は∴　タイプ毎の垂億条件について、2瀞における実態措

凛における垂借方式の検討結果を組み合わせて試案的にまとめたも

のである。また、図6－2はその空間的イメージをモデル的に哀し

たものである。各プロトタイプと前節における実態編凛による整備

方法の親み合わせは基本的には図6－3に示すとおり（国中で嘉棒

で示した類型が適合する整備方式）である。

1）開放的集居集落

この号合、既存集落内部に来任新住民が混合的に居住することは

現実には考えられない。集落外側に保有する山林または畑作耕地に、

比較的まとまった新住民の薪集落を整備するのが遵当である。　こ
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れまでの整骨でも、このような方法は一般的であるが、本研究でも

明らかにしたように、こうして整備された新住民のコミュニティと

旧住民の集落との受講は自然に生まれるものではなく、互いに無阿

係に併存していることが多い。末端の生活単位（自給単位）レベル

では新住民だけのコミュニティを形成し、その上のレベルでは近隣

の既存集落と適切な交流関係を発展させるような方針が有効である。

そのためにはために旺、．玖下のいくつかの計画腐劇をたてることが

必要である。

◎規模が大きすぎると薪住民間の結びつきが弱くなるだけでなく、

近隣集落との良好な関係が生じる機会も減少するので、在来集落に

おけるひとつの区（一般的には自爵会の単位）軽度が適当な親環と

思われる。戸数では50～150戸程度である。空間的には、地形

や林地によってひとつのまとまりを視覚的にも感じさせることが望

まれる。

⑧さらに重要なのは∴　この薪集落に、近隣旧集落の血縁、地縁を持

つ新住民を計画鞄に混在させることである。この薪集落と旧集落の

中間に、子供の遊び葛を中心とした共同利用施設や日曜菜園の用意

が欲しいところである。このタイプの場合、流入薪住民については∴

とくに限定する必要旺ないが、比較的余裕のある生活をできるよう

な中程度以上の所持階層であることが望ましい。
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2）開放地歌居集落

散居村は、台地上で畑作の占めるウェイトが大きく、比較的歴史

の浅い集落が多い。畑作の穏合に必要となる農業軽骨の近代化の要

請と、歴史が浅いために比較飽強くない伝点的しきたりの束縛力と

から、散農村の堤合は隋故的な体質の集落が多い．

この尊合は、集落の内部に広大な林地や耕地があるので、ここに

新住民を計画的に流入させる方法が考えられる。しかし、このよう

な空間的な京菜のレベルで新旧の患住を行うには、きわめてデリケ

ートな配慮が必要である。

まずここに譲入する新住民は、特定のライフスタイルの農村居住

希望者が逼する．そして住宅地比、それぞれのライフスタイルに連

合した条件、たとえばか菜園付き住宅とか広い敷地の住宅とかの粂

件を満たす、水準の高いものが不可欠である。住宅地は大きくては

ならず、逆に1戸1戸バラバラでも適当でない。ひとつの班または

軌を形成できる程度の裁模，戸数にして10（′20戸程度が良いと

思われる。これは、ヨーロッパにおける小村（H a ml e t＝ハム

レット）が相当する規模である。したがってこの方式をハムレット

方式と呼んでもよい。ハレットはひとつの集落の中にいくつか整備

されるが、それぞれ特色を持つことが望ましく、その特色はそこに

流入する新住民のスタイルによって決定されたり、血縁新住民中心
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のハムレットであったりすることが望ましい．

こうして、意欲的な農民と意回をもった薪住民とが、異質を前提

に協力して新しいコミュニティを形成していくとすれば、最も費の

高い混住コミュニティが形成される可能性が大きい。

3）園鎖的密居集落

このタイプの集落では∴　住宅地婁倭を行うこと自体が不適当と思

われる。どんな方法をとっても亜億は薪旧住民の問にトラブルを生

じ、どちらにとっても良好なコミュニティを形成することに結びつ

かないからである。このような集落では内部からの混住および血縁

新住民の濫住が自然に進行することによる変化と、農業サイドの近

代化の努力によって、開放性が徐々に強まるのを待つしかない．

4）閉鎖的散居集落

このタイプの集落では∴　すでに旧住民としての実態的なコミュニ

ティは脆弱なものとなっていることが予想されるので、これを申接

にして地域像を考えるのは不適切と思われる。むしろ薪住民のイニ

シアテイブのもとで、l計住民を取り込んだ新しい地域を形成するこ

とが課題となる。従って、腐劇的には、集落の全域を対象とする面

的な整備方法、飼えば、農住壁土地区商整理事業などが適している

と思われる。旧住民は、貸し農園、観光農業などの質的転換によっ

て薪コミュニティに参商することが望ましい。この寄合には、新任
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民のタイプについては∴　一般的な宅地扁要層が憩室きれる。
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補論A　都市一農村計画摘譜
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祐論A　都市一農村計画の系譜

1、ハワードの田園都市とその前後の展開

都市一農村系のありかたを変革、再編することによって新たな社

会を構築しようという構想は、3つの潮流を成している。渡辺1）は

次のようにまとめている。

①都市と農村との矛盾・対立を資本主義社会における基本的矛盾と

して捉え、革命による社会主義の実現により解決しようとする試み。

⑧資本制社会の枠内における解決羊で都市・農村それぞれの欠陥を

除去し、長所を結合した新しい第三の生活空間を創造することによ

って、両者の矛盾を一挙に解決しようとする田園都市の試み。

③資本主義・社会主義を、ともに近代工業化社会の体制として捉え

都市化が両者に共通した方向である以上、その解決は近代工業化社

会そのものの根本的変革の中から展望される新しいパラダイムの構

薬によって達成しうるという思想。

第一の社会主義的都市農村対立の揚妻は∴　これまでの社会主義者

国では実現されていない。第二の田園都市論の系譜は豊富な実践の

系譜がある。第三の新しいパラダイムの構築による解決は∴　近年台

東してきたもので新たな社会システムの構想として、様々な議論を
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展開している。ここでは西欧における第二の田園都市の系譜を垂理

することにより、それらの計画や計画論にみられる理念について考

案する。

田園都市論についてはエペネーザ一・ハワード2）のGARDEⅣ　CITY

がはじめて体系的にまとまったものとしては代表的なものである。

しかし、ハワードの田園都市以前にも、ユートピア思想の系譜と実

際に彼自身のヒントにもなったと言われる19世紀における実験的

な田園都市の先趣的試みが見られる。それらを以下に示すと31、

●レオナルド・ダ・ビィンチの田園都市案

大都市の環境悪化を除去するために、人口3万人の小都市を田園地

域に分散させて建設する計画。

●ロバート・オーエンの工場村案（1816年、イギリス）

労歯音の自給自足的共同生活の実現を目指しており、その概要は申

心に学校、子供用宿舎、共同調理所などがある労働者の居住区を設

け、それをとりまく周辺を農地にして労働者に分割したものであっ

た（固A－1参照）。

●ジェームス・シルク・バッキンガムのビィクトリアの建設計画案

（1849年、イギリス）

中心部の土地に住宅・商店・工場・倉庫・学校・教会などを建設し

それを農地で囲む桝型の都市で農業コミュニティと工業コミュ二テ

26？
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イの結合をはかった。

●クルップの職工農相（1865年、ドイツ）

クルップが経営する職工とその家族6万人のために、広大な名地区

に工場を移転し、収入に応じた職工家屋の建設、各種学校、慰安院、

図書館、共同販売店などをもうけたものである。

●アレキサンダー・T・スチュワートの田園都市（1869年、ア

メリカ）

労働者のための模範的な住宅地をつくり、公園・クラブハウス・並

木街等を持つ理想都市として、これをGARDEⅣ　CITYと呼んだ。これ

は田園都市と言う言葉が始めて使われた鯛である。

これら一連の欧米諸国の動きは、スラム等都市労働者の劣悪な生

活環境を改善しようという機運のなかで発生したものと位置付けら

れる。また、ロバート・オーエンやバッキンガムの計画案等の諸説

や動向はハワードにとっても有力なヒントになっており、ハワード

の田園都市論はこれらの集大成として位置付けられる。

エペネザ一・ハワードは1悉98年、To鳳OrrOV；農　Peaceful path to

Real Refor鳳の中で田園都市の建設を提案した（回A－2参鹿）。

この中で彼はフィジカルなパターンが成立するための経済的条件と

しての空間権能的な面の論及に比べ田崗都市が成立するための条件

の追及に主眼が注がれていたと思われる。著書の中ではその多くの
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部分に建設費用、コミュニティの経常財政運営などの問題が取り上

げられている。彼自身の言糞によるとこの計画は①アルブレッド・

マーシャル等の巌織的人口移住運動に対する提案、⑳ハーバート・

スペンサーの土地保有の組織に関する提案、⑨バッキンガムのモデ

ル都市、の3つの提案の結合によって生まれたと言っている。ルイ

ス・マンフォードはこれらの独特の親合こそハワードの独創性であ

ると言っているが4、、ヽワ加ドの実際の評鹿は∴　後継者によって田

園都市運動が方法論的に科学的アプロ、－チがとられたという点と、

ハワ一一ド自身が実際に田園都市建設にあたり、これを完成させたと

いう点の2点によって成されると言える。柑99年田園番市協会が設

立され1903年に最初の田園都市レッチワースの着工がされた。レッ

チワースは基本的な考え方はハワードのアイデアであったが、ハワ

ードの理念よりも実際に讃計にあたったR．アンウインらの設計技

法のほうが重視されるようになった¢　レッチワースに引き続きウェ

ルウインが建設されたがレッチワースより様々な点で成功している

と言われている。

ハワードの田園都市論とその実現はその後の欧米諸国の都市計画

に大きな影響を与えた。フランク・ロイド・ライトの理想都市プロ

】ドエーカー・シティ日、C．A．ペリーの近隣住区理論いとその

実現としてのラドバーン計画等もハワードの都市分散論に立脚した
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提案である。これらのユートピア的な方法を転換させたのはパトリ

ツタ・ゲデスである。ゲデスもハワードの田園都市論から示唆を受

けたが、枚の方法は都市の正確な分析に基づいて計画を推進すると

いうアプローチをとった。彼は地理学、生物学、社会科学の素養が

あり、都市を人間とその社会の環境として把握しようという理念か

ら都市計画の準備段階として都市の分析的調査が優先すべきだと主

張した。今日の建築計画、都市計画の研究者の多くが都市の調査分

軒を重視する態度もゲデスに始まったと言える。ゲデスの思想が最

も明確に表れたのは、1911年に始まる「都市と都市計画の展覧会7）j

である。この展覧会の内容は、バレー・セクション、計画の起源、

中世の都市、ルネサンスの都市、大首都、田園都市、の6部門で構

威されていた。都市史でも計画的視点をもって説明された斬新なも

のであったが、この展覧会の特鞍はバレーセクションによく表れて

いる。バレー・セクション（国A－3参鹿）はヨーロッパの谷間の

地域のコミュニティ構造を云したものであるが、この中で都市計画

における地理学的コントロールの原理の重要性、コミュニティと職

業の関わり、歴史性と社会環境の関わりなど、人間の生活が多次元

なものとして把捉されている。さらに分析的アプローチをとりなが

らも、無機的にならず有機的な構成で分析を進めるのが特徴である。

以上のように20世紀前半の都市計画の実践と理論においてハワ

2顆
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ードの田園都市論の及ぼした影響は大きい。しかし、一方では彼の

真意は曲解きれて伝わることになる。・つまり　r田園J　と言う言葉の

ニュアンスだけが強調されて郊外のベッドタウンが田園都市である

かのような蕗覚が広まって一般に定着してしまったのである8）。職

場が遠く護れていたのではコミュニティが成立しにくいのは当然で

ある。また住居を申ふとした郊外都市のほうが職住併合の都市より

計画するのは容易であることから、交通機関の発達にともない都市

のスプロール現象が助長され、ニュータウン時代の到来を迎えるこ

とになる。ハワ】ドの田園都市論は、都市と農村を岩合して新しい

地域を作り出そうとした点では、まさに混住地域計画の元祖とみる

ことができるが、彼はこれを都市の個から一方的に見ており、それ

が置かれる農村の農相の個からの視点が完全に欠落している。その

証拠に、農地は市民のものであり、土地の入手が困難になると真っ

先に判られることになった。それはウェルインでより顕著である。

ゲデスの理論は、寵住化という視点から見れば地域の構造を多面

的に分析し評価しており、地域のストックの活用を計っているとい

う点では画期的なことである。これはハワードの理論には見られな

い視点である。しかし、彼の理論は∴　ハワード程の実現性を考慮し

た計画論ではなく、時代的背景もあり既存の地域に薪たな居住地を

計画することは現実には受け入れられなかった。
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2、日本における都市一農村の関係の系譜

ここでは∴　近世における都市と農村の関係、我が国における田園

都市論の影響とその後の展開について整理する。

近世になると農民たちは∴　あらゆる機会を握えで貨幣獲得に努力

し始める。都市は華やかな消費文化と多種多様な所得機会を提供す

る。そうした都市のもたらす中で農村はさまざまな対応を迫られる。

その対応の形態は多岐にわたるが大きく分ければ2つの方向を指向

する。第一は、農業部門の労働を振小または放棄して他部門の労働

につく脱農化、第二は、農業経営を拡充して商品作物等を主体に集

約的な商業的農業になること、である。古代から中世にかけて都市

発展の影響を徐々に受けてきた盤内の農村は近世に入って京都・大

阪の近郊農相として一一層農業の集約化を進めてきたgI。一・方、関東

では、江戸が急激に都市の親横が増大したため、近郊農村ではその

テンポに追いつかずに全面的な親政化が進んだ。そのような零細農

の多くは都市へと流出する例も多かった。腐劇的には東租体系下に

置かれ、専ら「農耕専一」であるべきことを強制されていた農民に

とって、本業とは責租生産のための稲作や自給食料のための殻作の

ことであり、そのほかはすべて「農問余業J r農間渡世J　に位置付

けられた。しかし現実には多種多様な余業が農業経営と宕びついて
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行われていたのであり、特に都市的裔要が増大した近郊農村で著し

く見られた。このように都市との接触が多く、都市へ出やすい地域

ほど都市への人口流出は著しい僚向がある。激しい人家減少の結果

は∴　益々、田畑の荒廃を招くことになる。都市においては、都市の

拡大、町葛化の進行や強制移転等で農業が続けられなくなった農民

たちが次第に脱農化して小商人になる一方、所持する田畑を利用し

て地主、家持化していった。近世における日本の都市は∴　多くが軍

事上の理由で出来たものであるが、武士や奉公人を除くと他の多数

は町にいる村民といったイメージが強く、また町づくり自体が農村

の事業の一つでもあり、西欧の都市とは異なり都市と農村を対立す

る関係ではなく都市と農村の連続した関係であったことが認められ

る。

近郊農村以外の尊台は∴　一般に都市への流出は少なく、村外との

交流は限られていた。村の生活はともすれば閉鎖的に捉えられやす

いが実は村外との交流は村の生活にとっても重要であった。木村10

）は村外との交蕊のセッティングを整理している。主なものをとり

あげると、年責の韓出し・市場へ行く・奉公に出る・寺社参拝・遜

礼・湯治などである。反対に村に入ってくる者もいたが、いずれも

族の者であり村に定着するものはなかった。柳田国男は　r村に入り

来る者」として、修験者・札売り・春駒・大農舞・神楽・万歳・猿
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まわし・巡礼・芝居・鍛冶屋・屋根葺・木地屋などをあげている。

以上のように近世における村では、近郊農村を中心として農村側

から都市へ流出することや、新田集落などようにの新たな村に戎出

するようなことはあるが、都市側から農村に入るケ一一スは、一過的

なものはあるものの、村に定住する鯛はほとんどなかった。

幕末から明治期にはいると明治維新の変革により、士農工商の身

分制度の撤廃、職業・移転の自由などの施策と産業構造の転換等に

より、農村からの人口流出、都市への集中がはじまった。特に産業

資本の確立期と言われる明治30年代は農村人口の大泉模な本市集

中が進行し、都市が発展しはじめた時代である。都市労働者の生活

が社会問題化する一方、農村の蘭でも農民歳出の濃化、農村の荒廃

が始まっていた。このような社会的背景のもとに、明治40年前後

に田園都市論が紹介された。当時、ハワードの著書を始め、数多く

の欧米の田園都市論とその実例が紹介された1日。その中の代表的

なものに内務省地方局有志によって刊行された「田園都市J　がある

1針㌦　この著書の中では西欧の経験に日本の文化も考慮しながら、

当時の田園都市の最初の動きを詳細に分析、紹介している。この著

作の中には単に西欧の尊顔をそのまま紹介しているだけではなく、

例えば「っとに泰西人士の唱道せる田園都市、花園農村に比してむ
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しろ優れることありとも、決して劣るとこらなきをみるべし。いわ

んやわが同胞の田園生活を尊ぶことは、つとに歴史の存するありて、

田園の趣味そのものが、わが祖先伝来の心裡に深き印象を留めたる

こと、由来のすでに久きものにあるにおいてや」13）等、日本の　農

村の再評価がなされ、日本における田園都市の適応について考察さ

れている。この中で青苗・農村の調和を目指す田園都市計画は2つ

の方向で考えられていた。「其の理想とせる所二あり、清新なる農

村の趣味を活用して現都市を改良し、又は新都市を造りて、大都会

に免れ発きの弊風を絶たんとすること其一なり。健全なる田園生活

を尊重して、之に加味するに都市各般の文明事業を．玖てし益々農村

の培養と其改良を固らんとすること英二なり。j　とあるように、都

市改良型あるいは新都市建設型と農村に都市的な要素を加えること

の2つが田園番市のイメージとして考えられていた。都市や工業の

個からは、前者の都市改良型あるいは新都市建設型の田園都市が考

えられ、そこでは∴　何よりも資本・労働関係の安定化と工業の能率

向上が主眼になっていた。農業の側での田園都市論は、農村に都市

の長所をもたらすことであった。また、都市住民を農村に迎え入れ

る寄合には　rもし卒然として都会の人士を薪農相に送り、ここに鳥

合の団体を造りたらんには、かならずや精神の結合をまっとうしえ

ざるべし。もしその精神にして自助の一一点を欠くことあらんか、事
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業の成功を望むは、むしろ不可能のことたるべLj14）とあるよ　う

に慎重に対応することを注意している。以上のように、田園都市の

日本への導入にあたっては、既成の農村を田園都市に再生すること

が加えられ、これはハワードの田園都市論には見られない独特の考

え方である。

このように各方面から田園都市建設の必要が強調され、具体的提

案もなされたが我が国においては田園都市的なものは実現されなか

った。その後、田園都市の思想は我が国においてもそのロマンティ

クな面だけが強調され、郊外住宅地の開発を促した。日本の郊外田

園住宅地の開発は、ほとんどが郊外電鉄会社によって行われた。こ

の現象は1922年頃から関西方面で始まり続いて東京近郊でも行われ

るようになった。これらは、当時としては必ずしも富裕な階層の住

宅地ではなかった15）。

3、現代における混住化への過程と課題

ここでは、現代の日本の混住化の状況を整理し、混住化への過程

と藍住化に対する認識について考察する。

我が国では、戦後の農地改革によって土地所有構造は寄生地主的

土地所有から自作農的土地所有に大きく変わったものの、農業経営

構造は零細及横の米麦中心の多角的経営組操を持った家族小農経営
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として基本的には変化が少なかった。所得倍増計画（1960年）に、

はじまる高度経済成長の過程で、社会経済の構造が2枚・3次産業

を中心に変貌するのに伴って、農業、農村も土地や労働力をはじめ

として生産物の内容・生産技術・流通機構、さらには農村の生活様

式に至るまで穏しい変化を生じた。農業・農村の変化の基本的背景

は∴　2次産業の発展が3次産業の発展を促し、都市的人口を増大さ

せ、地域差はあるものの全国に都市化の影響をもたらしてきた。

方、工業の発展は貿易の拡大を軸として経済の国際化を進めた。農

村の都市化としては、都市人口の増大により大都市近郊における宅

地化の現象は以前からもみられたがそれに拍車がかかり、また、か

ならずLも都市近郊ではない地域にも、交通射、交通手段の発達、

工業の地方分散、情報網の発達、3次産業の発展等に象徴きれるよ

うな都市化のインパクトを受けた地域は多い。その着果、非農家の

増大による農村内部からの混住化が進む一方、農家の次三男のUタ

ーン、Jターン現象に加え、都市住民が農相へ来任する尊台も、地

蔵高騰に伴う住宅取得の困難さから農村部に住宅を求めるケース、

老後の生活を自然環境が豊かな農村部で送ろうとするケース、新し

いライフスタイルを求めて農村に居住するケース等、極めて多様な

状況を呈しつつある。混住化が政策晦兼題として意識され始めたの

は昭和45年前後であり、はじめは農村地域における農家と非農家
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の都市的機能と農村的機能の混在であった。農村地域の来任混住が

問題になりだしたのは近年のことである。人類の社会発展史の中で

みると、第一に産業革命以来壁間的に分譲してきた都市と農村が、

重なり合った共通の地域を持つにいたったこと。第二に従来対立的

に捉えられてきた都市と農村の関係に共存の構造が出来たこと。こ

れらは、はじめての経験といえることである。

つぎにこれらの遵勢の基盤となってきた戦後の国土開発の経過を

みると16）、3次にわたる全国総合開発計画の開発方式は、◎一全

総の拠点開発、⑧薪金縁の交通・通信ネットワーク、③三全線の定

住圏整備、のように点・線・面へと拡大されてきた。一全総では∴

地方開発都市の整備を進めることによってその影響が周辺の農山漁

村へと拡大し、新たな経済圏を形成することを想定していた8　一重

稔では産業の配置・発展を重視する国士計画であったが、農山漁村

を生活の場として考えることは軽視されていた。薪全絵では、開発

戦略にプロジェクト方式を用いたこと、広域市町村圏を設定し交通

通信ネットワークの形成を通じて、都市・農村のすべてにわたって

ナショナルミニマムを進めたことが2つの大きな柱になっている。

農山漁村については、従来生産振興が中心であって、縫合的な計画

が欠けていたとの反省から、日常生活の広域化に対応した生産・生

活を通じた親一的な計画策定と施設整備が進められた。三全鎧にな
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ると、薪全港において具体的な対策に欠けていたとされる広域生活

圏にかわって、定住構想によって新しい生活圏を確立することが重

要課題であるとされた。農山漁村地域の生活圏は∴　住民の生活や生

産に応じて多様化しているとの位置付けのもとに、日常生活の拠点

である集落段階（居住区）での生活環境が基本をなしているとし、

都市に比べ立ち遅れている集落段階での施設整備を重視している。

4全盆の方針では、分散型社会への潮淀変化と自立・調和型社会の

形成を展望しつつ、21世紀に向けた国土計画の基本コンセプトと

して　r共生・ネットワーク型国土の創生」が示されている。今まで

の都市と農村の2分法的発想を超え、地域の特性を生かした都市と

周辺農山漁村との多様な共生と交流のネットワーク関係を形成する

ことである。このような文脈において、都市と農村の連帯と補完の

関係を強め、新しい田園型社会への展望が開かれることを意回して

いる。具体的な展開としては、第一に混住化を積極的に評価して居

住と生産の場が田園の中に展開していくこと。第二に都市から農村

に移り住む人や、都市と農村の両方に住宅を持つ人が出現する可能

性があること。第三に都市の居住者は都市では満たされないニーズ

を農山漁村に求めるなど、都市と農村の相互交流に拍車がかかるこ

と。等が考えられている。しかし、農村と都市の良好な関係は∴　こ

のような稔論的なメニューだけで実現するものではない。特に都市
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住民がリゾートや観光など短期的に農村と関連を持つ時は問題は少

ないが、温住化のように都市住民が定住する尊台は、農村側の論理、

都市側の論理を理解した上で、より具体的な対応が必要である。先

般、集落地域整備法が国会を通過したが、この法律も理念的には混

在を指向することがうたわれているが現実的対応は未解決の状況で

ある。

4、まとめ

本草では、欧米におけるハワードの田園都市論の前後の都市一農

村系の系譜、日本における近世から現代の混住化現象に至るまでの

都市一農村関係の系譜についてみてきた。

以上のおおよその検討からもわかるように、欧米及び日本のどち

らにおいてもハワードの果たした影響は大きい。前述したようにハ

ワードの業境は、◎時代的な計画の必要性に極めて適合していたこ

と。⑧ハワ旭ド以前の成果を統合することで自分自身の創造性を発

揮したこと。⑨彼の田園都市論そのものが、単なる理論の書でなく

具体的でブイ叫ジビリティがあったこと。㊨彼以上に彼の後継者た

ちが方法論的な面で理論化を進め、着果的にハワードの田園都市論

を展開し近代都市計画の先腱的後部を果たしたこと。⑥レッチワー

スとウェルウインという2つの田園都市が実際に建設されたこと。
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の5点に集約できる。しかし、彼の理論はレッチワMスの実際の建

讃に当たり、①工業の発展に対する予測が不十分で工葛地域の計画

がうまくいかなかったこと。⑳他の農業地帯との義合関係により、

農業地の大部分が果樹園や牧湯とされ、期待した近郊野菜の栽培が

行われなかったこと凸　など具体的な欠点も露呈しているが、これら

の欠点を発生させる廃園ともなったもっとも基本的な点で欠けてい

た視座は、第一に結果としてロンドンの衛星都市のようになり、孤

立封鎖的社会を想定していたために大都市との地理的関係を推定で

きなかったっこと。第二に都市と農村の関係を単なる平面的な地域

関係として捉えて空間的に競合したために、都市と農相の構造的な

社会関係を読み取れず生産と分配の方式をそのままにしながら、佳

という消費の方式だけを変えようとしたものであったこと。の2点

である。ハワード以降ではゲデスの成果が注目される。ハワードの

田園都市論が全くの新しい都市に人口移住を進めるのに対して、ゲ

デスは地域とのかかわりを強調し、コミュニティと職業の関係・歴

史性と社会環境の果たす役割など多次元に分析している。そこには∴

計画に先立って分析を重視する立専・地域のストックを生かし、人

間と環境系を重視する立寄が読み取れる。

その後の田園都市計画は∴　産業の効率化が図られたため職住分離

が進み居住地だけのニーウタウン開発がすすんだ。住宅地だけのコ
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ミュニチイ開発という面では、様々な計画論、洗凍きれた計画案が

輩出し、そこにおいては∴　コミュニティの形成は計画されたが　職

住一体のバランスの取れた計画論としてはハワ】ドから後退し、ま

た調査分析が重祝されたことをを除いてゲデスの理論もほとんど生

かされていない。

日本における都市一農村の関係は∴　近世の場合は、近郊農村から

都市に移住する例、農村部が市街地に叔み込まれる例（町場化）が

観察される。また、都市自体にも多くの農民がおり、西欧の都市と

は異なり都市と農村は一体的なものとして捉えられていた。

田園都市が日本に紹介されるにあたって、当時、新都市を建設す

ることと既存農村に都市的要素を取り入れることの2塞が考えられ

ていた。既存農村を田園蔀市にするような発想はハワードにはない

ことから、単に田園都市論をそのまま取り入れるのではなく、我が

国特有の受け止め方をしていたことがわかる。その時点において歴

史的経過からみた都市と農村の関係、日本における国土条件を考え

たときの新都市建設の困難さがよく認識されていたことが何あれる。

また農村に都市住民を受け入れるにあたっても農民と都会の人々が

新しいコミュニティをつくることの難しさや農村の自然環境に対す

る配慮も指摘されていた。この当時でもすでに、こうした都市と農

村の一体性、地域ストックの活用、人間と環境系の関わりが意識き
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れていたことは∴　それが実現きれなかったとはいえ今日の郊外化住

宅、近郊農村のミニ開発などと比べて比較にならない程豊かな発患

であった。しかし、その後の日本は工業の発展に伴い世界的超勢と

同様に産業の効率化が困られ　職住分護が進み居住地だけのニュー

タウン化がすすめられた8　国土開発にもその発想が潟的に表れてお

リ、1全能、薪全総、3全総と徐々に農村の立寄が重要視されてき

たが依然として都市整備中心の国土開発であった。4全幾にいたり

初めて本格的に都市と農村を一体化した多極分散型の国土計画が歌

われたのである。内務省の　r田園都市」が刊行されてから80年で

あるが、都市と農村の関係はようやく当時の言葉を使えば「健全な

る田園生活を尊重して、之に加味するに都市各般の文明事業を以て

し益々農村の培養と其改良を困らんとすること」タイプの国土開発

の計画がその達に付いたのである。しかしそれが単にユートピアを

目指すだけで終わらないためには、都市と農村の特性を考慮したよ

り具体的な手法が検討されなければならない。

以上、諸外国及び日本における都市と農村関係の系譜を概観して

きたが、これらの結果から攻めて本研究での基本的認識である　①

均質化から偲性化へむけた計画論の重視　⑧実態分析とストック分

折の叔み合わせの重視　③空間レベルの段階性　㊨人間一環境系と

しての接近　の意義が再確認されるのである。
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注

1）参考文献＊1，p6参照。

2）参考文献寒2参照。

3）参考文献務3のp15～49を要約した。

4）参考文献＊4参照。

5）参考文厳寒5参魔。

6）参考文献＊6参鹿。

7）cities and Tovn Planlling Exhibition

8）参考文献＊3，p89～91参虎。

9）参考文献寒1，p138～145，参考文献寒7

10）参考文献箪8，p178～194参腰。

11）参考文献寒1，p20に詳しい。
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補論B　藍住化コミュニティと空間形成

1、混住化の空間認識と空間構造

混住化を一つの混在現象と考えると、混在は異なる事象の親み合

あせの状況として捉えることができる。藍住地域の混在の状況を、

空間と人間という2つの要素に分けたならば、入間対人問の関係、

人間対空問の関係、空間対空間の関係、の3通りの叙み合わせが考

えられる。具体的にいうならば人間は新住民と旧住民、空間では都

市的空間と農村的空間ということができるから、異質なものの組み

合わせは①新住民対旧住民、⑧新住民対農村的空間、新住民対都市

的空間、⑨農村的空間対都市的空間、ということになる。◎の関係

は一般にコミュニティとして凍えられるが、⑧や⑧の場合は、適当

な用語は存在しない。ここで⑳の関係を「場J、③の関係を「接触

空間J　という名を与えることにすると、混住地域の計画にとってコ

ミュニティ形成はもちろん、　r巷J　や「接触空間J　も重要な概念で

ある。いずれも要素として都市的空間と農村的空間が関わってくる。

ここで農村的空間と都市的空間の特質を考えてみよう。

農村的空間、都市的空間といってもそれはいろいろな意味を含ん
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だ複合的な対立概念である。農村的壁間で連想される概念は、伝兢

的・自然的・複合的等々、一方、都市的空間で連想される概念は∴

近代約・人工的・機能的等々があげられる。しかし、語彙の概念親

定にとらわれずに、抽象レベルのままで空間構成を比較すると、本

研究における空間構成の分析からも明らかなように農村階空間は∴

自然立地形態であり、自然環境（風土）や自薦環境から演生した基

礎的な社会環境（風俗）に強く影響をうけた形態を取る。慈果鞄に

自然的条件、基礎的な社会条件が空間形態を規定し、形塵が風土・

風俗　を地域）の場所健を表すようになる。空間の単位は自然（飼え

ば地形）の単位となり周辺に対して固有な識別性をもち、必然的に

空間の領域が形成きれる。一一一一方、都市的空間は、人工的機能的形意

であり、壁間は人為的につくられる。そのため空間は棲臆栂になり

機能的要件が空間形態を規定する。人間が構築する空間は自然的条

件ほど多様性がないため空間は均質的になる。壁間は人工的に意味

付けられた単位に区切られ、境界も人為的に設定される　‖囲B叫1

参鹿）。

ここで人間と空間の関係を捉えるために、空間に対する認識を仮

讃的に以下の4つに規定する。

◎「私J・嶋エゴイステイクな自己的空間としての認識。利益動機に

支えられる。所有としての意識が強く働く。
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⑧「個＝・－パブリックの一部としての自己的空間としての認識。共

属動機に支えられる。使用としての意識が強く働く。

③　r共」嶋共同化された意識の捻体として、集団的人格をもった垂

間認識。

㊥「公」→第3者から与えられたものとして、人格化していない垂

問認識。

これらの空間認識の分類にしたがって農相的伝故的共同体的壁間

の構造と都市的近代合理主義的空間の模造モデルを考えると、

農村的伝親的共同体的空間の模造→　r儲J　と「共」で構成され、相

互に重なる部分がある。

都市的近代合理主義的空間の構造－　r私」と　F公」で構成され、相

互に重なることはない。

のように捉えることができる。これは空間認識と壁間利用の関係か

らも確認される。旧住民が認識する農相的空間は「腐j　的認識で形

成される「倍j　的空間と、「共」的認識で形威される「共J　的空間

によって構成されていると考えられる。旧住民は、「膚」的垂問で

は「腐」的な利用のほかに　r共」的な利用がなされ、　r共J　的な垂

間では　r共J　的な利用のほかに「頗J　的な利用も行われる。一方，．
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新住民が認識する都市的空間では「私j　的認識から形成される「私J

均空間と「公」的認識から形成される「公J　的壁間で構成される。

新住民は　r私」的空間では　r私」的利用は行うが、　r公J　的利用は

行われない。「公j　的空間は　r公」的利用だけに限られる。例えば

農村的空間では、農家住宅のような一つの　r個」を考えてみても、

それは私有のものでありながら、村人が集まるような場合があり、

そのまま　r共」的壁間にもなる。反対に集落内のみちのような場合

は、　r共」的空間であっても、腐人の農作業の巷として使うような

寄合があり、　r腐j　的空間になる。このように「個J　と「共J　が礎

々な空間レベルで重なり、未分化な状況が農村的空間構成の特徴で

ある。都市的空間では、新住民の住宅を考えてみると、個人の住宅

が公的な集まりの葛になるようなことはほとんどない。反対に公民

館のように　r公j　的空間は、個人の空間になることはなく、「公」

と「私」が重合せず明確に別れていることが特徴である。このよう

に壁間認識の違いにより空間の利用形藩は異なる。

つぎに集団の社会性と空間諾議の関係を考察するために、コミュ

ニチイ意識の分析によって得られた消極均一穫極的の軸と、新住民

一旧住民の居住者分類を用いて整理する囲B－2参腰）。空間認識

については空間の利用状況の領向から捻体的に判断する。

第1象限の「穫極的・旧住民J　の尊台の空間認識は、　r償J　と　r
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共」からなる。重合部分があるが柔軟に変化する。両方の関係は動

的でバランスよく調和する。第2象限の「穫極的・新住民J　の場合

では、「私」と　r公J　からなり、重合部分はなく明確にわかれる。

両者の関係は、動的であり、「私J　と　r公J　のバランスはとれてい

る。第3象限の　r消極的・新住民J　の場合は、「私」と「公」から

なり、　r積極的・新住民」の場合と同じであるが両者の関係は異な

リ、「私」が拡大し　r公J　は縮小する。第4象限の　r消極的・旧任

民J　の寄合は、「個」と「共」からなるが、両者は静的関係となり、

「共j　が拡大し「侶J　は「共j　の中に埋没するようなかたちとなる。

実際には混住化は薪旧住民が混在することであるから、空間諾意も

混在することになる。一般的には、新住民は、旧住民の「薗j r共」

空間がそのまま、「私J r公」的空間として認識され、反対に新任

民の「私J r公J　的空間が、旧住民には「償J F共J　的空間として

認識される．その結果、前者の葛合は問題は少なく、むしろ新旧住

民の関係がうまくいっている場合には∴　新住民は旧住民の　r個j r

共J　のいずれに対しても開放的な印象を受ける。しかし、後者の場

合には旧住民は新住民の「私J　が開放的であることを当然と考え、

「公J　についても個人的利用に対しても開放することを当然と考え

る。その結果、薪旧住民に意思の疎通がない寄合には∴　新住民は不

滴を抱くようになり、旧住民も新住民が閉鎖的であり続けることに
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不満を抱き、羞局、旧住民側の空間も新住民に対しては阿鼻的にな

るという図式である。しかし、それは集団の社会性によっては様相

が異なる。困B－3（A）のように薪旧住民とも穫極的な場合には、

上述の図式は若干異なる。すなわち旧住民の壁間認識は　r共」が東

まり「個J　が強まる。一方、新住民では「私J　が弱まり　r公」が強

まる。すなわちこのような寄合には「腐」と「私」、　r共J　と　r公」

の間にに相互作用（すり合わせ）が行われる。「私J　はコミュニテ

イの連帯性が強まるにつれて「侶J　に近づき、「個」はプライバシ

－の獲得につれて「私J　に近づくのである。「共」は平等性の高ま

りと調整の繁雄化につれて「公」に近づき、「公J　は自立性が強ま

るにつれて　r共J　に近づくのである。その結果、薪旧住民の空間諾

議は類似するようになり両者の関係は改善される方向に進む。囲B

－3（B）のように薪旧住民が消極的である寄合には、旧住民の「

共J　は強く　r個J　は弱い。新住民は「私J　が強く　r公」が弱い。南

者はいずれも静的であるため、相互作用を及ぼすこともなく、空間

の認識はまったく噛み合わない。

以上のようにコミュニティ意識のような集団の社会性が、空間の

認識にも重要な影響を及ぼすことがわかる。

このように農村的空間と都市的空間では、実意としての空間構成

・空間利用の形態・居住者の空間認識のいずれをみても、その構成
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原理がまったく異なる。特にコミュニティ意識との関連でみたよう

に集団の社会的状況により、壁間に対する認識の程度が異なってく

る。さらに、空間に対する認識が異なれば実際の空間利用も異なる。

本論で示したような　r集落類型j rむら柄J　といった社会的類型の

相違が直接に空間認識のパターン、ひいては空間の利用形態に大き

く影響することがわかる。

以上、空間構成、空間の認識、壁間利用の構造の基本的違いを理

解することは混住地域の開発を進める上で極めて重要である。もし

このような相違点を理解することがなければ、たとえ、表面的に垂

間が整備されたとしても、それらは実際には居住者から受け入れら

れず、コミュニティにおける混乱、空間利用上の混乱を招くことに

つながる。しかし、実際には、混住地域ではこれらの相矛盾するも

のが一体となるわけである。そのときに問題になるのは◎最初から

できるだけ矛盾が発生しにくい軋み合わせを選ぶこと。⑧矛盾点の

ある組み合わせであってもそれを打ち消すような方策を考えること。

の2点である。本論で想定している混住化は、あくまで農村地域に

新住民が入ることを前提としており、また地域の固有なものを生か

すことを基本的理念としている。そのためには農村側の国有性をよ

みとり、農村側に合わせた混佳化を考えることが基本になる。本論

では、社会的な立葛に加え、空間的な立場から固有性を想定した。
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またそれぞれの立葛において、現状分析的な面とストック分析的な

面を親み合わせて類型化を設定している。これらの類型による叔み

合わせで、適切な組み合わせを検出することができ、また矛盾点が

ある寄合においてもその問題点の把盤に有効な手段になると考えら

れる。

2、混住化集落における空間的ストックの活用とコミュニティ形成

ここでは∴　本論で述べた空間構成の様々な側面を概括的にとらえ、

それを開発し活用するための条件について考棄する。

従来農村地域に新住民の住宅地が開発されるときはほとんどが新

住民僻の条件だけで建設が進められてきた。そのような場合は集落

側の持つ空間的ストックはほとんど生かされることがない。また、

集落側の論理だけでは薪旧住民が混在した形鹿は実現きれない．そ

こでこれらの双方の視点を欠かさないためには薪住民側の空間形態

を評価する方法、旧住民側の空間形態を辞儀する方法の組み合わせ

による評価が有効であると考えられる。

混住地域の環境計画を考えるには∴　これらの2つの面からの検討

が必要である。そのために本論では、第一に新住民の空間形態によ

る行動パターンや居住環境に対する評俄を知るために、その指標と

して壁間形態分類を考え、新住民の住宅群の集合状況によりそれら
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の憤向が異なることを確認した。第二に旧住民個の空間ストックを

評傭する指標として集落形態が有効であることを確認した。

従来集落形愚が論じられる場合は、画一的に散村、塊村あるいは

山村、平地村といった農村内部の論理としての旗われ方が中心で混

住化形態との関連性について論じられた例は少ない。混住化を考え

る場合、特に空間的許容量を知ることが最も重要な課題となってく

るが、この垣合空間的ストック利用の条件として基本となるのは自

然環境条件と人工的ストックとしての集落既存の施設の条件である＼

と考えられる。自薦環境条件においては特に地形立地との関係が東

要で、集落が発達した歴史的過程、なぜそのような地形が選択され

たか、そしてその地形立地をどのように資蕗として活用してきたか

等の歴史を読んだ上で可能な許容量と開発条件を兄い出すことが理

怨である。何故なら、農村の特性として生産ばかりではなく、生活

環境においても自然環境を活用し生態系のバランスのうえで成立し

てきたものであり∴それが最も基本となるストック活用の見本にな

るからである。人工的ストックでは、集落における特殊条件が大き

いものであるが、空間的ストックの活用の観点からすれば、それら

を画一的に髪膚することを考えることより、今ある資源をどのよう

に活用していくか、どのような改良を加えたらより活用しやすくな

るか、といった視点が考えられなければならない。また、これらの
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壁間ストックの活用は、空間だけの改良だけでは活用につながらな

い。前述したように、新住民集団と　rむら柄J　の相性を考えた上で

それらがいかなるセッティングのもとにコミュニティ形成が可能で

あるかと言う点を把握した上で、空間の使われ方をセッティングす

る必要があると考えられる。集落形態はこれらの諸条件を総体的に

しかも簡便に把握するためには有効な指標となるのである。

次に、コミュニティ形成のための車間のしっらえについて述べる。

空間には様々なレベルが存在する。．以上述べたように、集落全体の

レベルで語るだけでなく様々なレベルからの検討が必要である。本

論ではそれぞれのレベルの評価の方法については言及していないが、

ここではレベルを住宅レベル・敷地レベル・宅地回りレベル・集落

レベルの4段階に分けて空間のしっらえを考え、問題の存在を確認

する。囲B－4は、4つのレベルにおいて農家とミニ開発の新住民

住宅を比較したものである。図ではそれぞれのレベルのなかでは、

両者のスケールをほぼ合わせている。壁間レベルでは、まず泉横に

よる違いが顕著であるが、空間の要素にはそれ程大きな違いはない。

コミュニティ形成のためのしっらえを比較してみると次のような点

があげられる。

◎農家の間取りが開放的であるのに対してミニ開発住宅では固定的、

閉鎖的頗向が顕著であるむ
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⑳農家では∴　土間、簸個、表座敷などのコミュニケーションのしっ

らえが段階的に見られるが、ミニ開発住宅では画一的な応接間があ

るていどである。

③敷地レベル、宅地回りレベルでは、農家では隣地との境界が開放

的であり、宅地の真鯛も裏道でつながりコミュニティ形成の葛を提

供する。ミニ開発住宅では住宅は極めて近接して建設されているも

ののその空間は壁と壁に挟まれた空間であり開鎖的である。敷地境

界はブロック塀などで固定的に仕切られておりそれぞれの宅地を前

面の道路でのみつながるだけである。

3、宅地開発パターンとコミュニティ形成

ここでは宅地開発パターンとコミュニティの関係について考察す

る。

はじめに土地売買を通じての住民交流に注目する。農地や林地が

地主の手から慮れて住民のものになるプロセスとして2つの場合が

考えられる。一つは土地の売買が直接、地主と新住民の問でなされ

た場合で、もう一つは地主と新住民の間に土地プロ、－カー、開発業

者等の中間業者が介在する場合である。前者では、薪旧住民が直接

面接し、相互に知り合うため、事前に集落のしきたりなども新住民

に伝わりやすく、新住民にとっては来任時に戸惑うことが比較的少
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なく、また、元地主に相談をもちかけやすいため、地主との関係が

新旧住民愛読の萌芽となる寄合がある。む　しかし、後者では、中間

業者が複雑に入り込む程、購入者である新住民と地主が接触する棲

会がなくなり、新住民は地主が誰であるか分からず、地主側も誰に

完られたのかを知ることが殆どできない。また、新住民に中間業者

から集落のしきたりなどの情報が伝わることもないため，相互に無

知と無理解に陥りやすく、土地を介在した薪旧住民の交誼は殆ど期

待できない。現実には、旧住民にとって購入者の情報を把握するの

が難しいことから直接土地を売買することは稀である。そのことが

一層、薪旧住民の愛読の機会をなくし、トラブルを招くことにつな

がっている。また、旧住民、特に農家の場合においては∴　土地を蒜

却する行為その物が恥じるべき行為であるとする意識が強く、一度、

他の手に渡ると元地主が誰であるかと言うようなことは殆ど知るこ

とができず、土地を介在とした交流はますます不可能になる。

血橡新住民の果たす役割については∴　血簸新住民住宅を建設する

ときに、宅地の周辺を来任新住民に、その収入の一部を血縁新住民

の建讃資金にしている例がみられる。この寄合、血縁新住民と来任

薪住民の交流が英機となって元地主である旧住民との交誼が始まっ

ている例も見られる（囲B－5）。

次に宅地開発の速度とコミュニティとの関係について考察する。

30ア



組新任乳 離
粗 糖 軋

′′′′′′′′′‾′′′′
′′
～

ヽ
／′　 ～
／ プ卿 軋

図8－5

血縁新住民と来任新住民を組み合わせた例（島原亀蒐）

30　　　　40　45　50　5城0

凰8－6翠葡通勤名〔甲）

30g



宅地開発速度はアンケ叫卜調査による入居時期の項目で得られた糞

科を用いる。固B－6に集落別の果穫入居割合を示した。讃雄l西部

は、もともとの集落形態は散居村であったが、昭和50～54年に

かけて急激に戸数の増加が見られ開発速度は最も速い。急激な宅地

化が進んだことにより現在では元の集落形態は読み取れない。新旧

住民の関係は前述したようにこの集落は旧住民の新住民に対する支

配構造が顕著であることが確認されている。間中橋も散居村である

が50年．玖降は急激な増加を見せるが50～54年、55～57年、

58年以降でみると15几′20％で段階的な増加候向になっており、

諸州西部と異なり旧住民の戸数が多かったこともあり40年代では

緩やかに50年代にはいると段階的に宅地化が進んでいったことを

示している。この集落は薪旧住民の関係が比較的良好な関係を保っ

ており、開発速度だけがその要因であるとは断定できないが開発が

段階的であったために薪旧住民がなじんでいく時間的ゆとりがあっ

たこともも大きく影響していると考えられる。東藷川と山田の変化

は類似しており、ゆっくりと新住民の開発が進んでいった。どちら

も集落形塵は塊村で住民構成の多くは戦前から居住する旧住民で占

められている。薪旧住民の問係は山田、東諾川のどちらも問題を生

じている。J玖上のように宅地開発の速度を薪旧住民との関係から観

祭すると、散居相のような場合は鍔発速度がコミュニティ形成にも
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影響し、急蔑な開発は旧住民との摩擦を招きやすい。しかし塊村の

ような場合には、開発速度が急渡でなくても新住民の来任そのもの

が直接、新旧住民の関係を紫癒させることにつながると考えられる。

散居型の集落では開発速度が遅い場合には集落自体に空間的広がり

があるために新住民が個別に少しずつ入ってくるという印象を受け

やすい。しかし、塊村の寄合は∴　新住民を受け入れる空間が少なく

住居が密集していることから、たとえ少ない新住民の来任であって

もかなりまとまった集団としての印象を受けやすい。これらの印象

が新旧住民の関係にも何らかの影響を与えるものと考えられる。
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●茎崎町の現況と沿革

稲敷郡

ざき　　　　まち

茎　　崎　　町
令憲

現　況

〔成立〕昭和58年（1983）1月1日，茎崎村に町制施
行して成立〔面積〕27．鎚km2〔人口〕1万6，お6人

〔地形図〕土浦・龍ヶ崎〔町役場〕〒3㈹－12茨城県稲

敷郡茎崎町大字小茎288番地〔町名の由来〕明治22年
の合併の際，比較的大きかった小茎・高崎・上岩崎・
下岩崎各村の村名を折衷したことによる。

立　地

稲敷台地と牛久沼　県の南部，稲敷郡の最西端に位
置し，東は牛久町，西は筑波郡伊奈村，南は竜ヶ崎

市，北は筑波郡谷田部町に接する。中央部を谷副II
（東谷田川），西端を西谷田川が南流して牛久沼に注

ぐ。稲敷台地に含まれ，東部は標高24mの高見原の平
坦地からなり，近年宅地開発や工場の進出など都市化
が進んでいる。牛久沼と谷田川・西谷田川に囲まれた

南西部は水田が開かれ，米・武菜類が生産されてい
る。牛久沼沿岸の耕地は県営土地改良事業として特殊

圃場整備が行われた。北部は筑波研究学園都市地域に
入り，開発が進められている。

〔原始・古代〕

沿　革

小山台見塚　牛久沼の西岸と北岸の

台地上には縄文時代の追跡が多い。
牛久沼西岸には，庄兵衛新田遺跡・〆切遺跡・館山貝

塚・千泥貝塚・上岩崎貝塚・小山台貝塚がある。北岸
の台地上には，天宝書西遺跡・孝学寺遺跡・高見原遺

跡・同A遺跡・小茎北遺跡・小茎貝塚などがある。こ
のうち小山台貝塚は下岩崎の西谷田川に面する台地上

にあり，昭和49年に発掘調査が行われた。先土器時代
のフレークや縄文前期から後期にかけての遺物の出土

をみている。竪穴住居跡34、人骨33個体，シカ・イノ
シシなどの骨，縄文前・中期の土器が多数出土した。

弥生時代の遺跡には，九万坪遺跡・小茎南遺跡・下大
井遺跡があり，竪穴住居跡や土器も発見されている。

古墳は，小野川右岸の大井地区の五十塚古墳群に前方
後円墳2基・円墳11基がある。牛久沼沿岸の台地に，

下岩崎古墳群・稲荷様古墳・官本古墳群・郷中塚古墳

群・稲荷山古墳群がある。小茎の稲荷山古墳群（円墳
5基）からは埴輪・直刀が出土している。六斗遺跡や

大井遺跡では土師器や須恵器が出土する。なお，律令
制下の当町域は常隆国河内郡に属し，「和名抄」に見
える河内郷に比定される。

〔中世〕悪霊悪さ三雲こ歪芸…芸誓賢芸盃霊芝
は「大井庄　七十二丁一段」とあり，ほかに公田とし
て大井・小茎が見える（税所文書）。某元4年（1306）

の田文にも大井荘は「河内郡内也」として同数値で記

載されている（所三男氏所蔵文書）。大井荘は河内郡
の北部から郡鞘臥大井のあたりに存在したと推定さ

れるが，成立や支配など不明な点が多い。
泊崎城　牛久沼に突き出た泊崎誓言の丘に，応永3年

（1396）小田治朝の子岡野宮内少輔康朝が泊崎城を築
いたという。昭和54年の発掘調査により内濠・外濠・

土塁に囲まれた連郭式の乎山城で，本丸跡・濠・土塁

などが解明された。康朝は山城国の貴布爾神社を勧請
して下岩崎の貴船神社を創建したと伝える。
岡見氏の居城　戦国期になると，牛久・足高（伊奈

村）・谷田部に勢力を有した岡見氏が当町域をも支配

した。泊崎掛二は只越入道喜久，高崎城には佐野内

善，若栗城には栗林養長が入った。岡見氏は小田原の
北条氏と結んだ小田氏の薦下にあったが，天正18年

（15錮）までにいずれも佐竹氏に滅ぼされている。

〔近世〕票器だ器と若票7孟憲記議冨芸
となった。「天保郷帳」には，上岩崎・下岩崎・房

内・天宝喜・小茎・若葉・菅間・樋沢（樋ノ沢）・大
井・高崎の10か村が見える。ほかに庄兵衛新田の一部
も含まれていた。「旧高簿」によれば，大井村は上大

井村・下大井村とあり，房内新田（房内村のうち）・
中山村（若乗村のうち）が見え，房内・小茎など8か
村が谷田部藩領，天宝喜・高崎の2か村が牛久薄領，

上岩崎・菅間の2か村が旗本知行地，下岩崎村は上野
諦前橋藩と旗本の相給，庄兵衛新田は前癌藩領であっ
た。

牛久宿定助郷　天富者・高崎・小茎・六斗蒔（小茎

村のうち）．の4か村は、水戸街道牛久宿の定助郷を課

せられた。助郷高は天宝書村80石・高崎村154石・小

茎村93右・六斗蒔村17石であった。また大井村・若菜
村は加助郷村であった。文化元年（1804）の牛久宿助

郷一揆に，若乗村・菅間村・上大井村・下大井村が参
加し，過料を取られている。

老中駕籠訴事件　天保6年（1835）から7年にかけ
て珠場入会争論が起こった。牛久藩領小茎村・高崎

村・天宝喜村・六斗蒔村の4か村の入会株場（草刈
場）の株採取権をめぐって，天富者村が他の3か村を
相手取って牛久渚に訴え出たが却下されたため，老中

への駕籠訴を断行した。文政3年（1820）の4か村の
約定では非常時の備えと窮民の救金にする目的で，稲

荷原などの入会地の立木を売り，それを元金にして21
年目から関係4か村へ1割の利息で貸し付け，立木伐

採跡地は4か村の入会草刈場と決められた。ところが

高崎・小茎・六斗辞の3か村はこの約定を無視し，諾
役人となれあい，立木を伐採して売却した。天宝喜村

では，天保6年10月小前惣代儀兵衛が老中水野忠邦に

駕籠折に及んだが，訴えは無視され儀兵衛は村預の処
分を受けた。翌7年2月平次郎が駕寵訴，これも黙殺
され，さらに3月儀兵衛が再び駕籠訴したが，捕えら

れ入牢，続いて源右衛門が駕籠訴，ようやく訴願は取

り上げられ，天保8年10月4か村の間で示談が成立し
た。
勤王志士建部建一郎　文久3年（1863）京都で起こ

った足利3代将軍木像巣首事件に小茎村の建部建一邸
が参加した。建部建一郎は，小茎村で代々酒造業を営

み，組頭を勤めた中村家に生まれ，国学を学んで尊王

撲夷運動に加わっている。
月読神社と念向寺　樋ノ沢の月読神社は天慶8年

（945）の建立と伝え，平将門の諸持仏勢至菩薩を本尊
とし．神仏習合で護摩修行も行われていた。明治の神

仏分灘令により月読神社と改め，16か村の村社となっ

た。若葉の時宗智光山定正院念向寺の創建は大同元年
（806）と伝え，天正年間に岡見氏・多賀谷氏の戦火に

遭い焼失，文禄4年（1595）に再建された。下岩崎の
曹洞宗岩崎山守徳寺は天文3年（1534）岩崎勘解由が

開基と伝え，岩崎氏滅亡後は牛久に入った由良氏の菩

掟寺となっている。大井に残る天明2年（1782）と同
4年の石碑のうち4年のものには「奉十九夜講中，男

女八十五人」と刻まれ，天明の大飢饉の餓死者の成仏
を蘇って建立されたものと思われる。
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〔近現代〕
行政区画の変遷　明治維新後，当町域の

旗本知行地は安房上総知県事の管轄を経
て明治2年富谷きざ県となるが，のち上岩崎村・菅開

村・下岩崎村（一部）は谷田部藩に編入。同3年支配
地の遠近統廃合により樋ノ沢村は土浦藩領となり，同

じころ房内新田は官谷県，小茎村は牛久藩に編入こ同
4年1月谷田部藩は藩庁を下野もた茂木さてに移し，茂木

藩となる。同年7月土浦藩領・茨木藩領・牛久薄領・
前橋藩領はそれぞれ土浦県・茂木県・牛久県・前橋県

の所属となり，同年11月町域はすべて新治跳県所属と
なる。同8年茨城県に編入され，大区小区制の改正で
第9大区6～7小区に属し，同17年の改正連合村では

牛久村・高崎村・赤塚村の各連合村に所属。同22年市
制町村制施行により上岩崎・下岩崎・房内・天宝音・

小茎・若菜・菅間・樋ノ沢・大井・高崎の10か村と庄

兵衛新田の一部が合併して河内郡茎崎村となる。同29

年郡界変更により稲敷郡に所属。昭和58年町制施行に
より茎崎町となる。

高見原開拓と牛久沼干拓事業　明治28年，筑波郡谷

原村の草間書右衝門は，高崎の東部，高見原の原野を
開墾した。事業は関文太郎に引き継がれ，入植者も多

く耕地・宅地の造成が進んだ。小茎高下から六斗蒔下
の牛久沼の干拓事業は，昭和20年から同24年にかけて
棟木政一・佐々木音二郎らの手で進められ，水田38ha
が造成された。

農村と学園都市の調和　当町の主産業は農業が中心

であり，水稲・麦・甘藷栽培から，落花生・武菜・果
実の園芸農業にかわってきた。スイカ・白菜は県内で

も有数の産地となっている。近年都市化の傾向が著し
く，農業のほか牛久町に接する東部に宅地・工場が進

出している。牛久沼沿岸の耕地は特殊圃場整備が行わ
れている。昭和36年農業センター，同37年日本農業研

究所，さらに農林水産省の林業試験所や畜産試験場も
設立された。北部は筑波研究学園都市の建設地に含ま

れており，農村と学園都市との調和が図られている。

史跡・文化財・文化施設

県文化財に絹本着色蓮糸織串六字名号（若菜，念向
寺）がある。

あまぼうき　天宝喜　〒300－12〔世帯〕171〔人口〕

698［＞町の南東部。東は牛久町に接する。稲作・スイ

カ栽培を主とする農業地域。東部の明神地区は国鉄常
磐線牛久駅（牛久町）に近く近年宅地開発が進んでい
る。中央部を主要地方道牛久守谷線が東西に，乗縁を

県道谷田部牛久線が南北に通じる。電子機器の日本メ
クトロンや厳島神社がある。

あまぼうき　天宝書く茎崎町〉
稲荷川中流左岸の台地に位置する。縄文時代の天宝喜

貝塚・天玉音西遺跡・天宝喜C遺跡がある。
〔近世〕天宝喜村　江戸期～明治22年の村名。常陸国

河内郡のうち。元禄年間・幕末期ともに牛久藩領。村

高は，「元禄郷帳」117石余㌧「天保郷帳」118石余，
「旧高簿」148石余。牛久宿の助郷村で助郷高は80石，

ただし，文化2年から文政10年までの助郷高は65石
（茨城百姓一揆）。天保6～7年にかけて牛久藩領の高

崎・小茎t六斗蒔（小茎村のうち）の3か村は当村と
入会株場の採取権をめぐって争っていたが，ついに当
村の百姓は3か村を相手どって老中に駕籠訴し，天保

8年4か村で示談が成立。物成米は文化元年166俵，

文政10年164俵余。元和年間創建の厳島神社がある。
明治8年茨城県，同11年河内郡に所属。明治22年茎崎
村の大字となる。

〔近代〕天宝喜　明治22年～現在の大字名。はじめ茎

崎村，昭和58年からは茎崎町の大字。明治24年の戸数
33・人口187，厩14。昭和50年一部が宝暢台となる。

たかさき　高崎　〒300－12〔世帯〕1，234〔人口〕
4，544臣町の東部。東は牛久町に接する。住宅・商店

が混在する農業地域。南東縁を国道6号が南北にかす

め，同道から分岐した県道館野牛久線が東部を北上
し，県道谷田部牛久線が北西に向かう。また北東端を

国道408号が南北に通る。東部の高見原は近年宅地開
発が進み，人口が急増している。茎崎第一小学校・茎

崎高崎郵便局・高崎公民館・日本農業研究所・共立商
事中央研究所・八坂神社・曹洞宗孝学院・延命地蔵

堂・高崎城跡がある。

しろやま　城山　〒300－12〔世帯〕410〔人口〕154

1D町の南東凱新興住宅地域。稲荷川左岸の台地に
立地する。
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●三和町の現況と沿革

⑳　嬰
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猿島郡

和

現　況

〔成立〕昭和44年（1969）1月1日，三和孟村に町制

施行して成立〔面積〕50．16km2〔人口〕2万4，701人
〔地形図〕小山・水海道等号〔町役場〕〒306－01茨城

県猿島郡三和町大字仁連装2065番地〔町名の由来〕昭
和30年に三和村が成立した際，旧3か村が融和提携し
て新村を建設しようという意味をこめて命名。

立　地

アンテナの立つ台地と谷田　県の西部，北関東の平
野部に位置し，西は総和町，南は墳町・猿島町，東は

結城郡八千代町，北は結城市および栃木県小山市に按
する。集落の散在する台地は北部で標高23m，南部で
17m前後。北上する飯沼跡（現在水田）東の結城台地

と西の猿島台地に二分され，それぞれの台地に南から

飯沼支谷・長井戸沼支谷（ともに現在水田）が深く侵
入する。台地上の下尾崎・東山田には国際電信電話会

社の送信所があり，海外向け送信用のアンテナが林立
する。江戸期には飯沼干拓事業の一環として，吉田用

水・東仁連川・飯沼川が開削され，その後西仁連川も
開削された。特に東を流れる吉田用水は県西最大の用

水で，当町を含む3市4町の水田に水を引く。町わ中
央やや北部を東西に国道125号が貫通し，国鉄東北本

線古河駅まで西へ約10kmの農村地帯。明治期境河岸
が活気を失うまでは日光乗街道を中心に南北交通もに

ぎわった。現在は主要地方道結城野田線となり，諸川
で国道125号と交差する。東京から50km圏にあるた

め，自動車輸送の発達に伴い近郊農業化が進み，台地
上では白菜・スイカ・メロンをはじめとする施設園芸

が盛ん。近年，古河・総和工業地域のベッドタウン化
の傾向が一段と進み，分譲住宅の建築とそれに伴う生

活環境の整備，小・中学校の増改築などが緊急の課題
となっている。

〔原始・古代〕

沿　革

破壊された遺跡群　衆仁連川東岸台

地上には，尾崎本田山・尾崎大日杜
付近から結城郡石下町鴻ノ山に至る数kmに及ぶ縄文

時代から古墳時代の大遺跡群があったが，高度成長期
の採土と東仁連川改修工事によって大半が破壊され

た。この中で，わずかに破壊から取り残された部分を
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中心に，昭和54年夏に北下山遺跡（恩名）の発掘調査
が実施された。縄文時代から古墳時代に至る住居跡
4・毒跡4が確認され，切小玉・勾玉・耳飾り・石

斧，多数の黒曜石の鉄を含む石器と各期にわたる多く
の土器を出土した（三和町文化財調査報等1）。昭和
46年から翌47年にかけて，国道4号のバイパス工事に

関連して緊急発掘調査が行われた二十五里等髭へ遺跡

（大和田）でも，縄文後期から弥生時代にかけての住
居跡が確認され，石鍬・石斧・石錘・石皿・石棒・独

鈷右などの石器多数と，後期から晩期にわたる縄文土
器が多数出土した（総和町道沢氏報告書）0西仁連川

西岸台地上の五十塚浣古墳群（東山田）は昭和25年5
月当時には23基が残存していたが，現在は2基を残す
のみである。尾崎本田山・大目社古墳群も1基を残す

にすぎない。そのほか，縄文中期から晩期の遺跡4か

所，弥生時代の遺跡（縄文時代との複合を含む）6か

所，古墳時代の遺跡9か所が確認されている（三和郷
土史ほか）。

古墳群・製鉄遺跡と将門伝鋭　広河之江（のちの飯

沼）北部には五十塚古墳群（東山田），尾崎本田山・

大日社古墳群（尾崎），七五三場長的（結城市）南部舌
状台地（現在採土のため破壊）上の古墳など，後期と
考えられる古墳があった。また新立（恩名）・大網

（東山田）には，かなくそ山とよばれる鉄浮を出土す
る製鉄遺跡がある。律令制下の当町域は，下総国獲嶋

郡に属し，「和名抄」に見える八侯郷に比定される。
「下総国旧事考」によれば，八侯郷は八俣郷で現在の
東山田・北山田・谷貝を含む地域（旧八俣村）に比定

され，ほかに余戸郷を仁連御辺・諸川五部に比定して
いる。また「延書式」兵部省に見える本島馬牧を駒込

に比定している。

q承平7年（937）8月，平将門は下大方郷堀越（堀

津）の渡（現八千代町仁江戸）で伯父艮兼軍に大敗
し，「陸閑の岸」に一両日隠れたが，ここが平塚六軒
（八千代町）に比定され，隣接する恩名の台地南端部
にあった「君の御前塚」は将門の妻ゆかりの遺跡と伝

えられる。尾崎の倉本家には「本皇」と大書した職が

伝存し，江戸期の国学着色川三中も注目している。

〔中世〕票諾票差誓冨氏認諾芸冨誓書票冒芸
（1244）幸島次郎時村の時，源頼朝の配下に入った。
正応4年（1291）には，谷貝の遍照寺はすでに存在し

ていたらしく，この年に建てられた板碑（三和町最
古）や元弘2年（1332）・永和3年（1377）銘のもの

が境内にある。嘉元元年（1303），大輪田（大和田）
の地頭児矢野公重は日蓮の孫弟子日尊に帰依して福城

寺（現富久成寺）を建て，その大檀那となったという
（北下総地方史）。永享12年（1440）からの結城合戦で

は諸川城主甘露寺信濃守が戦死している。また天文23

年（1554）3月小山朝政が柳橋城に拠る柳橋豊前を攻
めた柳橋合戦には山田城主山田大蔵忠政が麿下として

戦っている（東国開戦見聞私記）。山田氏は山田と矢
貝（谷貝）を支配し，砧面の曹洞宗久昌院は，もと城

内にあったと伝えられる（三和郷土史）。戦国末期に
は当町域は古河公方領となり，小田原北条氏の勢力と

の拠点となった。天正2年（157き）の芳春院周興・昌
寿連署書状写に，谷貝・山田・仁連・五部・片田の各

郷が見える（喜連川家料所記）。この頃から北条氏の
支配するところとなった。戟国期の板碑としては，天

文7年または同10年といわれる久昌院境内の「二十一
仏板碑」があるが，武蔵型板碑分布圏の最北端に位置
するといわれ注目される。これは山王権現に対する強

い信仰を示すものと考えられ，五霞云村の本寺釆昌寺

が山王山と号するのと符合するものといわれる。天正
18年小田原北条氏が滅びると，豊臣秀吉は同年9月に

山川晴重に大和田・駒込・諸川・尾崎・仁連・山田・
恩名の幸島郷内の各村を竜行っ■ている（越前山川文

書）。



〔近世）．造詣冨芸言な賢塁完警芸讐禁鳥芸
配関係は，下片田・大和田・新和田・山田の4か村が

下野塁壬生窒藩領，上片田・北山田・東山田・谷貝の
4か村が関宿藩領，駒込村が古河藩鼠仁連村が山川

落領，ほかは幕府領・旗本知行地であった（壬生藩充

領地目録・仁連村年貢割付状）。「天保郷帳」に見える
当町域の村々は，猿島郡の諸川・五部・上片田・下片
田・大和田・上和田・駒籠（駒込）・新和田・仁連・

北山田・山田・東山田・長左衝門新田・谷貝，結城郡
の恩名・恩名村新田・長左衛門新田・尾崎・尾崎村新

田・江口新田の20か村を数えた。「旧高革」では諸
川・仁連・谷貝は町として見え，仁連町新田・釆山田

村新田・東山田村新田音佐衛門受・下尾崎村（下尾崎

村組・加下間組・下内組）・水口村新田などが加わる。
支配関係は，五部・北山田の2か村が旗本知行地，下
片田・大和田・山田・江口新田の4か村が壬生藩線
上片田・駒込の2か村が古河藩鼠谷貝町が関宿藩

領，上和田村が関宿藩と丹後峯山藩の相給，新和田村
が幕府と壬生藩の相給，ほかは幕府領であった。

日光東街道　古河町から間々田宿（栃木県）を通過
する日光街道に対して，江戸期を通じて境河岸から谷

貝村・仁連村（仁連町）・諸川町を通って，結城町か
ら下野雀宮に至る日光東街道があった。同街道もかな
りのにぎわいをみせ，谷貝宿の問屋初見家には諸大名

が宿泊の際掲げた木札「松平周防守様宿」「土井大炊
頭様御休」（文政2年）が残り，仁連宿の問屋鈴木家

にも「松平伊豆守様御休」（寛政10年），「井伊掃部頭
株御休」（天保14年）がある。また諸川宿問屋中村家

には，この街道関係文書が伝存する。元禄13年（170
0）3月，仁連町では日光東街道の人馬継立だけでも

大変なところへ，「日光御通りに付，壬生飯塚町之詰
伝馬」を仰せつけられ，とても出せないと惣百姓連印

で「何方迄も御訴訟成され下さる可く候」と徹底交渉
を依頼し，寛延3年（1750）にも「仁蓮町外四ケ宿増

助郷赦免鞍」を出している。
飯沼干拓と新田の誕生r篭永3年（1706）7月，仁

連町ほか16か村名主の連印七、飯沼開発についての取
替証文が作成された。もとの悪水落し堀の中途から新

しく堀を掘って，鬼怒川の悪水話し口を1里あまり下
流に移そうという計画であったが，大口村など古堀周

辺の村々からの強い反対で実現せず，結局，飯沼の開

発は，享保7年（1722）岡田郡尾崎村（現八千代町）

の名主左平太を中心とする1甲、村名主の運動から本格
化する。ニ享保9年幕府は紀州流の治水技術者井沢為永
を派遣し，同10年正月から工事を始めて，13年には検

警慧敲諾0芸五誌警翳諾警左右慧
町5反，恩名村は88町9反であった。しかし言王事費

のために幕府から借用した1万両の返済は困難をきわ
め，分地された水田を売り渡し，負担を肩代りする村

も現われた。仁連町の場合は70町歩を野川間中村名主

長左衛門に売却し，猿島郡長左衝門新田となり．与残り
26町歩は名主善右衛門の個人謂新田とな一差了（飯湖新

発言

で，

F」これが名崎小学校東の通称千本競（字千本野）
明治17年の参謀本部製作の2万分の1地形図に

は，「善右衛門新田」と見える。この時，渡呂賦原髭ぶ

の中に長左衛門が買い取った27町歩が結城郡長左衛門

新田（間中橋）である。同じ間中橋の水口村新田も宝
暦4年（1754）には存在し（奉納御神灯壷名），享保期

頃の開発と思われ，隣接する息名村新田（間中橋）も
享保期の開発であるから，これらは，享保10年7月に

開削がなった吉田用水から取水して成立した新田であ
ろう。同じ頃，渡呂賦原内に成立した新田に八千代町

の弥四郎新田（のち成田新田）・大戸新田があり，前
三者と合わせて「五新田」とよばれ，すべて幕府領で

新田の荒廃戻明3年（1783）浅間山の噴火と，そ
れに続く天候異変は，農村への商品経済化の波及と相

まって，潰百姓を多数生み出した。仮左衝門新日】福田
家の「履歴」によると，「天明年中信濃国浅間岳噴火
シ，砂ヲ降ラシ礫ヲ飛バシ地ヲ埋ムル数寸・…‥百姓モ

飢寒二迫り」とあり．7美顔親子は四方に塵致してしま

い，3，4戸を残すのみになってしまったといえも開

票？票霊慧完㌫謂賢二禁霊宝篭羞忘昌
靡眉でげ寛啄鯉一旦準）＿＿空軍5年に型亘頂琴－

甲ために，30人、23人と北陸農民の入百姓を迎え入れ
ることになった。これは享保の開発時に続く，第2の

大規模なみ植政策であ1っ生ユ文化3年d806）王はさ、
らた二丁人少にて事大行き届き兼」ねると「越後より

引越百姓」の世話を藤岡役所に嘆額している。そし
て，天保8年（1837）までの間に，19家・47人以上が

入植したが，その大部分は天保初年の加賀藩領からの

込墜孝三をっな轟（地方史研究142）0同様にして，渡呂
献厚内の五新田にも入植が行われた。また，幕府は心

学q普及と上空葦萌！三〆蔓る教化にも力を入れた。寛政
6年（1794）、9月17日から翌18日まで，尾崎村万福寺
では昼夜「心学御講談」を行い，尾崎村4組のほか，

近隣の幕府領，旗本知行地から農民たちを多数かり出
して，聴聞させている（八千代町兵庫田辺家文書）。

寄場組合と農民の抵抗　弘化2年（1845）8月，恩
名村では弥平次廃立一件が起こった。組頭弥平次を指

導者とする恩名村の百姓61人が無住の地福院に集合し
て，名主又兵衛の退役を要求した。又兵衛は江戸の勝

田代官所へ連絡，やがて鎮圧され，弥平次は投獄され

た。しかし，百姓たちは3年後に組頭書兵衛を頭にた
ち上り，翌6年又兵衛を退役に追いこんでしまった。

その後又兵衛（長五郎）は枠要吉に名主役を譲り，円
二ほか数人の下人をつれて恩名村新田に隠居した（同

志社大学経済学論叢5－4・q）；安政5年（1858）には尾
崎村4組のうち下尾崎組でも，前の名主治郎右衛門の
死去後、名主不正追及の村方騒動が起こっている。こ
のような農民の活発な動きに，幕府は名主たちを関東

取締出役下の取締組合村として位置づけ，治安の維持
にあたってきた。諸川新宿大組合47か村には，諸川

町・元尾崎粗・水口村・菅谷村・瀬戸井村・新宿村・

大木町の7小組合が置かれていた（北下総地方史）。
しかし，元治元年（1864）の天狗党の乱の際は大惣代
の三郎兵衛自身が，天狗党に資金の協力をしており，

この頃になると幕府の支配機構そのものが空洞化しっ

っあった。それでも，9月に入ってからは，水海道
たぎ官方面から逃れて来た天狗残党を追いつめ，清水

（東山田）の山林で1人掃え，山田村で2人，仁連町
で1人，それぞれ討ちとっている（甲子見聞記）。天

保9年（1838）農間渡世書上帳によると，恩名村の場
合，日光束街道谷貝宿・仁連宿からもともに1里の距

離にある純農村であったが，戸数97のうち，18戸が
「農間商ひ並に諸職人渡世」をしており，それぞれ居

酒渡世，煮売渡世，荒物小間物渡世，菓子打卸，穀物

商売，傘挿商い，剣道稽古をしていた。

〔近現代〕
行政区画の変遷　明治維新後，当町域の

幕府領・旗本知行地は常陸知県事（結城

郡）・下総知県黎（猿島郡）の管轄を経て明治2年そ
れぞれ若森県・葛飾県となる。同4年7月関宿藩領・

峯山藩領・壬生藩領・古河藩領はそれぞれ関宿県・峯

山県・．壬生県・古河県所属。同年11月町域はすべて印
旛県，同6年千葉県を経て同3年茨城県に編入され，

大区小区制の改正で第7大区4小区・第8大区1小区
に属す。この間，仁連町新田は仁連町に合併。同14年

江口新田を江口村と改称。同17年改正連合村では緒川
町・谷貝町・水口村・田間村の各連合村に所属。同22

年市制町村制施行により猿島郡幸島村（諸川・仁連の
2町と五部・上和田・諸川新田・下片田・大和田・上

片田・駒込・新和田の8か村）㌧八俣村（北山田・山
田・東山田・長左衛門新田の4か村と谷貝町），結城
郡名崎村（恩名・長左衛門新田・水口村新田・尾崎村

新田・江口・尾崎の6か村と現八千代町の1か村）が
成立。昭和30年名崎村の一部を八千代町に編入。同年

3か村が合併して猿島郡三和象村となる。同44年町制
施行，同日三和計町と改称し現在に至る。

自由民権から郷有林奪還へ　新政府の画一的・強圧
的な政策に対する民衆の不満が爆発したのが自由民権

運動であった。明治13年2月15日，国会開設請願のた
めの筑波山の会合が開かれた。この中心になったの

が，豊田郡の同舟社であったが，会合以後，県西を中
心に請願運動が展開された。この運動の中で，猿島郡

にも中山三郎を中心とした噌鳴社（岩井市），知久義
之助らを中心にした茶話会（諸川）が結成された。し

かし，知久義之助・斎藤万助・小林政助らを県会に送

った以外は，みるべき成果はなく，自然消滅してい
く。これを引き継いで，大きな前進を示したのが，東

山田郷有林払下げの行政訴訟であった。東山田村に

は，江戸期を通して「御林」と呼ばれた100町歩弱の
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入会林があった。これが地租改正の際，国有財産に繰

り入れられたので，払い下げるために農商務省を相手
どり，行政訴訟を起こし，明治42年に勝訴した。この

闘争で大きな役割を果たしたのが，東山田出身の衆議
院議員初見八郎であった。初見八郎は中江兆民の仏学

塾を卒業，自らもその教授となり，その後兆民が死ぬ
まで私淑した。

大地主村の出現と農地改革　明治10年代後半の松方
デフレ政策以来，自由民権運動を支えてきた県西の豪

農商層は，急速に寄生地主化し，自由民権運動から離

れた。大正13年の農商務省調査による50町歩以上地主
県内105人のうち，事島村だけで7人を数え，県内有

数の地主村となっていた。八俣村の1人は初見八郎を
出した初見家であり，名崎村には1人もなかった。こ

れらの地主を経済的に支えたのは飯沼北部，長井戸沼

北部の水田地帯であった。しかし間欠的に起こる大洪
水の被害は，小作農だけでなく，地主にとっても困る

ことであった。特に明治43年，昭和13年，同18年の出
水は大被害をもたらした。このため，同18各より第2

次大戦後にかけて，飯沼北部では幸江崎耕地整理組合

を結成，工事にかかり，同24年完成をみた。しかし，
組合長，評議員など指導的地位の者は，寄生地主が多

かったため，やっと完成した美田を手離さなければな
らなかった。逆に勢いを得た小作農たちは幸島村では

山林解放も要求し，同30年頃まで闘争は長びいた。こ
の結果，幸島村では農地改革前の昭和16年に農家戸数
1，036戸のうち，小作農・小自作農は合わせて642戸を

超していたが，改革後の同30年合併時の三和村は総農

家数2，485戸で，小作農・小自作農合わせてわずかに1
24戸に激減している（県史市町村稲畑）。

新しい地方文化を求めて　このような中で，村や家

の封建遺制の追及が課題として若者たちに意識され，

「若菜」（名崎村），「村」（事島村），「竹の子」（事島
村），「流浪」（三和村）などの文化サークルが策生し

た。それらの運動も，やがて高度経済成長期に入り，
行きづまりをみせ，特に若者たちの農村離れが，それ
を決定的にした。この頃から神輿の出ない地区が多く

なり，青年会さえ結成されないところが多くなってい
った。第2次大戦後の事件として昭和44年8月23日の

たつまきがあげられる。突然東部の間中橋・加下問を
襲ったたつまきは，一瞬のうちに全壊4戸・半壊18

戸・負傷者6・被害世帯21を出して北へ走り去った。
現在三和町は，総和・古河工業地域のベッドタウン化

と首都圏の近郊農業地域として激しく・変貌しつつあ
る。

史跡・文化財・文化施設

県無形民俗文化財に三和祇園ばやしがある。

まなかはし　間中橋　〒306－01〔世帯〕148〔人口〕
856D町の東端。東は南東流する吉田用水を境に八千

代町に接する。水稲のほか，施設園芸によるメロン・
スイカ・白菜などを栽培する農業地域。町内では長左

衛門新田，尾崎北部の加下問とともに専業農家の多い
地域であったが，現在は分譲住宅がたちはじめてい

る。北部を国道125号が東西に貫通し，西へ約13kmで

国鉄東北本線古河駅（古河市），東へは青田用水に架
かる間中橋を渡って八千代町に至る。旧大字長左衝門

新田に愛宕神社，旧大字尾崎新田北部に咳不動，南部
に稲荷神社がある。中央部には，住民の大半が門徒で

あるため，明治末期に現在の総和町駒羽根から招致し

た浄土真宗本願寺派長命寺がある。

〔近代〕昭和30年～現在の大字名。はじめ三和た村，昭
和44年からは三和計町の大字。もとは名崎村長左衝門

新田・水口新田・尾崎新田。地名の由来は，青田用水
の対岸結城郡八千代町柏礼間にかかる間中橋が乗合バ
スの停留所であったことがあり，停留所名が自然にそ

の付近一帯を指す地名として用いられていたことによ
る。明治期以来長左衡門新田・水口新田・恩名新田■

成田新田・大戸新田は五新田と称され，同22年下結城
村に編入された大戸新田を除いて四箇新田，また長左

衛門新田・水口新田・恩名新田は三新田とよばれ「平

間太鼓に大戸そば」のことわざも残るほど協調関係は
強かった。農地改革後は町内最大の専業農家地域を形
成している。

やまた　山田〈三和町〉
旧長井戸沼北部の支谷東岸の台地に位置する。西部の

台地縁辺部に古い集落がある。北山田・東山田に対し
大山田ともいう。古墳時代の古新田遺跡・十二塚古墳

群がある。三河内■東ノ門・西ノ門・城正寺などの小
字があり，山田館の名残を留めている。

〔古代〕八侯郷　平安期に見える郷名8「和名抄」下総
国援嶋；し郡七郷の1つ〇八侯は八俣の誤りと考えられ

る。「新撰姓氏録」未定稚姓に「八俣部，百済国人多
地多郁卿之後也」とあり，百済国の帰化人氏族八俣部

との関連が想定される（地理志料）。「下総国旧事考」
は「今大山田村く岩井ノ庄卜云フ〉。東山田札北山

田桃谷貝村等ノ村アリ。是ナルベシ」とし，山田を
ヤマタといい，ヤマダといわないのは八僕としての読

み方が残ったことによるという0「地名辞書」は，旧
八俣村・逆井村・幸島さ；村にあてる。三和町東山田に

五十塚古墳瓢同町山田に十二塚古墳群，同町仁連に

八幡塚古墳，同町諸川に諸川八幡塚古墳，同町東諸川
に大塚古墳群，同町上和田に遠宮台古墳群，同町谷貝
に五丁塚古墳，同町駒込に後円山古墳群などがある0

現在の三和町一帯に比定される。

課讐崇至笑農芸書芸誓書も言警買主芸霊
氏充行状写に「改而為御恩賞，長谷瓢泉田軋山太
郷，同中里分指副被下之候」と見え（古文書／古河市

史），豊前左京亮に充行われている。天正2年と推定
される12月2日の排和康忠充芳春院周興・昌寿連署書

状写に「山太　豊前左衝門尉」と見える（喜連川家料

所記／古河市史）。鼻前島聖知行地で卒ユた。豊前氏
は古河公方家臣で雛卜特しこ永禄年間以降・小田原北

条哉甘め剛こ介在し政治的活動を行っている0天正18
年9月20白の山川晴重充豊臣秀吉知行充行状に「幸嶋

郷之内」として「拾八貫文　山田」と見える（越前山
川文書／結城市史）。

〔近世〕山田村　江戸期～明治22年の村名。下総国猿

島重し郡のうち。寛文年間からは下野占壬生蓋薄乱村
高は，「元禄郷帳」468石余，「天保郷帳」「旧高旧領」
ともに787石余，「旧高簿」785石余。曹洞宗久昌院は

天文18年天翁英公の開山と伝え，はじめ平城寺に寺基

を置いたが，安永4年春10世禅灯の時，字北新田に移
転したという。字音新田にある香取神社は明治5年現

在地に移転したものという。明治8年茨城県，同11年
猿島郡に所属。明治22年八俣村の大字となる0

〔近代〕八俣村　明治22年～昭和30年の須島部の自治
体名。北山田・山田・東山田・谷貝・長左衝門新田の
5か村が合併して成立。旧村名を継承した5大字を編

成。役場を東山田に設置。村名は，古代の八侯郷（八

俣郷）による。明治24年の戸数328・人口2，741，船
54。世帯・人口は，大正9年652・4，197，昭和10年73
0・4，680，同25年1，018・6，3470昭和6年長田村と境

界変更。同16年海外放送専用局として八俣送信所が放

送を開始，同18年対欧通信のほか青島りバンドンとも
通信を始め，第2次大戦後は主に対米通話・対米特別

放送などを行った。昭和30年三和会村の一部となり－
5大字は同村の大字に継承。

〔近代〕山田　明治22年～現在の大字名。はじめ八俣

村，昭和30年三和条村，同44年からは三和主人町の大字。
明治24年の戸数70・人口459，船27。
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もろかわ　緒川　〒306－01〔世帯〕1，427〔人口〕

5，504［＞町の中央部。北東は南束流する江川（西仁連

川）を境に結城市，西は商流する大川を境に下片田に

接する。江川西岸台地上に位置し，大部分が農業地域
であるが，北東部の集落は江戸期に日光東街道の諸川

宿として栄えた。現在これに沿って，主要地方道結城
野田線（旧日光東街道）が南北に貫通し，中央部で東

西に貫通する国道125号と交差する。国道・県道沿い
に商店街が形成され，常陽銀行三和支店・結城信用金

庫三和支店などの金融槻関やスーパーなどがたち，町
内商業の中心地。周辺には分譲住宅・工場も多くみら

れる。国道のやや北に県立三和高等技能専門校，旧国

道沿いには町農協幸島支所があり，県道沿いには諸川
小学校・諸川郵便局・町メディカルセンターがある。
旧国道沿い農協支所隣には真言宗豊山派宝蔵寺，道路

を挟んだ向かい側に長官神社がある。また県道北側に
は時宗向竜寺がある。江川には結城市七五三場左わ間の

主要地方道に宝来橋が架かり，付近のエノキの大木下
に昭和16年の大洪水の水位を記録した碑と幸江崎耕地

整理組合記念碑がたつ。

ひがしもろかわ　東諸川　〒306－01〔世帯〕110

〔人口〕502臣町の中央部。北は南東流する西仁連川
を境に結城市，東は南流する飯沼川を境に尾崎に按す
る。現在は水田となっている飯沼跡の西樟台地上に址

置する農業地域。東野の台地下を西仁連川が南流し，

付近には平地林が残る。北部は分譲住宅がたち並び，
南東部西仁連川沿いの森林の中に雷電神社がある。

三和町　　　茎崎町　　　茨城県

道持舗装率（％）

一人あたり都市公園面積
（㌦／人口）

し尿処理施設
衛生処理率（％）

ごみ処理施設
焼却処理率（％）

上水道普及率（％）

保育所収容率（％）

幼稚園収容率（％）

小学校児童一人あたり
校舎面積（ポ／人）

中学校生徒一人あたり
校舎面積（㌦／人）

診療所数

29．4％

0．0¶f

89．2％

24．6％

33．4％

36．6％

85．5％

5．3¶f

3．71㌔

84．3％

0．31正

41．7％

31．1％

58．4％

100％

73．6％

5．3WF

5．21据

31．0％

3．7¶ヂ

81．3％

49．4％

71．7％

6．4¶f

7．11㌔
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●対象集落選定のための調査票

些モ打率旦＿仁プリて・＿毅郎如、フ草麹的－三保藩の乳乱写翠鱒

して下さIl。

店混帆の弔嵐

画非監私分布のしかた

針隼二千，
1）和旧住民向り個人飼え軋

2）新住民何の個人的む膚し
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●コ　ミ　ュニティ　把握のための調査票

都市周辺農村地域におけるコミュニティ

に関する調査についてのお願い

都市周辺の農村地域では，最近，都市化がすすみ，新しい住民

の皆さんがたくさん転入されてきております。この調査は，こう

した地域の生活環境や住民交流，住民の皆さんの考え方などにつ

いておうかがいし，今後のよりよい街づくり，村づくりに役立て

ようとするものです。お忙しいところ恐縮ですが，ぜひご協力下

さるよう，お願いいたします。なお，御記入はできるだけ主婦の

方にお願いいたします。

ご記入上の注意

＊1　調査は調査票によるアンケート方式です。お願いする調査票にもれ

なく，御記入ください。

＊2、」滑査票は，調査員が下記の日時にいただきに伺いますので，その時

にお渡しください。御不在の場合には，調査員のみつけやすいところ

に調査票をおいて下さい。

＊3　調査結果は統計的に処理いたしますので，御迷惑のかかるようなこ

とは絶対にありません。

＊4　もし，不明・不審な点がありましたら，調査員もしくは下記連絡先

まで御連絡ください。

回収予定日 月　　　 日　　　 時頃

昭和59年11月　　　　　筑波大学・宇都宮大学・農林水産省　環境研究チーム

研究代表者：土肥博至（筑波大学芸術学系教授）

連　絡　先：筑波大学環境デザイン研究室

TEL O298－53－2857

（担当　鎌田）

3月



質問1．現在，お宅に居住している御家族の続柄・年令・性別丁就業・就学の

状況についておたずねします。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

また．同居人についてもこ記入ください。

この欄は，
集計用です
のでご記入
なさらない
で下さい。

J

mm］［

50］

世 帯 主 と の

続　 病
年　 令

性　 別 就 業 ・就 学 に つ い て こ を
の し
ア た
ン 人

・ケ
l
ト
に
記
入

1 2

男 ‾一 女

1 ‾

通
勤
を
し
て
い
る
へ

‘2

白 い
営 る
に 人
か
か
わ

っ
て

3

日 し
雇 て
い い

・ る
パ 人
l
ト
を

4

内
職
を
し
て
い
る
人

5

主 い
に る
農 人
作
業
を r
し
て

6

通
学
を
し
て
い
る
人

7

そ
の
他

例 序 男
満 16 才 ①　 2 1 　 2　　 3　　 4　　 5　 ⑥　 7 1

世　 帯　 主
‾満 ‘才

1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　 ．5　　 6　　 7 1

満 ＿　 才 1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　 15 　　 6 ㌧　　7 1

満　 才 1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7 1 ・

満　 才 1 －　2 1 　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7 1

満　 才 1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7 1

満　 才 1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7 1

満　 才 1　 2 1 　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7 1

質問2．お宅の家計を主に支えている方のこ職業は何ですか。

あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1．おっとめ（公務員・教員・会社づとめなど）

2．農業・林業

3．商工自営業（商店・工場・会社などの自営業主）

4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

－1－
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質阻3．質問2で1の＿「おっとめ」に○印をつけた方におたずねします。

1）その方の職種は何ですか。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1．事務職　　2．販売・サ。－ビス職　　－3．労務職、，4．専門技術職

・5∴経営管理職　　6．公務員　　7．その他（　　　　　　）

2）その方の勤務先は次のどこですか。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1．同じ地区内　　　　　　　2．この町のなか（1を除く）

2∴2を除く茨城県内（具体的に　　　市・郡）　4．東京都

5．その他（具体的に　　　　県　　　　市・郡）

3）その通勤先まで片道どのくらい時間がかかりますか。

あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1．15分以内一　　　　2．30分以内

4．■1・1時間半以内　　　5．2時間以内

3．1時間以内

6．2時間以上

質問4∴－お宅のお住まいは．次のうち．どれにあたりますか。あてはまるものに○印

をつけて下さい。

1．持地持家　　2．借地持家　　3．借家　　4．社宅・寮　　5．その他

質問5∴、質問4で1．・2に○印をつけた方に．一一おたずねします。

1）お宅の住宅の広さはどのくらいですか。坪または出のどちらで，お答えにな

ってもけっこうです。

約－が又は，約　】　＿】坪

2）お宅の敷地の広さはどのくらいですか。坪または鯉のどちらで，お答えにな

ってもけっこうです。

約　　　扉又は，約　　　坪

ー2－
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質問6．お宅が．現在の場所に入居されたのはいつですか。あてはまる番号に○印を

つけて下さい。

1．戦前（昭和20年以前）から　　　　2．昭和20年～29年

3．昭和30年～39年　　　　4．昭和40年～44年　　　　5．昭和45年～49年

6．昭和50年～54年　　　　7．昭和55年～57年　　　　8．昭和58年以降

質問7．質問6で4～8に○印をつけた方（昭和40年以降に現住所に来られた方）に

・　　おたずねします。

1～3に○印をつけた方は．質問9におすすみ下さい。

1）この場所に入居される直前のお住まいは，次のどちらですか。あてはまる番

号に○印をつけて下さい。

1．同じ地区内

3．2を除く茨城県内（具体的に

5．その他（具体的に 県

2．この町のなか（1を除く）

市・郡）　　　　4．東京都

市・郡）

2）お宅は，この町に親やご兄弟が住んでいらっし

ゃいますか。どちらかに○印をつけて下さい。

1． い 為 2． い な い

3）上の質問で，「いない」と答えられた方におたずねします。

当時，お宅が今の場所にお住まいを決められた主な理由は何でしたか。近い

と思われるもの2つに○印をつけて下さい。

1．親・兄弟以外の親戚や知人が多かったから

2．通勤に比較的便利だったから（または，職場が近いから）

3．老後に住む環境としてふさわしいと思ったから

4．子供を育てる環境としてふさわしいと思ったから

5．他の地域にくらべ比較的広い敷地や住宅を得られたから

6．将来，自分の財産として価値が上がると思ったから

7．その他（具体的に

ー3－
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質問8．質問6で4～8に○印をつけた方（昭和40年以降に現住所に来られた方）に

おたずねします。

1）あなたは，自宅やこの町内会のなかでの暮らしについてどのようにお考えで

すか。こちらに住む前に考えていたこと（左欄）と，現在考えていること

（右欄）の両方について，あてはまる番号に○印をつけて下さい。

こち らに住 む前 に考え ・

て いた こ と
現在 ，考え て いる こと

おて
おい
い た
に

．期待
し

や い
や た

期

待

し

て

ほ し

とて

蓋 室

待 た ‾

まて

つい
たな
くか
期 つ
待 た
し

満

足

どば
ち満
ら足
か
と 1
い
え ．

どば
ち不
ら満
か足
と
い
え‾

不

満

足

1． 近所 の新住 民 間 ど う＿しのつ きあ い 1　　 2　　 3　　 4 1　　 2　　 3　　 4

2． 農 家な ど との人 情深 いつ きあい 1　　 2　　 3　　 4 1　　 2　　 3　　 4

3．1 ス永 二ヅや余 暇活動 を行 う t 1　 ▲2　 ‾畠　 ∴4・ 1 ∴ ‾2　　 3　　 4 ＿

4． 家庭 菜園 ・土 い じりなどの趣 味を いかす－ 1■　 ・r‾2　∴ 一・3　 －　4 1　 ∴2 ． ‾　3　　 4

5． 田園風 景 や 日舞環 境 に親 しむ 1　　 2　　 3　　 4 1　　 2　　 3　　 4

6． 子 供の あそ び場 1　　 2　　 3　　 4 1　 2　　 3　　 4 二

7． 自宅 周辺 でゐ暮 ら‘し全般 につ いて 1　　 2　　 3　　 4 1　　 2　　 3　　 4 ・

2）あなたは，この町全体の生活環境についてどのようにお考えですか。こちら

に住む前に考えていたこと（左欄）と，現在考えていること（右欄）の両方

について，あてはまる番号に○印をつけて下さい。・

こち らに住 む前 に考え

て いた こ と
現在 ，考 え てい るこ と

おて
お い

い た
に
期
待
し＿＿．

や い
や た

期

待

し

て

浸 し

とて

蓋 室

待 ち

まて

つい
た な
くか
期 つ
待 た
し

満，

足

どば
ち満
ら足 －
か
と

り

ス＿

どば
ち不
ら満
か足
と
い
え

不

鹿

足

1． 交 ■通 の便 利 さ 1■　　 2　　 3　　 4 1■　　 2 1　 3　　 4

2． 日常の 買物 の便 利 さ‘1・ 、1‾　　 2　　 －3・■　‾■4 1　　 2　　 3　　 4

3． 医療 施設 ・医 療 サ ー ド、ス 1　　 2　 ．3　　 4 ‾ 1　　 2　　 3　　 4

4． ス ポー ツ ・娯 楽 施設 1　　 2　　 3　　 4 1　　 2　　 3　　 4

5． 教育 施設 1　　 2　　 3　　 4 1　 2　　 3　　 4

6． 公 園 ・緑地 の 整備 1　　 2　　 3　　 4 1　 2　　 3　　 4

7． この町の生 活環 境全 般 につい て 1　　 2　　 3　　 4 1　 2　　 3　　 4

一4－
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質問9．あなたが．下記の目的で外出なさる時．主にどこへ行きますか。店及び医院

の名前と．その所在地を御記入下さい。

①　日常の食料品を買うとき

主に利用する店名（

④　高価な衣料品を買うとき

主に利用する店名（

③　美容院に行くとき

主に利用する店名（

④　内科の医者にかかるとき

主に利用する医院名（

）　所在地（

）　所在地（

）　所在地（

）　所在地（

質問10．あなたやあなたの御家族の方は．下記のような地域の活動にどの程度参加し

ていますか。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

［
］
□
□
□
□
［
∪
□

地　 域　 の　 活　 動
よく参加す

る

ときどき参

加す る

．ほとんど参
加 しない

どぶさらい ・草む しりなどの地区内の共同作業 1 2 3

町内会 ・区会 ・自治会などの総会や常会 1 2 3

町内会 ・区会 ・自治会 などのまつ りや運動会等の行事 1 2 3

テニス ・ゲT トボール ・バ レーなどのスポーツクラブ 1 2 3

音楽 ・芸術などの趣味の集ま‾り 1 2 3

社会教育 ・ボランティア活動などの集まり 1 2 3

P T A などの子供に関 しての集ま り 1 2 3

質問11．仮に．町内会・区会などの役員がまわってきたら．あなたはどのようになさ

ると思いますか。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1．すすんでひきうける。　　　　2．ひきうけてもよいと思う。

3．しかたなくひきうける。　　　4．できればことわりたい。

ー5－
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質問12．仮に．あなたの家の前に浅い側溝があるとして．そこにゴミや泥がたまって

いた場合．あなたはどのようにしようと思いますか。次のうちからあなたの

考えに最も近いものを1つ選んで○印をつけて下さい。

1．自分で，自分の家の前だけのゴミや泥を取る。

2．自分で，できるだけ広い範囲のゴミや泥を取る。

3．近所の人達に声をかけ，いっしょにゴミや泥を取る。

4．班長か町内会長などに連絡し，みんなによびかけてもらう。

5．自分で役場などに直接電話して，役場で処理してもらう。

6．班長か町内会長などを通して，役場で処理してもらう。

7．誰かがやるだろうから，そのままにしておく。

質問13．あなたは．今の場所に住むことについてどのようにお考えですか。次のうち

からあなたの考え方に最も近いものを1つ選んで○印をつけて下さい。

1．ずっと住み続けたい。

2．住み続けてもよいと思う。

3．あまり住みつづけたいとは思わない。

4．すぐにでも移転したい。

質問14．質問13で3．4に○印をつけた方におたずねします。

あなたが，今の場所に住みたくない理由について．最も近いもの1つに○印

をつけて下さい。

1．買物・医療など，生活が不便である。

2．下水道・道路・公園などの都市的基盤が未整備である。

3．通勤の便がわるい。

4．スポーツや趣味の活動などを楽しめる場が少ない。

5．子供の教育環境がわるい。

6．住宅・宅地が狭い。

7．知り合いが少ない。

8．近所のつきあいやしきたりがめんどうである。

9．その他

－6－ 32F
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質問15∴近所の人たちとのつきあいについておたずねいたします。次のような場合に，

－つきあっている家はありますか。あてはまる番号に○印をつけて下さい。

1）あなたが．道で会った時に．－あいさつをする程度の知り合いの人一

ア．この近所の農家の人の中に何人位いますか。

1．－ い な い 2． 1 ～ 3 人 3 「 4 ～ 6 人

4 ． 7 ～ 9 人 5 ． 1 0～ ．20 人 6 ． 2 1人 以 上

ィ．最近10年位の問にこの近所に入ってきた人の中に何人位いますか。

1． い な い 2 ． 1 ～ 3 人 3 ． 4 ～ 6 人

4 ． 7 ～ 9 人 5 ． 10 ～ 2 0 人 6 ．・2 1人 以 上

2）子供の教育や家庭のことなどで相談をする人

ア．近所の農家七相談をする人がいますか。

ィ．最近10年位の問にこの近所に入ってきた家で

相談をする人がいますか。

1 ． い る 二・■・台． い な い

1 ． い る 2 ． い な い

3）お子さん（中学生以下）のいらっしゃる方だけお答え下さい。

お宅のお子さんの遊び相手について

ア．近所の農家の子供で遊び相手はいますか。

ィ．最近10年位の問にこの近所に入ってきた家中

子供で遊び相手はいますか。

∴1・ 早 ‾寧 ・・∴2 ：，＿＿い な い ▲

t い為 2．いない

4）お宅に急病人が出た時など．困った時に振りにしている家

ア．近所の農家で頼りにしている家がありますか。

ィ．最近10年位の問にこの近所に入ってきた家で

頼りにしている家がありますか。

5）葬式の時など．手伝いに行く家

ア．近所の農家で手伝いに行く家がありますか。

ィ．最近10年位の間に乙の近所に入ってきた家で

手伝いにいく家がありますか。

一・7－

1．ある 2．ない

二1．ある＿2．ない

1．－ある 2．ない

1．ある 2．ない

32る



質問16．あなたは地域社会との関わり合いに関する次のような意見に対して．どのよ

うなお考えをお持ちですか。各意見ことにあなたの考え方と最も近い番号に

○印をつけて下さい。

l

1

号 う

つ
だ
と
思

2

ま と
あ 思
そ う

つ
だ

3

ど い
ち え
ら な
と い
も

4

ま な
あ い
号 と
孟 号

5

そ い
う と

で 恩
は う
な

意　　　　　　　　 見

1・ 慧莞慧鷲 苦 言生活 して い くには長 い もの にま
1 2 3 4 5

2 ． 地 域社会 は住民 が協 力 して住み よ くす るよ うに　心が け るべ きだ
1 2 3 4 5

3 ． 地域社 会 は 自分の生 活の よ りど ころで あ る 1 2 3 4 5

4 ・ 喜賃 たで い る地域 は たまた ま生 乱 てい るにす
1 2 3 4 5

5． 住民 は生活 防衛 の ため に連帯す べ きだ 1 2 3 4 5

6． 地 域社会 は一定 の 自治性 を持 つべ きだ 1 2 3 4 5

7・ 至 雪雲 崇 房冨 莞誓責 わ きまえて もめ ごとのな い
1 2 3 4 5

8． 自己の生 活 と地域社会 とは別 の問題 だ 1 2 3 4 5

9 ・ 巌書 籍 雪雲 鐙 満や要求 はで き るだ け行政 に
1 2 3 4 5

10． 人 と人 との和 は大切 にすべ きだ 1 2 3 4 5

1 1． 近 隣 との つ きあいは面倒 だ 1 2 3 4 5

12・ 慧警 苧 苦学苧諾 望鍔 雪 かわ らな くて も誰れ か
1′ 2 3 4 5

13． 個 々人 の プ ライバ シーは充分 に守 るべ きだ 1 2 3 4 5

14． 旧 来か らの‾しき た りを大 切 にすべ きだ 1 2 3 4 5

15．今 住んで いる地域 に は関心 や愛着 は ない ．1 2 3 4 5

16・艶 圭ぢ警配 会 にす るために 自 ら進 んで 活動
1 2 3 4 5

17・ 票聖祭 または区会 な どの つ きあい はやめた は う
1 2 3 4 5

＿18 ． 近隣 関係 な どは何 の意 味 もない
1 2

‾3
4 5

以上です。こ協力ありがとうございました。

ー8－
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●集落の社会的体質把握のための調査票

住みよいむらづく　り浦動に関するアンケートのお願い

NEW・OLD

都市周辺の農村地域では、最近、都市化がすすみ、新しい住民の皆さんがたくさん転入きれ

てきております。この調査は、こうした地域の自治会や区会の運営、及び地域活動等について、

各行政区の区長きんにおうかがいし、今後のよりよい街づくり、むらづくりに役立てようとす

るものです。

日頃、多忙な活動に皆さんが携われていることを、十分承知しており、極めて恐縮とは存じ

ますが、ぜひご協力下さるよう、お願いいたします。

米1

2
　
　
3

米
▼
　
■
Ⅹ

米4

ご記入上の注意

調査は調査票によるアンケート方式です。該当する（）枠にご記入、

あるいは該当する番号に○印をおつけ下きい。

ご記入は、原則として区長さんにお願いいたします。

調査結果は統計的に処理いたしますので、あなたの行政区にご迷惑を

おかけすることは一切ございません。

もし不明・不審な点がありましたら、下記連絡先までご連絡下きい。

なお、回収は、f‖弓4日ごろまでに、役場のほうへご提出下きい。

筑波大学　芸術学系　環境デザイン研究室

宇都宮大学　建築工学科　建築計画研究室

農林水産省　農業土木試験場　生産施設第一研究室

（協力）三和町役場　企画課

連絡先：筑波大学環境デザイン研究室

TEL O298－53－2857

（担当　鎌田）

昭和60年10月

32曾



質問1．あなたの行政区と、行政区の所属する集落の名称をご記入下さい。もし、同じ場合は、

同じ名称をお書き下きい。

行政区の名称（　　　　）　隻語の名称（　　　、）

質問2．あなたの行政区はいくつの班（親）に分かれていますか。　（

質問3．あなたの行政区の戸数について下記の欄をうめてください。

1）総戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　（

2）農家戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　（

3）ここ10年間に他地域から転入した戸数　　　　　　→　（

4）ここ10年間に旧住民の新宅として建設された戸数　→　（

戸
　
戸
　
戸
　
戸

）

　

　

ヽ

－

′

　

　

）

　

　

）

質問4．あなたの行政区は、下記の4つのタイプの中で、どのタイプに一番ちかいですか。

該当する項目1つだけに○印をつけてください。

1）古くから住んでいる人（旧住民）の中に、最近10年くらいの間に新宅として出た家や、

集落の外から転入して来た家（新住民）がパラパラとまじっている㌫鵠←珍→叫

2）旧住民の中に新住民の小規模な集団が、はりついている。

3）旧住民を取り囲むように、新住民がかなりの戸数で、はりついてい

チ三茸三千

去＿Q．擢

4）旧住民に隣接して、新住民の集団がはりついている。　　　如碕・邑鹿

質問苧・率なたの行政区では、新住民（ここ10年間の問の他地域からの転入者）と旧住民の関係は、

どのようなものですか。該当するものに○印をつけてください。

1）新住民とは特に『つきあい』はない。

2）双方ともかなりうまくやっていると思う。

3）時々、問題が生じる。

4）現在、大きな問題が生じている。

（具体的に

＼
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質問6．自治会（区会・集落会）についておたずねします。該当する番号に○印をつけて下きい。

1）区長の選出方法

2）役員の交代

①選挙　　　　　　②輪番制　　　　　③役員会で相談・互選

①毎年変わる　　　②2～3年で変わる

③4～5年で変わる③ほとんど変わらない

3）区員

（自治会責の徴収）

①均等割（年

②固定資産別

円）　②反別劉　③所得税別

⑤人頭劉　　　　　⑥その他

4）集会回数（年間）　　　総会（　　）回　常会（役員会）（　　）回

5）総会への参加の程度　　①90％以上

（新旧住民合わせて）　④50～70％

②80～90％　　　　②70～80％

⑤50％未満

6）総会への参加の程度　・①90％以上

（新住民だけの場合）　④50～70％

②80～90％　　　③70～80％

⑤50％未満

7）新住民の方で

区会や自治会の

役員をしている人

①いる ③いない

質問7．草むしり・空カンひろい・神社、寺などの共同作業についておたずねします。

該当する番号にOをつけてください。

1）それらの共同作業への参加の程度は新旧住民合わせてどのくらいですか。

①90％以上　　　②80～90％　　　③70～80％　　　④50～70％　　　⑤50％未満

2）新住民だけをとった場合、参加の程度はどのくらいですか。

①90％以上　　　②80～90％　　　◎70～80％　　　④50～70％　　　⑤50％未満

3）それらの共同作業に出られないお宅には、お茶代、または出不足金等の名目で、

お金を徴収しますか。

①しない。　　　②する。（1回につき　　　　円）
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質問8．行政区または集落の住民のなかで活発な活動はなんですか。行政区全掟ではどうですか。

また、特に新住民についてはどうですか。該当する番号にそれぞれ○をつけて下さい。
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t
lll

‡

2 3

ダンス ・料理 ・盆栽など、いろいろな趣味のあつまり 1 2 3 l

l

l

2 3

l

社会教育 ・ボランテ ィア活動な どのあつまり 1 2 3

1 き l
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3 壷

！
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■＿■

3 1 つ
‘J
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隣組 （班や韻）での、お茶のみ、雑談な どの寄 り合い 1 2 3 1 2 3

農業生産に関 してのあつまり 1 2 3 1 ●2 3



質問9．あなたの集落にある各避織の活動状況についておたずねします。

該当の所に○印をつけてください。

D今ある親織　　→

2）新住民も加わっ

ている親織　　→

3）活発な活動を

している認識　→
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質問10．あなたの行政区、または集薄のも＿旦殿考やならわしについて、おしえてください。

該当する番号に○印をつけてください。

1）あなたの行政区では、自治会・集落会の機構、役員、運営方法などについて、

文章にした規約をつくっていますか。

①つくっていない。　　　　　　　②つくっている。

2）祝いごと・まつりごと・葬式などについて申し合わせがありま、すか。

①特にない。

②むかしからきめられており、文章にはなっていない。

③最近は合理的になったが、文章にはなっていない。

③文章になった規約がある。

3）新しく新住民が入ってきた時、むらの「しきたり」や「ならわし」について説明を

なきいますか。

①特にしない。

②求められれば説明する。

③できるだけ説明するようにしている。
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4）まつりや盆おどりなどの伝統行事の日程は、どのようにきめますか。

①むかしからきめられた月のきめら才した日に行なっている。

③つとめに出ている農家や新住民のことを考えて、日曜や祭日、または平日の夜など

に行なうようにしている。

③その年によっていろいろ。

④その他（具体的に

5）葬式の時の手伝いの範囲についておしえて下きい。

①行政区または集落の役員が中心となって行なう。

②となり近所（班や韻）の人たちが中心となって行なう。

③親類・縁者が中心となって行なう。

④行政区または集落全体で行なう。

⑤当番制

⑥その他

6）葬式の時の手伝いについておしえて下きい。

①大切な事だから、できるだけ手伝わなければいけない。

②つとめなどがある場合には、手伝えなくてもしかたがない。

③特に強制はしない。各自の判断にまかせる。

7）葬式の手伝いの時の新住民のあっかいについておしえてください。

①新住民も旧住民と同じようにあっかい、特に区別しない。

②新住民でも新宅（農家の2，3男）については旧住民と同じようにあつかうが、

外から来た新住民は別にあつかう。

③新住民は、新宅、外から来た新住民、どちらも別にあつかう。
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質問11．行政区または集落で主催した主な年中行事について例にならって記入してください。

まず、それぞれの月に行事名を書き、つぎに筆まる日＿は平日だったら①、休日だったら二

を記入して下きい。同様に時間・場所・集まる人たち・出席率にもあてはまる番号を記言

して下きい。このページは、別です。記入欄は、つぎのページです。

傍り

行事名 集まノる日 時　 間 集まる場所 ‡ 集まる人たち　 t　出席率

①平日
②休日

① 昼
② 夜

①近所の家
②当番の家
③集会場・公民館
董墓掛 概 雪

⑧集落の道や空地
篭警錆 苧施設）

①役員・当番・ ①よい
その他の関係者 ②ややよい

②旧住民と新住民 ③やや悪い
③ほとんど旧住民 ④悪い
⑨ほとんど新住民
⑤農業従事者
⑥婦人中心
⑦老人中心
審言警駅 ）l
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記

入

欄

行事名 集まる日 時　 間 集まる場所 集まる人たち 出序苺

①平日 ①　 昼 ①近所の家　 ‾ ①役員 ・当番 ・ ①よい
②休日 ②　 夜 ③当番の家

③集会場 ・公民館
⑨神社や寺
⑤広場 ・公園
⑥集落の田や畑
⑦集出荷場
⑧集落の道や空地
⑨町の公共施設 ．
⑬その他 （ ）

その他の関係者
②旧住民と新住民
③ほとんど旧住民
塞蓮嘉島芸誓住民

⑥婦人中心
暮章会計 巨

⑨その・他 （ ）

②ややよい
③やや悪い
④悪い
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●「コ　ミ　ュニティ訴査」プログラム
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00840

00850

00きるO

CC870

00880

00890

00900

00910

CO920

〇0950

009ム0

00950

00960

00970

00980

00990

01000

01010

0ユ020

010：SO

OlO40

01050

0ユ060

0ユ070

01080

01090

01ま00

0ユ1こ0

01120

TSS UTユLITY COMMAND VlOL20　　LIST DATE　87．12．09　TIME

DATA SET NAME：A201007．RCSANAl．CNTL

／／RCSO3Q3JOB A201007′PASSuORD＝DOHエTRAN′MSGCLASS＝0

／／E〉（EC ANALYST′REG＝＝ユ024K′LABEL＝40′MDDE＝JEf′uORK；200

／／FTOるFOOI DD DCB＝くLRECL岩508′BLKSエZEニ312′OPTCD＝U）

／／MYDATA DD DSN＝A201007．RCSCPL．DATA′〕NlT壬DエSK′DISP＝SHR

／／SYSエN DD　＊

■1事暮暮■1■暮11■事tH■霊　■事暮暮t■■■雷．t■暮書■■：末書：l：■■■■1■暮暮書事暮書義　暮暮霊霊■暮事】ト暮雷雷＝l　薫霊11暮書

手

＊　　　　　RCS

半　　　群市周辺農村地牧におけるコミュニティに関する調査
＊

末書＊★＊手書★斗米＊＊牛木書＊よ￥棄＊貴書＊難事寒＊事象筆書★＊♯＊＊書＃＊羊■＊＊＊♯★暮＊書★＊＊事象＃＊雷＊本書＊書■＊

SET JTITLE＝（一都市周辺監柑地域におけるコミュニティに㌍する琉査－）′

MODE（J EF）′JC（NC）

DATA INP〕丁三（USER）

＊

VARIAELE AREA

SEXI

SE）く2

SEX3

SE〉く4

SEXS

SEXd

SEX7

QO502

006

FTYPE

AREA2

QO80ユ02L

QO80104R

QO80107L

QO60202R

．QO80205L

QO80207R

QlQ01

Qユ00d

Q14

AREA3

Q150201

Q150402

Ql603

Q1608

Ql815

Q1818

FDRMAT

米

t

象

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

＊

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

TRANS

書

REPEAT

■

八

　

D

ハ

　

　

　

P

 

A

 

R

 

A

【

〔

　

E

 

l

ヒ

　

　

　

　

　

R

　

■

L

L

 

L

T

 

T

 

f

 

R

 

T

 

T

　

靡

　

＊

　

＊

　

J

T

S

 

A

 

S

N

 

M

　

　

■

L

 

N

 

M

■

八

　

D

ハ

　

　

　

P

 

A

∵

R

GROUP

J【）Bll

JDB21

JDB51

JDB41

JOB51

JOB81

JOB71

QO303

QO701

NINZ〕

GRDUPZ
QO80102R

QO80105L

QO80107R

QOBO203L

QO80205R

QO901

QlOO2

QlOO7

GRDUP3

Q150202

Q150501
QldOも

Q1809

Qlと〉14

FAMエLY

JOB12

JOBZZ

JOB52

JOB42

JOB52

JOB82

JOB72

QO4

QO702

FAMILYZ

QO80103L

QO80105R

QO80201L

GO80203R

QO80208L

QO902

QlOOう

Qll

FAMJLY3

Q150301

Q150502

81805

Ql610

Ql615

FI

F2

Fさ

F4

FS

Fd

F7

QO2

QO501

QO70501

QO80101L

QO80105R

QO80106L

QO80201R

QO8020んL

QO80206R

QO905

QlOOん

Q12

Q150101

Q150302

Ql占01

Ql80d

Ql占ll

Qld16

AGEI

AGE2

AGE5

AGEん

AGES

AGEム

AGE7

QO301・

QO502

QO70302

QO80101R

QO80104L

QO80106R

QO80202L

QD8〇2（沌R

QO80207L

QO904

QlOOS

Qlさ

Q150102
Q150401

Ql占02
Ql607

Q1612

Ql517

FユXEDl（11′Ⅰ2′13′lX′7（Il′12′3エ1）′5Il′エ5′エ4′5エ1′エ1′12／

Il′12′Ⅰさ′lX′14エ1′lX′1411′lX′4Il′1〉（′1111／

Il．エ2′ユ3．1×′10エ1′lX′18エ1）l

NEIJOLD＝9

エF（QOd．GE．1．AND．QOd．LE．3）NEuOLD＝l

IF（QOd．G【．4．AIqD．QOd．L【．5．AND．QO702．EQ．1）NEUOLD＝2

IF（QO占．GE．4．AND．QOd．LE．5．AND．QO702．EQ．2）NEIJDLDE3

エFくQOd．GE．占，AIJD．QOd．LE．8．AND．QO702．EQ．1）NEUOLD＝4

1F（QOd．GE．占．AND．QO占．LE．8．AND．QO702．EQ．2）NElJ0LD三5

IF（GRDUP．GE．占．AND．GROUP．LE．10）GROUP2＝GROUP2－1

1F（GRQUP．GE．11．AND．GROUP．LE．15）GROUP2三GROUP2－2

GR＝＝GROUP

IF（GROUP．GE．占．AND．GRO〕P．LE．10）GR＝GR－l

IF（GRDUP．GE．11．AND．GROUP．LE．15〉　GR三郎ト2

▼　NユNヱUC＝NエNZU

王F（NエNZUC．GE．7．AND．NINZUC．LE．98〉　NエNZ〕C＝8

1F（N工NZUC．【Q．99）N工NZ〕C＝9

Al＝1′20′50′40′50′60′998′999／

AZ＝20′30．40′50′60′997′998′999ノ

A三三1：8′8′9

エF（QO501．GE．Al．AND．80501．LT．AZ）80501C三A3

Bl；1′50′60′100′150′200′400．9998．9999／

82＝50．60′100．150．200′400．9997′9998′9999／

85＝1：9

ユF（QO502．GE．81．AND．00502．LT．82）QO502C三85

BEL AREA′AREA2′AREA3　＝　町名

GRDUP

GROUP2

く1＝三和町／

2＝狭民町／

3＝谷田払町／

4ミ茎鴫町）；

＝琵語名

（1＝緒川四部／

2＝貫吉報川／

3三部票緒川／

4三間中佗／

5＝山田中／

占＝山田蘭／

7＝北生子／

8＝井同／

9＝西村北／

10＝福E田平（－）／

11＝毒舌凰坪（ニ）／

12＝ミズホ団地／

15三天重富／

14＝ま嘘山／

15＝嵩蛇）ノ

＝擢吉名

（1＝吉割11西部／

2＝環諸JW

3＝茹詫言抑】／

4三間中‡志／

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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・
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＝
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⊃
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4
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‘

4

4

4

4

ん
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5
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5

8
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8
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与
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○
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〇

八
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O

 

O

〔

〉

〈

じ

0

0

0

0

0

0

0

▲

U

■

U

 

O

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〔

エ

リ

0

0

0

0

こ

▼

e

 

O

 

C

＝

0

＝

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〇

〇

〇1890

0ユ700

01710

01720

01750

〇1740

〇1750

0ユ7（）0

91770

01780

01790

つ1800

018ユ0

01820

0185O

e1840

01850

01880

01と70

0ユeSO

OユE90

C1900

01910

01920

01930

01940

01950

01960

0197〇

〇19巳0

〇ユ99〇

C2000

02010

02020

02050

020も0

02e50

02C50

02070

〇2080

：は090

〇三三〇0

〇2ユ10

02120

02130

02140

〇2150

e2ユ60

¢2170

52ユ80

82ま90

〔～2芸申白

こ．ここミ0

ロ2225

02230

022ん0

TSS UTILITY COMMAND VlOL20　LエST DATE　87・12・09

DATA SET NAME：A201007．RCSANAl・CNTL

5＝山田／

る亡北生手／

7＝井岡／

8＝西村北／

9＝指針平／
10＝ミズホ団地／

11＝天重要／

12＝城山／

13ニ高踏）J

FAMエLY．FAMエLY2′FAMILY3＝　世帯番号J

Fl．F2．F5′F4．F5′Fる′F7　王　統潮
く1＝世帯主／

2ご配肌着／

3壬世帯主の子ども／

4させ輔主の子どもの配偶者／

5＝世持主の孫／

dご世相王の規／
7事血縁のある同居人／

8さ血ほの仁い同居人／

9岩不明）j

AGEl．AGE2．AGE5．AGE4．AGES′AGE占′AGE7　三　年離；

sEXl．SEX2．S〔X3．SEXん．SEX5′SEXS′SEX7　王　性別

（1三男／2三女／9＝不明）；

JDBll′JOB12′JDB21′JOB22′JOB31′JDB32′JDB41′JOB42′

JOB51．JOB52．JDBbl．JOB62．JOB71′JOB72；＝就業就学状況
（1‡連動をしている人／
2＝自営にかかわっている人／
三三日たい・バートをしている人／

三内孤をしている人／
5＝主に農作業をしている人／

d＝通学をしている人／
7＝その他／

9＝不明）；
QO2

QO501

QO302

QO505

QOん

QO501

QO501C

QO502

QO502C

QO占

家計を主に支えている者の粗茶
（1＝つとめ／

2岩出芙・甘芙／

5＝麗工自営業／

4三その他ノ

9＝不明）J

家計を主に支えている者の粗茶（通勤者のみ）

（1＝竜王志和／

2三振禿・サービス取／

5三労運l鎧／

＝軍門技彷職／

＝経営管理用／

d＝公務員／

7＝その他／

9＝不明）；

肋訪先（家計を主に支えている者）

（1＝同じ地区内／

2三同じ町内／

3＝2を瞼く茨城県内／

4三文京都／

5＝その他ノ

9＝不明〉　j

退勤時間（家計を主に支えている者）

く1買15分以内／

2＝3D分以内／

5＝1時間以内／

4＝1時聞半以内／

5≡2時間以内ノ

£＝2時丁閏以上／

9＝不明）j

住宅の吾塁糟

（1＝持地持家／

2三億旭持家／

3言侶家／

4＝祉宅・寮／

5ごその他／

9三不明）；

：住宅況膜（持家のみ）単位：坪；

住宅規模（持家のみ）

（1＝2　坪未読／

2＝20－30坪／

う＝30～40坪／

ん＝40－50坪／

5＝5日～60坪／

d三60坪以上／

9＝不明）フ

≡　敷地規模（持家のみ）単位二坪　フ

＝　敷出現頂く持家のみ）

（1三58将来撒／

2＝■　50■－　60坪り

三三一　60～180坪リ

4霹100－158坪／

Sと150－200坪／

る＝200－400坪／

7；400坪以上／

9≡不明）；

＝　入居時描

く1＝故前から／

2三昭和28－29年／

5＝昭和30－39年／

4≡昭和40－44年
5三昭和45－49年
8＝昭和50－54年
7≡昭和55～57年
8ニ唱和58年以降／
9＝不明）J

NEUOLD　　三言刑日の区分

QO701

（1三敵前～昭和39年／
2＝許MO年～昭和49年（郎屋あり）／
三三昭和40年一昭和49年（血緩点し）／
4＝昭和50年以降（血ほあり）／
5三昭和50年以降（血ほなし）ノ
9＝不明H
前任地（昭和40年以降の来住着）

（1＝同じ地区内／
2三同じ町内／
三三2を除く家城県内／

4二死京都／
5三その他／

338



TSS UTエLユTY COMMAND VlOL20　　LエST DATE　87・12・09　TユME　21

DATA SET NAM三　三　A201007．RCSANAl．いJTL

O2250　　　　　　　　　　　　　　　　　9三不明）；

0228O QO702

〇2270　　同一仁丁内にすむ硯・兄弟の有無（昭和40年以降の先住者）

〇2280　　　　　　　　　　　　　　　（1：＝いる／

02290　　　　　　　　　　　　　　　　2＝いない／

02300　　　　　　　　　　　　　　　　9＝不明〉J

C2310　　　　　　　　QO70301′QO70502　三

〇2520　　　　　　　　　　　　　　　く1＝規戊や知人が多い／

CZ‡30　　　　　　　　　　　　　　　　2＝通勤に便利／

02540　　　　　　　　　　　　　　　　5＝老後にすむ琵堕に良い／

〇2550　　　　　　　　　　　　　　　4＝子育ての浣埠こ良い／

02≡占0　　　　　　　　　　　　　　　＝他地域に比べ瓜づ地・住宅／

02370　　　　　　　　　　　　　　　　8＝財産として伝岱／

〇2三80　　　　　　　　　　　　　　　　　7＝その他）j

O2590　　　　　　　QO70501　＝　来往理由（昭和40年以降の発注者で、十

〇三もCO　同一町抑こ規・兄弟が住んでいない考）MA（未）；

02410　　　　　　　QO70302　＝　来住理由（昭和40年以降の兼任者で、＋

02420　同一町内に規・兄茄が住んでいない者）MA（★）J

C2430　　　　　　　　FTYPE　　　＝　家族椛成

02440　　　　　　　　　　　　　（1三＝僅払家族（宍描のみ）／

02450　　　　　　　　　　　　　　　2三郎純家族（長子0－3投）／

02“0　　　　　　　　　　　　　　　3＝月ま撞家は（長子4－6技）／

02470　　　　　　　　　　　　　　　＝単純家族（長子7－15故）／

024EO S＝j揖速ま言責債子16鏡～）／

02490　　　　　　　　　　　　　　　か域聞蔑瀕（長子年首・舎不明）／

02500　　　　　　　　　　　　　　　　7＝2世霜家族／

02510　　　　　　　　　　　　　　　　8＝31止石原族／
02520　　　　　　　　　　　　　　　　　9三革身者／

D2530　　　　　　　　　　　　　　　　0＝不明）7
02540　　　　　　　　NINZUC　　王　家攻入数

02550　　　　　　　　　　　　　　　（1＝1人／

02580　　　　　　　　　　　　　　　　　2＝2人／

02570　　　　　　　　　　　　　　　　　5＝3人／
02580　　　　　　　　　　　　　　　　　4＝4人／

02590　　　　　　　　　　　　　　　　　5＝5人／

02800　　　　　　　　　　　　　　　　　6＝6人／
02810　　　　　　　　　　　　　　　　　7＝7人以上／

02820　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝不明）；

02630　　　　　　　QO80101L′QO80102L′QOBOlO5L′QO80104L，QO80105L′

026tO QO80108L′QO80107し　こ

02850　　　　　　　　　　　　　　　（1＝まったく招待していなかったノ

028占0　　　　　　　　　　　　　　　　2＝ほとんどm待していなかった／

C2670　　　　　　　　　　　　　　　　5＝やや拙待していた／

02ム80　　　　　　　　　　　　　　　　4こおおいに期待していた／

02890　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝不明）；

〇2700　　　　　　　QO80101R．QO80102R．QO80105R′QO8010もR′QO80105fし

02710　　　　　　　　QO80108R′QO80107R　三

02720　　　　　　　　　　　　　　　（1＝不法足／
02750　　　　　　　　　　　　　　　2＝どちらかといえは不満足／
02740　　　　　　　　　　　　　　　三三どちらかといえは洗足／
02750　　　　　　　　　　　　　　　　4三流足／
02760　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝不明）メ
02770　QO80101L　＝　近所の紡住民間どうしのつきあい（蛙前の期待感〉（＊）；
02780　QOBOlOIR　言　近所の㍍住民間どうしのつきあい（現在の漕足感）（埠）j

O2790　QOBOlOZL E貴家などとの人情軌、つきあい（住前の斯待感）（＊）；
028OO QO80102R　＝　農家などとの人情深いつきあい（現在の満足感）く＊）j

eZ310　QOBOl05」＝　スポーツや余暇活動を行う（住前の期待感）（半）ノ
02820

02830

C2840

02850

02880

〇2370

02880

〇ZS90

D2900

029ユO

C2920

02950

02940

C2950

0296O

C2970

02980

〇2990

05000

0≡010

〇三〇20

03030

05040

〇三〇50

0三〇80

〇三〇70

〇三〇g〇

〇三〇90

〇三ユOD

e三110

05ユ20

QO80103R

QO80104L

QO80104R

QOBOlOSL

QOBOlOSR

QO80108L

QO80106R

QO80107L

QO80107R

QO80201R

QO80201L

QO80202R

QO80202L

QO80205R

QO80203L

QO80204R

QO80204L

‡スポーツや余暇活動を行う（現在の滝足感）くり；
王　家庭菜園・土いじ　などの趣味をいかす（住前の期待感）（＊）ノ
ニ　家産菜閉・土いじりなどの趣味をいかす（現在の満足感）（＊〉；
三　田問風景や自然環境に現しむ（佳前の期待感）（＊〉；
三　田閲風流や自然琵境に現しむく現在の流足惑）く才）；
＝　子どものあそび場（住前の苑弓待暮）（＊）；
＝　子どものあそび場（現在の清見茹）（♯）j
＝　自宅周辺でのホらし全焼について（蛙前の期待感）（竃）；
三　日宅周辺での蔓らし全投について（現在のき蔑見惑）（書）；
QO80201R′QO80202R′QO80203R′QO80204R′QO80205R′

QO80208R′QO80207R　亡

く1…＝まったく紺待していなかった／

2ニほとんど描待していなかった／

3＝やや打待していた／

4三おおいに打ほ寺していた／

9＝不明）j
QOBO201L′QO80202L，QO80205L′QO80204L′QO80205L′

QO8020dL′QO80207し　＝

（1…不朽足／
2＝どちらかといえば不溌足／
3＝どちらかといえは清見／
ん三吉芯足．／

9＝不明）；
＝　交通の蚊利さ（住所の抑待感）（事〉；
＝　交通の便利さ（現在のテ声足惑）（＊〉J
＝　E闇の瓜い物の便利さ（住所の1口汚症）（書）；
三　日縄の賞い物の使利き（現在の濯足惑）（＊〉；
…　医宣言施設・塩漬サービス（任那の期待藁）（＊）；
三　臣謡施設・医煎サービス（現在の浩足廣）（＊）；
＝　スポーツ・娯袈施設（住前の抑待惑）（事）ノ
＝　スポーツ・娯㌍施設（現在の拭足藁）（＊）J

05ユ30　QO80205R‡畝哲施設（住前の拍待慰）（＊）J
C二≡ユ40　Q080205L　＝　紋章施設（現在の試足惑）（書）ノ
03ユ50　QO80208R　三　公園・緑地の整備（怯前の邦待惑）（＊）7
03ユ占O QOE0205し　こ　公別・校地の豊開　現在の泥足怨）【t）；
e三三70　QO80207R　＝　この町の生活見境仝た具について（佳節のJ調待惑）（蒙）ノ
05ユ80　QO80207し　こ　この町の生活踪境全般について（現在の清見惑）（＊）；
〇三二90　　00901．QO902′QO903′QO904　＝

〇三；〇〇

〇三210

〇三220

03250

〇三240

05250

0326O QO901

05270　　QO902

05280　　QO903　　　三

〇三290　　QO904　　　＝

ロ三三〇O QlOOl：QlOO7

〇三510

0三三20

05350

（1＝地区内／

2＝町内／

3＝2を除く安城県内／

4三更京都／

5＝その他／

9＝不明）ノ

日錦の食料品を買う場所（＊）ノ

茶蟻な衣料品を罠う場所（寧）；

利用する突容院の培薪（★）ノ

かかる内科の場所（＊）フ

＝（1＝ほとんど参加しない／

2こときどき参加する／

5＝よく参加する／

9＝不明）；

05540　Qユ001　　　…　どぶさらい・革むしりなどの地区内の共同作業（事＝
03350　QlOO2　　　＝　町内会・区会・自治会などの総会や常会（＊H
O5…£O QlOO5　　　＝　Lr内金・区会・自治会などのまつりや荘勤全等の行事（書目
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DATA SET NAME：AZQlOO7．RCSANAl．CNTL

テニス・ゲートボール・バレーなどのスポーツクラブ　くり∫

苦渠・喜三桁などの追味の罷まり（＊）；

社会放腎・ボランティア潅勤などの撲まり（＊H
PT八などの子どもに関しての持まり　く≠＝

＝　町内会・区会などの役員に対する硯琶吐

く1＝できればことわりたい／

2三しかたなくひきうける／

3＝ひきうけてもよいと思う／

ん＝すすんでひきうけろ／

Q12

（反りに、あなたの霊の苗に－

Q13

Ql▲

Q150101

Q150102

9＝不明）；
＝　コミュニティへの参加憲圧十

・）

（1＝そのままにしておく／

2＝班長等を通じ役場で処理／
3二日分で電話をして役場で処理／

4三比丘等を通じ皆で処理／

5＝自分で呼びかけ皆で処だ／

占＝自分で広い範打を処班／

7＝自分で自分の票の闊のみ処理／

9＝不明）；

；定住志向

（1≡すくにでも移転したい／

2＝あまり住み拭けたいとは思わない／

3＝付与続けてもよいと思う／

4＝すっと怯み紆ナたい／

9＝不明〉；

≡　住みたくない理由

（1＝生活が不便／

2三石‡笥邑崇が荒塩的／

3三通昌一むの蚊が悪い／

ん＝スポーツ等の超勤の場が少ない／

5三鼓享子広ま昌が這い／

占＝住宅・宅地が狭い／

7＝知り合いが少ない／

8三つをあい・しきたりがめんどう／

9ごその他／

0＝不明）；

＝　知人人数（良家の人の中での）

（1＝いない／

2＝1～3人ノ

5＝4－6人／

4＝7－9人／

5＝10～20人ノ

る王21人以上／

9＝　不明〉J

≡　知人人放（新しく入ってきた人の中での）

く1言いたい／

2三1－3人ノ

5＝4－6人ノ

4＝7－9人／

5＝10～20人／

る三21人以上／

9言　不明）j

Q150201E子どもの玖哲や家虎のことなどで相続をする人の有無＋

（農家の人の中での）
（1…いる／

2＝いない／

9三不明）　j

Q150202王子どもの教育や家虎のことなどで相談をする人の有無十

（新しく入ってきた人の中での）
（1＝いる／

2＝い†よい／

9＝不明）；

Q150501王子どもの避び相手の有無（㌫家の子どもの中での）
く1＝いろ／

2宣いない／

9＝不明）ノ

▲Q150502＝子どもの遊び相手の有細（新しく入ってきた家の子どもの中での）
く1三いる／

2言いたい／

9言不明）J

Q150401＝囲った時に腰りにしている家の有無（農家の人の中での）
（1亡ある／

2＝ない／

9＝不明）；

Q150402＝囲った時に弧りにしている京の有柏（新しく入ってきた人の中での）

（lEある／

2＝ない／

9；不明）；

Q150501＝裏紙の時など、手伝いに行く家の有無（彪家の人の中での）

（1こある／

2王＝ない／

9＝不明）J

Q150502＝誹式の時など、手伝いに行く家の有無で新らしく入ってきた人の中＋

での）
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（1＝ある／

2こない／

9＝不明）J

Qld01：Ql占18＝（1こそうでないと思う／

2＝まあそうでないと思うノ

三三どちらともいえないノ

ん＝まあそうだと思う／

5＝そうだと思う／

9三不明）ノ

地域社会の中で生活していくには長いものにまかれるしかないくり；

旭喋社会は住民が協力して住みやすくするように心がけるべきだ
く≠）J

地標社会は百分の生活のよりどころである（＊）J
今住んでいる地域はたまたま生活しているにすぎない（ヰ）ノ
住民は生花防衛のため連帯すべきだ（＊＝
地域社会は一定の自治法をもつべきだ（■）ノ
各日が自己の身分をわきまえてもめごとのないよう心がけるべきだ
（書）；

自己の生活と地域社会との隠卸まペつだ（兼）j
畠己の生活上の不満J招き求はできるだけ行政に働きかけるべきだ
（＊）；

人と人の和は大切にすべきだ（＃）；
近抗とのつきあいは雨例だ（￥）；
地位的な問遊はす分がかかわらなくても詑かがよくしてくれるだろう
（★）ノ

偶々人のプライバシーは十分に守るべきだ（半日
旧来からのしきたりを大切にすべきだくり；

今住んでいろ地域には関心や空曹は尤い（書）；　　　　　　　　　■
住みよい地位社会にするために自ら進んで活動をしようと思う（＊）；
町内会または区会などのつきあいはやめたほうがよい（事）；
近鑓閲傭亮どほ何の忠味もない（書）；
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●「コ　ミ　ュニティ調査」データ
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TSS UTILエTY COMNAND VIBL20　　LIST DATE BT．12．09　TZNE　21．32．27

0▲TA SETIIAME！AZO1087．RCSCPL．0▲T▲

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　99994888138　50028且88099

88888888888888　88888888888888　3】22　22112191130

も59999919155355555553953も533

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　99991433130　5083114099

99999999999999　99999999999999　9999　99999994～32

3219991919　999999999999999999

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　999938881も5　2006も239099

99993999999999：；9999999999999　9999　99999991430

39～～992211359999999999999999

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　999998889998999898888099

88888888888888　88888888888888132312さ之191さもも0

9911991111354433▲45544555545

192999　92999　99999　99999　99999　99999　99994888130　▲50188880　2

88888888888888　88888888888888　9999　333393943与0

4999991911999999999599595999

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　99991421124　2452199099

4444341434も444　3333333333333】1999】3222223440

4512991211159155515511511511

15115925ュ2593291593232394742799　99999　9999288al SQ dZOlB8887　5

88888888888888　88888888888888　9999　33319991140

421299121135515551】521531514

1311592322593　81493　51494552199　99999　99992888140　300988887　5

88888888888888　88888888888888　9992　99299933140

4199191919　も55195544513551】11

1571192552793311193302194　41795　91795241191421134150も～1997　7

3333223434222311111111111122　33213之231119130

▲312221212　555154551511551411

159159258259330159ill2595　52495　32795117928881

88888888888888　88888888888888　221133333332340

4219991911155934514512551▲11

1571592542593291：19328119王24il94802799　999928881

88888888888888　88888888888888　391133211113130

4312991212　355155511～11551511

1371592372593111893　82494721799　99999　999928881
88888888888888　88888888888888　9999　3】32123】140

古さ22111212　35413343151153194】

159199～54299334125も342255　91d95　819951199～8881

88888888888888　888888888888881312　3222113～140

4322121212　4も413も511412531311

1541592592593301594292595102495　42799　999928881

88888888888888　88888888888888　2222　33339934140

9919999999159995599599539511

1411292431293842793721794141497152499　999938881

88888888888888　88888888888888　9999　33332339929

9999999919　3559555915135Slも11

14819924529947！19932229932019931719931319928881

88888888888888　88888888888888111139999934240

1919191919155155511511551511

53　400188887　7

48】00188887　d

40　455188887　5

48　350188887　7

45　400188887　ム

50　57018888T d

iO　300188887　7

1471192472493221193181199　99999　99999　9999133～143　280188885　も

88888888888888　888888888888881221333333】3340

4599991919　～551も5524511545もI1

159159257～593さ11194282ア9！3199512999　9999288819999999188887　d

88888888888888　88888888888888　99912929999】3▲0

5119991919　255134も94512541511

191199　92ん99　91占99　91999　91999　99999　9999199399989998988880　5

88888888888888　88888888888888　3399　39299931221

24090　2　813　3311111919　959999999599553599

2も100　2　8141591593　91294272195　1“95　1°999999999993888119455188887　5

2も110　2　814　88888888888888　88888888888888　3393　33211112430

24120　2　814　4512991212　45“43542513533531
24130　2　81515dl299　999999999999999　99999　99999　99993888199999991888891
241ん0　2　815　88888888888888　88888888888888131199299991140
2ん150　2　815　5929991212　354195323512431421

2んldO2　1“lH1592752995“25932111‘318299491‘9999992888142450188887丘
2ん170　2　814　88888888888888　888888888888881912　9933993Zlも0
2tl80　2　814　8412991212　354155555511531911
2ん190　281719999272199349299叫21995382395131°99111492888137550188887d
24200　2　817　88888888888888　88888888888且88　9919　33221232140
2も210　2　817　4399111919　999999999999999999
242202　818133199Z332993572993　519934199412999999928881303001888876
2ん230　2　818　88888888888888　88888888888888　9999　32211121140
2ん240　2　818　4922121211155159315511511511
2も250　2　819157159255259332159も3325951028999999999992888150800188887　5
24240　2　819　88888888888888　88888888888888　9999　333399】3340
2i270　2　819　5222112211441135432344421311
～4280　2　8　20　日11192292293　1日93　5299391999　99999　9999173113010028888▲　5
2も290　2　8　20　88888888888888　8888888も888888　3923　31213123Zも0

24300　2　8　20　42111211113543“▲34421551432
2も310　2　8　211占215925825953り59り3259511289591°95714928881543“1888877
2ん320　2　8　2188888888888888　88888888888888111133333333日0
2も330　2　tl Zl　も119191919　2551ん55155llSS1511
24340　28～2158199254229335229481199882299999999999928881999与50188887　5
2ん350　2　8　22　88888888888888　8888888d888888　222】】33111132▲0
～4360　2　8　22　4619991912　9551255195115i1511
2ん370　2　8　231702999　99999　999999999999999　99999　9999▲888199999999888891
24580　2　8　つ　88888888888888　88888888888888　221122111111140
i4390　2　8　23　4199991212　2“““4351“53932
2＝00282413011922721999999999999999999999999991345130　506519912
2“10　2　8　2も　2212lZlZIZl131之1212コ2之23Z323　3323　32211113230
2“20　2　8　24　9522991211455155534532553311
2“30　2　82515913925923953412943も2299999999999999993888145　2104329974
2“40　2　8　25　33333312332222　21212122221112　333ユ　32211111120

2“50　2　8　25　442299121215SZ5551351153】311
～“80　～8281“159240299313249311149310＝9472279999992888199999991888878
24も70　2　8　2d　88888888881は88　88888888888888　9999　32321131130
24480　2　8　24　3312121211454559545531533333
2“90　2　8271731992702993】41194282995　42995　32995929913‘514～】001888877
24500　2　8　27　88888888888888　88888888888888】912　21111112“0
24510　2　8　27　6419111111555555555514151511

2も5202　8281‘717933911糾342995122695　527999999999991331150340288887　5

2ん530　2　8　28　88888888888888　88888888888888　339】99229931130

24540　2　8　28　42291112112555545415115～▲“1

245502829137129232229191493724932279999999999938881271185319945

24560　2　8　29　4241414249414121212121212121399133323233125

24570　2　8　29　4～22112211155455333531533411

24580　2830199992471253452253182る961716944012597129928881242501888878

24590　2　8　50　88888888888888　8888888且888888111133333233240

24400　2　8　30　45121！1～12　3“454～43522422も32

24610　28311“199235199334299‘88299“‘299572‘95　52994888154099991888888

2“20　2　8　3188888888888888　888888888g88881121333339322▲0

2“30　2　8　314919191919　959999999999999999

2“402　8】2　日51192432193～01193172‘9870～7999999999992888150　90188887　5

∋4g



TSS LJTILITY CONNAND VlOL20　L，lST OATE a7．12．09　TINE21．32．

8人TA SモT〟川亡‡▲201007．月CS〔PL．DAT人

も‘502832888888888888888888a888888888，99999999999990
2‘“028】29999999999999999999999999999

2“702833153119251～5932‘219311“999999999999999948881254041888854
2“8028】3888朗888888888888888888888883】1332】132322も0
2“90　2　8　33　4311991212　959915999599959599

2470028341481592“2593日129り92295814954279999993888147“如327974
247102834414141‘1‘l‘lUl‘1’1414141‘l‘12】133332913430
247202　834922211191995‘15511351141も11

2473028351“15924125933‘15943“19999999999999999288815457▲188887▲
2▲74028358888888的8888888888888888888331】コはIlill1240
24750　2　8】5　4219991912　959999999599999999

2474028341日9392°199999999999999”99999999999913221999999938朗81i
2477028348888888888888888888888的8888999939999999190
！47802　83丘も999999999999999999999999999

247902837139119237299381‘932299“‘27999999999991コ211353001888875
2も800283788888888888的8888888888888883333】3332333130
24810　28373211111212　3Hz”412511511411

2も82028381541292552293～9279】27279】2▲1299999999999】888127　7】2888855
2483028】8888888888888888的88888888888132233323】‡3240
2も84028384～22991212‘541441111542521

2485028391▲1119237219°門179‘712793112‘9382‘9】52891132150　521飢88日■7

248占0283988888888888888888888888888881111333323】】340
24870i8：9－i12121211555＝5524521551日1
2488028も0153159279159】75259】53259‘28159°2311999999288415015018a8874

2489028408888且8888888888掴8888888888899913929999王140

249002　84069129919121‘319512451131411

2491028▲19999999999999999999999999999999999998889998999818888099
2も920284188888888888888888888888888889999～9999992124

2493028　も1259191911923りん32112】▲5▲】ill

2494028421471192‘22393181°93192493122‘9999999999，1132399899984922955
！4950284i99999999i99999999299999999993323333212】2130

249402　842　22Z21111115‘54555545115“411

24970284】135129▲1229372‘9】5279‘712597‘51799999938881505001888874

2も980284】88888888888888888888888888883322】3333331“0
2も99028　▲342211212121551”515511432511

2SOOO Z8“13712923‘之29】111‘9】71799999999999，9999】8881271705も259▲4

2501028“2313…232…123‘1‘1‘l‘3‘2‘1413】2333332！33228
之5020Z a　“　丘22‡221～12　55451j5▲55535153も5

25030～845155159254259333159‘282595‘1795127999999288812004001888874
250も028▲5888888888888888的88888888888999133313i13240

250502　845　“119911115551555“551551】ll

Z O的02　▲ul▲31592‘72】93172‘99999999999999999999928881241501888853
2507028“88888的8888888888888888日888999912311222130
25080　28　“　4919991919　55‘l！4511～2353“12

2509028▲7148119250219325日932621999999999999999913】11554001888854
25100284788888888888888888888d8888888333332222221340
251102847　“1299111135419314511341311
2512028も8155119330119‘2‘279512999999999999999991352130　401888874

251】028488888888888888888888888888888】”2322132213用
25140　2　8」は1312221111959199513511▲1nl

251502849158159255259】33159‘30259°102°9582d95527928881日3031888888
2518028498888888888888888888888888888999933】コ3332340

25170　2　8　49　d21111121之155155513511531311

25180285015015925025932°279‘32119°801～，999999999928881343】03888885

2519028508888888888888888888888888888292333399932140
25200　2　8　50　5211111211255135523521931521

210　2　8　511321192401193582194ユ42994　81占99　99999　9999132219999999288887　5

220　2　8　5188888888888888　88888888888888　3999　3コ339231“0
2：50　2　8　51】319191911999999999999999999

～ん0　2　8　52124129225219“1129d572793　32793　21799　9999も888119　300388887　8

250　2　8　52　88888888888888　88888888888888　33213】31】212240

2dO　2　8　52　d212111212　555115152514551311

270　2　8　531331192332も93112丘99　99999　99999　99999　999913521も5　450188884　3

280　2　8　53　88888888888888　88888888888888　ュ～22　32211132340

290　2　8　53　4ん12121912　555353434511531321

300　2　9　11501192502793151693111499　99999　99999　99991621130　90412194　4

310　2　9　1“999999999999　339999999999991311331111：！l“0

320　2　9　13312122212　555155514513551311

330　2　9　21431192432393192193132丘99　99999　99999　999919222　3814018888～　4

3も0　2　9　2　88888888888888　888888888888881312　ユ32111】l“0
350　2　9　2　4512991919　351199393119112331

380　2　9　31“1192ュ72193　3179470i799　99999　99999　99991】54118　200188887　4

370　2　9　3　88888888888888　88888888888888　9991：ほ399991“0
380　2　9　3　4412991212　559552555511533511

390　2　9　41411192302493111899　99999　99999　99999　999914123998999843199も　3

400　2　9l　一ら　～11111111131212131も3213111119999　31121151413
410　2　9　4　832121211134455も5335535】3353

420　2　9　51712799　99999　99999　99999　99999　99999　9999488821099991888891

430　2　9　5　88888888888888　88888888888888119121111111130

“0　2　9　5　95999919114541も5511511522も31

450　2　9　41351199　99999　99999　99999　99999　99999　999913221171007も27991

460　2　9　d　22321122321111112211111111113411】3211111dl1

470　2　9　d　5999999919　34545も543551533：ほ3

ム80　2　9　7　9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　999998889998999873199099

も90　2　9　7　99999499999999　99999993999999　9999199999917も0
500　2　9　71929292929　999999999999999999

510　2　9　81479292472299221299202199202199　99999　99993888140　400“1990　5
520　2　9　8　3949：5949493929　29393939393939　二；393　33311399430
530　2　9　8　8399999911999999999999999999

5ん0　2　9　91311192282793　42499　99999　99999　99999　99991333127100421993　3

550　2　9　9　43332322229923　3232323】323232　3391】2コ21131140

550　2　9　9　も32222221145“33“4543“3353

570　2　910145259318149】131693111494772799　99999　99992888157　丘00188887　5

580　2　910　88888888888888　88888888888888131133211132日0
590　2　910　441212121～　255455551511513411

600　2　9111371192382193132d9：1101占9“3179“12797841791623140　303188888　7
610　2　91188888888888888　88888888888888151133221333430

820　2　9115311111111355455554511241511

430　2　9121492999　99999　99999　99999　99999　99999　99991428150　8001888891

“0　2　912　8888的88888888　88888888888888　2322　33111113140
850　2　912　211999121135も155も15531532511

“0　2　915174179273279351129“92595222145131999　99992888120　200188887　4
d70　2　913　88888888888888　888888888888881111】3331231240
880　～　913　丘511121111】54355534539542も12
490　2　914　9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　999998882　5　4018888099
700　2　91も　88888888888888　88888888888888　2913　39999999“0
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TSS UTILITY　亡OMMAND V10L20　　LIST DATE　87．12．09　TJME　21．32．27

DATA S【T NAM【；▲201007．RCSt：PL．D▲T▲

25770　2　914　4299991919　949999999999999999

25780　2　91715115925125937517932521941▲ld99　99999　99992888142　300188887　5

25790！917　88888888888888　88888888888888　2392　3】3112332▲0

25800　2　917　821～111212　355155529531551911

25810　2　91818717928827931】119440i王95　81d95　41495！1991252130140188887　7

25820　2　918　88888888888888　888888888888881912　3332293‡140

25850　2　918　5212121211155155531521531511

25840　2　9191241192232799　99999　99999　99999　99999　99994888：599899988119912
25850　2　919　99999999999999　99999999999999　3333　31111112521

258占0　2　919　～2219921～2　243535434512534121

25870　2　9　201331194592293　92493　92499　99999　99999　999913212　32　24288887　4

25880　2　9　20　88888888888888　888888888888881311　32221132130

25890　2　9　20　4222991211554554542515551331

25900　2　9　211401192542993341194242195　21999　99999　999917112　40120188887　5

25910　2　9　2188888888888888　88888888888888　3】23　22229992440

25920　2　9　214522992211155155515511531411

25930　2　9　221541192342293111499　99999　99999　99999　99991431！50　200792994　3

259も0　2　9　22　34343434343も】4　4443232】2】2424　3533　32211131530

25950　2　9　22　252～12212i152】33i53511531511

25940　2　9　23128119227279311799　99999　99999　99999　9999142139989998721992　3

25970　2　9　23　33232211：ほ▲333　2122313133223219913）331192140

25988　2　9　23　3521212121453～24432532432321

25990　2　9　2も125199224299111999　99999　99999　99999　9999122139989998831992　3
28000　2　9　24　349923】3▲4231211222311222322131131111192130

28010　2　9　24　2929212121も54353122512542311

24020　2　9　251；沌1192242793　92799　99999　99999　99999　99991も5239989998831992　3

2dO30　2　9　2513232313121432　222123：ほ3343】3　3523　33311112424

2占040　2　9　25　241121111Z　441143433▲33432312

24050　2　9　2d ld81292582与93302193272299　99999　99999　999938881531000188885　4

2dOdO Z　9　2丘　88888888888888　88888888888888　351131113212140

25070　2　9　24　422299221155339も244555▲35】33

2占080　2　9　27157159259279329119423219511799　99999　9999123】128　240188887　5

28090　2　9　27　8888且888888888　88888888888888　3333　32211111130

24100　2　9　27　2122991212　35424も423521432212

28110　2　9　281591792562193301193　92193　41794272195252191332130　210188887　7

24120　2　9　28　88888888888888　88888888888888　2222　3】399994140

2d150　2　9　28　4399999999　も55151513511551511
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28310　2　9　34　4922192299　959999999999999999

2ふさ20　2　9　35150119250279丘732793222193201199　99999　99991211150　200188887　5
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29210　3111913444499449233　99999999999999　34Z2　33111233340

29220　31119　4122119911954999599519535591

29230　311201441192442393152493112占96752799　99999　99991411131104511997　5

2924q　ュII Zq　93939999999993　9393999ん999999　23lZ　王33999231も0
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～9340　311　23】311999999　999999999999999999
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30540　312　24　599999222115415も515511451411

30550312～715212925029999999999999999099999999991225399899988321912

30540312～71199999999999999999999999999999922999991211

30570　312　271929992929　999999999999995999

3058031228157119255299999999999999999999999999948881999　404423912

30590312　283233～2与243313231】13121313131242】33113293221

30ム00312　28　“1199Zlll　も54295～155225も3511

3Odl0312291541192542999999999999999999，999999991d33125　5“422912

30820312～92コ22124j与】9932～12221～22132212“223112112与30
304】0312　29　2d2199212115“5552も522531332
30“03123014911924529931821931‘2‘999999999999999918121999　dOd52295も
3085031230　232233333】393391919193929991232933日3223221
30“0　312　301222992222153155515521531511
30870

30d80

30690　312　312222212122　454155423512412311
30700312321“1192‘023931‘1‘9310川99999999999999991小はl】148“Z7944
307103123223122332“…222221522】33212125922331233110
30720　31～　32　3d21112121“も1233も3“コも11222

3315519924929932499932399932199999999999991“21～5　55“i255　5
33　2323233▲333333　313232322233332“2　32111112323
33　2391999922　35“3453▲522り2▲21
3も191292927939149392‘999999999999999938881占0　35832454も
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～4～2212～21153443533551531321

1471192も12793　も1993　21999　99999　99999　99991之も5122

34233344343422　22212113132323　3333　22212123430

5522111111155455514511511411

88dS2595　5

57452594　4

70占～2595　4

54452357　3

59452598　4

58652993　も
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DATA S【T NAM【；▲201007．RtSCPL．DATl

l451192432193101493　92899　99999　99999　99991444123

232323““4322　212222222223221412：33は1132130

542121212131415211：ほ21522311

1481192422793141493111499　99999　99999　99991444132

23232333“も23王　2323】3234三川33　3521323ZI1313】0

24212121213531も▲541511541311

1も31192402393171493152499　99999　99999　99991444130

3▲34】4】も449▲34　21212123232▲23　343411111133330

4821112191353155551511531311

14111923dZl93　91493　41799　99999　99999　99991▲151占0

】4】334▲さん44241414144▲14111411532　3331322“30

3d21212121155155313531531511

1日11924j2193172493152499　99999　99999　99991245128
▲“Z414343423131323131】133311533　3221之13三三】0

3421992121▲5144411）514511411

1】71192372993　4249】42占99　99999　99999　999914311999

23232323334333　313331233932321533　332119331】0

4421212129155134424522412311

140119238279】112893　92493　21799　99999　9999141も124

i】192323232223　3232222322232i　233】323111i2229

3°2129212135554453353）】31311

140119235～493111493　92丘9▲‘82799　99999　9999134も123

ユ2才3之233433123　31～】21122233】3　2331：ほ231222230

3222212121354】55453531523411

1371192342493112493　81899　99999　99999　9999144l127

23之22】23】43与34111】1113333133　2392】23111313ュ0

1391～12121355】445】351▲522331

1541192221占99　99999　99999　99999　99999　9999144512も

42429344▲432314242413～3142412423　ュZllll13230

▲4129921213551544155215】2321

140119234it93　81493　41799　99999　99999　99991444140

24141：ほコ434】212122211122333】2312　33111113d21

25～12121213435も▲51551も433311

1391192】▲2393111493　82899　99999　99999　99991かい‖130

iさ～33tlも2233341123Zも3】2】2】1】15】132312131322

24il212121155245423521533521

！444之45■　▲

55452454　4

484もi41！4

224▲2454　4

！8452595　4

47さ524！も　4

4○丘42！9▲　5

59442257　5

4074215も　▲

74842595　3

4持ち2454　4

77452594　も

1311192292993　41993　21993　91999　99999　99991423399899988！249】5

さ4244▲44も▲4494　23231434344も3tl392　31331112130

1521212221255▲55413511531311

1451192▲72393182493152494801794741799　99991245142

44も4444444444も】2】23222223333　2433　323211】33■0

452299111115414も511511541511

1451192442393142493142493131498482799　99991も451999

▲3▲22329433122　31314141424242　2433　332313さ3130

19219921214532444Z1513】32421

1481292も7229322279ll22499　99999　99999　99993888118

2323233▲）も】423　3231313231323之1】1】21211123230

25222121111▲443】455▲】2522333

1も】1192422】9315269】112899　99999　99999　99991144124

33223233】▲ュ232】2323232123～32153】32232233230

382111之1211551443145115～1511

1421192342793112丘93　81694702799　99999　99991352128

443も2333▲÷】223　22222322213323　2332】！】21333240

3‘Z12121214552も4513511522も21

143119240239314ld93102499　99999　99999　999913441ユ3

133313ん】44111211111】111111313333　32311113330

さも441997　d

dTd52297　さ

57752595　4

58851994　も

55442457　5

494も2595　4

4222911111455155515511553521

1】8119237～793111d9】72499　99999　99999　99991433399899987も2794　▲

323121も】434322112221212132211333】222223】221

2】21112121322433124222534321

139119i34之79311289：18149】22799　99999　99991145157

33313233333332　2121212121213】2599　312111】3230

1421212121　35も155339422～31311

144119239249315Zd9312Zd99　99999　99999　99991145134

343344444も444も　22122111111122　2932　333111：ほ1ん0
542221212124も143533511431411

140119240299314199ュ112993　81999　99999　9999124512）

3▲332333▲▲▲14】32】34132もコも】▲3　333132312131130

232121Zl21999999999999999999

1▲21192592999　99999　99999　99999　99999　99991145128

33222333333333　2232コ12233333】35】3　32213111230

142199il21455155515511541511

1381192312493　71493　52占9311799　99999　99991453144

】32133】3333】22　222211111122211513　22311123421

242121212125435～533531532411

1521192472393201193171499　99999　99999　99991244120

23131244332232　32222121213333　2532　22Zlll92130

1421992121153143312511531411

1501192452993122896352197822999　99999　999912▲4138

23233233343▲32　22212133223322　3433　322111～32】0

1391212121155195515521432411

1も211924227931も2493　91499　99999　99999　9999】888125

3333334んもももも23　222321223343321322　211111221】0

1521112121355143114533531311

1431192382799　99999　99999　99999　99999　99991も45120

2】213333443322　Zl2121223333331599　22222113430

152199212135も244▲23511542321

14ん1192402193141893131699　99999　99999　99991222127

233232324】333211222121222222　3392　22311121130

222299222215414んも43511531312

1▲11192422495112893　81499　99999　99999　99991ふん5120

32333▲44443233　222322223232も3　2533　22311133230
2322212222　9も5244431531531ん32

1301192262793　3279311799　99999　99999　99991444121

33132313133ココ】3332】233333333　2933　21211111121

1322212121342334423も23433332

1421192382393152493142499　99999　99999　99991521131

29191329232311212121222121212539　31131132130

1521992222　3533も5434443432も32

135119232Z793　91999　99999　99999　99999　99991145123

13131313131313　23232325232323　2929　21111121113

1之22212222　3も3543343353433213

1571192552799　99999　99999　99999　99999　99991545137

3433334▲ふん9933　32333233313232　3533　21113213130

5411991111354244も335344】2421

1：ほ1192312793　51793　92799　99999　99999　999914ん5122

3912121343も】43　414141も14141も1252312212113111

2421212121145444425514422331

1451192402999　99999　99999　99999　99999　9999144も119

23も▲2333439923　23232222222222　3533　3211111112古

さ】99991111253～▲3コん55215345～1

1492999　99999　99999　99999　99999　99999　999948881～▲

22占5之59▲　5

407も1994　4

43652も54　5

48452】512

23452594　5

51442595　4

50751997　5

50452▲～4　4

504525912

54452594　も

SldS2494　4

43742492　も

48452794　4

4ddも2574　3

444425912

48442593　も

▲8451991！

528▲28991

コも730　414　47

34740　▲14　47

3ん750　414　48

34740　も14　48

34770　414　も8

34780　414　49

34790　414　49

34800　414　49
3も810　414　50

348～0　414　50

34830　も14　50

348▲0　▲14　51

34850　414！1

34840　414　51

34870　も14　52

34880　も14　52

34890　414　52

34900　も14　53

3491011153

34920　414　53

34930　414　54

3▲940　41も　54

34950　414　5も

349引0　414　55

34970　414　55

34980　414　55

3ん990　414　54

35000　41も　54

35010　も14　54

35020　も14　57

35030　41▲　57

35040　414　57

35050　414　58

35040　も14　58

35070　414　58

35080　414　59

35098　414　59

3SlOO　も14　59

35110　414　40

35120　414　40

35130　414　80

35140　41▲　丘1

35150　414　丘1

35140　▲l▲　41

35170　▲14　42

35180　も14　42

35190　41÷　42

35200　41も　83

】S210　414　83

35220　41与　る3

35230　▲14　44

35240　41阜　84
35250　▲14　84

35280　414　45

35270　▲14　丘5

35280　414　4～

コ5290　414　44

35300　41も　dd

353101日Il dd

3～520　41も　47

35330　41も　47

35：往0　41も　47

35350　41も　d8

35380　41も　88

35370　41も　88

35380　も1与　る9

TSS UTlLITY COMMAND V10L20　　LIST OAT【87．12．09　TII柁　21．32．27

DATA SET NAHE；▲201007．RCS〔PL．DATA

3】243334339233　222322222232】2　253コ　22211113330

～521992121344233も33522も32332

1341192】52493　52793　31799　99999　99999　999912も5120

93122之33333332　21222222323333　2】9】3233313i130

2621212121355155534511531】11

134119234239：！13249】122499　99999　99999　99991244135

13142333】31423　21212122222二は】2323　32211121129

3522112122153455541511】35311

1451192392393152493101493　81499　99999　99991丘44120

224232も444422】2111111122！222　～32133333223430

さ2222121211551555115】1531511

1▲21192312993101493　71d93　22999　99999　99991445121

34323】さ】344232111311112131～2　2】92　32313233130

242121212145344▲44▲513433▲11

13丘119232279】71°9】51799　99999　99999　99991244120

331333：ほ▲3423211111111113322　2593　22211121123

2421212121155もASSI5514511331

155119252299：ほも1199　99999　99999　99999　99991▲▲5128

33432344449943　3～424132994433　2522　333939932】0

3491999191355955512511531511

1511192502】93201793141499　99999　99999　99991444128

33223122349332　31】13231313332　2も23　322111】3230

512111212144415441】521532311

1421292412993111占93　91499　99999　99999　9999488d123

33i2333333323211222122323～32　29912121～123230

2521212121】552455】35～2～31321

143119238239312Z499　99999　99999　99999　99991445122

23123131444も413141414141も▲tも　9999　31311124229

492Z222222　3554▲与も45513433】11

1551192452199　99999　99999　99999　99999　999912▲5124

3も311343443233　32334232333343　～332　21211113240

3522992122　555135511511531511

135119234299311279312799　99999　99999　99991444124

23121223】43322　2121212121222Z ZS93　32211133221

1122212222　555333511511532311

9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　99991144125

34443333333332　3333424糾233も3　～433　233121】3221

3311111121355111】13511531511

1401192382393131493102494722799　99999　999914▲5131

50442493　も

50422▲94　も

5745～45i S

50452594　5

50451994　も

dld52355　3

40452595　も

54452594　4

d4452494　3

42752351‡

57742594　4

554も259099

55442457　5

2423244444442311121311123323　3532　32312132130

152221～1211552555245】～531331

1331992292：99．41799　99999　99999　99999　99991も1249989998752793　3

も431234933942111111122333322　2933　31illl91130

1929292922153】▲512351二門11121

171179243～799　99999　99999　99999　99999　99994888123　554523512

99999999329999　99999999999932　34ュん　39999991～30

282～99212144444も333522532もZ2

1421192372793112499　99999　99999　99999　99991454150　254～249も　3

33312233433313　31313131313331242211111121121

122222222～　335334342343433232

1421192も02993102493　81499　99999　99999　9999114▲130　5444iS94　4

34224444344】43　32313131314142　253さ　33333333～コ0

222121212135も1443335119も1511

1371192392】93122493　91899　99999　99999　99991丘4412l d0452254　も

33313233242333　32333333333333　2333　】3311133130

之3i1212122　3も323452244ち533323

1391192342393181893132499　99999　99999　99991154130
233223“433132　312～2131314332　2999　22331132430
2421912121245254121532531311
1491192“239】191d93172899　99999　99999　99991～“129
232331“242223　31333132322222　2533　3221213】330
3421992121355155513531511511
1341192372393151693132899　99999　99999　99991“▲128
3334342534ュ▲34　22332233233333　24】121211123130

3312991122　3551455315335】1313
1“1192日279314149311日99　99999　99999　99991553125

35390　もli d9　3223434343414141も141424242412532　32211231～30

35400　414　89

35410　41も　70

35420　も14　70

35430　41も　70

35440　41も　71

35450　414　71

35も40　41も　71

35470　414　72

3～▲80　もlん　72

35も90　も1▲　72

35500　41も　73

35510　41も　73

】5520　41も　73

35530　もlも　74

355ん0　414　74

35550　41も　74

35540　41も　75

35570　41も　75

35580　41も　75

55590　414　74

3321112121154145314511531411
1も1119242299：！122493102d99　99999　99999　99991之45122
43二ほ4343324231413121212131313393　3333i13】421
242121212124も34も3245】2523321
14211921】1493　81495409999　99999　99999　999912もi123
921194399923】3　31222121111111151132211133221
399191919125133“34511513421
1331192292793　82d93！1799　99999　99999　99991“5130

33233“433232311221122122122　2393　21311112130
2421212122　4432445325225▲3322
1491192も3239317149315Zd99　99999　99999　99991“4123
33川2233“23】123232211111123　2533　2311113】330
1422222221343135322422432311

1511193242199　99999　99999　99999　99999　999911“122
2422113533］143　21233311113233　2”2　33231113130
3322992222　354444315512541411
14711924129931dld93122占99　99999　99999　999912“125
24111211333231313131323131313433　32212221430
1521212121155555511511521511
1371992312793471493　51793　21799　99999　99991“飢　47

55400　4日　74　22222222432222　31313132313232　2333　31211131113
35810　▲14　74

35420　414　77

35430　414　77

35d40　414　77

35850　も14　78

35840　も14　78

35870　414　78

35880　も1ん　79

55d90　414　79

152299～22154353：ほ39443513341
143119243249311249310id93　49999　99999　99991“5123
21192233333122　～11111211121212593　3331113221】

4129191919　344444524512534431

1431192412393142占93132499　99999　99999　99991“4127

231323332】2】12112211213121212539　33231123123

2421992121455455523511531311

1401192352493121893101893　61799　99999　99991“dI Z2
33199323333329　21292129212999　9999　32212221129

35700　も14　79　312222122215““115543412432

35710　414　80

35720　41も　80

35750　414　80

35740　も14　81

35750　414　81

357る0　ん14　81

35770　41も　82

35780　414　82

35790　も14　82

35800　も14　83

35810　41▲　83

35820　▲1ん　8ュ

35850　も14　84

35840　414　84

l▲21192402993121493　7日99　99999　99999　999915“122
32142314334233　414242Hも～4342　252131111232127
3821112121453445434441533341
1391192372399　99999　99999　99999　99999　99991745122

232“““49934　212之2331993333　2333　31221192130
349999111135514551453も531331
1321192322793　72占93　41793　41799　99999　99991“4130
2413132323】454　323231：ほ】33333　2399　21211112130
2521212122　353▲344ん3524432332
134119234279】る2793　3179“O1798582199　999912“129
2522232二53～3233　31323232329392　～319　222111Z2330

222221222215】144424422422322

1511192も92393272193252193172丘99　99999　999912“130

88888888888888　88888888888888　2322　22212131140

る0452495　4

82丘52595　4

占0442254　も

40652254　も

54452354　4

404もZも54　4

40452254　4

40452595　4

52452355　～

40852595　4

24441994　5

°47も2594　5

70452355　4

5占442794　5

58452594　4

548427912

4074245も　5

40452597　4

82988885　5

∋【ヨ



TSS UTZLZTY COHNAND VlOL20　　LIST OATE　87．12．09　TIM【之1．32．

DATA S【T NA柁：：Aは01007．8〔SCPL．DATA
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】4219911213541も4543511511411

1521192482793232199　99999　99999　99999　99991844134

ココムも324▲444432】2222221222132　3も22　22211193240

299999～222154155514！11541111

1401192322993121493　81占99　99999　99999　99991占44122

33334333333233　313Z3121313232　2】93　21211122130

322～222222　3443も3533522432321

137119234219311249】82499　99999　99999　99991445130

993344333も4232　も1413131114231　259：121221121123

22Z299lZ22　354335551532533】3】

1431192412393131493111占99　99999　99999　99991455122

32233333333333　2222223】ユ32233　2322　32311132130

1422212222　3▲】さん▲ん32422242221

1481192472393181493141499　99999　99999　99991245125

441444444444も4111311111141412491323111322】0

5421991111155155555511551511

1401192も02993　92占93　71499　99999　99999　99991345120

2423232334王もュ3　32323223233333　2533】‡】11131140

2222222122　3454も4513533353332

1441192382ア931】ld99　99999　99999　99999　99991444121

3▲3ュ24▲ち434134　4lZ23223～32222　2533　33333334140

3421992121454135312521531421

1351192】32793102893　51799　99999　99999　999917451Zl

コも32333342413】1213～2233132】3　233⊇　323】2233330

14212121212551も▲222522！21311

74占52795】

丘77も2▲54　4

704▲之も54　4

4】442594　4

40452545　4

554▲2454　▲

！2丘も2344　3

亨0442574　▲

1511192452193172占99　99999　99999　99999　9999134も19999999432295　3

32223242もささ393　3222222222222～　291：1323112311】0

1322992222　も54444444531542322

1341192342993　81493　52999　99999　99999　999910451999

2】231323232323　22223122222】2】　2922　21；11121130

2129292929　333133433533も】333】

l】01192282993　2279311799　99999　99999　99991311132

2424143も3423▲4　43434433234343　2323　322111191も0

5211111112　4551も3421531131311

13811923927931▲2493101499　99999　99999　999914もS120

】2194113141▲31313322121▲12】3　2▲王▲　32311133220

5522112222　35445！511511551511

13711923も2493102493　81493　も2799　99999　99991353115

2】2Z222225】32121132322233221293】31211131312
49222121214444も4133512533321

135119231Z79】41793　21799　99999　99999　9999173212Z
23231314332222　323ュ3】23323232　2333　3～】11121122

5511992122　343455535511531311

135119232219341ZS9141494　31799　99999　99991‘31147

88888888888888　888888888888881331323112221▲0

】2121211114553555も5511431411

1も41252442253占81293482294181494152丘99　99992888140

888888888888da　888888888888881333　33332233140

451之121212　455555411511541411

45752394　4

150411992　4

占043Z594　4

15丘～2594　5

3も431993　も

4509日887　5

3占0188887　占

lち5119243259】20219】1424987も1794702799　999928881‘0　450188887　4

88888888888888　88888888888888　2999　99999992140

4811121111154999591511231511

191592　92593　92493　92°93　91丘94　92799　99992888154　340188887　4

88888888888888　88888888888888　9999　99399992942

9999999999　999999999999999999

1751793571594572795301595：；02197　3～7971179祁88150　300188888　7

3b4rltJ　もl＞　y　88888888888888　Zl888888且888888　2993　332111214も0

38420　415　9　52i2222212　3▲】412443543332333

34430　415101311192322493　71d93　31799　99999　99999　999914331！2100831994　4

3dもち0　41510　31122233323132　233331之2323232　233132311121422

54450　41510　5491919191454も4553～551133311

364d0　415111521192182193152493　92999　99999　99999　99991334125　59742▲55　4

3“70　41511221311343333“12121112121132　2323　32211221322
3d480　41511】9之221212145255も554554555之も5

34490　4151i lS92399　99999　99999　99999　99999　99999　99991911399899984522791

36500　41512　2213993】34121211212312999392　2523　31111111▲23

34510　41512　311299191134945551も531513331

38520　も15131391192292993　4199311999　99999　99999　99991154130150842453　4

38530　41513　3333＝“44“33　22232333333333　2522　31111113230
38540　41513　551111112124424432も422522421

36550　4151▲1411992372393131493　42499　99999　99999　99991444123　58432▲9ふ　ん

34560　4151も　23331111333333　3333】232323232　2日3　33311132122

34570　41514　2122Z22222　3も▲▲44434533533354

3dSa0　415151401292372193181493141493132499　99999　9999】888114150451995　5

34590　41515　233332333331Z2　22222132223333　2459　3】321133222
34400　41515　ddIll111113▲▲344432532435522

34410・▲lSld148199244299】171999　99999　99999　99999　999917も4120　35442595　さ

さd420　41518　22223232333232　212Zl232323232　233132211121も22

38430　4151占　552199212l iも534も421522333321

36ふん0　415171391192：ほ2493　81893　32799　99999　99999　99991445120　も585234▲・4

36650　41517　32324143434242　22313242423232　2333　31221131122

38460　41517　2221212122　354335432523533322

34470　415181も01192312も93112493　91893　51799　99999　99991232120　3483229も　5

38880　41518　～3233323232323　22之22223222222　2】33　3331113332島

34690　▲1518　5521212111342433423542533311

36700　415191481792492793171丘93152499　99999　99999　9999115：1122　45452275　4

】阜710　41519　443も3213423122　4142ん13131も1312439　3ZZl2234216

36720　41519　8411221121452も5553も522532511

3d730　415　20199992】42799　99999　99999　99999　99999　99991732140　90075打912
3占7iO　も15　20　231】11132】3121211121111122215533　31211112421

38750　415　20　2222212222　4も4344512512553111

3d760　415　211391192332793　91893　dZd99　99999　99999　99991999118　33432294　4

36770　415　2122232232332121212221之121222123】2　39111132130

38780　も15　21dd～22121213▲44も4513531553▲33

36790　415　221511192452393191d93111699　99999　99999　99991345120　48“2495　4
54800　415　22　3332333233433】21322222222222　293131211111312

3d810　415　22　21222121214533333333333333】3

34820　415　231341192342493　91893　72499　99999　99999　99991も521999　39452494　4

36830　415　23　343も34343も3334　3333も233333333　2333　99339933340

3古840　も15　23　442121112155も1444▲4513431311

36850　415　2も1421992412993172ム9314169】111899　99999　9999388819989998731995　5

34880　▲15　24　3】231123“3311111111111111も3　299】31211121124

3丘870　415　24　3122212222　243555531551553553

38880　415　之51341192382993　81493　51799　99999　99999　99991321118　3445199も　4

34890　415　2S Z3233323233333　32232322233333　2993　39211122330

38900　tlS　25　4622222221333333531332513142

3d910　415　2dlも31192432：193151d93131499　99999　99999　99994888139　19AS2454　4

34920　415　28　233も143433332131222111322212　253132212133430

3占930　415　Zd　3421212121254153521511331411

36940　415　271321292282293　52999　99999　99999　99999　99993888118　40722も93　3

36950　415　27　24339944443234　99433221993333　2323　212121911も0

34980　415　27　2399911111555145441512521921

TSS LJT王LITY CONMAND VlOL20　　LIST DATE　87．1之．09　TIM：21．32．27

DATA S∈T HAM【；▲201007．RCSCPL．0▲TA

38970　415　281491192452393191丘93141499　99999　99999　99991549130　40452395　4

36980　415　28　34343133334233　41423331423332　252133211133140

34990　415　～8　5522991121155154113521531411

37000　も15　291371292292793li79311799　99999　99999　99994888】9989998751992　4

37010　も15　29　34213111313132　31333231313132　3333　31211114130

37020　415　291221212121555255323511541331

37030　も15　30191992　92999　99999　99999　99999　99999　999913231999　388525912

37040　415　30　3】23ん343＝4333　2232333254▲】＝　355311111111230

37050　415　301122992222　355153523511531421

37080　415　311349599　99999　99999　99999　99999　99999　999928881551401888801

37070　415　3188888888888888　88888888888888　9999　39939991240

37080　415：目し　9999999999　959999999999999999

37090　415　321701592612795341194272195　3279511799　99991432153　300188887　8

37100　415　32　88888888888888　88888888888888　233132333】3】l：10

37110　415　32　4311111112　2541554135325も1311

37120　415　331701792822799　99999　99999　99999　99999　9999488819010001888812

37130　▲15　33　88888888888888　88888888888888　2553　329999923も0

37140　415　33　3222999919　353145513532532231

37150　415　3415015924825932221931917931724947“799　999928tI8130　338188887　4
3714○　415】4　88888888888888　88888888888888　9999　39999991140

37170　415】4　4929992919　955155551511551515

371aO　415　コは1451192422193191d931丘2丘99　99999　99999　99991521175　350188885　も

37190　も15　35　88888888888888　88888888888888　339132211123140

37200　も15　35　8322991212　35514444も512531311

37210　も15　341“1992351593402594332199　99999　99999　999928881401000188887　4

37220　415　34　88888888888888　88888888888888　9999　99999992140

37230　415　コは　9999999999　999999999999999999

37240　415　3714312924022931丘2493142499　99999　99999　99992888124　30011は885　4

37250　415　37　88888888888888　88888888888888132133311121240

】7280　415　37　AS99991212　255435551511551513

37270　415　38lSAll92512993241193221493201499　99999　99991444148　4001B8885　5

37280　415　38　88888888888888　88888888888888　2331999999931；8

37290　415　38　9999999999　999999999999999999

37300　415　391571592572593292794281194　91799　99999　99992888100　400988888　5

37310　415　39　88888888888888　88888888888888　2993　99999999940

37：ほq　415　39　9999999999　999999999999999999
37330　も15　401SAl592532594822799　99999　99999　99999　99992888140　340188887　3

373も0　415　40　88888888888888　888888888888881333　33339993140

37：ほ0　415　40　9999999999　999999999999999999

37360　41～　41141129Zd02293371294352295llid95　81499　9999388817】250188887　4

57370　415　▲188888888888888　88888888888888133133299993140

37380　415」HL d912111212　955155524521541411

37390　415　も21421～92342293131493　9拍9“7159“4ZS99　99993888150　300188887　与

】7400　415　42　88888888888888　88888888888888　241133322232240

37▲10　415　42　45111111119595“45343“41322

37420　も15　43147199215199：；172993▲3299“72999　99999　99992888150　400188887　5

37430　415　43　88888888888888　88888888888888113133339：；33140

374▲0　415　▲3　4112111919　545999524512559931

37450　415　日157159254259335119425299512999　99999　99992888150　500988887　5
37140　41　4“　88488888888888　88888888888888　9999　99999999140
37470　415　44　4599991911959999999599599999
37480　415　451“9999　99999　99999　99999　99999　99999　999928881413001848891
37490　415　45　88888888888888　88888888888888112199999991140

37500　もISi5　4112991212　553999999599599999

37510　415　“168159245279】371194352399　99999　99999　999917“1与19999188887　4
37520　415　“　88888888888888　88888888888888　2333　33321191330

37530　415　も4　53129912113　tlもSも13512531411

ュ75も0　415　471541292532之9372229329119も2821962】1999　99992888155　290188888　4

37550　415　も7　88888888888888　888888888888881991393999921▲0

375ム0　415　47　4812991212154195511512551411

37570　415　48143159242259318199315199311299772159771259288814○占00988887　7

37580　も15　48　88888888888888　8888888888息888132133322】さも340

37590　も15　48　tも19111919　999999999999999599

37600　415　491411292d5239341279314149d131499　99999　99993888140180188887　5

37810　415　49　88888888888888　88888888888888　23i3　3231113】130

37820　415　49　2312211111151135343432513332

37d50　415　501501599　99999　99999　99999　99999　99999　999928881514001888891

37“0　415　50　88888888888888　88888888888888199133339993140

37丘50　415　50　9992999292　3541555115115も1411

37“0415　51日51992432991181993131999　9999999999　999915】339989998852795　も

37470　415　51333299124322】2　▲1323131314132　2933　32231133222

37680　415　512521912121354154▲11511432411

37690　も15　52143119240249311149】91499　99999　99999　99991354125　“98888も　ち

37700　も15　52　88888888888888　8888888888888112393　3332113▲140

37710　415　52　45112111114551555145115日も11

37720415　531も8129243229】192499　99999999999999999993888142　54552795　3

37730　日S S】414141414“341434343▲14142412433　3321112“12

37740　も15　53　3422992222155355555512511511

37750　415　541151192402193171799　999999999999999　99991121129　40451995　3

377ム0　415　54　23999999999993　292999999999912323　33339931430

37770　ん15　54　5も11991111も39999999539533933

37780415　55137119231239】7149】52799999999999999991253120　40“199も4

37790　415　55　22232234334323　22232312222223　2333　333111331：柑

37800　415　55　342121212125413も424532512322

37810　415　54128119311799　99999　99999　99999　99999　9999112149989998832292　2

378～0　415　54　3り】1323232333　“33322233223】2393　31221191130

37830　415　541112121222　354333523512432421

378ん0　415　57138119311169311‘99　99999　99999　99999　99991234124　SOdS1994　3

37850　415　57　3211111143】232　21）242323242▲2　233133311132128

37850　415　57　22212111～2　255も“335543513323

37870415　581471992“2993171993112999999999999999991733134100432295　も

37880　も15　58　93939：193939：；9312131222229192　2933　33312132330

37890　415　58　4411991111354155515511551411

”900日Si9134119234299】7249999999999999999999991231】9989998852794　3
57910　415　59　23121：！121ユ112131313131313131233～　32312121130

57920　415　59　2921212121：555454335511も31521

37930415dO135119234249372丘93　52799999999999999991655130100411994　4

37940　415　401343131313333311234313““14　2323　33311133”0
37950　415　60　55111111lZ　355133453512532511
379dO415　占11511192452793202199　999999999999999　9999165119999999831995　3
37970　415　413233333Z322932　313332】2222222　2433　31Zl3111230
37980　415　411399992199　35344“31591541511
37990415421341192332393　7Z99】32999999999999999991432128　50832794　4
38000　415　d2　33994132333333112929313211112432　323122】3222
38010　415　82

38020　も15　43

38030　415　43

380も0　415　4】

38050　415　44

38040　も15　44

38070　415　4も

38080　415　85

1929292929】4324▲414421りコ411
138119237279】131占93　81‘9862279999999999912“13る　72452457　5
13131342“3111111111113131412321】33111】3130
1322222222　555155515511511511

1“1192402393122493111699999999999999991丘“122　40452494　4

121219233332‡3　22133122123123　9323】1211131112

4322112222　45544与▲44425533341

1】911923527934179】31793　317999999999991731127　45732253　5
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TSS LJTZLITY C8MMANt）V10し20　　LIST DAT【87．12．09　TIME　21．32．

PATA SE†…M【！1201007．RCSCPL．DATA

222Z2222222222　212121212121212】33　31111131312
432221222～　355555513511513311

155119248279】llld93112499999999999999991“5130150452494　も
23211343も34323　3222】32ささ32222　2】22】1113334327
14221121213544▲“4351151】533

13811923丘249】102893　72493　42799　99999　999912】1138　220752294　5
”2321“1▲211111113131242123　2322　3121112：，122
522121212155555551：ほ11333も11

134119231‡493　52793　31799　99999　99999　”9914441999　474▲2343　▲＼
2222111123】之】3　41423222223232　2333　31211131り0
22212121212443334344445も33】2
1451793371～94352，95111895　9“97592599　99994888175　9901凱引MH・4
88888888888888　888888的888888　23！3　3332133】240
5512111112155153も11531531511
1711793“1294392295171495　82499　99999　999938881801800188887　5
88888888888888　88888888888888　233】】3331333▲ん0
452211121115443】42352253132之

13515923▲2593101d9】7149459159“12997831992888150　も50188888　7
88888888888888　銅朗8888888888　2333　33331134140
4422111212　3541444245之1532422

9　99992582599　99999　99999　99999　99999　999938881▲3

88888888888888　88朋88朗888888133133311191140
9999999999　954155592512551511

1411192ュ52393142493121d93　82占99　99999　999912日131

も2123333434】4311121111213243　233ュ　32311121230

2522112222　叫41“＝4524532121
1“1192も】2793172499　99999　99999　99999　9999142212丘
23221414】23232　41414123423！32　2333　33211122122
4422992121243▲333345335151～2
1491192▲52799　99999　99999　99999　99999　99991“5133
232343994999之2　～12122333241312uZ　32！21113330
も522992222　～542552345～25も1521

1551192402393191193181699　99999　99999　999912“127
3323233399】434　31313125212132　2193　322222232：l0
45119911113454も44】3353443444

1591192！72993242199　99999　99999　99999　99991113134

13131】““4343　21212121332233　243133321113230
12～2992121554545～55521513も11

143119～4～279311日93111d99　99999　99999　9999t423138

332333233も3234　～1334333323132　2▲33　331111】1130

】4211121～l】52154i23512432321

14111923929931！2493　52979　99999　99999　99991“4129

332399333332も2　32324212323292　2323　33211132422
1321212121343244も3351253～311

1381192342793　dl973　32979　99999　99999　999913“12▲

332339“43も132　3333434242も1412993：3ほ111211～2
2921212122　553も33335513533431

180用888099

58441994　5

40432245　3

～2442こ1512

594も2195　4

507も1995　3

13063～454　4

4543229も　4

434i199：！4

15511925】2193282199　99999　99999　99999　99991“519999999288885　3
888も8888888888　88888888888888　9999　3】999993140
8499991919　999999999999999999
1“2993311994312995　42994852999　99999　99992888153　330188888　5
88888888888888　88888888888888　2932　333399939も0

4】99999999　999999999999999999

15119925i299327199：ほ4199占772999　99999　9999288899989998988887　5L

d8888888888888　88888888888888　2929　333212311】0

4522921212　555155513514551】31

38占50　もlS　も41429992▲3i493182493202199　99999　99999　99991145138　8041199～　▲

38680　415　84　99999999999999　99999999999999　2322　323111】3342

38870　も15　84　441199191！1541539995995999Z1

38d80　▲15　851もd1992402293111d98791996732999　99999　999915211d3　400188887　5

38690　415　85　88888888888888　88888888888888　2】22　3】311132140

38700　▲15　85　占る22112211151115551555531511

38710　415　841351192332993111893　Bld99　99999　99999　9999164も123120752も5▲　4

38720　も15　84　3341▲1434341も12132211141～1312331311121】lZ12

38730　415　84　242211222215555SS14522511411

387ん0　415　87　9　99999　99999　99999　99999　99999　99999　99993888154　40018888099

38750　415　87　88888888888888　88888888888888　9999　33331133140

38760　415　87　4512991212】▲んも35543512451・391

38770　415　88128119225～795　92799　99999　99999　99999　99991423130150811992　3

38780　415　88　99999999999999　99999999999999　Z333　32221112340

38790　415　88　4212991212　45414も43】534432221

38800　415　891も212923924931424931ild93　81899　99999　9999388813212041199も　5

38810　も15　89　3233～234343233】9333333434143　2323　323211321も2

38820　415　89　丘511111111955555515511551411

38830　415　901381192342493　81493　71d99　99999　99999　999918431271208）1994　4

38840　415　901コ134～434143231～12131Z15111～　～323】3321153140

38850　415　90　55之1112112　▲55155435521532321
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あとがき

このテーマの研究を始めたのは、1983年頃である。当時、明確な蘭も瀬成さ

れておらず、気のおもむくままにスタ】トして、今日「応のまとめをみることができたの

は、終始温かくご鞭捷いただいた筑波大学教授　土肥博至先生のおかげである。特に先生

の明確な構成力によるご指導がなければ今日の完成はありえなかった。

思い返せば千葉工夫在学中に、私に研究の道を開いてくださったのは、当時の私の指導

教官であった宇都宮大学教授　音訳銑蔵先生、ならびに共同研究をすすめていた当時の東

京工業大学教授　青木志捗先生及びその研究室の皆様であった。特に当時の青概室の

筒井義富民（現在・農水省農摘掛とEL r農軌という私にとって郷なフィ

ールドを走り困った。その後、掛学に道を開いてくださった苗筑波大学教授∵小島垂

次先生、そして惨土讃軽のときの私の指導教官である筑波大学教授∵谷村秀彦先生に臥

研究者としての厳しさを教えられた。また、谷村先生には、当時、土肥先生を紹介してい

ただき、今年、私を古巣の筑波大学環囁科学研究科の技官として研究を掛られるように

していただいた。いずれの方々も私にとっては大息人で心から感謝する椎である。

このたび麓文をまとめるにあたり、筑波大学芸術学系の富岡道隆教授、弛麻鎗」敵

襲原書一一郎教授、筑波大学社会工学系の佐藤洋平助教授には大変にお世話になった。また、

礫究の協力者で私のよき御幸である筑波大学桑坂デザイン研究室の凄艶先輩．

学生の皆さんにも謝意を表するとともに、1品の成果を得た喜びを分かちたいと思う。

そして、最後にこの論文の完成を見ずに他界した我が母にも長年の労を戯したいと思う。

昭和62年師走　　　　斬元弘
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